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　　　プロローグ







　この世に生を受けた瞬しゆん間かんから、自分という存在は既すでに彼女の傍かたわらに在った。

　だから少女も、ごく自然に『そこ』を己の居場所と定義した。疑問を抱いだく余地もない。たぶんそれは、幼子が根こん拠きよもなく母親に寄せる無類の感情と同じものだった。

　──さぁ、仕事を始めてちょうだい。

　──はい。

　少女のもっとも古い記き憶おくは、挨あい拶さつも何も抜きにした、そんな素っ気ないやり取りだ。

　思えば人並みの会話なんて、殆ほとんど満足に交わした憶おぼえがない。少女と彼女は、お互い口に出さずとも、だいたい相手の考えていることが分かったからだ。

　それを特別嬉うれしいとは思わなかった。煩わずらわしいとも感じなかった。絆きずなとか云うん々ぬん以前の、単なるルールの問題としか捉とらえていなかったように思う。

　彼女は自分を独ひとりにしない。だから自分も彼女を独りにしない。

　気づいたときにはもう始まっていた、ひたすらにシンプルな関係。

　少女はあまり有能なほうではなかったから、できることはひどく限られていた。けれど、それでも義務として彼女から与えられた役目を、日々、精一杯こなし続けた。

　主な仕事は、こまごまとした雑務だった。炊すい事じに洗せん濯たく、そして家のなかの掃そう除じなどだ。

　書しよ斎さいに籠こもりがちな彼女の研究を、ときどき手伝ったりもした。

　一つ所に長く留まったことはない。何か理由でもあったのか、彼女は二、三年のサイクルで頻ひん繁ぱんに住居を変えた。引っ越す先は、大たい抵てい、広いお屋や敷しきだった。でも、それだって何度も経験していれば、やがて生活のリズムに取り込まれて日常の一ページになる。

　ほんのたまにだけれど、彼女が思いついたように外出するときもあった。そういう日は、決まり文句で彼女を送り出し、やはり決まり文句で彼女を出で迎むえた。

　行ってらっしゃい。それと、お帰りなさい。

　自分でもどこで憶えたのか定かではないその言葉に、当然のことながら彼女はいつも応えなかった。笑みも浮かべず、目線も寄よ越こさず、ただ少女の横を黙だまって通り過ぎて行くだけだ。

　少女自身、なぜ自分がそんな無む駄だな台詞せりふをたびたび口にするのか、初めのうちはよく分からなかった。分かるようになるまで、とても長い時間を必要とした。

　炊事に洗濯。屋敷の掃除。研究の手伝い。一定の年数が経てば、また引っ越し。

　たまに、行ってらっしゃい。それとセットで、お帰りなさい。

　なんの起き伏ふくもなく続く毎日。時計の針そのままに、チクタクと流れてゆく歳さい月げつ。

　なのに、たったそれだけの退たい屈くつな平へい穏おんが、いつの間にか怖こわいくらい貴いものに感じられるようになっていて。その頃ころになってようやく、少女も自分のなかに義務感とは別の想いが存在することに気づいた。とてもとても、強い想いだった。

　でも……だからこそ、だろう。

　ある日の朝、彼女が出がけに、

　──行ってきます。

　初めてそう言葉を返してくれたとき、少女は喜びよりもまず先に、例えようのない不安に駆かられたのだ。

　いつもと違うこと。それが、変わらぬ日々を壊こわす、何かの兆しに思えてしまって。




　結局、お帰りなさいを言うことはできなかった。

　深夜になっても帰宅しない彼女を探しに、言いつけを破って一人で屋や敷しきの外に出た少女は、ほどなく近くの路上で『それ』を発見した。

　辺り一面が、緋ひ色いろの海だった。

　街灯に照らし出された薄うす闇やみのなか、その赤い海に浮島みたくぽつんと誰だれかが仰ぎよう臥がしている。

　少女のよく知る女ひとに似た面おも影かげの、ひどく瘦やせっぽちなシルエットだった。

　身体からだには生々しい傷きず痕あと。放り出された枯かれ木きのような四し肢しは、もうぴくりとも動かない。ただ表情だけが、胸に迫せまるくらい穏おだやかだった。
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　──おや、これは思わぬゲストだ。

　そのとき朗ろう々ろうと響ひびいた声は、果たして誰のものだったか。

　もうよく思い出せない。いや、思い出したくない。けれど本当は、あのとき、あの場に存在した何もかもを、少女は泣きたくなるほど克こく明めいに記き憶おくしていた。

　──なかなか自律性が高いらしい。主人が身み罷まかっても、まだ顕けん現げんしていられるのか。

　──どうします？　我々の顔を見られましたが。

　──どうもしないよ。前情報によれば、アレは戦せん闘とうタイプじゃない。彼女は研究者としては一流だったが、そっちのほうはさっぱりだったみたいでね。そのうち勝手に消しよう滅めつするさ。

　──では？

　──ああ。予定どおり、屋敷の研究資料を洗あらいざらい処分する。……本当は手っ取り早く火でも点つけちゃいたいところなんだけどね。目立つ真ま似ねはなるべく控ひかえろって連中が──

　複数の足音が、少女を『ないもの』と扱あつかって去って行く。もっとも饒じよう舌ぜつに喋しやべっていた若い男が、すれ違いざまに一いつ瞬しゆんだけこちらを流し見た。まるで物を眺ながめるような目つきだった。

　男たちが消えたあと、少女はどうすることもできず、その場に崩くずれ落おちた。

　シルク地の白い衣装が、じっとりと別の色に染まってゆく。

　アスファルトについた少女の膝ひざから、そこらじゅうに広がる赤い液体を止とめ処どなく吸って。彼女が一度だけ「綺き麗れいね」と評ひようしてくれた白が、取り返しのつかない汚れに塗まみれてゆく。

　静かに眠ねむる彼女の顔には、よく見ればうっすらと無数の小こ皺じわが刻まれていた。

　長く共に暮らすうち、いつしか彼女は老いた。けれど少女は、いつまで経っても少女のままだった。それでも最期の瞬しゆん間かんは、必ず一いつ緒しよになるものと信じて疑わなかった。

　彼女は自分を独ひとりにしない。だから自分も彼女を独ひとりにしない。

　なのに、絶対だったはずのルールは、こうしていとも容易たやすく破られた。

　不思議と、慟どう哭こくが口から発せられることはない。ただ、少女がこれから先、もう二度と彼女に「行ってらっしゃい」も「お帰りなさい」も言えないことだけが、動かし難い事実だった。

　途と方ほうに暮れたままの少女を置き去りに、やはり時間だけがチクタクと流れてゆく。

　どれくらいそうしていたか──

　やがて夜が明けたとき、少女はふと思った。




　そういえば、お別れの挨あい拶さつを自分はまだ知らない。













　　　第一章　届かない、お帰りなさい







　案の定、目覚めは最悪だった。

「ぅ……ん……」

　全身、びっしょりと寝ね汗あせを搔かいている。薄手のパジャマが肌はだに張りついて、ひどく気持ちが悪い。荒あらげる気息を整えながら目元を擦こすれば、指先には微かすかに水すい滴てきの感かん触しよくが残った。

　とびきり嫌いやな夢を観た。この季節になると、いつもこれだ。

　でも、いつものことなのであまり気にしないことに決め、とりあえず少女は起きることにした。寝ね相ぞうの悪さから半ば足でうっちゃっていた掛かけ布ぶ団とんを引っぺがすと、

「…………おひゃよー、ごらいまふ」

　開口一番、まずは朝の挨あい拶さつをする。殆ほとんど自動的に、かっちり宙に一礼までして。

　言うべき相手がいなくとも、然しかるべきときには然るべき挨拶をする。それが少女の癖くせだった。

　次いで、のろのろと尺取虫みたいに床ゆかを這はい、時刻を確認しに向かう。反射的に止めてしまわないよう、わざと手元から離して置いた目覚し時計は、午前七時ちょっと前を示していた。

「むぅ、こりはなかなか……ベルが鳴る前に起きられるなんて、何かの前まえ触ぶれでしょうか？」

　少女はかなりの低血圧なので、早起きは超がつくほど苦手なのだ。でも、自分で自分を信じられなくなったら、人間、終わりだと思う。

　天窓からは、麗うららかな春の陽射しが差し込んでいた。今日は文句なしに快晴らしい。

　欠伸あくびを嚙かみ殺ころしているうち、ようやくスロースターターの頭もしゃっきりしてきた。そこらに散らばる生活品を踏まないようにしながら、なんとか頑がん張ばって立ち上がる。けれど、そのときだ。不意に床下を、何か騒そう々ぞうしいものが駆かけ抜ぬけていった。

『──ねぇ、リョウ！　ぼくのリボン、どこにあるか知らない!? ほら、青いレースのやつ！』

　欠伸の瞬しゆん間かんを見み咎とがめられたわけでもないのに、少女はハッと口を噤つぐんで赤面する。そして、きょろきょろと辺りを見回したあと、おもむろに再び蹲うずくまって床に耳を押し当てた。

『……知らないわよ。自分の部屋にあるんじゃないの？』

『もぉっ、ないから言ってるんだってば！』

　階下から響ひびく声は二つ。どちらも女性のものだ。一方は元気の塊かたまりみたいな声で、もう一方は少し低めのクールな声。つい先日この屋や敷しきに越して来たばかりの、新しい同居人たちだった。

『別に他のリボンでもいいじゃない。貴女あなたならどれを着けても似合うわよ』

『え？　ぼくがするんじゃないよ？　クロックダイル・ダンディにしてあげるんだよ？』

『……待ちなさい。なに？　あのワニのリュック、まさか持って行くつもりなの？』

『うん。だって指定されてる鞄かばん、ちっとも可愛かわいくないんだもの』

『貴女あなた、指定の意味って考えたことある……？』

　そんな会話に思わず吹き出してしまう。一〇日ほど前から屋や敷しきに住み出したこの二人を、少女はとても気に入っていた。特に元気いっぱいの女の子のほう。その姿をちらりと遠くから見かけたときは、知らず駆かけ寄よって抱だき締しめたい衝しよう動どうに駆られてしまったほどだ。

　屋敷に対する接し方もいい。いきなり取とり壊こわしたりとか、内装を片かたっ端ぱしから変えるとか、そういう心ないことはしない。

「ふふっ。なんだか嬉うれしいですよね～、そういうの」

　それはつまり、女の子がこの屋敷を好きになってくれたということだから。

　かつてここに住んでいた人たちの想いを、ちゃんと汲くんでくれたということだから。

　古い家には、そこにまつわる者の想いが残る──仏ぶつ頂ちよう面づらでそう語っていた彼女の想いも、きっとこの屋敷には詰まっているはずだった。あとから住む人が、それを僅わずかなりとも大事にしてくれるというのは、本当に自分のことのように喜ばしい。

『ほら、もう時間よ。準備はいい？』

『万事おっけーっ！　いつでも行けるぜ！』

　ほどなく、そんなやり取りが聞こえた。どうやら今日は、二人とも朝から出かけるらしい。

　ふと既き視し感かんを覚える。去りゆく細い背中と、それを見送るだけの自分。

　まだ七年という気もすれば、もう七年という気もした。

『それじゃあ、行って来ま～す！』

　行ぎよう儀ぎ良く挨あい拶さつをして、女の子たちが屋敷をあとにする。ばたんっ、と重々しく玄げん関かんの扉とびらが閉められれば、たちまち邸てい内ないに静けさが戻って来た。賑にぎやかな二人組だから、不在時とのギャップがとても激しい。この七年間で慣れ親しんだはずの静せい寂じやくが、今いま更さらのように身に染みた。

　だから少女は言う。やはり聞く者のいない挨拶を。

　本当にかけてあげたい相手には、もう二度とかけることが叶かなわない特別な言葉を。

「……行ってらっしゃい」

　セットになったもう片方を、今日もちゃんと言わせてほしいな、と思う一心で。




　　　　○




　玖く堂どう卓たく巳みは、自分と妹の関係を他よ所そと比べて、どうこう思ったことはない。

　悪友の伊い沢ざわ啓けい太たなどには、事あるごとに「仲良すぎ」だのと揶や揄ゆされるけれど、当の卓巳からすれば良くも悪くもない至って普ふ通つうの兄妹という認識だ。

　昔はひよこみたいに自分のあとをついて回っていた妹が、ここ数年でめっきり反抗的になったけれど、年とし頃ごろの女子なんて大たい抵ていはそんなものだろうと納得している。何かのホームドラマみたいに変にべたべたするわけではないし、かといって目を覆おおいたくなるほど不仲というわけでもない。何度も言うが、本当にごく普ふ通つうの兄妹なのだ。

　しかし、だからこそ──五月一八日の月曜日。

「お兄っ、一いつ緒しよに学校行こ！」

　きゃは♪　と先に家を出たはずの妹が、通学路の途と中ちゆうで待まち伏ぶせして普通じゃない笑みを向けてきたとき、卓たく巳みは背後から暴漢に鉄パイプで襲おそわれたような衝しよう撃げきを受けた。

「……なんだ、何が狙ねらいだ？」

「は？　何が？」

　なんとか致ち命めい傷しようを堪こらえて問とい質ただせば、私立叶かのう乃の宮みや学がく園えんの制服を纏まとったそいつは、しなを作って頭の悪そうなポーズを決めたまま、まことに白々しいことを言った。

　玖く堂どう優ゆう乃の。認め難くも我が妹。綺き麗れいにカットされたセミショートの黒髪はどこぞのお嬢じよう様さまふうだけれど、吊つり気味の目と太めの眉まゆが、生来の気の強さを窺うかがわせる一四歳。秀ひいでた額は今日も眩まぶしく、校則違反のラメ入りのリップが実に生意気だった。

「……さてはあれか。また今月のこづかいを使い切ったのか？」

　言いながら、あまり深入りしたくないので、優乃の傍かたわらを足早にすり抜ける。そのまま他人のフリができれば幸いだったけれど、なんの嫌いやがらせか妹はあとを追いかけて来た。最近はもっぱら自転車通学だったくせに、今日に限って徒歩とはどういうわけなのか。

「うっわ、何その言い草。すっげー感じ悪いんですけど。それじゃまるで、あたしがいつもお兄にお金せびってるみたいに聞こえるじゃん」

「事実だろ。お前に貸した金、もう通算で一〇万を超えるんだが？」

「出世払いでヨロシク。──ってかさ、あたしのさっきの台詞せりふ、ちゃんと聞いてた？」

　たったったっ、と軽快な足音と共に優乃が横に並ぶ。歳の割にやや背せ丈たけが低いが、四し肢しはさながら野山を駆かける草食動物のように、しなやかで力強い。実際、なんとやらは風か邪ぜを引かない、を地でいくような娘だ。男の自分が大おお股また歩きをしても、へっちゃらでついて来る。

「聞いてたよ。あんなやくざな脅おどし文もん句く、いったいどこで憶おぼえてきた？」

「はぁ!?　脅し文句!?　ちょっ、何言ってんの、お兄！　可愛かわいい妹の朝のお誘さそいだってば！」

「ああ、おかげで危うく死にかけた。いよいよ堅かた気ぎをやめたのか？」

　軽くあしらうように言ってやれば、早くも優乃が化けの皮を脱いで小声で毒づき始める。

「……むかつく。人が下した手てに出てりゃあ何様よ……」

　そうそう、玖堂さん家ちの妹さんは本来こういう子だ。外そと面づらだけはいいため、学校では大層モテるらしいけれど、この猛もう獣じゆうみたいな顔を見れば、百年の恋だってたちまち冷めるだろう。

「お前のお兄様だ、アホ。で、もう一回訊きくけどな、いったい何が狙ねらいだよ？」

「べ、別に……なんも狙ってないし。ってか、妹をちったぁ信用しろっての」

「できるか。どうせまた何かやらかしたんだろ？」

　基本的に一いつ緒しよの登下校を嫌いやがる優ゆう乃のが、こうして不自然に接せつ触しよくを図ってくる以上、その裏を疑うのは当然だ。これまでにも似たようなことは幾いく度どかあった。何かトラブルを抱かかえてにっちもさっちもいかなくなったとき、思い出したように兄を頼たよってくるのだ、このノータリンは。

　ただ、さっきの「きゃは♪」は未いまだかつてない破壊力だった。あそこまで露ろ骨こつにプライドを捨ててくるからには、よほどの無理難題をふっかけられると覚かく悟ごしておいたほうがいい。

「だ・か・ら！　ほんとに違うってば！　……ただ、その……ほ、ほらっ、最近あんまりちゃんと話してなかったじゃん？　だから、たまには一緒に行くのもいいかな～、なんて」

「…………はぁ？」

　我が耳を疑い、知らず立ち止まる。いったいなんの冗じよう談だんかと思った。

「お前、大だい丈じよう夫ぶか……？　ただでさえ悪い頭、どこかにぶつけて、もっと悪くしたのか？」

「しとらんわ！　ってか、割と本気で心配してるでしょ、それ!?」

　多感なお年とし頃ごろだ。扱あつかいにくい。卓たく巳みが肩を竦すくめて歩き出せば、優乃も歩みを再開した。

「だってさぁ……なんかこのところ、お兄、様子が変だったじゃん」

「変？　俺おれが？」

「うん。初めはパンに苦手なマーマレード塗ぬったり、歯ブラシに洗顔クリームつけたりの小ミスでしょ？　で、次は今までずっと避さけてたテレビを急に見始めたりなんかして。おまけに、しょっちゅう青あお痣あざだらけで帰って来るは、水びたしで帰って来るは……もうどこの無ぶ頼らいよ？」

　思わず黙だまり込む。どれも心当たりがあり過ぎたからだ。このへんは腐くさっても家族の一員というべきか、些さ細さいな変化をよく見ている。無む駄だなところで洞どう察さつ力りよくを発揮しないでほしい。

「挙句の果てに、休みの日とか学校から帰って来たあととか、なんかこう……みょ、妙みようにめかし込んで出かけるじゃん。ガラにもなく鏡の前で髪型、気にしたりとかさ。ねぇ、何あれ？」

「別におかしかないだろ？　俺だって身だしなみの一つや二つ気にするさ」

「ふぅん……じゃあ何？　つまりお兄は、ただ意味もなく突とつ然ぜんカッコをつけたくなったと、そう言いたいわけ？　やたらと外出するようになったのも、特に何か理由があっての行動じゃない、と？　ふぅん、あ～そぉ？　ふぅん…………ふぅぅぅぅん？」

「……なんだよ、おい。文句があるなら、はっきり言え」

　優乃は半眼で暫しばらくこちらを睨にらんだあと、やがてぷいっと横を向いて、吼ほえるように「べっつに！」と吐はき捨すてた。もうわけが分からない。なぜ急にヘソを曲げるのか。

　限りなく怪あやしかったけれど、話題が話題のため、卓巳は敢あえて詮せん索さくは避けることにした。何しろ──そう、優乃の言う『最近の自分の変化』とやらには、ちょっと心当たりがあり過ぎる。

　卓巳の見ている世界を鮮あざやかに一変させた、あの暴れん坊のお姫ひめ様さまのことは、もう暫らくは誰だれにも話したくない気分だった。なぜそう思うのかは、自分でもよく分からないのだけれど。

　──ある種の独どく占せん欲よくですね。分かります、その気持ち。

「…………るせ」

　すぐ耳元で知ったふうな口を叩たたかれ、つい反はん駁ばくが唇くちびるから転まろび出る。優ゆう乃のが「……？」と非常に不ふ審しんそうな顔をした。




「なあなあ、卓たく巳み！　聞いたかよっ？」

「パス」

「ぬはは、言うと思ったぜ！　でも、そう簡単にゃめげねーよ、俺おれは！　あと、おはよう！」

　優乃と校門で別れ、高等部一年Ｃ組のクラスに入るなり、えらく陽気な声に迎えられた。鞄かばんを置いて席につき、そして渋しぶ々しぶ顔を上げると、やけに人ひと懐なつっこいクマが目の前にいる。

　卓巳の旧友、伊い沢ざわ啓けい太ただ。色黒で大おお柄がらなこの幼なじみは、年中無休でテンションが高い。

「朝から元気だね、お前……それで、今日はなんだ？　またオチなしの話か？」

「違うって。転校生の話だよ。今日、うちのクラスに入ってくるんだとさ」

　あぁ、と得心する。それで皆、妙みようにそわそわしているのか。

「こんな時期に？　空気の読めない転校生だな。というか、それは確かな情報なのか？」

「おお、確かだと思うぜ。何しろ言い出しっぺは委員ちょ」

　う、と言って教室の一角を指し示そうとした啓太の指を、突とつ然ぜん、横合いから伸のびてきた手がむんずと握にぎった。そして、あらぬ方向に折り曲げる。ごきっ。

「人を指差す無礼はともかくとしてもや──あたしを委員長と呼ぶのはやめえって、あんたにはもうなんべんも忠告してるつもりなんやけどね、伊沢？」

　訛なまりの強い口調で、涼すずやかな声が降ってくる。が、もちろん啓太は聞いていない。人差し指を押さえて絶叫中だ。卓巳は友の不幸に心中で合がつ掌しようしつつ、平然と凶きよう行こうに及およんだ麗れい人じんを見上げた。洒落しやれたフレームの眼鏡越しに、茶目っ気のある双そう眸ぼうと目が合う。

「……おはよう、深み遥はる。今日はまた一段と綺き麗れいだな」

「おおきに、玖く堂どう。せやけど一発で社交辞令って分かる褒ほめ言こと葉ばもどうなん？」

　直前の惨さん劇げきを思えば、歯の浮くような台詞せりふの一つや二つどうってことはない。それに、心にもない世辞を飛ばしたつもりもなかった。何しろ相手は誰だれが見たって掛け値なしの美人だ。

　深み遥はる綾あや子こ。一年Ｃ組が誇る名物学級委員長。外進学組という完全アウェーの立場にいながら、気風のいい性格と垢あか抜ぬけた美び貌ぼう、新入生代表を務めるほどの学力により、たちまちクラスの中心になった時の人。制服の着こなし方こそ優等生らしく堅苦しいが、ボブカットにされた亜あ麻ま色いろの髪は毛先で軽くパーマがかけられており、見事に清潔感のある洒しや脱だつさを体現していた。

「それで？　転校生が来るって話は本当なのか？」

「うん、ほんま。さっき職員室に委員会のプリント提出しに行ったら、なんか担任が見いひん女生徒と話しとってね。会話の内容が勝手に聞こえてきてん。……ま、それをうっかり他人に洩もらしてもうたんは、あたしのミスやけどね。おかげでこの有様や」

「構やしない。どうせ、じきに分かることなんだし。にしても──そうか、転校生は女か」

「あ、やっぱり玖く堂どうもそこに食いつくん？　なんだかんだ言うても男の子やね」

　からからと笑いながら、そんなことを言う。同おない歳どしの異性に「男の子」呼ばわりされると、男の子は意外と傷つく生き物なのに。あと、さもこちらのことをよく知っているかのような口振りで話すけれど、実のところ卓巳と彼女はさして親しい仲ではなかった。

　綾あや子こはこんな性格なので、クラスの誰だれにでも分わけ隔へだてなく接するが、それでも先週の頭くらいまでは、お互い相手をただの一クラスメイト程度にしか認識していなかったはずだ。いきなり距離が縮まった理由は、綾子のほうから唐とう突とつに間合いを詰つめて来たことに因る。

　──やっほ、玖堂とオマケその一。合い席してもかまへん？

　食堂で朗ほがらかにそう話しかけられたとき、卓巳と啓けい太たはちょっと面食らった。だって相手は有名人だ。まさかお近づきになれる機会が訪れようとは思ってもいなかった。

「だから俺おれは悟さとったね！　あぁ、こいつ俺に気があるんだな、ってさ！」

　と叫んだのは、いつの間にか復活していた啓太だ。人差し指のつけ根が腫はれている。

「な？　そうだろ、委員長？　当たってるだろ？」

「うん、あながち間違ってへんね。あたし、割とクマは好きなほうやし」

「マジで!?」

「けど、好すき嫌きらいに拘かかわらずクマは人里に下りて来たら害がい獣じゆうや。あと委員長って呼ばんとき」

　と猟りよう師しの鉄てつ砲ぽうのような鋭するどさで無造作に前まえ蹴げりを放つ綾子。啓太が股こ間かんを押さえ、クマのように重々しく倒れた。知的な見た目にそぐわず、うちの委員長はけっこう拳こぶしで語るタイプだ。

「教育とは体たい罰ばつである──今は亡きじーじの言葉や。なかなか含がん蓄ちくがあると思わん？」

　蹴けりのインパクトでズレた眼鏡めがねを微調整しつつ綾子が言う。いや、同意を求められても。

「で、話戻すけど。その転校生、男子なら放っとかれへんこと請け合いの娘こやったで？」

「へぇ、そんなに可愛かわいいのか」

「ん、まぁ見目がええのは確かやね。せやけど、それ以上に身体からだつきが犯罪級やった」

　綾子は己の身体を──特に明らかに平均を下回っているだろう、ある一部分を見下ろした。

「正直、同じ女としてちょっと妬ねたんでまう。なんでこの世はかくも不平等なん？」

「……お前な、そういう悩みを男の俺にぶつけてどうしようってんだ？」

　ぬうぅ、と綾子は釈しやく然ぜんとしない面持ちで唸うなり、次いでふと思いついたように呟つぶやいた。

「にしても、あれやね。このところ妙みように周囲が騒さわがしない？」

「？　いきなりなんの話だ？」

「や、どうも落ち着かへんなぁ思て。だって最近、何かと特ダネ続きやろ？　繁はん華か街がいやショッピングモールで事故が頻ひん発ぱつしたり、『ピクシーインダストリー社』の飛行船が海に落っこちたり。ほんで、今度は時期外れの転校生やもん。なんやろね、この忙せわしなさ」

　不意打ちだった。図らずも綾子の言どおり、卓巳は落ち着かない気分になる。

「い……いやいや、たかが転校生とニュース沙ざ汰たの事件を並べちゃ駄だ目めだろ」

　卓たく巳みは言いながら、つい顔を逸そらした。綾あや子こが語った事故のすべてに関わっている身としては、肩身が狭せまかったからだ。特に飛行船の一件は、かなり胸にグサリとくるものがある。

　この街──羽は々ば根ね市しの上空に半年くらい前から浮かんでいた、あの外国企業の空飛ぶ広告塔を、海の藻も屑くずに変えたのが自分だと言ったら、果たして綾子はどんな顔をするだろう？

　と、そこで卓巳は意図せず視線を廊ろう下か側に向けたため、教室の外を歩く担任の姿にいち早く気づいた。話を切り上げるチャンスと判じ、すかさず綾子に注意を促そうとして、

「ッ!?」

　しかし、担任の後ろを歩く人ひと影かげを認めた瞬しゆん間かん、卓巳はたまらず椅い子すから腰を浮かせていた。

「あ、あの娘こや。あたしが職員室で見た、男好きのする身体からだの持ち主。間違いあらへん。──せやけど玖く堂どう、なんやの今の反応？　あんた、転校生のこと知ってるん？」

「え？　あぁ、いや……その、知っているというかなんというか……」

　綾子に問われ、返答に詰つまる。どう答えたものか。何ぶん卓巳も盛大にパニック中だ。

　が、そうこうするうちに担任が教室に入って来る。綾子は事情を問い詰めたそうな顔をしながらも、ずるずると啓けい太たを引きずって自分の席に戻った。他の皆もめいめいの様子で着席し、担任に叱しつ責せきされるまでもなく、何かを期待するように勝手に静まり返ってゆく。

　担任も場の空気を読んだのだろう。すぐに教室の外に向けて「入ってくれ」と声をかけた。

　ガラッ、とドアが開く。卓巳を除くクラス全員が、現れた転校生の姿にどよめいた。

　流れるような黒髪。すらりと長い手足。怜れい悧りな双そう眼がんに、きりりと引き結ばれた口元。彼女のスカート姿を卓巳は初めて見たけれど、美人は何を着ても似合うという見本を目まの当あたりにした気分だった。ただ一点、制服の胸元だけが、やたらと窮きゆう屈くつそうではあったけれど。

　彼女が黒板に向き直る。チョークを小気味良く鳴らし、そこに自分の名前を記してゆく。

　その瞬間、他人の空そら似にであってくれ、という卓巳の往生際の悪い望みは脆もろくも崩くずれ去さり、そして同時に更さらなる問題の現実化が、いよいよ濃のう厚こうになった。

　畢ひつ竟きよう、彼女が一人で学校にやって来るはずがない、という最大級の問題が。

「──初めまして、真ま崎さき燎りようよ。今日からこのクラスに厄やつ介かいになるわ。帰国子女で色々と至らないところもあると思うけど、どうぞよろしく」

　素っ気ない自己紹介。けれど口元には、お愛想程度の笑みが浮かぶ。男子が再びどよめき、なぜか女子からは陶とう然ぜんとした溜ため息いきが洩もれた。そして一いつ瞬しゆん、転校生が僅わずかにこちらを見る。

　つい先日、とある縁で知り合った彼女、真崎燎は無言でこう語っていた。

　──諦あきらめなさい。あの娘こも来てるわ。

　卓巳は頭を抱かかえて窓の外に視線を移す。目と鼻の先に見えるは、中等部校舎。今あそこで起きているだろうことを思うと、早くもきりきりと胃が痛み出していた。

「嵐あらしだ……嵐が来る……っ！」

　どうやら叶かのう乃の宮みや学がく園えんに、遅めの春一番が吹ふき荒あれようとしていた。




　　　　○




　つまるところ、兄には彼女ができたのだ。間違いない。

　これは由々しき事態だった。よりにもよって、他ならぬあの男に彼女なんて。

　嘆なげくべきは風紀の乱れ。とりあえずつき合えれば誰だれでもＯＫという昨今の軽けい薄はくな風潮は、あんな朴ぼく念ねん仁じんにさえも異性の魅み力りよくが備わっているかのように見せるのか。だとすれば世も末だ。

　そんなわけで優ゆう乃のは、学校に到着するやいなや親友に相談を持ちかけることにした。

「ねぇ、どう思う!?　ネアラぁ！」

「どう、と言われましても。発情期のオスとメスなんて、そんなものじゃないでしょうか」

　校門をくぐって兄と別れ、中等部校舎の自身のクラスに入るなり聞いてよ聞いてと泣きつけば、いつものように佐伯さえきネアラは淡たん々たんと毒舌の一いち撃げきをくれた。

「ほっとけば、そのうち大人の階段昇のぼって別れますよ、きっと。──どんまい、優乃」

　ピッと親指を立てながら言ってくる。優乃はその場に泣なき崩くずれて、ぶんぶんと頭を振った。

「なんの慰なぐさめにもなってないじゃん!?　それじゃ駄だ目めなんだってばぁ！」

「何がですか？　前にお兄さんは、かなり性格に難のある人と愚ぐ痴ちっていたじゃないですか。朴念仁の盆ぼん暗くらのうだつの上がらぬ堅かた物ぶつの野や暮ぼ天てんと、そう言っていたじゃないですか」

「そうだけど！　いや、そこまでは言ってないけど！　でもでもっ……うぅ、う～ッ！」

「ほら、とりあえず立ってください。恥かしいですよ。お似合いの格好ですが」

　あんまりだ。この娘こは毎度こんな感じなので、もう何を言っても無む駄だと諦あきらめているけれど。

　ともあれ、優乃はネアラに手を引かれて椅い子すに座らされた。お互い席が隣となり同士なのだ。いくぶん落ち着きを取り戻したあと、なんとなしに改めて正面から親友の顔を見み詰つめてしまう。

　とんでもなく浮世離れした容姿の持ち主が、そこにいた。

　丹たん念ねんに梳くしけずられた長い髪は、プラチナブロンドどころか完かん璧ぺきな銀色。どこか眠ねむたげな、けれどそれが逆に憂うれいを秘めているかのように思わせる紫瞳は、見る者の心を瞬しゆん時じに捕とらえて放さない。あまりにも色素の薄い肌はだは、陽の光に触ふれた途と端たん、大おお火傷やけどを負うのではないかと馬鹿げた懸け念ねんさえ抱いだかせた。背は一五〇センチちょいの自分よりも更さらに頭半分は低く、凍こおりついたように動かない表情と相あい俟まって、まるで精せい巧こうなビスクドールを彷ほう彿ふつとさせる。

　知り合ってから既すでに一年と少し。それでも未いまだに優乃は、恋する乙女おとめみたく思ってしまう。

　あぁ、世界は彼女のものだ。

　もしこの世に真の『お姫ひめ様さま』なる存在がいるなら、それはきっとネアラのことだ。

　優乃だってそれなりに器量良しという自負はあるけれど、この娘この場合はちょっと次元が違う。佐伯ネアラがただそこにいるだけで、ありきたりな教室の風景のなかに、ぽっかりと侵おかし難い領域が出来上がるのだ。なのに彼女自身は、いつも空気に溶とけて消えてしまいそう。

　あまりにも儚はかない、銀化粧の姫君。まるで人の形を取った白昼夢。

　あるいは──妖よう精せい。

「……でも、だからこそ中身がすっげー残念なんだよねー」

「感心しませんね。自分を卑ひ下げするなんて」

「いや、してないし。残念なのはあんただし」

　これだけ勝ち組な要素が揃そろっているのに、浮うわついた噂うわさ一つ聞かないのは、ひとえに高たか嶺ねの花過ぎるところと、変人過ぎるところが問題だからだろう。特に前者は外見の話のみに留まらない。こと羽は々ば根ね市しにおいて、ネアラは比ひ喩ゆ抜きでヒエラルキーの頂に咲く一輪のユリなのだ。

　優ゆう乃のにとって興味深くも謎なぞだらけの親友は、やはり無感動な調子で続けた。

「お兄さんにガールフレンドができたこと、そんなに嫌いやなんですか？」

「嫌。無理。あり得ない。ザ・断固阻そ止し」

「ザの使い方が馬鹿そうですね。しかし、なぜにそこまで？」

「なんでも！　あんな奴やつはね、一生、独ひとり身みでいりゃあいいのよ！　はんっ！」

　分かってもらえるとは思わない。実際、優乃だってよく分からないのだから。ただ、なんとなく嫌なのだ。頑がん張ばって餌えづけしていた懐なつかない子犬が、赤の他人に尻尾しつぽを振っているのを見たような気持ちになる。もういっそ兄の弁当なんて作るのやめてやろうかな、とさえ思った。

「とにかくっ、つき合い始めの今が重要よ！　なんとしても妨ぼう害がいするの、別れさすの！」

「ほほう。では、場合によっては血を見るような展開に？」

「ならんわ！　ってか、なんで微び妙みようにわくわく顔!?」

　若じやつ干かん、引く。そして引いたところで、不意に廊ろう下かからやかましい声が聞こえてきた。

　初めは他のクラスの馬鹿な男子が、またぞろふざけているのかとも思った。でも、すぐに事情が違うらしいことに気づく。叫んでいるのが厳格で鳴らす、クラスの担任だったからだ。

『こ、こら、待ちなさい！　ちょっ……廊下は走らない！』

　滅めつ多たなことでは取り乱さない担任女史が、常にない声量で息せき切って怒ど鳴なっている。そんな彼女に応じるのは、なんだか子供みたいに無む邪じや気きな奴だった。

『そうっ、それ！　その定番の台詞せりふが聞きたかったの！　もっと言ってもいいよ？』

『アートレイアさんっ！　貴女あなた、転校初日から問題を──』

『あ、ここがぼくのクラス？　二年Ｄ組って書いてあるや。うん、とりあえず入るね？』

『待ちなさい！』

　直後、教室のドアが吹き飛ぶように開いた。優乃を始めとするクラスの皆が呆あつ気けに取られるなか、何か金色の──ちっこくて、やたらめったら元気なものが、室内に飛び込んでくる。

「ぱんぱかぱ～ん！　さぁ来い、黒板消し！」

　その金色のちっこいものは、入り口付近で立ち止まり、頭上を仰あおいで両手を掲かかげた。まるで真しん剣けん白しら刃は取どりでもするみたいに。けれど、ややあって首を傾かしげ、

「……あれ？　日本の伝統芸、降って来ないね？」

　と呟つぶやいたあと、行き場を失った両手を、ぱんぱんと二度ほど意味もなく打ってみせる。そのぱんぱんに合わせて、なぜかワニが尻しつ尾ぽを揺ゆらしていた。青いリボンをして時計を咥くわえたワニだ。そして、ワニがあっちを向く。もとい、ワニを背負った誰だれかが、こっちを向く。

　途と端たん、クラス全員が息を吞のんだ。優ゆう乃のも一いつ瞬しゆんで、その生き物から目が離せなくなった。

　自分が井いの中の蛙かわずだったことを思い知る。前言撤てつ回かい──いや、真理再開眼だ。

　少なくとも、この世に『お姫ひめ様さま』は二人いる。

「ヒーホウ！　イギリスから来ましたっ、ロロット・ニエンテ・アートレイアです！」

　波打つ蜂はち蜜みつ色いろの髪。つぶらな翠すい緑りよく色いろの目。えへへ、としどけなく緩ゆるむ頰ほお。興奮し過ぎで顔は真っ赤に上気し、昂たかぶる感情をどうにか表現しようと、おもちゃめいた手足がぶんぶん動く。

　まさに『少女』の結けつ晶しよう。可愛かわいい、という言葉の代名詞みたいな女の子だった。

　見た目が可か憐れんとかいう以前に、周囲に発散されるエネルギーがもう凄すさまじいのだ。並外れて小こ柄がらなくせ、まるでお日様が服を着て歩いているような錯さつ覚かくを覚える。ネアラが世界を俯ふ瞰かんする者なら、この娘こはきっと世界の中心だ。地球は彼女のために自転する。

「日本にはリョウと一いつ緒しよに来ました！　遠かったです！　飛行機にも初めて乗りました！　そして、この子はクロックダイル・ダンディ！　アリゲイ太っていう息子がいるの！」

　皆を置き去りに、女の子──ロロットが支し離り滅めつ裂れつな自己紹介をしていく。やっと教室に到着した担任が、遅きに失した事態を見て肩を落とし、それでも健けな気げに彼女は転校生でうんたらと説明を始めた。でも、誰も聞いちゃいない。当の転校生も自分が喋しやべるので必死だ。唯ゆい一いつ、ネアラだけが「母ワニはいずこに？　バツイチでしょうか？」と小声で疑問を呈ていしていた。

「好きな食べ物はいっぱい！　好きな遊びもいっぱい！　好きな格闘家はお相撲すもうさんで、好きなリョウは体重計に乗ったときのリョウ！　座右の銘めいはラブ＆ピース＆デストロイ！」

　優乃は、隣りん席せきに座る親友と、我が物顔で壇だん上じように移動した女の子を、何度も何度も見比べた。

　二人のお姫様。けれど、両者が纏まとう雰ふん囲い気きは見事なまでに対極的だ。

　静と動。月と太陽。水と油。ミステリアスとスーパーチアフル。

　ただ、この世のものとは思えない、という一点だけが共通していた。女の子のほうは存在感が強過ぎて、近くにいると逆にピン暈ぼけを起こしたようにリアリティを失う印象がある。

　あまりにも眩まぶしい、金細工の姫君。まるで人の形を取った御お伽とぎ噺ばなし。

　あるいは──妖よう精せい。

「ちなみに！　最近、素す敵てきな彼氏ができました！　ううん、もうずばり婚約者フイアンセって言っちゃってもいいと思います！」

　なおも女の子の口上は続く。が、優乃は既すでにこれからのことで頭が一杯だった。

　自分はラッキーだな、と思う。一年前、ネアラと一緒のクラスになれたときも期待に胸が脹ふくらんだけれど、まさか進級するやいなや再びこんな奇き跡せきみたいな出会いに恵まれるなんて。

　新しいお姫ひめ様さま。彼女との目め眩くるめく日々を想像しただけで、優ゆう乃のはたまらず涎よだれを──

「婚約者フイアンセの名前は、クドウ・タクミ！　とっても頼りになる、ぼくの騎き士しです！」

　その瞬しゆん間かん、ばっ！　とクラス中の人間が一いつ斉せいにこちらを見た。

　優乃は口元を拭ぬぐいかけた姿勢でフリーズ中だ。何か今すごいカミングアウトをされた気がするけれど、あまり出来の良くない自分の頭は、その現実をなかなか受け容れてくれない。

「先にザックリやられましたね。──ウェルカム、昼ドラ展開」

　ネアラが嘯うそぶいて親指を立てる。やはり彼女は微び妙みように嬉うれしげだった。そして、登場するなり特大の爆ばく弾だんを投下してくれた当の元げん凶きようは、にへへ、と照れ笑いを浮かべて暢のん気きに言い連ねる。

「ねぇねぇ、みんな！　記者会見はいつ頃ごろがいいと思う？」

　がらがらと──

　優乃は自分の顔のパーツが崩くずれる音を聞いた。




　　　　○




　人類が生物の君臨者を謳うたい、自らを霊れい長ちようと呼び習わすようになって早はや幾いく星せい霜そう。

　多くの者たちは知らない。そして考えもしないだろう。その名を冠かんすに相応ふさわしい種が、自分たちの他にもこの世に存在していることなど。

　いや──この世、という言い方は少し語ご弊へいがあるか。なぜなら『彼ら』は、普ふ段だん人間が目にしている常識的な世界の裏側、理ことわりを違たがえた似て非なる別天地に住んでいるのだから。

　その世界の名を『妖精郷テイル・ナ・ノーグ』という。有あり体ていに言ってしまえば、異世界のことだ。

　妖精郷テイル・ナ・ノーグは人間世界と秘密裏に交流しながら、しかし世間一般にはその存在を認知されることなく長く歴史を歩んできた。妖精郷テイル・ナ・ノーグの住人たちの殆ほとんどは自らを優良種、そして人類を劣等種と見下しており、人の前に姿を現すことさえ、ある種の侮ぶ辱じよくと捉とらえているからだ。膨ぼう大だいな年月と共に醸じよう成せいされた過度のプライド、そこから生ずる排他性こそが『彼ら』の本質といえた。

　異世界に閉とじ籠こもって俗世を嘲ちよう弄ろうし、ときに影かげから操ってさえみせる人ならざる者たち。

　翅族アルフ。

　人間世界の神話や民間伝承にもその存在が仄ほのめかされる、真の妖よう精せいだ。

　ロロット・ニエンテ・アートレイアは、そんな傲ごう慢まんと退たい屈くつの病に冒おかされた翅族アルフという種に生まれながら、しかし同どう胞ほうたちの今の在り様すべてを否定する、極めつけの異端児でもある。

　妖精郷テイル・ナ・ノーグに数ある国のなかでも、有数の強国として知られる『アヴァロン』。そのアヴァロンの最高位貴族たる『円えん卓たく一三翅し族ぞく』の一員であり、同時に第一王女というやんごとなき立場にいるのがロロットだ。けれど彼女は、なんの変化もなく漫まん然ぜんと年経る故郷の状じよう況きようを変えるため、多くの敵を作ることも厭いとわず、従者の真ま崎さき燎りようと連れ立って人間世界の土を踏んだ。

　五月一日。忘れもしない、雨の日のバス停。

　玖く堂どう卓たく巳みはロロットと出会い、そして彼女に見み初そめられた。

　これより先、常いかなるときも共に在り、あらゆる奇き禍かを払う無二のパートナーとして。

　ロロット・ニエンテ・アートレイアの〈比ひ翅よくの騎き士し〉。

　それが今の卓巳だ。




　というような経けい緯いをつらつらと考えて、卓巳は嘆たん息そくと共にそれらの思考を打うち棄すてた。いくら言葉を尽つくそうとも、こんな説明では相手を納得させられそうになかったからだ。

「どういうことよ、お兄！　ねぇ、ほんとにどういうこと!?」

　妹の優ゆう乃のが凄すごい剣けん幕まくで言いい募つのってくる。殆ほとんど半泣き状態だった。場所は学校の中庭、時刻は昼休みだ。授業が終わるやいなや案の定、携けい帯たい電話で呼び出され、こうして待ったなしの尋じん問もんタイムと相成っている。ベンチに腰掛けた卓巳は、どうしたものやらと頭を搔かいた。

　弾だん劾がい裁判に同席するのは、当事者でもあるロロット。彼女は卓巳の右隣となりに座って弁当に舌した鼓つづみを打っている。たまに「あ～ん♪」とかやってくるけれど、そのつど妹の顔が険しさを増すことに、そろそろ気づいてほしい。ロロットの隣となりには、弁当の作り手たる燎りようの姿もあった。けれどこちらは、端はたから高みの見物を決め込むつもりか、涼しい顔で黙もく々もくと箸はしを動かすばかりだ。

　卓巳の左隣には、なぜか啓けい太たと綾あや子こまでいた。その顔は雄弁に「ひやかしです」と語っている。他人の色いろ恋こい沙ざ汰たは蜜みつの味なのか、二人とも腹立たしいくらいイイ笑顔だ。

　更さらに、卓巳の眼前に仁に王おう立だちしている優乃の背後には、見慣れない少女が控ひかえていた。ひと目で只ただ者ものではないと分かる、銀ぎん髪ぱつ紫し瞳とうの玲れい瓏ろうたる白面。佐伯さえきネアラという名前からするに、ハーフだろうか？　優乃にこんな友達がいたなんて、卓巳は今の今まで全然知らなかった。

　で、おまけに卓巳たちを遠巻きに囲む、結構な数のギャラリーたち。

　なんにしろ──目立っている。それはもう限りなく目立っている。

「どうしてこんなことになった……？」

「お兄がいつの間にか、婚約者フイアンセなんか作ってるからでしょ!?」

　優乃が吠ほえた。そういう意味で言ったわけじゃないのに。あと、婚約者がどうとかいう話については、寧むしろこっちが詳しよう細さいを知りたい。周囲の野や次じ馬うまどもも、おぉ～とか反応しない。

「いや、あのな？　普ふ通つうに考えて、いちいち妹に近きん況きようを報告する兄貴とかおかしいだろ？　そもそもお前、なんでそんなに怒おこってるんだよ？」

「そ、それはっ……！」

　言葉を濁にごし、優乃は悔くやしそうにロロットを見た。お姫ひめ様さまはべったりとこちらに凭もたれかかってくるので、なんだか右半身ばかりがやけに暑い。本当は制服姿の彼女を、もっとじっくり堪たん能のうしたいのだけれど、あいにくと事態はそんな平和な真ま似ねを許してくれそうもなかった。

「ッ、あんたもさ！　そんなっ、みんなが見てる前でベタベタして……恥かしくないわけ!?」

「今日からユーノは、ぼくのこと『お義ね姉えちゃん』って呼ぶんだよ？」

「話聞けっての！　呼ばないっ、そんな可愛かわいい顔しても絶対に呼ばないから！」

「……おい優ゆう乃の、ちょっと落ち着け」

　仕方なく仲裁に入る。まったく、どうして今日会ったばかりで早くも喧けん嘩か腰ごしなのやら。

「あとロロットも……できれば、その、なんだ。もう少し人目を気にしてくれると助かる」

「？？？　なんで？」

　驚おどろいた。まさか素すで「なんで？」と返されるとは。

「あ、分かった！　タクミ、照れてるんでしょ？　にへへ、しょーがないなぁもう」

「……うん、理解が得られて何よりだ。なので、もうちょい離れてください」

「駄～目っ。ぼくらの仲良しこよしっぷりを、みんなに見せびらかすんだから！」

　実にアグレッシブな宣言だった。曲がりなりにも翅族アルフのお姫ひめ様さまのくせに、ロロットはいつだってこんな具合だ。気き侭ままで明あけ透すけで前向きで、いっそ心配になるくらい。彼女が故郷で王女としてどう振る舞っていたのか、卓たく巳みは未いまだにちっとも想像できないでいた。

「ほらっ、いいから離れて！　引っつくのやめる！」

　業ごうを煮にやした優乃が、こちらとロロットの肩を摑つかんで、強引に互いを引ひき剝はがす。ロロットが薄桃色のほっぺたを、ぷぅっとリスみたいに脹ふくらませた。

「む～、ユーノったら朝からずっとそんな調子。もしかして、ぼくのこと嫌きらいなの？」

　無む邪じや気きに問われ、優乃が僅わずかに怯ひるむ。卓巳は眉まゆを顰ひそめて「そうなのか？」と訊きき返した。

「うん、そうなの。せっかく席だって近くになれたのに、なんかぼく露ろ骨こつに避さけられてるんだよ。ネアラは割とお話してくれるんだけどねー」

「ず、ずるい！　そうやってお兄にチクるの、ずるい！」

「ずるいも何もあるか。……お前な、ロロットは転校生なんだから、もう少し穏おん便びんに──」

　と、優乃を諌いさめかけたところで、不意に抑よく揚ようのない声が差さし挟はさまれた。

「──お兄さん、優乃をあまり苛いじめないであげてください」

　脱だつ力りよく感かんを誘さそう口調でそう言ったのは、あの佐伯さえきネアラとかいう娘こだった。お兄さん、というのはたぶん卓巳にとって人生初の呼ばれ方で、何気にちょっとくすぐったい。

「敵が想像以上のモンスターだったため、優乃は自信を失っているのです。要するにアイデンティティーの危機です。哀あわれなまでに道化なので、ここは苛めずに笑うのを推すい奨しようします」

「あんた、誰だれの味方よ!?」

「愉ゆ快かいの」

　さいてーだ。ひやかしよりも、なお性た質ちが悪い。卓巳はどっと疲れた心地で呻うめいた。

「……というか、そろそろ俺おれも弁当を食いたいんだが」

「駄だ目めに決まってんでしょ!?　お兄みたいな薄情者に、食べさせる弁当はない！」

　卓巳の弁当は、ついさっき作った当人に没ぼつ収しゆうされた。まったく、ひどい話だ。

「ほら、タクミ。ぼくのお弁当、半分こしよ。この出だ汁し巻まき卵たまご、すっごく美お味いしいよ？」

　あ～ん♪　とロロットがまたやってきたので、妹を逆上させると知りつつも今度は大人しく頂ちよう戴だいする。──ふむ、本当だ。燎りようはああ見えて、なかなか家庭的な一面があるらしい。

「ちょっ……箸はし、箸！　その娘こが使った箸、どうして平気で口に入れるの、お兄っ！」

「空腹だからな。お前に弁当を奪とられた以上、こうするしかないだろ？」

「あっ、ひょっとしてユーノも欲しいの？　だったらそう言えばいいのに。はい、あ～ん♪」

　と、やおらロロットに出だ汁し巻まき卵たまごを差し出され、なぜか優ゆう乃のは目に見えて狼狽うろたえた。さながら大好物を発見し、しかしそれが罠わなと知って窮きゆう地ちに立たされるタヌキの風情。妙みような反応だ。

「い……いらないっ！　いらないわよ、そんなの！」

　思わずといった調子で振り払った手が、ロロットの手から箸と出汁巻き卵を弾はじき飛とばす。

　卓たく巳みは嘆たん息そくした。こうなることを、なんとなく予期していたからだ。なので、脳裏であらかじめ命令を与えておいたとおり、自分の『分身』たちに宙を飛んだ箸と卵をキャッチさせる。

　──ヒーホウ。ちゃんと落ちる前に取りました。ばっちくありません。

　石いし畳だたみを目にも止まらぬ速さで駆かけて行った数体の『分身』が、やはり目にも止まらぬ速さで帰って来る。親指サイズのカラフルなそれらに礼を言い、卓巳は箸と卵を受け取った。

「ほれ、人の厚意はちゃんと受け取れ。あと食べ物を粗そ末まつにするな」

「……へ？　あ、むぐっ……」

　卵を優乃の口に押し込み、箸はロロットに返す。ロロットは拒きよ絶ぜつされたことを別に気にしていない様子だったけれど、優乃のほうは逆に目を白黒させていた。なぜ兄の手から卵が戻ってくるのか、さっぱり分からないとでも言いたげに。けれど、すぐにその疑問も『気にすることが』できなくなり、やがて表情から怪け訝げんの色が薄れてゆく。相変わらず便利なものだった。

　──でも妹さん、ちょっと耐たい性せいが強いみたいです。

　──認識のフィルター、個人差がありますから。人によっては掛かりが遅いです。

　声なき声で告げてくる無数の『分身』たち。卓巳の足元や身体からだの周りに屯たむろするのは、常人の目には触ふれることがない超常の存在だ。その姿を一言で表すなら、

　小人、だった。

　絵本のイラストによくあるような、丸っこい二頭身の小人たち。それぞれ色違いの作業着を着て、頭には安あん全ぜん帽ぼう、手には工具を持っている。顔は殆ほとんど子供の落書き同然だった。

　卓巳の使役する『イット』、名前は《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》。

　真の妖よう精せいたる翅族アルフの接せつ吻ぷんを受け、『妖精使いチエンジリング』と呼ばれる異能者になった者だけが自己の内より発現させられる、いわば噓っぱちの妖精だ。

　常人はイットの姿を捉とらえられないばかりか、彼らが起こす不可思議な現象の数々さえ正しく認識し得ない。常識的な解釈によって、知らず己が記き憶おくを改かい竄ざんしてしまう。ロロットの〈比ひ翅よくの騎き士し〉である卓巳も、広義の意味では妖精使いチエンジリングに該がい当とうするため、今みたく何かあるたびに便利な小人たちを頼るのだけれど──そうか、認識のフィルターには個人差があるのか。

「……少し自重したほうがいいかもな」

「ちょっと！　何ぶつぶつ言ってんの!?　人の話、聞いてる!?」

「はいはい、聞いてるよ。で、出だ汁し巻まき卵はどうだった？　美う味まかったか？」

　話を逸そらすためにそう訊きけば、優ゆう乃のはぐっと返答に詰つまり、おもむろに目元を潤うるませた。

「お、美お味いしかったわよ！　悔くやしいけど、あたしが作るやつよりも！　なんか文句ある!?」

「いや、別にないけどさ……なんで急に泣きだしてるんだよ、お前は……」

「笑ってあげてください、お兄さん。最後のプライドだった料理まで負けてしまい、彼女にはもうあとがないのです。──あ、写メ撮とってもいいですか、優乃？」

　パシャッ、とネアラが優乃の泣きっ面を、携けい帯たい電話のカメラに収める。この娘こは本当に妹の友達なのかな、と卓たく巳みはつい彼女を胡う乱ろんげに見み詰つめてしまった。

「おや、どうしました、お兄さん。わたしの顔をじっと見て。早くもロックオンですか？」

「……ごめん。お兄さん、きみが何を言ってるのか、いまいちよく分からないな」

「貴方あなたの嗜し好こうの話です。言いたかありませんが、わたしも王女と同じ『青めの果実』なので」

　失礼な。人を特とく殊しゆな性せい癖へきの持ち主みたいに言わな──ん？

　そこでふと違和感に胸を衝つかれ、もう一度、ネアラをまじまじと見詰める。彼女はやはり感情の薄い顔で「なんですか？」とマネキンのように首を傾かしげてみせた。

　うん、なんだろう？　今、何か妙みような引っ掛かりを覚えた気がするのだけれど。

「だったら、ここらでいっちょ盃さかずきを交わそう、ユーノ！　ぼくと義姉妹の契ちぎりを結ぶんだ！」

　卓巳がネアラと話しているうちに、自じ称しよう・婚約者フイアンセと妹はますますヒートアップしていた。このあいだ一いつ緒しよに観た古い仁にん俠きようものの映画が、ロロットは殊ことのほかお気に入りだ。

「む・す・ば・な・い！　ってか、ひっついてくんな！」

「もぉ、そんなこと言わずに仲良くしようよぅ！　それで、タクミをぼくにちょうだい？」

「やれるか！　兄貴ってのは妹の所有物なの！　これテストに出るから！」

　性しよう懲こりもなく優乃にちょっかいを出し、どばどばと火に油を注ぐロロット。悪気はないのだろうけれど、この皺しわ寄よせはあとで間違いなく自分のところに来る。勘かん弁べんしてほしかった。

「──とにかく！　お兄みたいなヒョーロクダマが、こんな……ッ、こんなアレな娘ことアレな関係とか、マジであり得ないから！　百年早いっての！」

　優乃に烈れつ火かの眼まな差ざしを向けられ、卓巳は天を仰あおいでつくづく思う。

　本当に、なんでこんなことになったのやら、と。




　　　　○




　今日はバイトが少し長引いた。

　なので少女は、寄り道を控ひかえて早々に帰路につくことにした。

　屋や敷しきに戻って自室に上がれば、時刻は五時ぴったり。女の子たちは、まだ帰って来ていなかった。そのことに少し安あん堵どしながら、バイト先で貰もらった余りもののケーキを冷蔵庫にしまう。

　一人で使うには広過ぎる部屋のなか、板張りの床ゆかには冷蔵庫の他にも、あちこち生活品が散見された。携けい帯たい式しきガスコンロとか、懐中電灯を内蔵したラジオとか、カンテラとかミネラルウォーターとか。その他諸もろ々もろ、なんだか借金を苦に夜逃げして来た人みたいな持ち物の数々。

　部屋の隅すみには、ダンボール箱が山積みになっていた。なかに収められているのは、難しい本や何かの資料だ。目を通してもさっぱりなので、もう長いこと放ったらかしにしてある。

　屋根に密ひそかに設置したソーラーシートが、今日はたくさん陽射しを吸ってくれたので、二日三日は電気の心配もなくなった。でも、油断は禁物だ。何しろ、もうすぐ梅つ雨ゆのシーズン。そうなればまた壁かべ際ぎわに鎮ちん座ざした、あの手作り感満まん載さいの発電機の出番となるだろう。

「……あれ、結構、しんどいんですよねー」

　ハンドルぐるぐる型ではなく、ペダル踏み踏み型に改造すべきだろうか？　いやまぁ、どっちにしろ自分の場合『手足を使うわけではない』ので、疲れ方はたぶん一緒なのだけれど。

「何はともあれ──はい、今日もお疲れさまでしたっ」

　ぺこりと虚こ空くうにお辞じ儀ぎ。自分で自分を労ねぎらったのち、いそいそと魅み惑わくの食っちゃ寝タイムに入る。携帯テレビの電源を入れ、買い置きのお菓子の封ふうを開け、まだ読んでいなかったマンガ本を手た繰ぐり寄よせると、ぼろっちいソファーにごろん。年とし頃ごろの娘としてあるまじき格好になる。

　怠たい惰だな生活はなかなか性に合っていた。かつて彼女の身の回りの世話をしていたときは分からなかった感覚。この七年で少女も横着の素晴らしさを覚えた。

　快適だ。ごろごろするのは実に快適だ。

　でも、それは用事を言いつけてくれる相手が誰だれもいない──つまり、孤こ独どくと隣となり合あわせの快適さではあった。だから少女は、なんとなく携けい帯たいテレビのボリュームを上げる。

　そうやって三〇分ほど優ゆう雅がなひとときを楽しんだ頃ころだろうか、

『たっだいまぁーっ！』

　階下から大たい砲ほうみたいな挨あい拶さつが聞こえた。途と端たん、少女はあわあわとマンガ本を放り出し、ソファーから降りて床に正座する。そして三つ指をついて、今度は丁てい寧ねいにお辞儀をした。

「──お帰りなさい」

　今日もちゃんと言えた。




　　　　○




　羽は々ば根ね市し郊外のほど近く、古びた洋館が多く建ち並ぶ高級住宅街の一画に、ひときわ目を惹ひく豪ごう邸ていが存在する。長いこと空き家だったその館やかたは、しかしつい先さき頃ごろ、歴史ある趣おもむきはそのままに繊せん細さいかつ大胆な改修を施され、近きん隣りんの住民たちをいたく驚おどろかせた。

　新しい家主のお騒さわがせな気性もあってか、卓たく巳みにとっても懐なつかしい思い出があるその屋や敷しきは、早くも人々のあいだで評判になっているらしい。曰いわく──『妖よう精せい屋敷』と。

「で、いきなりうちの学校に転入してくるなんて、いったいどういう風の吹き回しだ？」

　アートレイア邸の敷しき居いを跨またぐのは、もうこれで四度目になる。訪れるたびにぬいぐるみが増えてゆく二階の寝しん室しつで、卓巳は噂うわさの妖精と二人っきりになっていた。

「え～っと、もしかしてだけど……タクミ、怒おこってる？」

　天てん蓋がいつきのベッドに座ったロロットが、恐おそる恐おそるといった感じに訊きいてくる。彼女と共に暮らしている燎りようは、今この場にはいない。夕飯の支し度たくがあるとかで一階に行ってしまったのだ。

　年代物の机とセットになった椅い子すに腰掛け、卓巳は苦笑と共にかぶりを振った。

「怒ってないよ。ただ、前まえ以もって一言くらいは欲しかったな」

　何しろ今日の学校での騒そう動どうは、さながら宣戦布告もなしに開始された侵しん略りやく戦争の如ごとしだ。波乱の昼休みが終わったあとも、クラスメイトたちの質問攻めに合うは、優ゆう乃のから追及のメールが一〇分置きに届くはで、まぁ一いつ時ときとして心休まる暇ひまがない。妹に至っては放課後クラスに乱入までしてくる始末で、おかげで学校を出たときには既すでに陽がだいぶ西に傾かたむいていた。

　優乃の隙すきを衝ついてなんとか逃げ出したものの、さりとて家に直帰するのも気が引ける。そんなわけで、こうしてロロットの家に一時的に避ひ難なんすることにしたのだけれど──

「……泥どろ縄なわだな。家に帰る頃ころまでに、あいつの機き嫌げんが直ってりゃいいんだが」

「うぅ、ユーノにあんなに邪じや険けんにされるなんてなぁ。結構ショックだよ」

「？　まさか、あいつと知り合いになりたくて、わざわざ学校に転入してきたのか？」

「うん、それもあるね。でも、ぼくのほんとの目的はもっと壮そう大だいなのでしたっ」

　分からない？　と稚ち気きに富んだ瞳ひとみで甘やかに言って、ロロットがベッドから立ち上がる。そして、その場でくるりと一回転してみせた。窓から斜ななめに差し込む夕ゆう陽ひを浴びて、制服のスカートがぱあっと花か弁べんのように広がる。肉づきの薄い脚が、殆ほとんどつけ根まで露あらわになった。

　ひとたまりもなく心拍数が急上昇する。自分もたいがい学習能力がない。

「どう、タクミ？　似合ってる？」

「え？　あ、ああ、うん。そりゃもちろん。か、可愛かわいいぞ？」

　どきまぎしながら応じる。ロロットの制服姿は新しん鮮せんだけれど、たぶん口に出して褒ほめたのはこれが初めてだ。果たして彼女はあどけなく笑み、毎度の如く自分をくらくらさせてくれた。

「えへへ、お揃そろいだね？　これってペアルックじゃない？」

「……その理り屈くつでいくと、全校生徒が洩もれなくペアルックになるが」

「もぉ、そーいう揚あげ足あし取りはい～の！」

　いけずっ、とロロットは唇くちびるを尖とがらせ、しかしすぐにまたぴかぴかの笑顔になると、

「──あのね？　タクミと一いつ緒しよに、学校に行きたかったんだよ」

「？　そりゃまたなんで？」

「ほら、アヴァロンにも学校はあったけどさ、基本、そういうのは平民のひとたちが通うもので、貴族は家庭教師とマンツーマンってパターンが殆ほとんどだったから。ぼく、同じ年頃の子たちとみんなで勉強した経験とか、これまで一度もなかったの」

　家庭教師、という単語で嫌いやな男の顔が脳裏に浮かび、慌あわててそれを意識の外に閉め出す。

「だから学校に通うのって、昔からすごく憧あこがれてたんだよね。そのうえ好きな人と一いつ緒しよになんて、もう言うことなしでしょ？　だったらほら、登校初日はなるべく劇的にいかないと」

　なるほど。それでサプライズか。なんというか、実にロロットらしい理由だった。

「タクミはどう？　ぼくが学校に転入してきて嬉うれしい？　それとも迷めい惑わく？」

「迷惑のはずないだろ。嬉しいよ、すごく。正直、悲鳴をあげそうなくらいに」

　退たい屈くつながらも平へい穏おんだった高校生活は、僅わずか一ヵ月半で終わりを迎むかえた。明日からは学校でもロロットに振り回されるのかと思うと、頭が痛い反面、なぜか不思議と顔がにやけてくる。

　ただ、転入の件はそれで片づけられても、まだ無視できない大きな問題が残っていた。

「あ～……ところでな、ロロット。もう一つ確認しておきたいことがあるんだが……優ゆう乃のが言ってた婚約者フイアンセがどうとかって話、あれはいったいなんだ？」

「安心して！　記者会見はまだ未定だから！」

「こらこらこら！　話がまったく繫つながってないぞ!?」

　太たい鼓こ判ばんを押されても、全然、安心できない。というか、いつの間に自分たちの関係は、そこまで進んだのだろう？　卓たく巳みが疑問を呈ていせば、ロロットは事もなげに答えた。

「だってタクミはぼくの〈比ひ翅よくの騎き士し〉だもん。もう実質、婚こん約やくしてるようなものじゃない」

　卓巳は、つい彼女の背中を確認してしまう。ある意味では、そのとおりだったからだ。

　今は事情があって視ることが叶かなわないけれど、ロロットの背中には一いつ対ついの翅はねが存在している。それは翅族アルフという種の証あかしであり、同時に卓巳とロロットを繫ぐ確かな絆きずなのカタチでもあった。

〈比ひ翅よくの騎き士し〉は通常の妖精使いチエンジリングが『階かい梯てい』と呼ばれる力の位階を必ず五段階目でストップさせるのに対し、更にその先──幻まぼろしと呼ばれる『第六階梯』に進む可能性を秘めている。接せつ吻ぷんを交わした翅族アルフの翅を起爆剤として共有することで、限界を超えるための権利を得るからだ。

　ゆえに、〈比ひ翅よくの騎き士し〉とそれを生み出した翅族アルフは一心同体。もし〈比ひ翅よくの騎き士し〉が死ねば翅族アルフも預けた己が翅を失い、ただの人ひ間との身に墜おちることになる。卓巳とロロットがこれから先を共に生きてゆくのは、気持ち云うん々ぬんを抜きにしたところで、もはや確定ではあるのだった。

「や、けどな？　だからって、ところ構わず吹ふい聴ちようして回る必要もないだろ？」

「いいのっ、幸せのお裾すそ分わけなんだから！　……それともタクミ、ぼくとの仲、みんなに知られるの嫌なの？」

　無論、恥ずかしいが嫌ではない。でも、婚約だなんだと大おお袈げ裟さに喧けん伝でんして回るのは、やはり少し行き過ぎだった。彼氏彼女とか、もっと学生の身みの丈たけに合った呼称でいいだろう。

　しかし、お姫ひめ様さまはそういった庶民的感覚を、いまいち解し得ないらしく、

「…………嫌いやなんだ」

　と、なんだかしょんぼりと呟つぶやくものだから、卓たく巳みはたちまち罪悪感で喘あえぐことになった。

「い、嫌じゃないって」

「……だって、なんか嫌そうな顔してるもん」

「してないしてない！　俺おれは元からこういう顔だっ」

「……せっかく卓巳と婚こん約やくの儀ぎ式しき、挙げようと思ってたのに」

「ただ、あんまり悪目立ちするのもどうかなって──なに？　婚約の儀式？」

　聞き慣れない言葉に眉まゆを立てる。ロロットはこくんと頷うなずいた。

「うん。アートレイア家に代々伝わる、由ゆい緒しよ正しい儀式なの」

　あのね、こうやるんだよ？　そう言ってロロットが、不意にこちらに近寄ってきた。毛足の長い絨じゆう毯たんを爪つま先さきで搔かき分わけるように、厳かな足取りでゆっくりと。

　いつになく真剣な面持ちで卓巳の前に立ったロロットが、続いてブレザーのボタンを外し始める。その指使いはたどたどしく、どこか艶なまめかしさを帯びていた。ブレザーの前が開帳されれば、今度はブラウスの番。こちらはボタンには触ふれず、ロロットはスカートから引き出した裾すそを、やはり焦じらすようにたくし上げてゆく。卓巳は慌あわてて椅い子すから腰を浮かせた。
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「ちょっ……と待て！　おい、なんだ!?　何をする気だ!?」

「だから儀式だってば。とっても気持ちいいの」

「気持ちいい!?　……お、おおお落ち着け、ロロットっ！　考え直せっ、早まるな！」

「ふふ、や～だ。だいたい、タクミのほうがよっぽど慌あわててるじゃない」

　ロロットが熱っぽい口調で語る。こちらに注がれる大玉のエメラルドは潤うるみ切きり、いっそ淫いん蕩とうとさえ呼べる色を湛たたえていた。たまに彼女が見せる、あの別人みたいに大人びた表情だ。

「大だい丈じよう夫ぶ、怖こわがらないで。だからほら、タクミ。ぼくのここに──」

　ごくりと喉のどが鳴る。緊張の余り、もう口も利けなかった。ロロットが更さらにブラウスを持ち上げてゆき、遂ついにきめ細かな乳白色の肌はだが露あらわになる。僅わずかに女性らしさを帯びた、しかしまだまだ発育途中にある、なだらかなくびれ。可愛かわいらしい窪くぼみが、ちょこんと顔を覗のぞかせていた。

　彼女が続ける。罠わなに誘さそい込んだ獲え物ものを、ねっとりと舌で舐ねぶるように。

「──ぼくのおへそに、好きなだけ指入れていいよ？」

「なんの儀ぎ式しき!?」




　　　　○




　例によって例の如ごとく、階下から賑にぎやかなやり取りが聞こえてくる。見かけによらず、かなり初う心ぶなところがあるらしい男の子が、今日もあの女の子にいいように遊ばれていた。

『あれ、指だけじゃ物足りない？　なんだったら、舌もいっとく？』

『そ……そういう問題じゃない！　というかその儀式っ、絶対に今作っただろ!?』

　女の子の名前はロロット。男の子の名前は卓巳。二人はどうやら微笑ほほえましい関係にあるようで、卓巳も頻ひん繁ぱんに屋や敷しきを訪れるものだから、少女も既すでに彼の大まかな人ひと柄がらを摑つかんでいた。

「──お～っと、卓巳選手。またも相手にリードを許しておりますっ。男の子が一方的に点を取られっぱなしだと少し情けないので、もっとガンガンいってほしいところですっ」

　寝ねそべって漫画を読みながら、小声で床ゆか下した事情を実じつ況きようしてみる。と、そこで別の人物がドアを勢いよく開け放ち、ロロットの寝しん室しつに飛び込んできた。のだろう、たぶん。音からするに。

『何してるの、貴方あなたたち！』

　屋敷のもう一人の住人、燎りようだった。なんだか、いつになくご立腹の様子だ。

『せっかくドアの前で気を利かせて、少し待っててあげたのに……なんなの、ロロのおへそに指って！　舌って！　説明しなさい！』

『い、いや、これには深いわけが……って、お前、まさか出で歯ば亀がめしてたのか？』

『聞いてよ、リョウ！　あのねあのねっ、タクミがいきなり「婚こん約やくの儀式するぜー、ぐへへ」とか言ってね！　ぼくのおへそに無理矢理、節ふしくれ立ったぶっといのを……っ！』

『────卓巳、お尻しり』

『鞭むちを出すな！　騙だまされるな！　ちょっ、おまっ……人の話、聞けよ!?』

　そんな三人のやり取りに、自然と頰ほおが緩ゆるむのを自覚する。まったく、毎度のことながら実に騒さわがしい限りだ。でも、その騒がしさは、なんら少女の気に障さわるものではない。寧むしろ心が浮き立ってくるぐらいだ。まぁ、多少さみしさも募つのるのが、難点ではあるのだけれど。

「……いいなぁ、楽しそうで。わたしも交ぜてほしいです」

　その後三人は、今晩の夕食だとか明日からの学校での振る舞いだとか、平々凡々な話題でひとしきり盛り上がったのち、先日改装が終わったばかりの屋や敷しきのことについて話し始めた。

『にしてもあれだ、この屋敷もだいぶ綺き麗れいになったよな。もう俺おれが忍しのび込こんだ頃ころとは別物だ』

『……忍び込んだ？　なんの話よ？』

『あ、そっか。リョウは知らないんだっけ。──あのね？　タクミったらちっちゃいときに、このお屋敷で探検したことがあるんだって。ケータとユーノの三人で』

　それは初耳だった。けれど、この館やかたは今でこそ妖よう精せい屋敷なんて可愛かわいらしく呼ばれていても、少し前まではまったく別の俗ぞく称しようで知られていたため、確かに興味本位で訪れる客が存外に多かったのだ。そのなかに過日の卓たく巳み少年が含まれていたとしても、なんら不思議ではない。

『探検？　まるで子供みたいね』

『みたいじゃない。紛まぎれもなく子供だったんだ。……それに、なかを覗のぞこうって言い出したのは優ゆう乃のと啓けい太たの奴やつで、俺は別に「幽ゆう霊れい屋敷」の噂うわさになんて初めから興味はなかったよ』

　そう──幽霊屋敷。

　羽は々ば根ね市し■■区■■町に建つ古い洋館には、昔から幽霊が住むと言われていた。

『確か、前に色々事故があったんだよね？　だからそんな噂が立ったんでしょ？』

『ああ。気の触ふれた家主がいきなり二階から身投げしたとか、屋敷を取とり壊こわそうとしたら重機が勝手に動き出してあわや惨さん事じになりかけたとか、そんな話がごろごろある』

『……くだらない。そんなの単なるオカルトよ。現に改装業者たちは無事だったじゃない』

　それはロロットの意向を受けた業者の人たちが、とても丁てい寧ねいに仕事をしてくれたからだ。大たい抵ていの場合は不届き者ばかりなので、意地悪をしてさっさと追い返してしまうのだけれど。

『あ……でも、それで一つ思い出したわ』

『？？？　何を？』

　燎りようは僅わずかに躊躇ためらったのち、やや声のトーンを落として続けた。

『──この屋敷ね、どうも屋根裏に「隠かくし部べ屋や」があるみたいなの』

「ッ!?」

　そのときの戦せん慄りつは、ちょっと言葉では言い表せない。

　少女は思わず喉のどの奥おくで悲鳴をあげかけ、慌あわててそれを吞のみ込こんだ。

『どういうこと、リョウ？』

『……なんでもこの屋敷、古い物件だからもう見取り図とかは残ってないらしいんだけど……構造上、どうしても天てん井じよう裏うらに他にもスペースができるって監督官が話しててね。試しに外から屋根に登って確認してもらったら、すごく分かりにくいところに天窓が一つあった、って』

『なんだ。だったら、なかの様子だって一発だろ』

『それが駄だ目めなのよ。その天窓、開かない作りのうえ、内側から覆おおいがしてあるらしいの』

『普ふ通つうに邸てい内ないからは行けないの？』

『ええ、どこにも入り口が見当たらないんですって。……まぁ、天窓を壊こわせばそれで済む話だとは思うんだけど、手て荒あらに扱あつかうなっていうロロのオーダーがあったから。だいたい、こっちはもう屋や敷しきで生活を始めてるんだもの。急ピッチで作業を進めてもらわないと困るでしょ？　だからそのときは、とりあえず放置ってことにしたのよ』

『で、そのまま忘れてたわけか。お前なぁ……』

　呆あきれたように卓たく巳みが言う。それを合図に、暫しばらく放心していた少女はやっと我に返った。

　まずい。これはまずい。何がまずいって、とにかく全部がまず過ぎる。あの業者のおじさんたちは、良心的で仕事熱心だけれど、もう少し手を抜くことを覚えるべきだ。

『でも、リョウの判断は正解だよ。部屋がある以上、どこかに入り口もあるはずだもん。だったら、あとは探し物を見つけるのが上じよう手ずな人に、それを探してもらえばいいんだよ』

『そうね。というわけで出番よ、卓巳。貴方あなたはともかく貴方のイットは便利だわ』

『……普通に「お願いします」とは言えんのか、お前は』

　まずい、まずい、まずいまずいまずいまずいまずいまずい……っ！

　今日に至るまでのやり取りから、どうもこの三人が『妖精郷テイル・ナ・ノーグの関係者らしい』ことは既すでに分かっている。おそらく卓巳と燎りようが『妖精使いチエンジリングである』こともだ。でも、今の話しぶりから察するに、ひょっとして卓巳のイットは何か探索に秀ひいでたタイプなのだろうか？

　「わっ、わわ……ど、どうしよう!?　どうしたら……ま、待って！　少し待ってください！」

　動転する余り言動がひっちゃかめっちゃかになる。この状じよう況きようで頭から布団ふとんを被かぶって、自分はいったい何をしようというのか。我ながら間抜け過ぎた。

『仕方がない。じゃあ、ちゃっちゃと済ますか。今すぐ始めていいんだよな？』

『うん、お願い。小人さんたちもよろしくね？』

　あぁ、とわななくように息をつく。いよいよ自分の安住の地に捜そう査さのメスが入るらしい。

　もう駄目だ。お終しまいだ。ごきげんよう、わたしのぐーたらライフ──少女が布団のなかで走そう馬ま灯とうさえ見たような気がした、そのとき。救いの手は意外なところから差し伸べられた。

　突とつ如じよ、屋敷にけたたましい電話のベルが鳴なり響ひびいたのだ。




　　　　○




　兄とロロット、そしてあの燎とかいう胸の大きな先せん輩ぱいが屋敷に入ってから、もう一時間余りが経過した。電柱の陰かげに身を潜ひそめて柵さくの向こうを眇すがめ見た優ゆう乃のは、ぎりぎりと歯は軋ぎしりをする。

「あの三人っ、屋敷のなかでいったい何やってんのよ……!?」

「きっと他人には言えないことです。良質のカメラがないことが悔くやまれますね」

「ネアラは黙だまってて！　ってか、カメラで何する気!?」

「高値で売れます」

　正気とは思えない、一足飛びの回答。こんな私的な用件につき合わせておいて言うのもあれだけれど、自分の親友はやっぱり少し──いや、だいぶ頭がおかしいと思う。

　学校で卓たく巳みたちにまんまと出し抜かれた優ゆう乃のが、なぜここまで辿たどり着つくことができたかといえば、なんてことはない。携帯電話のＧＰＳ機能のおかげだった。兄は携帯電話こそ持っているものの殆ほとんど満足に使っていないので、こんな方法で追つい跡せきされるのはさすがに埒らち外がいだろう。

「……とはいえ、まさかあの幽ゆう霊れい屋や敷しきに辿り着くなんてね。なんか見違えちゃってるし」

「その呼称はもう古いですよ、優乃。最近になってすごく可愛かわいい女の子が住みだしたとかで、この屋敷、今では妖精屋敷なんて呼ばれているそうですから」

　淡たん々たんと指摘してきたのは、背後のネアラだった。なぜかその両手には、アンパンと牛ぎゆう乳にゆう瓶びんが握にぎられている。それらのアイテムが張り込みの友なのは認めるけれど、いったいどこから出したのか。あと、掌てのひらサイズのパンを一口で腹に収める荒あら業わざは、ちょっと怖こわいからやめてほしい。

「そっか。ってことはやっぱり、あのロロットって娘こ、ここに住んでるんだ。……でもさ、あの娘って留学生じゃん。普ふ通つう、そういうのってホームステイとかするもんなんじゃないの？」

「ふぁ、ほこまれふぁ」

　ネアラが首を傾かしげた。さぁ、そこまでは、と言いたいらしい。

「わざわざ曰いわくのある家に住みたがるなんて……あの娘、やっぱり変わってる」

「噂うわさはしょせん噂ですから。そういうのが気にならない人は、我が道をゆくでしょう」

「ひょっとして、ネアラも幽霊は信じないクチ？」

「幽霊自体を否定する気はありません。ただ、この屋敷にまつわる風評に関しては、過去に起こった事故の記録を見る限り、その大半がただの偶ぐう然ぜんの産物か、でなければ後づけのデマですね。……まぁ、七年前からはその限りでもなさそうですが」

　最後に小声でつけ加えられた言葉はよく聞こえなかったけれど、ネアラがデマと言うからにはデマなのだろう。この親友は『そういうこと』を造作もなく調べられる立場にいる。

　と、不意に夕暮れの住宅街に、どこかチープな音調のギターリフが流れた。

　着信を告げたのは、ネアラの携帯電話だった。彼女は往年の名ロックナンバーの数々を着信メロディーとして個別登録しているのだけれど、確かこの曲が示す相手は──

「もしかして『仕事』？」

「……の、ようですね」

　普ふ段だんは常に凪ないでいる紫むらさき水すい晶しようの瞳ひとみが、今は珍めずらしく露ろ骨こつな苛いら立だちに揺ゆれていた。

「最悪です。今日一日丸ごと暇ひまを作るために、ここ数日、あれだけ頑がん張ばって書類仕事を片づけたというのに。最後の最後でケチがつきました」

「や、そればっかりは仕方ないって。……てか、あたしのほうこそネアラがせっかく休み作ってくれたのに、今日はなんか色々と振り回しちゃって申し訳ないっつーか……」

「気にしないでください。わたしは愉ゆ快かいの味方なのです」

　好きでお前につき合っているのだ。そう遠回しに言ってくれるネアラが、なんだか無性に愛しかった。ここで後ろ髪引いても迷めい惑わくだろうから、さっぱりと別れることにするのだけれど。

「急ぎの用なんでしょ？　じゃ、行ってらっしゃい」

「はい、行ってきます」

　自分の元に相手が帰って来ることを前提としたこの挨あい拶さつは、いつだって傲ごう慢まんで美しいと思う。

　遠ざかって行く親友の背中を見送ったあと、次いで優ゆう乃のはもう一度、鉄てつ柵さく越しに屋や敷しきを眺ながめた。兄をとっちめてやりたいのは山々だけれど、さすがに今日はここまでのようだ。

　無念を嚙かみ締しめつつも回れ右をする間際、下り坂の向こうから携けい帯たい電話でやり取りしているらしいネアラの話し声が、風に運ばれて微かすかに聞こえてきた。

「──では詳くわしい状じよう況きようを報告してください、村むら田たさん」




　　　　○




　ここで僅わずかに時間は前後する。

　アートレイア邸てい、そして佐伯さえきネアラの元に一本の電話が掛かってくる少し前、羽は々ば根ね市しから遠く離れた異郷の地──いや、正しくは異世界に、ある一人の男が里帰りを果たしたのだ。

「……なんともはや、これは驚おどろいたな」

　イギリスのグラストンベリにある『門ゲート』をくぐり、自身の故郷たるアヴァロンのゲートポートを出たところで、アルマン・レイニードは思わぬ人物と再会することになった。

「迎むかえを寄よ越こすとは聞いていたが、まさかよりにもよってきみとはね」

「あら、ご不満ですの？」

　不満はない。が、正直かなり驚いた。長旅の疲れさえ一いつ瞬しゆん忘れてしまったほどだ。

　アルマンは頭に被かぶった山やま高たか帽ぼうを手で押さえ、インバネスを靡なびかせながら声の主の前に立つ。二メートル近い巨きよ漢かんである自分と比べ、あまりにも小こ柄がらなその相手は、まだ年とし端はもいかない子供だった。人の行き来が多いゲートポート前には、あらゆる意味で不ふ釣つり合あいな少女だ。

　何しろ周りは平民だらけなのに、その少女ときたら今からパーティーにでも出席するかのような荘厳華か麗れいなドレス姿なのだ。しかも背後には四頭立ての馬車まで控ひかえているではないか。

　その出で立ちからして少女が位の高い貴族なのは疑いようもない。今は実体を解いているのか背中に翅はねこそ見えないものの、生まれ持った気品までは隠かくし通せるものではなかった。

　だが、その少女を異い彩さいたらしめている最大の要因は他にあった。並々ならぬ美び貌ぼうもさることながら、風を受けて豪ごう奢しやにたなびく縦ロールこそが、一ひと際きわ目を惹ひく特とく徴ちようだったのだ。

　青。

　まるで空を櫛くしで裂さいて頭髪と成したかのような、あまりにも鮮あざやかに過ぎる青色。

　特異な容姿の持ち主が少なくない翅族アルフのなかでも、これほど見事かつ人間離れした色合いの髪には、そうそうお目にかかれるものではない。馬車に刻まれた薔ば薇らの家か紋もんと照らし合わせるまでもなく、その蒼そう髪はつが何よりも雄ゆう弁べんに少女の素性を物語っていた。

「ヒーホウ、アルマン。ついこのあいだアヴァロンを発ったと思ったら、また随ずい分ぶんとお早いお帰りですこと。何か忘れ物でもしまして？」

　少女がドレスの裾すそを摘つまんで優ゆう雅がに一礼する。アルマンも山やま高たか帽ぼうを脱いで軽く会え釈しやくした。

「ヒーホウ、オフィリアくん。だが、私を呼び戻した張本人の遣つかいが、それを言うのかね？」

　オフィリア・ウルディアート・マカルパイン。アルマンに接吻を授けたイグレンシアの孫娘であり、そして円えん卓たく一三翅し族ぞくマカルパイン家の子女。それが彼女だった。

「この場合、きみの皮肉の上達ぶりは成長の表れと受け取るべきかな。それとも、元から捻ねじ曲がっていた根性が、いよいよ矯きよう正せい不可能の領域にまで至ったと見るべきかな」

「……ふんっ、相変わらず嫌いや味みですこと。冗じよう談だんも通じませんの？」

「まさか。小こ粋いきなジョークは紳しん士しの嗜たしなみだ。ただ、ブラックジョークも存外に捨て難くてね」

　オフィリアが再び鼻を鳴らす。矮わい軀くながら、今みたく腕組みして他者を睥へい睨げいするように佇たたずむ姿が、妙みように様さまになった少女だ。そのくせ、反発よりも先に微笑ほほえましさが立つのは、どこかプライドの高い小猫が頑がん張ばって背伸びをしているかのような、そんな印象を受けるからだろう。

「だいたい、お祖ば母あ様を批難するのだって筋違いですのよ？　──まぁ、どうせ貴方あなたは今回の召しよう還かんを『また面倒事を押しつけられる』程度にしか思っていないのでしょうけど」

「？　それはどういう意味かね？」

「お祖母様が呼び戻さずとも、どのみち貴方は近々アヴァロンに帰ってくる羽目になっていた、ということですわ。……立ち話もなんですから、とにかく馬車にお乗りになって？」

　いい加減、脚あしが疲れましたわ、と不平を零こぼしながらオフィリアが踵きびすを返す。そのあとに続きながら、アルマンはやれやれと天を仰あおいだ。王都郊外に位置するゲートポート付近には他に高い建造物もないため、およそ一ヵ月ぶりの故郷の空が実によく見渡せた。




　聞けば、現在イグレンシアはマカルパイン家の領地にではなく、王都のとある高級宿に逗とう留りゆうしているらしい。つまり、人知れずそこで会いたい、ということなのだろう。

　そんなわけでアルマンは、否いや応おうもなく馬車に揺られる身となった。目的地に向かう道すがら、車内で対面に座ったオフィリアが、さっそく話を切り出してくる。

「密室で年配の殿との方がたと二人きりなんてぞっとしませんから、単刀直入にいきますわね。貴方がお祖母様に呼ばれた理由は他でもない、クノーヴァス侯こう爵しやくの件についてですわ」

　ほう、とアルマンは声を洩もらした。ザカライア・クノーヴァス侯爵はアヴァロンの元財務大臣であり、一週間ほど前に日本の羽は々ば根ね市しで起きた事件の首しゆ謀ぼう者しやと見なされている人物だ。

　表向き飛行船の墜つい落らく事故と報道されているあの事件は、しかし実際はアヴァロンの第三大使館であった飛行船『ロイヤルハント号』の武装占せん拠きよと、二年後に羽々根市で開かい催さいが予定されている──正しくは、羽々根市沖で現在建設中の海洋都市『フェアリーガーデン』で開催が予定されている──妖精郷テイル・ナ・ノーグのサミット中止要求という生なま半なかならぬテロ問題を含んでいた。

　羽々根市に先せん遣けん工作隊として派遣されたアヴァロンの正規軍、その軍事顧こ問もんという立場にいるアルマンも深く関わった事件だ。イグレンシアの頼みに振り回された結果、ともいえた。

「まったく……厄やつ介かい者ものを泳がせたりせず速やかに拘こう束そくしていれば、あそこまでの大事にはならなかったものを。いつものことながら我が主あるじ殿どのは無茶を言ってくれるよ」

　と、そこで自分と同じく事件に関わった、ある者たちの顔が脳裏に浮かび、

「あぁ、そうそう。もう聞いたかな。きみの幼なじみがまたぞろ不ふ祥しよう事じをやらかしたぞ？」

「……ええ、知ってますわ。あの娘こ、〈口くち移うつしの果か実じつ〉を行なったそうですわね？」

　特異イレギユラーの妖精使いチエンジリングである〈比ひ翅よくの騎き士し〉は、アヴァロンの最高位貴族たる円えん卓たく一三翅し族ぞくにしか今のところ生み出せない。〈口移しの果実〉という極めて特とく殊しゆな翅族アルフの接せつ吻ぷん、その秘ひ儀ぎを世界で唯ゆい一いつ編み出したのが、過去の一三翅し族ぞくたちであり、その詳しよう細さいは秘ひ匿とくされて久しいからだ。

「ふんっ、本当に馬鹿な娘！　いくら〈比ひ翅よくの騎き士し〉が『変革の象しよう徴ちよう』と言われているからって、自分の翅はねをたかが人間に与えるなんて……頭がどうかしてますわっ」

「いやいや、姫ひめが彼を〈比ひ翅よくの騎き士し〉に変えたのは、もっと純じゆん粋すいな気持ちの表れだろうさ」

　現在、アヴァロンないし妖精郷テイル・ナ・ノーグ全土の政まつりごと事情は、人間世界とより密接に関わり合いを持つか否か──長らく続いた閉鎖的状じよう況きようを軟化させるかどうかで、保守派と改革派という二つの派は閥ばつに割れている。未いまだ天てん秤びんは保守派に傾かたむいているものの、前述した妖精郷テイル・ナ・ノーグのサミットもその主議題は両世界の今後の関係についてなのだ。そしてオフィリアと幼少時から親交があった件くだんの姫ひめ君ぎみ、ロロット・ニエンテ・アートレイアは、改革派の急きゆう先せん鋒ぽうとして知られていた。

「純粋な気持ち？　それはどういう──……いえ、やっぱり結構ですわ。知りたくありません、あんなぱっぱらぱーの近きん況きようなんて。それより、さっさと本題に戻りませんこと？」

「はっは。単刀直入に、と言っていた割に、のっけから随ずい分ぶんと寄り道をしたしね」

「話を逸そらしたのは貴方あなたでしょう!?　とにかくっ、クノーヴァス侯こう爵しやくの件についてですわ！」

「うむ、締しめ上あげてみてどうだったかね？　有益な情報は何か出てきたかな？」

　それどころではありませんわ、とオフィリアが俄にわかに表情を引き締める。このあたりはさすがイグレンシアの孫というべきか、途と端たんに一四という年齢に見合わぬ凄すご味みと貫かん禄ろくが生まれた。

「それどころではない、とは？」

「──侯爵は暗殺されましたの。五日ほど前、獄ごく中ちゆうで何者かに」

　簡潔ながらも衝しよう撃げき的てきなその言葉の内容に、今度はアルマンが表情を改める番だった。

　馬車のなかに重たい沈ちん黙もくが流れる。窓の外には中世ヨーロッパ風の街並みが広がり、仕事に出かける肉体労働者や開店に勤いそしむ商い者たちが、王都の目抜き通りでささやかな人波を作っていた。街の喧けん騒そうを暫しばし無言で聞いたあと、アルマンは僅わずかに威い圧あつ感かんを滲にじませて言う。

「暗殺？　あれだけ苦労して捕らえた貴重な情報源を、みすみす死なせたと？」

「怖こわい顔ですわね、アルマン。でも、それだってお祖ば母あ様のせいとは言い切れませんのよ？」

「……まぁ、そうなのだろうね。あの女によ丈じよう夫ふが甘い判断を下すはずもない、か。となれば、そんな彼女を出し抜いてみせた賊ぞくの手腕こそ、ここは天あつ晴ぱれと褒ほむべきかな」

「現場に妖精の輪ガリトラツプの痕こん跡せきはなし。おそらく暗殺に使われたのは〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉ですわ」

　妖精の輪ガリトラツプ、というのはイットの足そく跡せきのことだ。妖精使いチエンジリングであっても平時は視認が叶かなわず、特とく殊しゆな道具を使って初めて視覚化できる。そして〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉とは、現在より高度な技術を誇ほこっていたとされる過去の翅族アルフ文明の遺産で、超常的な力を発揮する稀き少しよう品ひんのことだった。

「侯こう爵しやくの死は、まだ公には伏ふせられていますの。軍部はまず査問会を……いえ、これは後回しですわね。今はもっと他に優先すべき事こと柄がらがありますもの」

「ふむ。つまりその『優先すべき事柄』というのが、わざわざきみが出向いた理由かね？」

　アルマンは視線を横に流す。マカルパイン家の馬車はさすがの広さだったけれど、それでも今は多少手て狭ぜまな感が否めない。なぜかといえば、向かい合った座席に橋渡しされた台のうえ、そこにでんと鎮ちん座ざましました水すい晶しよう球だまが、室内のスペースを大きく占せん有ゆうしているからだ。

　通信水晶球コミユボール。妖精郷テイル・ナ・ノーグの一般的な通信機器だ。ただ、この水晶球はやや大き過ぎる。たぶんその原型となった、異世界間の通信さえ可能とする〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉級の通信水晶球コミユボールだろう。

「侯爵の暗殺事件に便乗するかたちで、現在、アヴアロン国内で不ふ穏おんな動きが起きつつありますわ。もちろん、お祖母様はその不届き者たちの動向に、きちんと目を光らせていたのですけれど……ついさきほど、その延長で少々無視できない問題が発生しましたの」

　言いながら、オフィリアが鞄かばんから数枚の書類を取り出した。そこに添てん付ぷされた写真を見てアルマンは唸うなる。

「これは、空港か……？」

「香港国際空港ですわ。『コンロン』の大使館経由で届きましたの」

　コンロン、というのはアヴァロンと同じ妖精郷テイル・ナ・ノーグの一国だ。中国と関連深い歴史を持つ。

「写真が撮とられたのは今から四時間ほど前。写っている男女二人は、共に第四階かい梯ていの妖精使いチエンジリングですわ。どちらも白人種ですが、アヴァロンではさほど知られた名ではありません。フリーランスの傭よう兵へいとして、主に人間世界のアジア圏けんで活動しているそうですから」

「……どこの馬の骨とも知れん妖精使いチエンジリングが、人間世界の空港で問題を起こした、だと？」

　ひどく嫌いやな予感がした。それを裏づけるように、オフィリアが嘆たん息そく混じりに続ける。

「要約すれば流れはこうですわ。件くだんの二人の手配書は人間世界にも回されていた。けれど両世界の連れん携けい不足が崇たたり、税関職員が事態を察したときには、もう既すでに二人は機上の人となっていた。幸い旅客機は飛び立ったばかりだったため、管制塔は慌あわててパイロットに帰き還かんの指示を出した。しかし二人はそれにいち早く気づき、何を血迷ったか短たん絡らく的てきな挙に出た──」

　聞くだに最悪な展開だった。認識のフィルターによって、一般人にそれと悟さとられないままイットという奇き跡せきの力を行使できる妖精使いチエンジリングが、まさかそんな軽率な真似を犯すなんて。

「悪いことは言いませんわ、アルマン。今すぐ羽は々ば根ねシティの部下たちに連絡なさい。何しろその二人組、イングヴェイ・アラカスールとシャノン・ウィネカーは──」

　呆あきれたように髪を搔かき揚あげるオフィリアの口にも、さすがに苦いものが見みえ隠かくれしていた。

「──現在、日本行きの便を絶賛ハイジャック中なのですわ」




　オフィリアの忠告は正しかった。話が真実ならば、確かに事態は一刻の猶ゆう予よもならない。

　ゆえにアルマンもその後、すぐさま彼女の言葉に従って通信水晶球コミユボールで現地の部下たちに連絡を入れた。今の日本で妖精使いチエンジリングが派手な騒そう動どうを起こせば、フェアリーガーデンで開かい催さいが予定されているサミットに、妖精郷テイル・ナ・ノーグ各国が難色を示す虞おそれがあったからだ。

　幸いなことに、香港発・東京行きの航空便がハイジャックされた件は、未いまだ公おおやけにはされていなかった。イグレンシアが手て練れん手て管くだを用い、アヴァロンから日本へ、そしてコンロン経由で中国へというかたちで、情報規制を敷しくよう両政府に圧力を掛けたらしい。

　だが、ならばいよいよ早急に手を打たねばと部下たちに命令を下そうとしたところで、アルマンは遅ればせながらより深刻な問題がまだ残っていることに気がついた。

　人選だ。

　何しろ戦場となるのは、飛行中の旅客機。ハイジャック犯たちの意図が読めない以上、悠ゆう長ちように着陸を待っている暇ひまはない。となれば必然、作戦遂すい行こうに立たち塞ふさがる障害も多くなる。

　高々度まで上じよう昇しようし、かつ機内に乗り込み、被害を最小限に抑おさえて、第四階かい梯ていの妖精使いチエンジリング二名を速やかに排はい除じよする──これらの要求をすべて満たせる希有な人材が、現在、羽は々ば根ね市しに駐ちゆう屯とんしているアヴァロンの先せん遣けん工作隊のなかには見当たらなかったのだ。

　無論、十全な部隊行動が許される状じよう況きようであれば、幾いくらでも対処のしようはある。必要なぶんだけ人員をつぎ込み、各々に不得手な分野を補わせればいいのだから。けれど、人質となった乗客たちのことを考えれば、どうしても突とつ入にゆう班はんは少数精せい鋭えいにならざるを得ない。

　一人で二役も三役もこなせる、並外れて汎はん用よう性せいの高いイットを有したオールラウンダー。

　そんな都合のいい妖精使いチエンジリングは、さすがに該がい当とう者しやが存在しなかった。

　そう、少なくとも自分が指揮する部隊『内』には。

　けれど、部隊『外』にまで選考の目を向けてみれば、たった一人だけ──前述した困難を悉ことごとく成なし遂とげられるだろう異才の妖精使いチエンジリングに、アルマンは心当たりがあったのだ。

　逡しゆん巡じゆんは一いつ瞬しゆんだった。お互いの立場を思えば、まさしく『どの面つら下げて』という話ではあったが、それでもアルマンは恥を偲しのんで、その人物と渉わたりをつけることにした。

　ついつい不ふ謹きん慎しんかつ身勝手な愉ゆ悦えつを抱いだき、心の底ではこの展開を大いに歓かん迎げいしながら。

「──ふふ、『彼』の成長を促うながすいい機会だ。せいぜい楽しみたまえ、私からの困難を」

「誰だれのことを言っているのか知りませんけれど……少し同情を覚えますわね、その『彼』に」

　斯かくして時間は正常な流れに戻る。

　アルマンからの協力要よう請せいがアートレイア邸ていに届いたのは、日本時間にしておよそ午後六時半のこと。それから間もなく、会ったこともない少女に異世界で同情された『彼』は、怪あやしい黒服たちの運転するリムジンに押し込められ、そそくさと屋や敷しきをあとにする羽目になった。




　　　　○




　迎むかえに来たアルマンの部下たちに連れられ、卓たく巳みと燎りようが慌あわただしく屋敷を出て行った。

　何事もなく終わりを迎えられるはずだった一日の最後に、まさかこんなどんでん返しが待っていようとは。昼間、学校でやりたい放題やったロロットも、びっくりの展開だった。

「……つくづく普ふ通つうには生きられない宿命なのかなー、ぼくって」

　まぁ、それも当然か。だって実際、自分は普通とは呼べない生き方をしているのだから。

　ロロットは二人を送り出したあと、屋敷の一階のホールを横切って二階に上がった。

　歩きながら溜ため息いきをつく。自分でも思いがけず、重たい溜め息が洩もれた。

　これから二人がまた激げき闘とうに身を投じるのかと思うと、さすがに少し平静ではいられなかった。

　何しろ今回は、必要に迫せまられた戦いではない。アルマンの要請に応じた理由は様々だけれど、煎せんじ詰つめれば結局はいつもと同じ。自分の我わが儘ままが原因なのだ。

　人質となった旅客機の乗客たちを見捨てられなかったから、代わりにロロットは自分の一番大事な人たちに「傷ついてきて」とお願いした。そして卓巳たちはそれを拒こばまなかった。

　ひどい矛む盾じゆんだ。卓巳と燎はいつだって自分の意向を尊重してくれる。いつだって自分に力を貸してくれる。そんな二人に報いるだけのことを、自分はまだ何一つ成せていないのに。

　ロロットには願いがある。

　妖精郷テイル・ナ・ノーグの現状を変えたいという、ひどく自分本位な願いが。

　その願いが今後、多くの犠ぎ牲せいを生むだろうことは分かっていた。分かっていてロロットは、それでも我を貫つらぬくと決めた。それは自分のなかで、とっくに下された決断のはずだった。

　なのに、最近、ふとした拍ひよう子しに、今みたく迷いが生じることがある。

　赤の他人ならいざ知らず、卓巳たちを本当にこのまま自分の願いの道連れにしてもいいのかという疑問。しっかりと定めたはずなのに、どうせ立ち止まる気などないくせに、それでも心の内から拭ぬぐい去されない、どこか焦しよう燥そうにも似た後ろ暗さ──

「……たぶんこの気持ちは、ぼくに一生ついて回るんだろうね」

　やるだけやると決めた悪党が、悲劇のヒロインを気取るなんて痴おこがましい。だからこの悩みだけは、誰にも打ち明けることができない。ロロットが自力で解決する他ないのだ。

　なんとなく壁かべに手をつく。場所は本邸二階の端はし、東邸へと続く曲がり角だった。

　ここにやって来たのは、まったくの偶ぐう然ぜんだ。沈ちん思ししながら邸内を歩いているうち、たまたま通りかかっただけのこと。壁かべに手をついたことにだって、たぶん深い意味はない。

　けれど直後に起こったことは、きっとある種の必然──いや、『確信』の為なせる業わざだった。

「────ぇ？」

　ガコッ、という妙みような音。続けて急に身体からだの支えが失われ、倒れかけたロロットは慌あわてて腕を引っ込める。驚おどろいて視線をそちらに転じれば、何が起こったのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　手をついていた箇か所しよの壁が、なぜか丸ごと後方にズレていたのだ。




　　　　○




　やれやれ、さっきは本当に危ないところだった。

　少女は自室のソファーに寝ね転ころがったまま、深々と安あん堵どの息をつく。

　どういう要件だったのかは知らないけれど、卓たく巳みと燎りようはロロットを一人残して外に出かけてしまった。なんだか二人とも余よ裕ゆうがない感じだったから、何か大変なことでも起きたのかもしれない。けれど、それで隠かくし部べ屋やの件が有う耶や無む耶やになってくれたのは、まさに僥ぎよう倖こうだった。

「……でも、問題が先送りになっただけで、なんの解決にもなってませんよねぇ、これ」

　帰ってきた二人がロロット共々、隠し部屋のことを綺き麗れいに忘れていてくれるというのは、いくらなんでも楽観視が過ぎるだろう。少女の悠ゆう々ゆう自じ適てきな生活は、もはや砂さ上じようの楼ろう閣かくだった。

「潮時、なのかなぁ……」

　彼女がいなくなったあとも、少女はまるで思い出にしがみつくみたいに、この屋や敷しきで実に七年間も過ごしてきた。自分の生活を脅おびやかす者あらば、ときにそれを実力で排はい除じよして、だ。

　けれど、さすがに今回ばかりは年ねん貢ぐの納め時という気がした。何しろ、この部屋の存在を他者に知られてしまったのだ。遠からず踏み込まれるのは間違いないだろう。

　約束されていた破は綻たんが、今、七年越しの誓ちかいを果たそうとしている。

　ならば、もうどうしようもないではないか。

　七年前のあの日、泣きながら彼女に慣れない別れの挨あい拶さつをしたように、また「さよなら」を言うしかないではないか。

　彼女との思い出がたくさん詰つまった、このお屋敷に。

　例たとえそれで、自分が行き場を失うのだとしても、他にどんな選せん択たく肢しがある？

「……嫌いやだな。最後の居場所までなくすんだ、わたし……」

　少女は起き上がり、まるで寒さから身を守るように、膝ひざを抱かかえてその場で丸くなった。

　と、そのときだ。不意に部屋の隅すみで、ごとりと物音がした。

「わっ、すごい。何ここ？」

　続いて聞こえた声に、ぎょっと背後を振り返る。見れば、屋敷の二階に繫つながっている螺ら旋せん階段のとば口から、誰だれかがひょっこりと室内に顔を覗のぞかせていた。

　ロロットだった。この屋や敷しきの現在の家主で、ちっちゃくてパワフルなお騒さわがせの女の子。

　なぜか人間世界にやって来ている、わけありとおぼしき翅族アルフのお姫ひめ様さま。

「そっか、ここがリョウの言ってた隠かくし部べ屋やなんだ。でも、なんかいっぱい物が散ら──」

　ばってる、と言いかけたところで、ロロットの大きな瞳ひとみがこちらに、ぴたりと据すえられた。

　思いっきり目が合ってしまい、少女もどういう反応を示せばいいか分からず、つい黙だまりこくってしまう。ロロットは、じ～～～っと穴が開くほどこちらを見み詰つめてきた。

「…………」

「……………………」

「……………………………………」

「……………………あ、あの～？」

　無言のお見合いは、とても居心地が悪い。なので、観念して恐おそる恐おそる声をかけてみる。

　が、次の瞬しゆん間かん。

「確保ぉ！」

　と唐とう突とつに叫んだロロットが、こちらに物もの凄すごい勢いで突とつ進しんして来た。

　逃げる暇ひまなんてありはしなかった。殆ほとんどタックルされるみたい押し倒され、かと思えばソファーから転げ落ちて、ドゴッ、と背中から床ゆかに叩たたきつけられる。咳せき込みながら身を捩よじるも、お腹の上に馬乗りになったロロットは、すかさず逃がすまじとこちらの腕を摑つかんできた。

「ちょっ、やだ……何するんですか！　離してっ、離してくださ──うわぁ!?」

　びっくりして声をあげる。息が触ふれ合あうほどの距離でこちらを覗き込んでくるロロットの目が、まるで特大のクッキーの缶かんを見つけた子供みたいにキラキラと輝かがやいていたからだ。

「……貴女あなた、誰？　お名前は？」

「は、へ？」

「どうしてこんなところにいるの？　まさかとは思うけど……住んでるの？　この屋根裏部屋にっ？　もしかしてずっと!?　じゃ、じゃあじゃあ！　ひょっとして──」

　矢や継つぎ早ばやの質問と、ロロットのあまりの興奮ぶりに、少女はただただ気け圧おされる。

「ひょっとして、貴女が噂うわさの『幽ゆう霊れい』なの!?」

　それは、核心に迫る問いだった。

　果たして少女は──緒お原はらラステルという名の、哀あわれな屋根裏の散歩者は。

「ち、違います！　わたしは……わたしは……っ！」

　そういえばなんだろう？　と一いつ瞬しゆん考えたのち、もはや自や棄けっぱちの勢い任せで、

「この屋敷のメイドれふ！」

　ただでさえ苦くるし紛まぎれの台詞せりふを、なお最悪なことに思いっきり嚙かんだ。













　　　第二章　新たな出会いに、はじめまして







　──どうしていつも貴方あなたはそうなの!?

　今まで付き合ってきた女は、決まって別れ際になると、そんな台詞せりふを口にしたものだった。

　どうしていつも貴方はそうなの!?　仕方ないじゃねえか、ドアを開けたまま用を足す性た質ちなんだ。どうしていつも貴方はそうなの!?　うるせえな、殴なぐりやすそうな顔してるあの野や郎ろうに言え。どうしていつも貴方はそうなの!?　宗教的な理由でな、三日に一度は軽犯罪に手を染めることにしてる。どうしていつも貴方はそうなの!?　知るかよ、俺おれだって俺が分からねぇよ。

　どうしていつも貴方はそうなの!?　なんでハイジャックなんてしたの!?

　さあな。強いて言やぁ、そこに旅客機があったからか。

　などと、つい習い性でいつものように適当な言い訳を考えていたイングヴェイ・アラカスールは、しかしそこでようやく、今現在、自分は誰だれとも交際していないという事実に気がついた。

「つまりあれだっ！　要約すると俺は、今、かつてなく自由人なわけだ！　誰に憚はばかる必要もないから、もうウダウダしち面めん倒どうくさいこと考えんのはやめて、とりあえず倒れるまで突っ走ってみようかと思うわけなんだが、あんたはどう思う!?　フライトアテンダントさんよぉ！」

「お悩みが解消されたようで何よりと存じます、お客様」

　微み塵じんの瑕か疵しもない笑みでさらりと返され、無理矢理上げたテンションが一気に落ちる。さすがは凝こり性しようのニッポン人というべきか、ハイジャック犯を相手に凄すさまじいプロ根性だ。

　そんなわけで微妙に聞き手の反応が面白くないイングヴェイは、再びシートに身を沈しずめて前方に脚あしを投げ出した。前の座席は邪じや魔まなので、座っていた客ごと既すでに取っ払ってある。

　通路側に首を出して辺りを見回してみれば、ずらりと並ぶ座席の列と野菜みたいな人の顔の群れ。ジャガイモもピーマンもニンジンも、多少緊張した面持ちはしておれど、概おおむね空の旅を暢のん気きに満まん喫きつ中ちゆうだ。置かれた状じよう況きようを鑑かんがみれば逞たくまし過ぎる適応力、いや図太い神経といえた。

　と、そこですぐ真後ろから、妙みように間延びした調子っぱずれな歌声が聞こえてきた。

　さっきから延々と垂れ流されているこの耳みみ障ざわりなＢＧＭが、機内の白けた空気を作っている要因の一つなのは間違いなかった。やかましいわ馬鹿野郎、と思わず頰ほおを引ひき攣つらせる。

「……なぁおい、あんた。大和やまと撫子なでしこなフライトアテンダントさんよ」

「はい、なんでしょう？　ロッカー気取りのお客様」

　先刻から懇こん切せつ丁てい寧ねいに会話につき合ってくれている客室乗務員の女性が、やはり判押しされたような楚そ々そとした笑顔を向けてくる。ひょっとして馬鹿にされているのだろうか？

「……その、なんだ。ハイジャックってのはもう、ぶっちゃけ古いのか？　既に銀行強盗とかと同じ『イケてない犯罪』の仲間で、やったら最後『何あいつヤッダ、今どきハイジャック？』とか、ハイティーンの女子どもに冷笑されちゃったりすんのか？」

「持続こそは力なりですよ、お客様。何事も諦あきらめずに続けることが重要です」

　ハイジャックした航空便のスタッフに諭さとされ、イングヴェイはいよいよやる気をなくして事の発ほつ端たんを想起する。思えばこのフライト、端はしから端までケチのつき通しだったっけな、と。

　そう、すべては事故なのだ。まず香港を発った直後、自分たちを乗せた旅客機が密ひそかに空港に取って返そうとした。まぁ、それにはすぐ勘かんづいたし、原因にも大方の察しがついたので、ここは無難に一度フライトを見送るべきかと考えた。しかし、そこで連絡の行き違いがあったか、それとも要らぬ正義感にでも駆かられたか、一人の武装私服警官スカイマーシヤルが威い丈だけ高だかに「お前の身み柄がらを拘こう束そくする」とか抜かし出した。で、それに自分があっさりキレた。我ながら暴走した。何もかも面めん倒どうになった。だから他の武装私服警官共々、薙なぎ倒たおした。そしてコックピットに乗り込んで、機長にカーボンファイバー製の隠かくし拳けん銃じゆうを突きつけた。回想終了、現在に至る。

　ほら、やっぱり事故だ。不幸なアクシデントの連続だ。いったい誰が自分を責められる？

「やらかしちまったすぐあとは、なんかハリウッド映画の悪役にでもなったような気がして、すっげーテンション上がったんだけどなぁ……」

　客たちの反応が、まさかここまで淡たん白ぱくとは。銃を向ければ一応怯おびえた様子は見せてくれるものの、それ以上に「え、なんの冗じよう談だん？」というような顔をする。機長を始めとするスタッフたちはさすがに事の重大さを弁わきまえたもので、揃そろって厳しい表情を浮かべているというのに。

「つーかヌル過ぎだろ、日本人。どいつもこいつも、なんでこんなに危機感がねぇ？」

「手て前まえ味み噌そで恐きよう縮しゆくですが、お客様。我が国は世界でも有数の治安維い持じ国なものですから」

「つまり何か？　平和のなかでゆとりにゆとった挙句、弊へい害がいでこのザマってことか？」

　あり得ない。なんつー国だ、とイングヴェイは口をへの字に曲げる。

「てか、あんたも相当だよな。怖こわいとか思ったりしねぇの？　俺おれ、銃とか持ってんだけど」

「フライトアテンダントを志したときから、空で死ぬ覚かく悟ごはとうにできております、お客様」

「……マジか。いつからンな過か酷こくな職業になったんだよ、すっちー」

　乗務員たちのなかで唯ゆい一いつ、この女性だけが奥ゆかしい笑みを一向に崩くずそうとしない。暇ひま潰つぶしに軽くちょっかいをかけてみたのだけれど、話せば話すほどその底なしの胆たん力りよくに驚おどろかされる。

「あ～、もしかしたら俺、あんたみたいな女と相性いいのかもなぁ。だって俺が何しても『どうしていつも貴方あなたは！』とか喧やかましいこと言わなそうだし。──ぶっちゃけ、彼氏とかいる？」

「二年目です」

　と、ほくほく顔で結婚指輪を見せられ、イングヴェイは煤すすけた笑みを浮かべた。いつもこれだ。自分が唾つばをつけようとした女に限って、なぜかいつも品切れソールドアウトの札が下がっている。

「ったく、やってらんねえなぁ、おい──……っと、お？　おお？」

　ぼやいて窓の外に視線を移したところで、イングヴェイは一いつ瞬しゆん、目め路じの端はしに奇き妙みようなものを捉とらえた。黒々とした雲海が広がる夜空で、チラリと何かが光ったように見えたのだ。

　無言で目を凝こらせば、すぐにまた同じものが視界に映った。細く尾を曳ひく炎、戦せん闘とう機きのアフターバナーめいた輝かがやきが、旅客機の死角に隠かくれるようにして雲の上すれすれを移動していた。

　自衛隊か？　いや、Ｆ１５戦闘機にしては些いささか小さ過ぎる。それにシルエットもだいぶ違っていた。この状じよう況きようで未確認飛行物体の出現──となれば当然、疑うべきは一つだろう。

「ハッ、お客さんか。いいぜ、上等だ」

　イングヴェイは獰どう猛もうに笑い、それまでのだらけぶりが噓うそのように、俊しゆん敏びんな身ごなしで立ち上がった。そして後ろの席で携けい帯たい音楽プレーヤーを聞きながら、恥ずかしげもなく音おん痴ちを晒さらしていた相方の襟えり首くびを摑つかみ、座席のあいだを抜けて足早に後部キャビンへと向かう。

「ぐえっ、ぬおおお、ちょっ……何すんじゃね!?　今ようやく喉のどの調子が上がって！」

「やっかましい、クソガキ。楽しい仕事のお時間だ。歌うならそっちで歌えや」

「……仕事？」

「ああ、どうも俺おれら目当ての命知らずが来たらしい」

　喋しやべりながら通路を進むイングヴェイの背後から、フライトアテンダントのやはり落ち着き過な声音が追いかけてくる。もうじき日本領空です、お早めに席にお戻りくださいお客様、と。

　フライト時間は残り僅わずかだけれど、どうやらここから先は退たい屈くつせずに済みそうだった。




　　　　○




　空に円い月が浮かんでいる。いつも仰あおぎ見みているはずのそれは、しかし間近で対すれば気け圧おされるほどに美しく、そしてどこか神秘的なものを感じさせた。

　冴さえ冴ざえと降りかかる光の粒が、禊みそぎの雨となって訪れる者から俗気を奪うばう。

　高度三〇〇〇メートル。ここはハネを持つ者だけが至れる、過か酷こくなりし選別の庭。本土からさして離れてもいない日本近海上空だというのに、もはや下界の事情は遥はるか彼方かなただった。

「また!?　またこのパターンなの!?　毎回毎回ッ……人は飛べない生き物なのよ!?」

　だというのに、背後から響ひびく燎りようの声は、なんだか色々な意味で雰ふん囲い気きぶち壊こわしだ。

「……お前な、この光景になんかもっとこう……ないのか？　心が洗われるようだ、とかさ」

「ないわよ！　ただ怖こわいだけよ！　馬鹿なんじゃないの!?」

　口さがなく罵ば倒とうされ、卓たく巳みはがっくりと肩を落とす。詩的な気分が台無しだった。後ろから必死の形ぎよう相そうで腰にしがみついてくる彼女が、高所恐怖症なのは知っていたけれど、先週も飛行船相手に同じようなことをしたのだから、もう少し慣れてくれても良さそうなものなのに。

　尋じん常じような生物ではもはや達し得ない高度にいる現在の卓巳たちは、当然、自力で飛行を為しているわけではない。機械という名の歪いびつなハネ、その助けを借りていた。

　卓たく巳みと燎りようが並んで跨またがっているのは、まるで水上バイクのような外見をした飛行機械だ。航空機のセオリーを無視した形態ながら、サイズに反してその速度は異常なまでに速い。現在の科学技術で同じものを作れと言っても、まず不可能だろうオーバースペックを発揮していた。

　それもそのはず。この常識外れ飛行機械は、今も操縦席のあちこちで計器と睨にらめっこしている小人たち、《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》の──つまりイットの手になる工作物なのだ。

　妖精使いチエンジリングのセルフイメージの反映であるイットは、必ず主人オーナーの心をなんらかのカタチで切り取った異能、悪戯ミスチフを有す。階かい梯ていが低い段階では発現しないことも多いらしい悪戯ミスチフは、名前のとおり本気とも冗じよう談だんともつかない、妖よう精せいの馬鹿げた悪ふざけそのものだ。そして、ある事情から良くも悪くも機械に対して強い思い入れを持つ卓巳のイットは、周囲に存在するあらゆる無機物を材料に、オーパーツもかくやの高度な道具を作り出すことができる。

　即すなわちち『工作』の悪戯ミスチフ。卓巳の心象を正しく具現化した、この世ならざるネジの締しめ方。

「……とはいえ、今回はまさにこの悪戯ミスチフのせいで、余計な騒そう動どうに巻き込まれたわけだけどな」

　呟つぶやけば、小人たちが一様に「？」という顔をした。このバイクもどきの飛行機械は以前作ったものの改良版で、燎の要望を受けて今回は座席全体が風防で覆おおわれている。動力も超小型化されてはいるものの、原理的には通常のジェットエンジンに当たるため、必然、機体のサイズがかなりアップしていた。それでも二人乗れば、なかはもうキツキツだ。

　で、そのキツキツの操縦席のなか、卓巳と限界まで密着した燎が、震ふるえながら吐はき捨すてた。

「アルマンの奴やつっ、よりにもよってロロを頼るなんて、プライドってものがないのかしら！」

「……あいつ、間違いなくこの状じよう況きようを面白がってるよな。ロロットなら頼みを断われないと踏んで、俺たちに話を持ってきたんだ。相変わらずいい根性してるよ」

　あのときアートレイア邸にかかってきた電話、アヴァロンの先せん遣けん工作隊を通じて齎もたらされたアルマンの協力要よう請せいは、本来なら卓巳たちが応じる筋合いのないものだった。

　何しろ卓巳たちの主であるロロットは改革派、そしてアルマンは保守派なのだ。しかもロロットは行き過ぎた改革姿勢から、慢まん性せい的てきに保守派につけ狙ねらわれており、自分たちとアルマンはついこのあいだも衝しよう突とつしたばかり。燎のプライド云うん々ぬんという言い分も、もっともだろう。

　それでも卓巳たちが、こうしてアルマンの要請に頷うなずいたのには、幾いくつか理由があった。

　一つ、道徳的問題。ハイジャックなんて大事に関わるのはまっぴらだったけれど、自分たちにしか助けられない命かもしれないと思うと、さすがに無視するのは些いささか良心が咎とがめたのだ。

　二つ、提示された交換条件。今回の一件で助力してもらえれば、これから暫しばらくは保守派としてロロットを狙うのは控ひかえると、アルマンの代理人を称す男が確約した。まだ羽は々ば根ね市しで地固めさえできていないロロットにとって、確かに猶ゆう予よ期間は必要不可欠だったのだ。

　三つ、ロロットのお願い。どんなに不平不満があっても、ロロットにお願いされてしまえば卓巳と燎は鉄火場に赴おもむかねばならない。強制ではなく、自分たちでそう定めているからだ。

　結果、卓巳たちは迎むかえに来たアルマンの部下に車に押し込まれ、東京のとある製鉄工場まで連行されたのち《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》で飛行機械を組み上げて、あとは野となれ山となれだ。

「だからって、わたしたち二人だけって！　これは助力じゃなくて、ただの丸投げでしょ!?」

「ごねるな。これ以上、搭乗者が増えると機体が大型化するんだ。それに、ただでさえ厄介なシチュエーションなのに、見ず知らずの相手と組まされるなんて、それこそ──」

　と、そこで卓たく巳みは言葉を切った。狭い操縦席のなか、ひしめき合う計器類の中央に設しつらえられたレーダーに、ようやく反応があったからだ。風防ガラス越しに一〇時の方向に視線を飛ばせば、雲の切れ間の向こうから、月を背負って両りよう翼よくを広げた大きなシルエットが現れる。

　ボーイング７７７‐２００ＥＲ。世界最大の双発型ジェット機。

　事前にそう聞かされていたとはいえ、肉眼で確認したジャンボ旅客機の威い容ようは、遠目にも圧巻だった。僅わずかな畏い怖ふと、そして卓巳ならではの大型機械に対する憧しよう憬けいが胸中に生まれる。

「……まぁ、ロイヤルハント号よりかは遥はるかに小さいけどな」

「なんの慰なぐさめになるの！　その事実が！　これからアレに突っ込む、わたしたちにとって！」

　なるほど、確かにそのとおりだ。卓巳は肩を竦すくめ、腕時計で時間を確認したのち、一気に機速を上げた。こちらに──つまり日本を目指して飛ぶ鋼の大鳥に向けて、右斜め下方からその腹に喰くらいつかんとするように。いきなりの荒あらっぽい機動に、背後の燎が悲鳴をあげた。

「きゃっ……ちょっと！　乱暴よ!?　もう少し丁てい寧ねいに飛びなさい！」

「いや、そうも言ってられないんだ。実はあと三〇秒くらいでリミットが来る」

「さんッ──!?」

　燎りようが絶句する。一拍置いて、先のそれに倍する盛大な悲鳴が、耳の後ろで爆ばく発はつした。実に女の子らしい悲鳴だった。まぁ、「お前の乗っている飛行機は、あと三〇秒で分解するぞ」なんて告げられたら、誰だれだってこういう反応を示すとは思うけれど。

「は、早く……っ！　早く早く！　早く向こうに取りついてっ、お願い早くして！」

「……ッ、そう思うなら少し静かにしてくれ！　全然集中できない！」

　切せつ羽ぱ詰つまった燎が背中にぐりぐりと二つの膨ふくらみを押しつけてくるものだから、さすがに冷静ではいられなくなる。パイロットから理性を奪うばって、いったいなんの得があるというのか。

「燎りようっ、貨物室のハッチを探してくれ！　たぶん後ろのほうに──ふぐっ！」

「あれ！　あれじゃない!?　ねえ、ほら！」

「わ、分かった！　分かったからっ……首を締しめるな！　あと、胸が邪じや魔まだ！」

　怒ど鳴なり返しながら、一度、旅客機の傍かたわらをすり抜けてその後方につけたのち、今度は向こうを追うかたちで徐じよ々じよに相対速度を合わせてゆく。燎が指示したハッチ、床下貨物室への扉とびらを見定め、互いの速度と位置関係がちょうど釣つり合あったところで、自機の胴どう体たい側面からワイヤーアンカーを射出。アンカーが扉の真横に突き立てば、速やかにワイヤーが巻き取られ始めた。

　ワイヤーに引き寄せられ、飛行機械が巨きよ大だいな旅客機にゆっくりと接近してゆく。その間にワイヤーの上を素早く綱つな渡わたりした数体の小人たちが、すぐさま電気系統を化かして穏おん便びんに扉を開け始めた。できれば旅客機のパイロットにも、事を気取られたくないがゆえの措そ置ちだ。

　やがて扉とびらが開いた。同時、卓たく巳みはワイヤーを切り離し、機体の動力もストップさせる。

　そして、あとは慣性任せで自機を水平に滑すべらせ、まるでカイトの如ごとくふわりと貨物室の内部へ侵しん入にゆうした。荷の出し入れの都合か、案の定、扉周りは比較的スペースに余よ裕ゆうがあった。

　ネットで吊つり下げられた荷物の幾いくつかを翼つばさで引き千切りながら、飛行機械は狭い貨物室のなかの狙ねらったポイントに過あやまたず降着する。扉は危険なので、またすぐに小人たちに閉めさせた。

「…………ふぅ」

　一拍置いたのち、卓巳は身体からだの緊きん張ちようを解く。以前、飛行船に吶とつ喊かんした際とは違い、今回はランデヴーの邪じや魔まこそされなかったものの、やはり正しよう気きの沙さ汰たではない。妖精使いチエンジリングが起こした問題だから、妖精郷テイル・ナ・ノーグの関係者の手で事を収めたいという気持ちは分からなくもないけれど、普ふ通つうこういうＧ級難度の荒あら業わざは、英国の諜ちよう報ほう員いんとかもっとスゴイ人がやるべきだろうに。

「……着いた？　ねぇ、もう着いたの……？」

　か細い声に振り返れば、こちらを上うわ目め遣づかいに仰あおぐ燎りようがいる。いつもは自分を睨にらむばかりの切れ長の双そう眸ぼうが、今は涙を溜めて弱々しく揺れていた。さすがに、ちょっと気の毒な風ふ情ぜいだ。

「ああ、無事にな。毎度、玖く堂どう航こう空くうをご利用頂き、まことにありがとうございます、だ」

「ぐすっ……今すぐ責任者を呼んで。それで命かお尻しり、どっちか八やつ裂ざきにさせて」

「落ち着け。お前は今かなり錯さく乱らんしてる」

　アートレイア家の家訓と称し、不出来な者の臀でん部ぶに鞭むちを振るうのが燎の歪ゆがんだ趣味、もとい彼女流の教育的指導なのだ。そして玖堂航空の責任者は、もちろん卓巳だった。

　と、そこで遂ついに飛行機械が限界を迎えた。機体の各部から小さな破は砕さい音おんが立て続けに響ひびき、ほどなく細部のパーツすべてに至るまでもが完全に破損して、薄暗い格納庫にゴミとなって散乱する。シートに跨またがっていた卓巳たちは、そのまま尻しり餅もちをつくように床に投げ出された。

　卓巳のイットの最大の欠点、《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》の『制約』が働いたのだ。

　悪戯ミスチフで作成した道具は、例たとえそれがなんであれ必ず五分で壊こわれる、という時間的制限が。

「イテテ……まさしくギリギリか。危なかったな」

　尻をさすりつつ立ち上がる。いや、立ち上がろうとした。けれど、燎が未いまだに腰を離してくれなかった。本当に危ういところでランディングできたのだと悟さとり、恐きよう怖ふがぶり返したのだろう。顔を白はく蠟ろうのように青あお褪ざめさせ、マナーモード中の携けい帯たい電話の物もの真ま似ねを始めていた。

「──大だい丈じよう夫ぶか？」

「だ、だだだ大丈夫なわけ、ないでしょ!?　本当に死ぬところだったじゃない！」

「生きてるんだから、結果オーライってことにしておけ。ほら、立てるか？」

　彼女をやんわりと腰から引ひき剝はがし、立ち上がって手を差し伸べる。しかし「結果オーライ」という物言いが気に食わなかったか、燎はキッとこちらを睨にらみつけて手を振り払った。

「自分で立てるわ！　馬鹿にしないで！」

「今さら強がるなよ。欠点の一つや二つ、人間、誰だれしも持ち合わせてるんだから」

　もっとも、ロロットの護まもり手てたるこの気難しい同どう僚りようは、高所恐怖症の他にも細かな欠点をちらほら有しているため、戦せん闘とう以外では微び妙みように役立たずになることも多いのだけれど。

「思ったんだけど……これ、帰りはどうするのよ？　わたしたち」

　自力で立った燎りようが、飛行機械の残ざん骸がいを眺ながめて不安げに言う。卓たく巳みは暫しばし考えたのち答えた。

「一、また何か空飛ぶ道具を作る。二、パラシュートで降下、のち陸まで泳ぐ」

「一、殺すわよ？　二、燃やすわよ？」

「なら三だな。まぁ、乗客に紛まぎれ込こむのが一番ベターだろ。イットを顕けん現げんさせて認識のフィルターを目一杯かけておけば問題は──」

「大アリだろうよ、お坊ちゃん」

　突とつ然ぜん、背後から投げかけられた声に、卓巳は凝ぎよう然ぜんと振り返った。




　まさしくいきなりだった。内心の焦あせりを隠かくし、卓巳は貨物室の奥おくに油断なく視線を送る。

　燎も表情を引ひき締しめ、こちらを庇かばうように前に出た。その僅わずかかなあいだに、彼女の服装は真新しい叶かのう乃の宮みや学がく園えんの制服から、力を振るうための戦装束へと変へん貌ぼうを遂とげていた。

　一いつ瞬しゆんで装いを改めた燎の姿を端たん的てきに表すなら、さしずめ『現代の魔ま女じよ』といったところか。

　とんがり帽ぼう子しにマント、どこか拘こう束そく的てきにも映る衣装。そのすべてが黒一色で統一され、至る所を金具や鋲びようが攻撃的に彩っている。古典的な魔女の出で立ちを踏とう襲しゆうしていながら、しかし今風に大だい胆たんにアレンジされたその様は、燎がモデル体形なこともあってか実にスタイリッシュだった。右手には古風なランタンが握にぎられ、なかでは青い炎が不気味に揺らめいている。

　燎が自らのイット、《菓子好きの誘い火パンプキンヘツド》を顕現させたのだ。

　ただし、完全にではない。あくまで最低限の戦闘準備を整えた状態だった。

　卓巳も燎に続いて声のしたほうに向き直る。薄暗い貨物室のなか、敵は一〇メートルほど先に佇たたずんでいた。事前に聞かされていたとおりの二人組、白人の若い男女のペアだ。

「航空券、ちゃんと持ってっか？　ないならタダ乗りだ。タダ乗りは犯罪なんだぜ？　パパとママを泣かせるようなロクデナシは、生きてる価値がありませんって学校で習ったろ」

　言ったのは男のほうだった。二〇代半ばほどの青年で、容姿も格好もヴィジュアル系ロックバンドのヴォーカリストか何かを彷ほう彿ふつとさせる。服装は上下共にレザーで、白金色の髪はサイドのみドレット。面差しは端たん整せいと呼べるものの、軽薄な調子が却かえって危険なものを匂におわせた。

　ただ一点──首に乱雑に巻かれた包帯だけが、男の持つ強い雰ふん囲い気きから外れている。

「……ハイジャックなんてする奴やつに、犯罪がどうとか説かれたくないな」

「馬っ鹿、親切で言ってやってんだよ。俺おれなんか八歳で実の親に見捨てられてんだぜ？　ある日いきなり『あれ、きみは誰だ？　おかしいな、うちには息子なんていないはずなのに』とかシラ切られて、以降、ひたすらガン無視だよ。泣けるっつーか、グレんのも当然だわな」

「それ順序逆じゃね？　グレてたから『いなかったこと』扱いされたんじゃね？」

　と、至極もっともなツッコミを妙みような口調で入れたのは、傍かたわらに立つ女のほうだった。

　こちらはかなり若く、卓たく巳みや燎りようとそう変わらない年とし頃ごろに見える。やはり容姿はビジュアル系で、服装はカーキ色のフードつきジャンパーに、ホットパンツさながらにカットされたジーンズを合わせていた。頭髪はマゼンタに近い赤。たぶん染めているのだろう。耳に装着したヘッドホンから、大音量でクラシック音楽を垂れ流しているのが非常に鬱うつ陶とうしかった。

「あと、親に切られたのは八歳じゃなくて七歳の頃じゃね？　前にそう言ってたような……」

「だろ!?　やっぱそう思うよな!?　だから俺おれは『僕はパパとママの息子だよ！』って思春期真っ只中の叫びと共に、金属バットをフルスイングしてから家を出たわけ。こんな俺どうよ？」

「死ねばいいんじゃね？　ってか非行は駄だ目めって話が、育ちの悪さの曝ばく露ろ話ばなしになってね？」

「おいおい、飛行中に非行の話かよ。随ずい分ぶんタイムリーだな、おい」

　などと、わけの分からない会話を為なす二人だけれど、卓巳は決して警戒を緩ゆるめなかった。

　彼らがここにいるのは、自分たちの侵しん入にゆうをあらかじめ察し、更さらにその経路まで予測して待まち伏ぶせしていたからだろう。程度はともかく、ただの馬鹿ではない。

「にしても、あれだ。派手にやっちまった以上、アヴァロンが動くだろうとは思ってたが、まさか〈比ひ翅よくの騎き士し〉様が直じき々じきにお出ましとはな。こりゃ早く仕事が片づきそうだ」

　どうやら相手は、こちらの素性を把は握あくしているらしい。となると、やはりアルマンの部下たちが可能性を示し唆さしていたとおり、彼らが来日した目的は自分──〈比ひ翅よくの騎き士し〉なのだろう。

「で、隣となりにいんのがあれか？　え～と、確か名前は……」

「『魂魄の火葬者ソウル・インシネレイター』、リョウ・マサキ。第一王女の護衛役。あたしらと同じ第四階かい梯ていじゃね？」

「そうそう、それだ。──いやぁ～、実にいい女だな、あんた。美人だし、乳もデカイし。ただ、ちぃっとばかし神経質そうなのが珠たまに瑕きずだな。だってあんた絶対言うだろ？　俺が何かするたび『どうしていつも貴方あなたは！』って。それにガキってのもなぁ」

　勝手なことをほざく男に、燎が鋭するどく舌を鳴らして不快げな視線を飛ばす。

「……なんなの、こいつら。街のチンピラ同然じゃない」

「取り合うな、燎。どうも話がまともに通じそうな手合いじゃない」

「お、言ってくれるじゃねえか、お坊ちゃん。そろそろ自己紹介いっとくか？」

　小声でのやり取りだったのに、男が地じ獄ごく耳みみを発揮して口元を歪ゆがめる。卓巳たちは相手の素性を既すでにある程度弁わきまえていたけれど、それを知らない彼はいかにも面めん倒どうくさげにこう名乗った。

「俺は『末魔の断裁人フエイタルチヨツパー』、イングヴェイ・アラカスール。ンで、こっちのじゃねじゃね言ってる奴やつがジャネット。二つ名は『ミス・じゃね子』だ。俺の家来な」

「シャノン・ウィネカーじゃね？　あと二つ名は『腐った糠味噌トーンダフ・ミンストル』で、しかも相棒じゃね？」

　イングヴェイはシャノンの訂てい正せいを「どーでもいいだろ、ンなこと」と適当に流し、

「で、さっそく今からお前らと殺し合いを始めるわけなんだが──」

「「ッ！」」

「っとと、そう焦あせりなさんな。やり合うにしても、ここじゃ狭過ぎるだろ？　だからまず場所を変えようと思う。お前らに拒きよ否ひ権けんなんてないが、別に異存もねぇよな？」

「場所を変える……？　どうするつもりだ？　旅客機の上にでも昇のぼる気か？」

「まさか。もっとドラマチックにいくさ」

　イングヴェイが鼻を鳴らす。次いで傍かたわらのシャノンに「やれ」と短く命じた。

　そして、そのときにはもう既すでに、彼女の装いは別のものへと早変わりを遂とげていた。

　卓たく巳みは目を瞠みはった。先の燎りようにも匹ひつ敵てきするだろう瞬しゆん時じの衣替えは、シャノンが同化型の妖精使いチエンジリングであることの証あかしだ。妖精使チエンジリングいはイットの顕けん現げんの仕方によって、概おおむねそのタイプが二種類に分かれる。主人オーナーとイットが別個になるのが分離型、そして一体化するのが同化型だった。

「……吟ぎん遊ゆう詩人？」

　燎が呟つぶやく。変化したシャノンの姿は、まさにそう言って差し支えのないものだった。

　羽根つきの小さな三角帽トリコーンに、自身の顎あごまですっぽりと覆おおい隠かくす、襟えり立だった分厚いケープのような外がい套とう。なかに着込んだ衣服は楽士のものにも似て、しかし土地土地を放ほう浪ろうするための丈じよう夫ぶな旅装束の体ていも成している。手にした楽器はクラシックギターのようにも見えたが、やけに弦げんの本数が多い。卓巳もよくは知らないけれど、たぶんあれは『リュート』なのだろうと思う。

「リクエストは？」

　今や異装の楽人と化したシャノンが、横おう柄へいな態度で佇たたずむイングヴェイに尋たずねる。手にしたリュートを軽く爪つま弾びき、ぽろん、ぽろん、と柔やわらかな音色を辺りに零こぼしながら。

「なんでもいい。暴れられる空間がありゃ、それで構わねぇ」

「……そういうのが実は一番困るんじゃね？」

　ぶつぶつ文句を言ったのち、シャノンが大きく深呼吸をする。そして次の瞬しゆん間かん、

「────────」

　詩うたが、始まった。

　情感を帯びた指使いでリュートが搔かき鳴ならされ、貨物室に暫しばし優美な旋せん律りつが流れる。いっとき状じよう況きようも忘れてしまうほどに、それは聞く者の胸を打つ見事な演奏──いや、『物語』だった。

　ときに物悲しく、ときに情熱的に、めまぐるしく変わる曲調が。

　その曲調に合わせて、豊かな音域で紡つむがれる『複数の調べ』が。

　シャノンの演奏をただのミュージックでは終わらない、より綿密な背景と意図を持った、歴れつきとした物語なのだと教えてくれた。

　そう、複数の調べ。

　それこそが、もっとも驚おどろくべき点だった。

　彼女が演奏を始めた途と端たん、その周囲にいつの間にか複数の人ひと影かげが現れていた。

　濃緑色のローブの上に灰色の上着を羽織り、頭ず巾きんを目ま深ぶかに被かぶって人相を隠した女たち。

　いずこかから忽こつ然ぜんと出現したその謎なぞの女たちが、胸の前で祈いのりを捧ささげるように細い手指を組み、頭ず巾きんの下から垣かい間ま見える薄い唇くちびるを震ふるわせて、繊せん細さいな歌声を高らかに響ひびかせていたのだ。

「なんだ……？　イット、なのか？」

　卓たく巳みは床ゆかに視線を落とす。妖精の輪ガリトラツプを視覚化するための軟なん膏こう、『妖精の塗り薬フエアリー・オイントメント』と呼ばれる秘薬は、事前に瞼まぶたに塗ぬり込んである。そしてローブ姿の女たちの足元には、確かに淡あわく発光する円えん環かん状じようの幾き何か学がく模様が刻まれていた。イットの残す足そく跡せき、即すなわちイットであることの証あかしが。

　しかし、シャノンは同化型のはず。彼女自身の姿が変わったことからも、そして何より彼女の足元にも妖精の輪ガリトラツプが存在することからも、それは間違いない。なのに主人オーナーとは別にイットが顕けん現げんしているということは、つまり──

「併有型!?」

　同じ解答に行き着いたのだろう、燎りようがとんがり帽子の下で目を丸くした。

　卓巳も詳しくは知らない。けれど、あるらしいのだ。概おおむね二種に大別される妖精使いチエンジリングのなかに、ごく稀に分離型と同化型の特性を同時に有する、第三の例外的タイプが。

「まだまだ、本気でたまげるのはこれからだぜ？」

　イングヴェイが静かにそう告げてきた直後、更さらなる驚きよう愕がくが卓巳たちを襲おそった。

　突とつ如じよ、ぐにゃりと世界が捩ねじれたのだ。

　目に見えるすべての空間が歪ゆがみ、かと思えば古いテレビ画面のように、ざざざ、と遍あまねくノイズを走らせる。何事かと周囲を見回す卓巳と燎を余よ所そに、リュートを奏でていたシャノンがやおら演奏の合間を縫ぬって、無む駄だのない動きで己が二の腕に指を走らせた。

　そこに描かれた複雑な紋もん様よう──『刻印』を指先でなぞって消すために。

　人間世界を訪れる高こう階かい梯ていの妖精使いチエンジリングに必ず施ほどこされる枷かせ、力を抑よく制せいするための封ふう印いんを解除したのだ。そう理解して卓たく巳みたちが慄りつ然ぜんとするなか、続けてシャノンが厳かに言い放った。

「【バウの戦いくさ舞ぶ台たい】」

　かちり、と映写機のフィルムが切り替わるように。

　その瞬しゆん間かん、何か途と方ほうもなく大きなものが、別のものに差し替えられる気配がした。

　貨物室内に吹き荒れていた異常が、出し抜けに収まる。あれだけ激しかったノイズがぴたりと止み、視界がやにわに鮮せん明めいとなった。

　晴れたノイズの向こう、そこに広がっていたのは、まったく予想だにしない光景だった。

「なっ──!?」

　墓地だ。

　天に下か弦げんの月を頂き、苔こけむした大地に無数の墓石が列為なすそこは、紛まぎれもなく広大な墓地。

　辺りには葉がすべて落ちた老木が疎まだらに並び、ひと目でやっつけと分かる木製の柵さくが申し訳程度に立てられている。遠くには、小ぢんまりした造りの古い教会まで見えた。頰ほおをきつく撫なでる風は、まるで真冬のそれ。貨物室でないのはもちろんのこと、そもそも日本であるかどうかさえ疑わしい景観だ。突とつ如じよとして激変した周囲の環かん境きように、卓たく巳みは暫しばし呆ぼう然ぜんとなる。

「げ、幻げん覚かくか!?　いやでも、これは……っ！」

　背筋を這はう悪お寒かんも、微かすかに鼻を衝つく腐ふ臭しゆうも、すべてがあまりにリアル過ぎた。五感の捉とらえる何もかもが迫るような生々しさで、この場所を「真に死者が眠ねむる土地だ」と告げている。

「そんなっ……まさか〈片手間の楽園ジヤンクジーザス〉!?　噓うそでしょ!?」

　聞き慣れない単語を口走ったのは燎りようだ。どうやら彼女は、この現象に何か心当たりがあるらしい。けれど、それについて問い質すよりも早く、未まだ演奏中のシャノンが口を開いた。

「戦場完成、っと。そんじゃ打ち合わせどおり、あたしは『魂魄の火葬者ソウル・インシネレイター』のほうを相手すっから。〈比ひ翅よくの騎き士し〉は任せたんじゃね？」

「おーおー、任された任された。ま、疲れない程度に頑がん張ばれや」

　イングヴェイのぞんざいな激げき励れいを受け、シャノンがどこか眠たげな眼差しをこちらに向けてくる。続く彼女の言葉は甚はなはだ緊張感に欠けていたものの、明確な戦闘開始の合図となった。

「──行けばいいんじゃね？　《姦しきかな弔歌隊キーニングコーラス》」

　曲調が再び変わる。まるで闘争の空気を煽あおるように、一ひと際きわ激しく臨場感に富んだそれへと。

　途と端たん、これまで滑なめらかに声帯を震ふるわせていたローブ姿の女たちが、いきなり狂ったように凄すさまじい絶叫を迸ほとばしらせた。コウモリの鳴き声を幾いく倍ばいにも増幅したような甲かん高だかい咆ほう哮こうに、卓巳はたまらず耳を塞ふさぐ。直後、一〇数人はいるだろう女たち──もはや疑うべくもないシャノンのイット《姦しきかな弔歌隊キーニングコーラス》が、思いもかけず素早い動きでこちらに突とつ進しんを開始した。
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「退さがりなさいっ、卓巳！」

　一声こちらに警けい戒かいを促うながし、燎が反射的に前に出る。そのときには既に、彼女の美び貌ぼうは禍まが々まがしいカボチャの仮面で覆おおわれていた。《菓子好きの誘い火パンプキンヘツド》の完全顕けん現げん、燎りようが本気になった証あかしだ。

　燎は走り込みざまに、ランタンから吐き出された青い炎──悪戯ミスチフを、まず先頭の女へと叩たたきつけた。続けて二人目三人目と鬼おに火びの連撃を見舞い、そうやって敵のイットを爆圧で薙なぎ払はらいながら、リュートを奏でるシャノンに向けて猛もう進しんする。まず主人オーナー本体を叩くつもりだ

　シャノンも燎の意図を悟さとったのだろう。すかさず身を翻ひるがえしてイングヴェイのそばを離れ、一目散に教会のほうへと駆かけ出した。燎も悲鳴をあげる女たちを相手取りながら、間かん髪ぱつ入いれず一いち陣じんの風と化してシャノンを追う。卓巳としては舌打ちを禁じ得ない展開だった。

「あの馬鹿……っ！　むざむざ敵の誘さそいに乗ってどうする!?」

　先刻、シャノンが「自分は燎を担当する」と発言していたとおり、相手の狙ねらいはおそらくこちらの各個撃げき破はにあるのだ。事実、イングヴェイは離れてゆく二人には目もくれず、卓巳にだけ注意を払っている。実力が未知数の敵と、一対一で戦うなど愚ぐの骨こつ頂ちようだった。

「くく……ま、仕方ないんじゃねぇか？」

　色めき立つ卓巳を、イングヴェイが笑う。なぜか彼は、首に巻かれた包帯を解き始めていた。

「何しろあの若さで第四階かい梯てい、しかもレアものの〈札つきノトーリアス〉ときてる。力のある奴は団体行動ってのが苦手なんだよ。俺おれが仕込んでやるまで、シャノンのアホもそうだったしな」

「……その言い方からすると、あんたの相棒も〈札つきノトーリアス〉なのか？」

　際立って危険な悪戯ミスチフを発揮するイットの保持者は、〈札つきノトーリアス〉という特とく殊しゆなカテゴリーに分類される。燎が〈イット殺しソウルイーター〉と呼ばれる〈札つきノトーリアス〉であることは、卓巳も心得ていた。

「ンなもん、周りを見りゃ分かるだろ。旅客機の貨物室が、今じゃこの有様だぜ？」

「さっき燎が言ってた、〈片手間の楽園ジヤンクジーザス〉ってやつか……」

「おうよ。限定的に空間を弄いじる悪戯ミスチフでな、文字通り『小さな世界の創造主』様ってわけだ」

　衒てらいなく言いながら、イングヴェイが包帯をすべて解き終える。今や完全に露あらわとなった彼の首には、ひどく痛々しい傷きず痕あとが刻まれていた。それも普ふ通つうの傷ではなかった。

　斬ざん首しゆ痕こん、とでも呼べばいいのだろうか？

　ギロチンにでもかけられたかのような、首の周りをぐるりと囲む大きなサンマ傷だ。

「さて、と。のんべんだらりとトークに耽ふけんのは、ここまでにしとこうや。あんまりのんびりしてっと、日本に着いちまうんでな。その前にさくっとケリをつけてぇんだわ」

「……都合のいい話だな。そう簡単に何もかも上う手まくいくと思うか？」

「さぁな。ま、やってみりゃ分かんだろ。駄だ目めなら駄目で、そんときゃまた何か考えるさ」

　イングヴェイがとぼけるように肩を揺する。そして、そこで一いつ旦たん溜ためを作ったのち、

「ンじゃ、ひと暴れするか！　《死の刹那よ永劫たれニアデス・オーバードース》ッ！」

　自らのイット名を謳うたうように叫んだ。その直後、卓たく巳みは戦うために研とぎ澄すましていた集中力を霧む散さんさせ、小人たちに武器を作らせることも忘れて、ぎくりと身体からだを硬こう直ちよくさせた。

　イングヴェイの首が、そこに刻まれていた斬ざん首しゆ痕こんが──

　出し抜けに、ばっくりと裂さけたのだ。

　まるで大型の肉にく食しよく獣じゆうがあぎとを開くように。完治していたかに見えた古傷が、突とつ然ぜん、独ひとりでに大きく上下へと。

　不思議なことに、血が零こぼれることはなかった。

　代わりにイングヴェイの首から勢い良く噴ふん出しゆつしたのは、闇やみだ。

　闇。あるいは濃のう密みつな黒霧。もしくは質感を伴ともなう黒いトライバルタトゥーのようなものが、改めて開いたイングヴェイの首の傷口から、まるで触しよく手しゆのように次々と噴ふき上あがったのだ。

「イテッ、イテテテテテテテテ……ッ！　もげるもげるもげる、首がもげる！」

　そう叫ぶイングヴェイの首は、本人の主張どおり、もう半ば以上もげかかっていた。勝手に傷口が広がり続けるせいで、今は薄皮一枚で胴どう体たいと繫つながっている状態だ。重みで胴体から垂れ下がった頭部は、逆さまにぶらぶらと揺れながら、なおも威い勢せい良く喚わめき続けていた。

　そこにグロテスクさはない。あまりにも突とつ拍ぴよう子しがなく、あまりにも馬鹿げた光景だからだ。墓地というシチュエーションも相あい俟まって、Ｂ級のホラー映画でも観ているような感覚だった。

「いっ────てえなぁ、オラァ！」

　激痛に堪たまりかねたように大きく吼ほえたイングヴェイが、無む惨ざんな振り子と化していた己が頭部を左手で摑つかみ、力任せに胴体から引き千切る。ぶちぶちという筋肉の破は断だん音おんが耳に障さわった。

　そしてその頃ころには、首の断面から噴出していたあの黒い触手が、頭部を失ったイングヴェイの身体に幾いく条じようも巻きつき、何かの形を取り始めていた。

　甲かつ冑ちゆうだ。漆しつ黒こくのプレートアーマー。それが瞬またたく間まにイングヴェイの長ちよう軀くを鎧よろってゆく。いつの間にか右手には、斧おのと槍やりが組み合わさったような長なが柄えの武器、ハルバードが握にぎられていた。

「……な、ん……？」

　どうしようもなく頰ほおが引ひき攣つる。妖精郷テイル・ナ・ノーグに関わるようになってから、道理の外にある現象を既すでに幾つも体験している卓巳だけれど、それでも目の前のコレはさすがに逸いつ脱だつし過ぎていた。

「おー、痛て。制約とはいえ、毎回この痛みを味わうのは、なんとかならねぇもんかなぁ」

　イングヴェイが──正しくは、中ちゆう枢すう神経なしで平然と動く身体に、左手で掲かかげ持たれた彼の頭が──暢のん気きにぼやく。頭部側、胴体側、共に首の断面は収束した黒い靄もやのようなものでやはり覆おおわれており、内部がどうなっているのかは判じようがなかった。

「うっし、待たせたな。何か言い残すことがあれば今のうちに言っとけ、お坊ちゃん」

　首なし騎き士しがケタケタと笑う。右手で長大なハルバードを振り振り、左手で笑い声を立てる自分の頭を振り振り。まだ半分ほど意識がお留守の卓たく巳みに向けて、軽快に歩を進めながら。

　無論、言いたいことは山ほどあった。けれど卓巳は、それらを我が慢まんして一言だけを返す。

「……俺おれは『お坊ちゃん』じゃない。玖く堂どう卓たく巳みだ」

　深く考えるのはやめた。数多あまたある疑問の追究は、とにかく相手を斃たおしてからにすると決める。

　思考を放ほう棄きしたこちらの言い分を、イングヴェイがつまらなそうに鼻で嗤わらった。

「ハッ、締しまらねぇな。時世の句がそんなんでいいのか？　なら──墓ぼ碑ひには是ぜ非ひそう刻んでやるよ、卓巳！　幸いここは墓穴にゃ事欠かねぇ場所だしな！」

　ハルバードを大きく振りかぶり、イングヴェイが雄お叫たけびと共に戦いの火ひ蓋ぶたを切って落とす。

　卓巳もまた同時に動いていた。腰を落として身構え、そして腹ふつ腔こうに力を溜ためると、自身のイット──この世でもっとも頼りになる生きた工具リビングツールたちに、決り文句で以もって合図を送る。

「働け、小人たち！」

　次に起こった現象は、例たとえそれが何なん人びとであれ十全に視認することは叶かなわなかったろう。

　卓巳のイット、《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》が、まさしく劇的に活動を開始したのだ。

　あらかじめ材料を集めさせておいた無数の小人たちが、カラフルな残像を夜や陰いんに曳ひいて超高速で戻ってくるや、やはり信じ難いスピードでそれらを組み上げてゆく。卓巳の脳内にある設計図どおり、木や石、それに柔じゆう軟なんな蔦つたなどを用いて、原始的ながらも洗練された武器をすべて手作業で。まるで機械工場の一日分の作業風景を、早送りで展開されているような気分だ。

　完成までにかかった時間は僅わずか二秒弱。いっそ不条理ともいえる、会心の早業だった。

　用意周到、攻こう撃げき体勢を取って待ち構えていた卓巳の手に、寸分違たがわずイメージ通りの武器が乗せられたとき、どこか遠くで一いつ斉せいに、カチリ、とネジの締まる音がした。

『ネジの歓かん声せい』──卓巳の機能的有無を図る、いわば一種のバロメーターだ。

　脳裏でこの快音が響ひびく限り、玖堂卓巳という機械は行動を過あやまたない。かつて父から教わったネジの締め方を実じつ践せんできるなら、自分は不備なく完かん璧ぺきに設計思想どおりの力を発揮する。

「……いい出来だ」

　作ったのはボウガンだった。正確にはボウガンの体てい裁さいを借りた、小型の投石器。これも以前作ったものの改良版だ。本音をいえば金属製のもっと強力な武器が欲しかったところだけれど、シャノンのイットで周辺の状じよう況きようを激変させられてしまった今、もはや多くは望めなかった。

「なるほどなぁ！　確かに変わった悪戯ミスチフだ！　けど、ンなオモチャが俺に通用するか!?」

　イングヴェイが荒あれくれた哄こう笑しようと共に突っ込んで来る。対して卓巳は、物も言わずボウガンを射しや撃げきした。楕だ円えん形けいに削られた小粒の石が、唸うなりをあげて標的に殺さつ到とうする。

　寸前でイングヴェイも反応していた。プロの嗅きゆう覚かくが何か警けい鐘しようを鳴らしたか、野生の獣けものじみた動きで横っ飛びする。その直後、彼の真後ろにあった墓石が、木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいされた。自分の身体からだに小こ包づつみみたく抱えられたイングヴェイの頭部が、愕がく然ぜんと目を見開いて顎あごを落とす。

「お、おいおいっ……見た目によらず、なんかえらいヤクザな得物だな!?」

　次いで一転、墓石の列を縫ぬうようにジクザグに駆かけながら、こちらの照準を外しにかかるイングヴェイ。纏まとった甲かつ冑ちゆうの内まで衝しよう撃げきが徹とおる攻こう撃げきと判じたか、一いつ旦たん、距離を開けるつもりだ。

　当然、仕切り直しなど許す気はなかった。卓たく巳みは更さらにボウガンを連射する。

　あの変態じみた肉体の変態ぶりから見ても、イングヴェイは十中八句、同化型の妖精使いチエンジリングだろう。が、それでも燎りように比べれば運動能力の強化度合いは些いささか劣おとっている。接近を許せばこちらが一挙に不利になる以上、遠距離から手数で押し切って身みも蓋ふたもなく勝ってしまうに限る。

　なのに──逃げられた。

「ッ!?」

　正確には、広く保っていたはずの視界から、突とつ如じよ、イングヴェイの姿が消えたのだ。

　なんだ？　どこかに隠かくれたのか？　一いつ瞬しゆんそう思うも、辺りに身を潜ひそめられそうな場所は見当たらない。それでも真しん偽ぎを確かめるため、卓巳は一歩前に出ようとして、

　──駄だ目めです！　退さがって！

　肩に乗っていた数体の小人が、声ならぬ声で叫んだのは、そのときだった。




　　　　○




〈片手間の楽園ジヤンクジーザス〉で変容した世界のなか、教会の周辺に戦いの場を移した燎は、次々に襲おそい来る敵のイットを相手に、爆ばく炎えんを撒まき散ちらしながら大立ち回りを演じていた。

　甲かん高だかい悲鳴をあげ、こちらの三半規管に負荷をかける女たちは、いくら鬼おに火びで追い払ってやっても、しつこく攻こう撃げきを仕掛けてくる。剝むき出だしの地面を移動するその様は、『走る』というより『滑すべる』のほうが正しい。見てくれもあって、殆ほとんど幽ゆう霊れいじみた動きだった。

「……ッ、やっぱり！　こいつら『バンシー』ね!?　人の死期を告げる女妖よう精せい！」

　イットは主人オーナーの自己投影の産物だ。しかし、往々にして人の精神構造はどこか似通うものなのか、過去を見回せば大たい抵ていは類似するイットの記録が見つかる。もちろん例外も存在するけれど、少なくともバンシーは人間世界の民間伝承にも登場する、比較的メジャーな妖精だった。

「ん～、それだけじゃ、大まけにまけても三〇点じゃね？」

　戦いながら燎が為なした推測に、シャノンがどうでも良さげに点数をつける。さっきから彼女はイットをけしかけ、自分は距離を取って演奏に徹てつするばかりで、決してこちらには近づいてこようとしない。併有型であるがゆえ、純じゆん粋すいな同化型である燎と接近戦を演じれば分が悪いと踏んでいるのか。それとも、もっと他に何か理由があるのか──

「ッ!?」

　と、そこで一体の嘆なげき女が、大きく回り込んで単身、横合いから飛びかかってきた。

　咄とつ嗟さに応じようとするも、しかし僅わずかに体勢が泳ぐ。多分に高周波を含んでいるとおぼしき《姦しきかな弔歌隊キーニングコーラス》の叫きよう喚かんに、いよいよ強化された燎りようの三半規管を以もってしても抗こうし得なくなり始めているのだ。下か肢しが萎なえたのは一瞬、けれど敵の攻撃を避よける暇ひまはなかった。

　老ろう婆ばのような細腕が、イットならではのあり得ない膂りよう力りよくを発揮する。辛からくも蒼そう炎えんで迎げい撃げきに成功するが、嘆なげき女のタックルをまともに喰くらい、燎りようも相手同様、後方に弾はじき飛とばされた。

　その瞬しゆん間かん、泣き叫ぶ敵イットの容よう貌ぼうが、はためく頭ず巾きんの奥おくから初めて覗のぞき見える。

　病的に扱こけた頰ほお。悲嘆に歪ゆがんだ表情。そして、爛らん々らんと輝かがやく赤い瞳ひとみ。

「くっ……！」

　すぐ後ろに教会があったため、吹き飛ばされた勢いそのままに土製の脆もろい壁かべを突つき破やぶり、背中から内部に進入する。木板の床ゆかに長なが椅い子すが整然と並び、くすんだステンドグラスが月光を暈ぼかして差し込ますなか、燎は埃ほこりまみれの十じゆう字じ架かを仰あおぐかたちで講こう壇だんに激突してやっと止まった。

　空から咳せきを繰り返しながら、どうにか立ち上がる。とんがり帽ぼう子しのつばを押し上げれば、開け放たれた扉とびらから、ちょうどシャノンと嘆き女たちが教会に踏み込んで来るところだった。朽くちたチャペルに相応ふさわしい退たい廃はい的てきな曲を響かせるシャノンに、燎は仮面越しに薄い笑みを向ける。

「思い出したわ」

　シャノンが訝いぶかしげな顔をした。けれど、やはりリュートを弾ひく手は別の生き物のように動き続けている。嘆き女たちが間合いを詰つめてくるのを見み据すえながら、燎は更さらに言葉を連ねた。

「ヨーロッパの各地に残る、バンシーないしそれに類する妖よう精せい譚たんのなかに……そう、確かバンシーたちの泣き声を楽がく譜ふに纏まとめた『魔ま曲きよく』が幾いくつか存在してたはず。妖精学者の大家の一人、Ｗ・Ｂ・イェイツの著書のなかにも記述があるわ。貴女あなたのイットのルーツは、それね？」

「……ま、今度は七〇点くらいは、やれそうじゃね？」

「あらそ。及きゆう第だい点てんが貰もらえて良かったわ。わたしとしては若じやつ干かん、物足りない数字だけど」

「だって大事なことを忘れてっから。このとおり、あたしは吟ぎん遊ゆう詩人なんじゃね？」

　その言葉の意味をなんとなく理解し、燎は「……なるほどね」と口のなかで小さく呟つぶやいた。

　ヨーロパ人の起源であるケルト人の文化では、詩人は社会的地位の高い職業だった。彼らの文化では、起きた物事を他者に伝えるのは文字ではなく、人が口頭によって為なす『生の言葉』だったからだ。ゆえに詩人は、語り部として音楽で聴ちよう衆しゆうを惹ひきつけ、なるたけ詳しよう細さいにその時々の出来事を歌うことを求められた。人々が胸の内に、克こく明めいにその情景を思い描けるように。

「あたしの《姦しきかな弔歌隊キーニングコーラス》が紡つむぐ詩うたは、聴きき手ての心に直接訴うつたえかける。ンで、それによって喚かん起きされたイメージが緻ち密みつかつ統一されてるほど、そのイメージで現実のほうを侵しん蝕しよくできる。──あんたらに一番初めに聴きかせた曲、実はあれってば自作の鎮魂歌レクイエムなんじゃね？」

「それが貴女の〈片手間の楽園ジヤンクジーザス〉たる所以ゆえん……そう、だから墓地に教会というわけ」

　シャノンの演奏する『曲』、嘆き女たちの『歌』、二つ揃そろって始めて『詩うた』となる、か。

　厄やつ介かいな悪戯ミスチフだな、と思う。変容する周囲の環かん境きようそのものは相手のイメージ次第とはいえ、そのイメージを詩で幾らでも誘ゆう導どうできるうえ、精神に直接働きかけられるのでは、殆ほとんど効果は強制的なものと言っていい。言語の違いなど問題にならないし、耳を塞ふさいでも逃れられない。

「ただ、欠点も見つけたわよ。貴女、さっきから一度も楽器を弾くのをやめないわね？」

「…………」

「演奏を中断すれば、空間が元の貨物室に戻ってしまう、というだけじゃない。さっきの『魔ま曲きよく』の話も鑑かんがみれば、たぶんイットも曲で操っているんでしょうね。常に演奏し続けていなければ、イットも顕けん現げんさせておけない──そんな面めん倒どうな制約でもあるんじゃない？」

「……ブラボー。でも、それが分かったところで、あんたのピンチは変わらないんじゃね？」

　シャノンが嘲あざけるように言った直後、曲調が俄にわかに激しさを帯びた。それと同時、距離を狭めていた嘆なげき女たちが、けたたましく喚わめきながら一いつ斉せいにこちらへ迫り来る。

　けれど、燎りようは慌あわてなかった。慌てず騒さわがず、衣服の胸元に片手を差し込むと、

「さっきの忠告のお返しよ。貴女あなたも一つ大事なことを忘れてるわ」

　そこに描かれていた紋もん様よう、第四階かい梯ていの封を司つかさどる刻印を、指でなぞって取り除く。

「──〈札つきノトーリアス〉なのは、何も貴女だけじゃないのよ？」

　次の瞬しゆん間かん、掲かかげたランタンから飛び出した、これまでで最大級の、そして一ひと際きわに鮮せん烈れつな青い炎が、巨きよ大だいな火球と化して教会のほぼ中央で盛大に炸さく裂れつした。

　耳を聾ろうする轟ごう音おん。呵か責しやくなく荒あれ狂くるう爆風。衝しよう撃げきでステンドグラスが残らず砕くだけ散ちり、神の住まいたる教会が熱波に焼かれて煉れん獄ごくの竈かまどへと姿を変える。爆心地にいた嘆き女たちは、今までの絶叫とは違う悶もだえ苦しむようなそれを口して、紙細工のように片かたっ端ぱしから薙なぎ倒たおされた。

　攻こう撃げき圏けん外がいにいたシャノンが、血相を変えて粉ふん塵じんが充じゆう満まんする教会から外に飛び出す。その表情は既すでに余よ裕ゆうを失い、何か痛みに耐たえるように、きつく歪ゆがめられていた。それでも演奏をやめないあたり、やはり自分の予測は遠からず的を射ていたのだろう。

　燎はすかさず後手に回った獲え物ものを追う。シャノンが肩越しに振り返り、忌いま々いましげに叫んだ。

「〈イット殺しソウルイーター〉……ッ！」

「そうよ、それがわたし。命が惜おしければ、もう二度と忘れないことね」

　本来、満足にダメージを与えられないはずのイットを、おそらく直接害することができる唯ゆい一いつの方法──それが〈イット殺しソウルイーター〉。燎の《菓子好きの誘い火パンプキンヘツド》が該がい当とうする、極めつけに希け有うな悪戯ミスチフだ。その稀き少しよう度どは、ただでさえレアな〈札つきノトーリアス〉のなかでも白はく眉びといえる。

　イットは主人オーナーの精神と深く繫つながっているため、もしイットが痛手を被こうむれば主人の精神もまた少なからず傷つく。第四階梯の封を切った今の燎の炎を喰くらえば、イットであってもただでは済まないのだ。焼かれた嘆なげき女たちを介して、シャノンも心的ダメージを受けたはずだった。

「……それでも致ち命めいには程遠い、か」

　背後を見やれば、そこには嘆き女たちの姿がある。やはり、ただの鬼おに火びでは滅めつするまでには至らず、シャノンの追つい撃げきに移ったこちらを、あのイットたちもすぐに追って来たのだろう。

　卓たく巳みのこともある。あまり時間はかけられない。やはり一いち撃げき必ひつ殺さつの大技──【サァオインの魂たま篝かがり】で、イット諸共にシャノンの精神の根幹に座す『魂たましい』を完全に焼却する以外、早期決着を図る術すべはないだろう。発動条件さえ満たせば、間違いなく敵対者を斃たおせる燎の切り札だ。

　こちらの土ど俵ひように上がってこないシャノンを相手に、果たして決められるかどうか。

　そう考えながら、剝むき出だしの地面を走っていた燎りようは、しかし前方をゆくシャノンの懐ふところから、突然、安っぽいアラーム音が鳴り響いたため眉を寄せた。たぶん、携けい帯たい電話か何かだろう。

「あちゃ……しくった。時間切れじゃね？」

　シャノンが駆かけながら呟つぶやくのが聞こえた。どういう意味か、と問うより先に、彼女が不意に針路を変へん更こうする。卓たく巳みとイングヴェイを残してきた、あの墓地のほうに向けてだ。

「ッ、待ちなさい！」

「悪いけど、こっちにも都合があるんじゃね？　決着はまた今度っつーことで」

　言い捨てて更さらに速力を上げるシャノン。燎も迷わず彼女のあとを追う。強化された視力で遠方から墓地を確認すれば、もう既すでに卓巳たちの姿はそこにはない。代わりに墓地からやや離れた場所にある林の奥おくから、倒木の重々しい音が幾いくつも重なって聞こえてきていた。




　　　　○




　──駄だ目めです！　退さがって！

　いつになく緊きん迫ぱくした小人たちの声が、すぐ耳元で響ひびいた。その声に従い、卓巳は咄とつ嗟さに傍かたわらの墓石に手をかけると、前のめりになっていた身体からだを無理矢理後ろに引き戻す。直後、下方から颶ぐ風ふうを巻いて迫った斧ふ刃じんが、反射的に上向けた卓巳の顎あご先さきを掠かすめていった。

「う～ん、惜おしい！」

　場違いに明るいその台詞せりふは、真横から聞こえた。尻しり餅もちをつきそうになるのを堪こらえ、数歩よろけるように後退すれば、そこにハルバードを振り上げた姿勢でイングヴェイが佇たたずんでいた。

「もうちょいで俺おれと同じように、首から上をバッサリいけたのになぁ。損したぜ、お前？」

　身体のない首が笑い、首のない身体が肩を揺らす。卓巳は危うく泣き別れにされかかった自分の首筋を撫なで、いきなり至近距離に現れて不意の一いち撃げきを放った相手を凝ぎよう視しする。

　だが、疑問を抱いだいたのは一いつ瞬しゆん。卓巳は即そく座ざに再び手のなかのボウガンを構え、

「無む駄だだって」

　という声を聴ちよう覚かくで受け止めたときには、またしてもイングヴェイが眼前にいた。

　絶句する。彼の接近を一切、感知できなかったからだ。起点から終点へ、本来ならそのあいだにあるはずの『移動』という過程が、丸ごとコマ落としされたかのように存在しない。

　思考が空白になったその隙すきを衝つき、イングヴェイの脚きやつ甲こうに包まれた足が跳はね上あがった。掌しよう中ちゆうからボウガンを蹴けり飛とばされ、卓巳はわけが分からないまま、殆ほとんど自動的に地を転まろぶようにして脇わきへ逃げる。なんの芸も工夫もない、その場凌しのぎの無ぶ様ざまな緊きん急きゆう回かい避ひだ。

　イングヴェイは追つい撃げきして来なかった。間合いを取って脂あぶら汗あせを流すこちらを、ハルバードの柄で自分の肩を叩たたきながら余よ裕ゆうたっぷりに見み詰つめてくる。殺やろうと思えばいつでも殺やれる──そう言わんばかりの風ふ情ぜいだった。卓巳は歯は嚙がみし、たった今起きた異常な現象を顧かえりみる。

　いや、結論など一つしかない。単なる肉体機能の向上による加速とは到とう底てい思えない以上、あの常じよう軌きを逸いつした接近術は悪戯ミスチフによるものだ。瞬しゆん間かん移動、というわけでもないようだけれど。

「知りたいか？　俺おれのイットの悪戯ミスチフがなんなのか」

　イングヴェイが言った。卓たく巳みは密ひそかに小人たちに新たな命令を下しながら、

「訊きけば教えてくれるのか？　自分から手札を明かす馬鹿がいるとは思えないんだが」

「残念っ、ここにいるんだ。もっとはっきり言やぁ、自じ慢まんしたいね！」

　最悪だ。他人の自慢話ほど鬱うつ陶とうしいものはない。けれど、背に腹は変えられなかった。

「……言ってみろよ、親切な馬鹿。面めん倒どうだけど聞いてやる」

「ありゃりゃ。口の減らんガキだね、どうにも。けど、負まけ惜おしみと思えば可愛かわいいもんか？」

　イングウェイはこちらの心情を見み透すかし、ニタニタと意地の悪い笑みを浮かべながら、

「いいか？　俺の《死の刹那よ永劫たれニアデス・オーバードース》はな、その昔、実際に首をちょん切られた際に俺が感じた死の一いつ瞬しゆん──臨死体験で得た主観でしかない間延びしたそいつを、イットの顕けん現げんと同時に再現して、以後は悪戯ミスチフとして自由に実時間に適用できんのさ。俺の肉体限定でな」

　この意味が分かるか？　とイングヴェイがさも可お笑かしそうに尋たずねてくる。あっさりと──驚おどろくほどあっさりと明かされた彼のイットの悪戯ミスチフに、卓巳は暫しばらく慄りつ然ぜんと立たち竦すくんだ。

「……ただの加速じゃ、ない？　時間の流れが、違う……？」

「そういうこった。お前のほうから見りゃ、さぞ俺は速いんだろうが、俺のほうから見りゃ俺以外のものの動きが極きよく端たんに遅くなってるだけだ。俺自身はな～んも変わってねぇ」

　と、そこでイングヴェイの姿がまた消えた。やはり初動さえ認められない、唐とう突とつ過ぎる消失。悪戯ミスチフを発動したのだ、と一いつ拍ぱく遅れて理解した瞬間、右手にあった墓石が真っ二つになった。

「なんつーかこう、スロー再生されてる世界を、自分だけ普ふ通つうに動いてる感じなんだわ」

　声は背後からだった。慌あわてて振り向けば、そこに消える前と変わらない姿勢でイングヴェイがいる。先の説明を信じるなら、自らの体感時間を延長させ、あそこまで移動したのだ。

「昔はもっと止まってるように感じたんだよ。けど、今はもう駄だ目めだ。イットを出すたび瞬しゆん間かん的てきに『死ぬ』感覚を味わうもんだから、もうかなり臨死体験に慣れちまった。慣れれば慣れるだけ引き延ばせる時間が短くなっていくのが、俺のイットのどうしようもねぇとこでな」

　ひでー欠けつ陥かんだよ、とイングヴェイが笑う。言葉の内容は、ぞっとするものだった。

　卓巳はすかさず回れ右をして、脇わき目めも振らず逃走に移った。逃げ切れるものではないと分かっていたけれど、それでも墓地で戦うのはまずい。できれば二〇メートルほど先の林のなかへ入りたかった。敵がこちらを侮あなどっている今はチャンスなのだ。相手の油断のおこぼれに与あずかるような展開は業腹だけれど、このあいだになんとしても有利な地形に移動しなければならない。

「ンじゃ、自じ慢まん話ばなしも済んだことだしよ。お前も俺には勝てないって、もう分かったよな？」

　だが、こちらのそんな思おも惑わくを嘲あざ笑わらうかのように、背後でイングヴェイの声が危険に低まる。

「──そろそろ逝いっちまいな、卓巳。綺き麗れいに首ちょんぱしてやるよ」

　言うが早いか、死の刹せつ那なを駆かけ巡めぐる首なし騎き士しが、その本領を発揮した。

　脳裏で激げき烈れつに響ひびいた警けい鐘しように、卓たく巳みは考えるよりも早く前方に身を投げ出す。あわやというところで、ハルバードが後ろから頭髪を散らしていき、内心、だらだらと冷ひや汗あせをかく。

「おほっ、勘かんがいいな！　だが、マグレはそう何度も続きゃしないぜ!?」

　どこからかイングヴェイの口笛と野や次じが聞こえた。安い挑ちよう発はつだ。時間の無む駄だなので、そちらになど振り返らず、林を目指してひた走る。けれど卓巳は、彼の挑ちよう発はつをしっかりと耳にしていた。そして『なぜ耳にできた』のか、その意味を走りながら速やかに思考する。

　答えは明白だ。イングヴェイが本来の時間域に戻ったため、彼の声も過不足なく聞こえたのだ。もしイングヴェイが歪ゆがんだ時間域にいたなら、声などまともな状態で届くはずがない。

　つまり彼は、こちらを一いち撃げきしたあと、なぜか一いつ旦たん『悪戯ミスチフを解いた』ことになる。

　続く凶きよう刃じんは袈け裟さ懸がけにきた。無論、見えたわけではない。軌き道どうを当て推量しただけだ。

　右斜め前方、かなり距離を置いた位置に、やはり忽こつ然ぜんとイングヴェイの姿が現れる。畳たたみ掛かけてくれば良いものを、またもや悪戯ミスチフを解いたらしい。

　いや──果たして本当にそうか？　本当にイングヴェイは、自ら悪戯ミスチフを解除したのか？

　もう九く分ぶ九く厘りん、間違いないだろうその事実を、しかし卓巳は決して予断しない。

「あんだと？　二度も避さけられた……？」

　イングヴェイが不ふ審しんげに呻うめく。何度も続かないはずのマグレが、二度も続いたことに早くも疑念を抱いだいたのだろう。けれど、まだ確信するには至らないはずだ。あともう一度くらいは騙だませるか──そう思った矢先、三み度たび、卓巳のなかで危険を知らせる声が湧わき上あがった。

　──右です！　大きく右に跳とんで！

　小人たちだ。卓巳はその指示に一切逆らわず、ただちに言われたとおりの行動を取る。

　──今度は連れん撃げきできます！　身を屈かがめて、続けて左に！

　──バックステップの演技をしてください！　少し後ろ足に体重をかけるだけで充分です！

　──次は返しの一撃！　相手、水平に武器を大きく振り抜く気です！

　──無視して全力で前に走ってください！　そうすれば届きません！　……たぶん！

　たぶんかよっ、と内心で叫ぶ。無論、疑いを抱いている暇ひまなどないから従うけれど。

　先刻から卓巳が敵の攻こう撃げきを回避し続けられている理由、つまり『脳裏で響ひびく警けい鐘しよう』やら『危険を知らせる声』やらの正体が、これだった。

　さきほどイングヴェイと会話していたとき、初めは小人たちに何か新しい武器を作らせようと画策した。けれど《死の刹那よ永劫たれニアデス・オーバードース》の悪戯ミスチフの内容を知って、急きゆう遽きよプランを変へん更こう。卓巳は小人たちを広く周囲に分布させ、観測手の役割を任せることにした。

　確かにイングヴェイの動きは、卓巳の動体視力では捉とらえ切れない。が、小人たちなら話は別だ。常に目にも留まらぬ速さで行動し、複雑な工作さえ為なしてみせる《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》は、当然、その体速に見合った知覚能力も有している。どれだけ数がいても小人たちの意識は横よこ繫つながりだから、一体さえ手元に残しておけば、こちらに指示を出させるくらい造作もない。

　小人たちにイングヴェイの一挙手一投足を完全に見切らせ、それによって次の相手の行動をある程度予測し、更さらにフェイントやブラフまで多用して、ついでに言えば「首ちょんぱする」という前言どおり無意識に首ばかり狙ねらってくる奴やつの甘さをも逆さか手てに取れば──

「なんとかっ、紙一重で避よけるくらいのことは……できるかっ！」

　それ以外のことは何もできない、とも言う。しかし、兎とにも角かくにも命あっての物種だ。

「チッ、そういうことかよ！　お前、自分のイットに俺おれを捕ほ捉そくさせて……っ！」

　手に持った自らの頭を辺りに向け、イングヴェイが腹立たしげに唸うなる。どうやら『マグレ』の真相に気づいたらしい。同時、卓たく巳みはようやく林のなかに飛び込んだ。飛び込みながら、イングヴェイが案の定、通常の時間域に復帰した事実に思し惟いを巡らせる。

　やはり《死の刹那よ永劫たれニアデス・オーバードース》の悪戯ミスチフは、長時間使用できるものではないらしい。

　ここまでの戦せん闘とう、イングヴェイは悪戯ミスチフをそのつど解除していたわけではない。自ずとその効果が切れてしまっていたのだ。たぶん、そういう制約なのだろうと思う。

　観測手を配置してから、イングヴェイが悪戯ミスチフを用いたのは三回。そのいずれも二、三秒ほどで効果が切れた。畢ひつ竟きよう、《死の刹那よ永劫たれニアデス・オーバードース》の悪戯ミスチフは、一度につき効果時間は三秒前後、しかも連続使用もできず、次の発動までにやはり何秒かのタイムラグがあると推測できる。

「……通常の時間域で換かん算ざんして、速度比率はせいぜい五、六倍だな。それでも奴の強化された身体能力なら、瞬しゆん発ぱつ力りよくを活かして最初にこっちの視線さえ切れれば、あとは好き勝手できる」

　常人に対処不能なのは確かだけれど、それでも実際は残像さえ目に映らないほどの速さではない。それは錯さつ覚かくだ。ただ、イングヴェイが常に卓巳の死角に回り込んでいただけのこと。

「よし、だいぶ分かってきた。……お前たち、準備は？」

　──いつでもいけます。言われたとおり、たくさん作っておきました！

　──あ！　敵、また懲こりずに悪戯ミスチフを使います！

「一番近いポイントに奴を誘さそえるよう、俺に指示をくれ！」

　卓巳は枯かれ木きばかりの林のなかを、身を低くして駆かける。右だ左だ跳とべや転ころがれと細かに言いつけてくる小人たちに従い、イングヴェイの攻こう撃げきを避さけながらだ。そしてほどなく──

「ッ、あぁ!?　なんだこりゃ!?」

　背後で間抜けな声があがった。狙いどおり、イングヴェイがこちらの罠わなにかかって派手に転てん倒とうし、その間かんに悪戯ミスチフの効果が切れたらしい。それを理解した瞬しゆん間かん、卓巳は転進してあらかじめ作っておいた道具、ピンポン球ほどのサイズの木のボールを懐ふところから五つ取り出した。

　ボールから伸びていた紐ひもを引っ張り、時間差をつけてすべて草生えの地面でもがいていたイングヴェイに投とう擲てきする。直後、風船が割れるような音が、連続して林間に響ひびき渡わたった。

　対人破は砕さい手しゆ榴りゆう弾だんだ。材料は木石だが、機能はそれと変わらない。内部に閉じ込めた空気圧の発散で、棘とげ状じように成形した木片や石つぶてを、三六〇度に渡って大量に撒まき散ちらす。ボールが破は裂れつしたときには、既すでにイングヴェイは悪戯ミスチフを再発動していたけれど、空間そのものを制圧するこの攻こう撃げきからは、引き延ばした時間だけでは対応し切れないはずだ。

　そして事実、イングヴェイが再び通常の時間域に戻ったとき、

「てっ、めぇ……やってくれるじゃねぇか、このお坊ちゃんがァ！」

　彼の身を包む鎧よろいの継ぎ目には無数の棘とげが突き刺さり、左手で脇わきに抱かかえられた頭部──青筋を浮かべ、憤ふん怒ぬに染まった顔には、あちこち小さな切り傷が出来ていた。

　次いでイングヴェイは、さきほど自分が転てん倒とうしたあたりを、ちらりと一いち瞥べつする。真冬という季節設定らしいシャノンの作ったこの異界で、僅わずかに生え残った雑草の一部が、まるで子供のイタズラみたく輪っかに結ばれていたからだ。ただし、簡単には千ち切ぎれないよう、草は一度細かく裂さいたのち見事に編あみ込こんである。イングヴェイは、あれに足を引っ掛けたのだ。

「こんな小細工で俺おれを……っ！」

「でも通用したろ？」

　卓たく巳みは敢あえて会話に応じる。もっと怒おこれ、もっと平常心を失えと、そういう魂こん胆たんで。

「お前の武器は長物だからな。どれだけ速く動けても、接近戦のために最後は必ず俺目掛けて突っ込んで来る。その途と上じように障しよう害がい物ぶつを仕掛けておけば、一杯食わせるぐらいは簡単だ」

「…………」

「悪戯ミスチフを使い終わった直後、いきなり元の時間域に戻るのも痛いな。スローから急に従来のテンポを取り戻す周りの状じよう況きように、即そく応おうするのは難しい。予想外に見舞われたあとなら尚なお更さらだ」

　イングヴェイの表情からは、とうに余よ裕ゆうが失われていた。気づいたのだろう、うまうま卓巳を追って視界が悪い林のなかまで踏み込んでしまった、己の迂う闊かつさに。

「──ハッ、なるほどな。つまり俺はあれか、トラップゾーンに誘さそい込まれたってわけか」

　有あり体ていに言えば、そういうことだった。卓巳は観測手として配置した小人たちとは別に、もう一つ工作用のグループを作り、早い段階でこの林の各所に罠わなを設置させておいたのだ。イングヴェイが大規模攻撃で林を丸ごと吹き飛ばす、なんて手段が取れない以上、例え実際に彼が罠にかからずとも、ただ『罠がそこにある』という事実だけで充分に効果が見込めるからだ。

「舐なめるんじゃねえっ！　だからって俺が、この程度で尻しり込ごみすると思ってんのか！」

　イングヴェイが性しよう懲こりもなく体感時間を延長させようとする。だが、それを見越していた卓巳はワンテンポ早く、手に握にぎり込んでいた物を宙にばら撒まいていた。

　そこらに落ちていたものを小人たちに拾い集めさせただけの、なんの変へん哲てつもない単なる枯かれ葉はの束だ。しかし、悪戯ミスチフを再発動したイングヴェイは、先の手痛い教訓からそれを何かの罠と勘かん繰ぐり、条件反射で大きく距離を取ってしまう。計算通りの展開に、卓巳はほくそ笑んだ。

　こちらにとっては三秒の交こう錯さくでも、そのあいだ悪戯ミスチフで時を遅く体感しているイングヴェイは、普ふ段だんなら無視しても構わないような些さ細さいな物事にも思考を割かれがちだ。本来、一いつ瞬しゆんの連続であるはずの戦せん闘とうで、時間的アドバンテージが『半はん端ぱにある』こと──つまり選せん択たく肢しばかり増えても、それらすべてを処理し切れるほどには余よ裕ゆうがないことが、彼の弱点の一つだった。

　卓たく巳みは観測手の小人たちの合図を待ってから、別働隊の小人たちにトラップを起動させた。

「おっ……おおおぉぉ!?」

　悪戯ミスチフが解除され、かなり離れた位置に現れたイングヴェイが、突とつ如じよ、自分目掛けて倒れ込んできた周囲の木々に、素すっ頓とん狂きような声をあげる。重々しい倒木の音が相次いで辺りに谺こだまし、巻き起こった土煙の向こうに、イングヴェイの姿が消えた。

「……やったか？」

　──駄だ目めです！　ぎりぎりでまた悪戯ミスチフで逃げました！

　歯は痒がゆい報告に知らず顔が歪ゆがむ。強力な武器を作れないことが、やはり一番の問題だった。イングヴェイが着た甲かつ冑ちゆうの内までダメージが浸しん透とうする攻こう撃げきを必要とするから、質量頼みの倒木のトラップになど訴える羽目になる。その結果、今みたくタイミングの調整にも失敗するのだ。

「……厄やつ介かいだなぁ、おい。まさか、こんなにやりにくいイットとはな」

　小人たちに指示されて振り返れば、些いささか消しよう耗もうした様子のイングヴェイが、そこにいた。

「お前が厄介視すべきなのはイットじゃない。それを使役してる俺おれのほうだよ」

　卓巳の《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》はピーキーなイットだ。けれど使い方さえ間違わなければ、かなりフレキシブルに戦える。その性能を活かすも殺すも主人オーナー次第なのだ。

「くっそ……あの、すっちーの姉ちゃん、噓うそばっかじゃねぇか」

「？？？　すっちー？」

「日本人はゆとりの民族なんだろ？　俺はそう教わったぜ？　おまけにお前、ついこの前まで普ふ通つうにハイスクールの学生やってたそうじゃねぇか。だってのに、なんでそんなにセメントな性格してやがる。ゆとりとは別の意味で、危機感とか覚えない性た質ちなのか、お前？」

「──まさか。誰だれだって怖こわいものは怖いさ。俺の場合は少し仕様が特とく殊しゆなだけだ」

　頭のなかでネジが正しく締しまってさえいれば、感情はどうあれ卓巳は行動に支障をきたすことはない。他者には納得し難い理り屈くつだろうから、詳くわしく説明したりはしないけれど。

　こちらの台詞せりふをどう捉とらえたか、果たしてイングヴェイは構えを解きながら気け怠だるげに言った。

「……わけ分かんねー。ま、いいけどな。ンなことたぁどうでも」

「切り替え早いな。羨うらやましいよ、悩みとか少なそうで。ところで──なんで構えを解く？」

「そろそろお開きだからさ。悔くやしいが、ちっと手間取り過ぎた」

　お開き、という言い様に眉まゆを立てる。と、その矢先、不意にアラーム音が鳴なり響ひびいた。

　イングヴェイの着込んだ鎧よろいの下からだ。イットと同化した際、元の服ふく飾しよく品ひんの──例たとえば腕時計か何かだけを、装着したままにでもしておいたのだろうか？　卓巳が疑問符を浮かべつつ相手の出方を窺うかがっていると、ほどなく木々の向こうから自分の名前を呼ぶ声がした。

「卓巳！」

　燎りようだった。イットを完全顕けん現げんした状態で、こちらに走ってくる。彼女の前をゆくのは、吟ぎん遊ゆう詩人の格好をしたシャノンだ。二人の後ろには、あの喧かまびすしい女イットたちが、行列を為なしていた。せっかく作った一対一の状じよう況きようを覆くつがして、なぜ今いま更さらこちらに戻ってくるのか。

「お～い、シャノン！　もういいから、とっとと戻せやーっ！」

　イングヴェイが大声で呼びかければ、駆かけながら未いまだに演奏を続けていたシャノンが、そこでようやくリュートの弦げんから指を離す。途と端たん、あの世界がズレるような感覚が、再び身体からだを襲おそった。そこらじゅうの風景が、まるで砂すな嵐あらしにでも見舞われたかのように激しく乱れ、

「っ！」

　そして、それが収まる頃ころには、卓たく巳みたちは元の薄暗い貨物室へと戻って来ていた。

　驚おどろくべきは、まだ距離があった燎りようが、気づけば自分の隣となりにいたことだ。というより、四人全員の立ち位置が、貨物室が墓地に変わってしまう前の状態に戻っていた。まるで今まで長い夢でも観ていたかのように、前方一〇メートルほどの場所には、二人のハイジャック犯がいる。

「……どういうつもり？　なんであいつら、急に悪戯ミスチフを解除したの？」

「たぶん、このまま旅空機が空港に着けば、アヴァロンの部隊に包囲されるから、だろうな」

　燎の疑問に、卓巳はそう応えた。耳みみ聡ざといイングヴェイが茶化すように言ってくる。

「さすがに話が早ぇな。ま、一〇分でお前らを仕留めきれなかったのは、俺おれとしても誤算だったけどな。このままオオカミの巣に飛び込むのもあれだし、ここらでお暇いとまさせてもらうわ」

「逃がすわけないだろ。そもそも、飛行中の旅客機からどうやって脱だつ出しゆつする気だ？」

　イングヴェイのイットに飛行能力はない。そのはずだ。けれど彼は「こうすんのさ」と嘯うそぶくや、手にしたハルバードを貨物室の壁かべに突き立て、そこに無理矢理、開口部を作ってしまう。

　轟ごう々ごうと冷気が吹き込んでくる即そく製せいの出入り口の向こうには、確かにちらほらと街の明かりを望めた。着陸のため、旅客機が既すでに高度をかなり下げているのだ。

　続けてイングヴェイは、抱かかえていた自分の頭──黒い靄もやで首の傷口が覆おおわれた、そのうなじ付近にそっと指を伸ばす。ドレッドヘアーのおさげから、刻印らしきものが覗のぞき見みえ、卓巳は思わず戦せん慄りつした。だが、止めに入る間もなく、イングヴェイが第四階かい梯ていの封ふうを切る。

「いいぜ、出て来いよ！　コシュタ・バワーッ！」

　彼が叫ぶと同時、胴どう体たい側の首の断面から、あの黒い触しよく手しゆが再び噴ふき上あがった。

　黒い触手、あるいは黒い霧、もしくは単なる闇やみ──が、爆ばく発はつ的てきに噴ふん出しゆつするやいなや壁の開口部から旅客機の外に洩もれ出だし、そこで急速に何かの形を取り始める。

　やがて旅客機と並へい翔しようするかたちで夜空に現れたソレを、卓巳は言葉もなく啞あ然ぜんと見み詰つめた。

　戦車チヤリオツトだ。

　二輪・一頭立ての、大昔に戦争で使われた陸上兵器。

　それも異様にデカイ。御者台を含む本体部分だけで、全長が小型のトラックほどもある。

　おまけにツヤ消しの黒一色で塗ぬられたその戦車は、同色の装そう甲こうを過か剰じようなまでに纏まとい、更さらに突とつ撃げき時じに使うとおぼしき馬鹿げた刃渡りのランスを四本、穂ほ先さきを前に向けた状態で搭とう載さいしている。戦車というより堅けん牢ろうな要よう塞さいか何かを思わせる風ふ情ぜいだった。

　にも拘かかわらず、その埒らち外がいに巨大な戦車を引く生物は、たったの一頭だけ。

　馬ではない。そもそも『一頭』という表現も、適正さを求めるなら相当におかしい。

　だって、ソイツには頭がないのだ。主人オーナーであるイングヴェイのように一時的に頭部が別個になっているわけでもないらしく、首らしき器官さえどこにも見当たらない。

　なんの生き物なのかは──正直、分からなかった。純じゆん粋すいに『バケモノ』と呼ぶ他ない。

　戦車と同質量で、漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包み、頭もなければ体毛も尻尾しつぽもない、ひどく不格好な四足獣。強いて言えばサル、もしくは人間が四よつん這ばいになった姿が、たぶん一番近い。身体からだの各所には太い杭くいが何本も打ち込まれ、そこから伸びた鎖くさりが戦車本体へと繫つながっていた。

「コシュタ・バワー……!?　なら、やっぱり貴方あなたのイットのルーツは、『デュラハン』ね!?」

　燎りようが叫ぶ。デュラハン、という名前はどこかで聞いた憶おぼえがあった。きっと有名な妖よう精せいなのだろう。けれど、卓たく巳みがそれ以上に気になったのは、空中で平然と停止した状態にある戦車の野太い車輪の下──そこに浮かんだ、淡あわく発光する複雑な模様だった。

「……妖精の輪ガリトラツプ？　待て、なんで妖精の輪ガリトラツプが……」

「俺おれのイットはちょい特とく殊しゆでな。第四階梯になると、イットの顕けん現げんタイプが変わんのさ」

　こちらの呟つぶやきに、イングヴェイが飄ひよう々ひようと解答を示し唆さしてくる。つまり今の彼は、相棒のシャノンと同じく併有型の妖精使いチエンジリングということだった。

「コイツを使ってりゃ、お前との勝負もまた違ったもんになってたろうが……ま、仕方ねぇ。今夜はここまでだ。羽は々ば根ね市しに入っちまえば、これから先、幾いくらでも機会はあるしな」

　嘯うそぶいて、イングヴェイが開口部から身を乗り出し、顕現した巨大な戦車の御ぎよ者しや台だいに、ひらりと飛び移る。シャノンもまた「さらばじゃね」とほざきながら、そのあとに続いた。

　慌あわてたのは卓巳たちだ。まさか敵方にこんな隠かくし玉だまがあるとは予想していなかった。急いで壁かべの開口部に駆かけ寄よるも、そのときにはもう既すでに、戦車と旅客機の距離は隔へだたり始めていた。

「ここまでやっておいて逃げるのか、イングヴェイ!?」

　耳じ朶たを打つ強風に負けじと声を張り上げる。虚こ空くうに五指を立てて夜空を突つっ走ぱしる巨きよ獣じゆうに引かれ、戦車がぐんぐんと遠ざかってゆく。御者台のイングヴェイは、やはり陽気に返してきた。

「逃げるんじゃねえ！　テムズ川より広い心で以もって、今日のところは見逃してやんのさ！」

「いや、テムズ川は普ふ通つうに狭いだろ!?」

　一応、ツッコんでみるけれど、もちろん相手はお構いなしだった。

「そう生き急ぐもんじゃないぜ、卓巳！　急ぐのなんざ死ぬ瞬しゆん間かんだけで充分だ！」

　はっはー、とイングヴェイは高笑いを残し、それを最後に戦車は一気に速度を上げて、やがて雲のなかに消えた。たちまち静かになる貨物室のなか、卓巳は思わず壁を殴なぐりつける。

　幾ら乗客の安全を確保できても、実行犯たちを捕とらえ損なったのでは、画が竜りよう点てん睛せいを欠く仕事と言わざるを得ない。因いん縁ねんを作るだけ作って相手を逃がすなんて、間抜けもいいところだ。

「チンピラ臭くさいのは確かだけど、意外と抜け目ない連中だったわね」

　傍かたわらで燎りようがイットの顕けん現げんを解きながら呟つぶやく。卓たく巳みはジト目になって彼女を睨にらんだ。

「……あのな、感心してる場合か？　お前が勝手に動くから、こっちは大変だったんだぞ？」

「貴方あなたを高く買ってるからこそ、あの場を任せたのよ。って言ったら信じる？」

「いいや、信じない」

「可愛かわいくないわね。でも仕方ないでしょ？　シャノンを真っ先に潰つぶしておく必要があったんだから。もう分かってるとは思うけど、〈片手間の楽園ジヤンクジーザス〉型の妖精使いチエンジリングは貴方の天敵よ？」

　それに関しては事実だったので、卓巳は渋しぶ々しぶながらも燎の言い分を認めた。

　ともあれ、ロロットの面目に泥どろを塗ぬるような真ま似ねは避さけられた。旅客機と乗客が無事なら、アルマンたちも文句は言うまい。ただ、後こう顧この憂うれいを断てなかったのは、やはり痛かった。

「……あいつらの狙ねらいが俺おれなら、やっぱりあとを引くよな、この一件」

　できればあんな連中に、自分が住む街で暴れて欲しくはない。けれど、どうしたってそう都合がいい展開にはなりそうもなかった。




　　　　○




「──そうかね。うむ、了解した。二人には私がよろしく言っていたと伝えてくれたまえ」

　そう締しめ括くくって部下との通信を終えたアルマンは、ようやく肩の荷が下りたと大きく息をついた。通信水晶球コミユボールから離れて背後を向けば、贅ぜいを凝こらした高級宿の一室のなか、二つの人ひと影かげがこちらを見ている。腰に手を当てて佇たたずんでいるのは、蒼そう髪はつ青せい眼がんのちんまい淑女レデイだった。

「どうやら最悪の事態は免まぬがれたれたようですわね？」

　オフィリア・ウルディアート・マカルパインの言葉に、アルマンは肩を竦すくめて首しゆ肯こうを返す。

「犯人は取り逃がしてしまったがね。まぁ、誰だれも犠ぎ牲せい者しやが出なかったのなら御の字だろう」

「ふぅん、なかなかやりますのね？　その、貴方あなたのお気に入りの……ク、クド……？」

「玖く堂どう卓巳だよ、オフィリアくん。きみの幼なじみの想い人だ」

　想い人、というワードに何かプライドを刺激されたのか、オフィリアがむっと顔をしかめる。

「姫に先を越されて悔くやしいなら、きみも早くいい男を捕つかまえたまえ。未いまだに『接せつ吻ぷんヴァージン』のままなのだろう？　自分の安売りはいかんが、身持ちが硬かた過すぎるのも良くない」

「よ、余計なお世話ですわ！　わたくしがいつ誰に接吻を授けようが、そんなのわたくしの勝手です！　放っておいてくださいまし！」

　途と端たんに顔を赤らめて拗すねだしたオフィリアの様子を楽しみつつ、次いでアルマンは室内にいる二人のもう一方に視線を向けた。安あん楽らく椅い子すに身を深く沈しずませ、傍らに白木の杖つえを立てかけているのは、まるで一人だけ別の時間を生きているかのような、穏おだやかな物腰の老女だった。

　オフィリアの祖母、イグレンシア・ジュネビス・マカルパインだ。

　アルマンにとっては生しよう涯がいをかけて護まもるべき主君であり、同時にひどく複雑な思いを呼び起こされる相手。通信水晶球コミユボール越しではない、こうして直じかに会うのは何年ぶりかのことだった。

「さて、当座の問題も片づいたわけだし、そろそろ事情を説明してもらえるかな、我が君。私はまだ、なぜ私がアヴァロンに呼び戻されたのかも、詳くわしく聞いていないのだがね？」

「駄だ目めですよ、アルマン。噓うそをついては。もうだいたいの見当はついているでしょう？」

　昔はオフィリアと同じ空色に染まっていた白髪を、手で軽くうなじの側へと流し、イグレンシアが柔にゆう和わな笑みを浮かべる。過去にアヴァロン憲兵団の団長として辣らつ腕わんを振るい、現役を退しりぞいた今も身軽になった点を利用して、日々精力的に国の膿うみ出し作業を行なっている女じよ傑けつ──そんな彼女の本性を知っていても、つい騙だまされそうになる完かん璧ぺきな微び笑しようだった。

「……まあね。さきほどオフィリアくんから少し聞いたよ。軍部が査さ問もん会かいをどうとか」

「ええ。クノーヴァス侯こう爵しやくの暗殺を重く見た軍は、そのような判断を下しました。私は裏で動いていたので平気ですけれど、かなりの関係者が吊つるし上げを食うでしょうね」

「なるほど。つまり、それがオフィリアくんが最初に言っていた、『どのみち私は近々アヴァロンに帰って来ることになっていただろう』という、あの予言に繫つながるわけだ」

「先の事件の詳しよう細さいを改めて、しかも今度は直に貴方の口から、ということですわ」

　答えたのは、表情を引ひき締しめたオフィリアだった。アルマンは憮ぶ然ぜんとなって鼻を鳴らす。

「ふん、とんだ茶番だな。──それで？　査問会という名目で羽は々ば根ね市しの監視者たる私を呼び戻し、いっときアヴァロンに釘くぎづけにしておきたいと考えたのは、いったいどこの誰だれかね？」

　片眼鏡モノクル越しに強い視線を送れば、イグレンシアは「話が早くて助かりますね」と頷うなずいた。

　早いも何も、それ以外には考えられまい。アルマンは確かに羽々根市で先せん遣けん工作隊の指揮を取っているが、書類上の役職はあくまで軍事顧こ問もんだ。軍上層部への報告の義務はない。

「動いているのは複数の機関です。それらの内部に『例の教団』の手が及およんでいるかは定かではありません。まぁ、事が侯こう爵しやくの暗殺だけなら口封じという線が一番ありそうですけれど」

　イグレンシアの言う『例の教団』とは、クノーヴァスの背後にいたと目されている謎なぞの犯罪組織のことだ。名前さえまだ分からないのに、その影かげは常に大きな事件の裏に見みえ隠かくれする。

「ただ、貴方を日本から引ひき剝はがすという目的を踏まえれば、一いち概がいに教団が首しゆ謀ぼうとも言えない節がありますね。〈比ひ翅よくの騎き士し〉が生まれた今、翅族アルフの誰もが動くに足る理由を持ちますから」

「つまり、教団は無関係だと？」

　あくまで仮定の話ですよ、とイグレンシアは言ったのち、水色の双そう眸ぼうをすっと細めた。

「けれど、怪あやしい動きを見せている者たちのなかに、『文化保全局』や『環かん境きよう維い持じ局』、それに『遺産管理局』の名があることを考えれば、独断専行も大いにあり得るでしょう？」

　イグレンシアが告げたのは、どれもアヴァロンの文化省に属する機関の名だった。

　文化保全局と環境維持局は、翅族アルフ文化や自然環境を守ることを主な仕事としており、人間世界から流入する諸もろ々もろをもっとも強く嫌きらっている一派──つまり極きよく端たんな保守派の集まりなのだ。確かに〈比ひ翅よくの騎き士し〉を消すため、多少乱暴な手に訴うつたえてもおかしくはない。

　ただ、最後の名前はよく分からなかった。遺産管理局は今いま以もって謎なぞが多い『古翅族デイナシー』と呼ばれる妖精郷テイル・ナ・ノーグの先人文明の解明と、彼らの遺産〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉の管理を担う機関だ。

「遺産管理局には血ち眼まなこになるだけの理由があるまい。なぜ〈比ひ翅よくの騎き士し〉を狙ねらう？」

「あら、『狙う』からといって、それがイコール『害する』とは限りませんよ、アルマン」

　意味が分からず眉まゆを顰ひそめれば、イグレンシアは口元だけを失笑の形に歪ゆがめてみせる。ただ、眇すがめられた瞳ひとみの奥おくには、ひどく薄ら寒いものが見みえ隠かくれしていた。

「──遺産管理局は期待しているのですよ。久しく世に現れた、若き〈比ひ翅よくの騎き士し〉に」




　　　　○




　フライトアテンダントの言葉の正しさは、街に到とう着ちやくしてみればすぐに証明された。

「なるほどな。これがゆとりの国かよ。あ～、確かにゆとってるゆとってる」

　イングヴェイは首の座りを確かめながら、うんざりと辺りを見回した。場所は羽は々ば根ね市しの駅前近くに広がる繁はん華か街がい、その路地裏だ。もう日づけも変わろうかという時刻だが、けばけばしい電飾看板が至る所でのさばる街路には、まだまだ結構な数の人が見受けられる。

「……ここ、裏通りだよな？　いかがわしい店とかも建ってるしよ」

　何しろ行き交う人間の身なりが総じていい。たまにホームレスも見かけるが、大たい抵ていは年配の男ばかりで、ストリートチルドレンに至ってはさっぱりだ。おまけに道も綺き麗れいなもので、そこらに落ちているものといったら、せいぜい紙かみ屑くずや生ゴミ、誰だれかの吐と瀉しや物ぶつくらい。ヤクの売ばい人にんも見かけない。動きで分かるのだけれど、かなりの数の私服警官が辺りをうろついている。

「普ふ通つう、港街って言ったら犯罪の坩堝るつぼがお約束だろ？　これくらいの規模の街なら、他の国じゃどこだって一歩裏道に入るだけで、ひでぇもんだったぞ？」

　なのに、この羽々根市という街からは、殆ほとんど暴力的なニオイがしない。いや、一応するにはするのだけれど、あくまでお遊ゆう戯ぎレベルのそれなのだ。もっとどす黒い、国の負の面を煮に詰つめて凝こり固かためたような、あの獣じゆう臭しゆうめいた気配がまったくと言っていいほど感じられない。

「だから、治安がいい国なんじゃね？　フライトアテンダントの言ってたとおりじゃね？」

　隣となりを歩くシャノンが、やはりいつものように大音量で携けい帯たい音楽プレーヤーを聞きながら言ってくる。イングヴェイは納得いかないながらも、「……まぁな」と曖あい昧まいに返事をした。

「政府が語る自国のセールスポイントなんざ、大抵、プロパガンダで中身は空っぽって相場が決まってるんだがなぁ。俺おれが生まれた港町と比べりゃ天国だぜ、ここは」

　そのせいか、どうにも落ち着かない雰ふん囲い気きだ。イットで旅客機から脱出したあと、陸路を使って休むことなくここまで来たのだけれど、馴な染じみの煩はん雑ざつさを期待して立ち寄った先で、まさかこんな光景を拝む羽目になろうとは。健全な夜の街なんて、寧むしろ薄気味悪いとさえ思う。

「イングヴェイは、ごろつき稼か業ぎようが長いからじゃね？　あたしは割と普ふ通つうだと思うし」

「あー、そうかい。ならきっと、お前はゆとり民族の末まつ裔えいだな」

「……生まれも育ちもウィーンじゃね？　あたし」

　知ってるくせに、と少し不服そう呟つぶやいたシャノンは、続いてこんなことを言ってきた。

「で、合流ポイントってまだ？　あたし、もう疲れたんじゃね？」

「ねえぞ、ンなもん」

　イングヴェイが手短に切って捨てると、シャノンが「は!?」とあまり見ない顔になった。

「や、だからどっかで落ち合う約束なんか、別にしてねぇんだって。なんか、あっちのほうで勝手に俺おれたちを見つけるって話だったからな」

「……なーにーそーれー、じゃね？　つーかあたし、そんなの聞いてないんじゃね？」

「あぁ、そりゃそうだ。今、初めて言ったからな」

　即そく座ざに蹴けりを入れてくるシャノンだけれど、まぁこの程度はご愛あい嬌きようだ。大人の余よ裕ゆうとして、当然、笑って済ましてやる。笑ってアイアンクローで済ましてやる。

「いでででで……な、なら、いつまでこうやって当あて所どもなく彷徨さまよってりゃいいんじゃね？」

「俺のほうが訊ききてぇよ。あ～、くそ。もう宿取って今日のとこは寝ねちまお──う、か？」

　言こと葉ば尻じりが宙に浮く。視線の先、道みち端ばたに何気なく立っていた一人の男が、軽くこちらに目配せしてきたからだ。その男はすぐに踵きびすを返し、数メートル先で脇道に逸れた。

「──今の奴やつじゃね？　あたしらの待ち人」

「だ～といいけどなぁ。つーか、もしこれでガンつけてきただけの身の程知らずなガキとかだったら、温厚で鳴らす俺もさすがにキレるよ。マジで」

　喋しやべりながら男のあとを追う。同じように脇道に逸れつつも、最低限の警けい戒かいだけは怠おこたらずに。

　そして入り組んだ隘あい路ろを連れ回されることおよそ数分。ほどなくイングヴェイたちは、とある地下バーの入り口に辿たどり着ついた。表に『ＣＬＯＳＥＤ』の立て看板が出ていたけれど、男がこの店に入ったのは間違いない。なので気にせず階段を降り、扉とびらを開けて店のなかに入る。

「ヒーホウ、いらっしゃい」

　シックな内装で纏まとめられた暗い店内、客はおろか従業員さえ見当たらない、がらんとした空間の中央から、おもむろに声が掛かった。さっきの男が両手を広げ、歓かん待たいの笑みを浮かべてそこにいる。イングヴェイは周囲の様子を探りつつ、相手の元まで歩いて行った。

「……ここはお前の店なのか？」

「まさか。僕もつい昨日、この街に着いたばかりだよ」

　そう答えた男は、改めて近くで見てみると、なんというか──妙みように特とく徴ちように乏とぼしい男だった。

『ジョン』やら『ベン』やら『山田太郎』やら、とにかく書類の記入例などによく用いられるあの人名に、もし容姿があったらと思わせる超がつくほど無難な風ふう貌ぼう。白人で金髪で中肉中背で、そしてそれ以外は何も記き憶おくに残らない。外見年齢も若いんだか老ふけてるんだか。

　普ふ通つう、ここまで徹てつ底ていした没ぼつ個こ性せいというのも珍めずらしい。しかし、だからこそ逆に、どんな場所にいても不思議と周囲から浮いてしまうような、そんな奇き妙みような印象を抱いだかせる男だった。

「この店は、わざわざ今回の作戦のために用意された隠れ家セーフハウスでね。まだ出来たてほやほやの開店前ってことになってる。けどまぁ、オープンする日は永遠にやってこないだろうね」

　なるほど。だから内装も調度品も真新しいくせ、どこか手抜き臭くて安物っぽいのか。カウンターの棚たなに収められた酒さか瓶びんも、きっとラベルを貼はっただけの水か何かに違いない。

「人目を凌しのげるなら、なんだっていいやな。──俺おれらの自己紹介は必要か？」

「いや結構。ぼくはきみたちのことを知っているからね。でも、きみたちはぼくを知らないだろうから、まずは名乗らせてもらうよ。エリオット・キルガーロンだ。よろしく」

「……残念。ジョンじゃなかったか」

　男──エリオットが不思議そうな顔をする。イングヴェイは構わず続けた。

「お前が三人目ってことでいいんだよな？」

「集められたメンバーの順番で言えば、たぶん僕は一人目だけどね。まぁ、ここはきみの基準に従っておこうか。そう、僕が三人目。二つ名は『裂腕ワンド』だ」

　淀よどみなく言って、次いでエリオットは少し困ったふうな顔になった。

「それより聞いたよ？　旅客機をハイジャックしたんだって？　すごいね、おかげで依頼主はカンカンだ。さっき連絡員から厳重注意を受けちゃったよ」

「けっ、さっそく文句つけてきやがったか。妖精郷テイル・ナ・ノーグから出てこれもしない臆おく病びよう者ものの翅はねつきジジイどもが、テッペンきたからって自分の脳管トばす以外の何ができるってんだ？」

「いや、普通に報ほう酬しゆうに響ひびいてくるんだと思うけど」

　おっと、それはいけない。払いがいいから、素す性じようも明かさないムカつく翅族アルフどもの丁でつ稚ちを請うけ負おうことにしたのに、その払いが悪くなるのでは自分のやる気がだだ下がる。

「リスクを増やしたんだから当然だよ。なぜイットを使って穏おん便びんに事を済ませなかったのさ」

「認識のフィルターが掛かってちゃ、機長を脅おどすのも一苦労だろうが。ってか、なんだ？　詳くわしい話は行ってねぇのか？　発端は空港なんだよ。俺らは手配書が回ってるからな」

　まぁ、翅族アルフはプライドだけは一丁前なので、妖精郷テイル・ナ・ノーグ絡がらみの問題は、基本、自分たちの手で処理しようとする。さすがにそこらの交番にまで、人相書きが回っていることはないはずだ。

「羽は々ば根ね市しまでの道程は？　何か問題に巻き込まれなかったかい？」

「いんや特に。一応、機内のカメラは潰つぶしといたしな」

「でも、乗客とか乗務員にはモロに顔を見られてんじゃね？」

「分かってる。そっちは秘密裏に処理してくれるよう、僕から依頼主クライアントにお願いしといたよ」

　何をする気かは知らないけれど、妥だ当とうなところで記き憶おく操作か何かだろう。物理的な手段で口くち封ふうじを敢かん行こうするには、いくらなんでも目撃者の数が多過ぎる。ただ、イングヴェイとしてはエリオットの言葉に含まれた、微び妙みようなニュアンスのほうが気にかかっていた。

「ひょっとしてお前は、依頼主クライアントがどこのどいつか知ってんのか？」

「まぁね。アヴァロンで直接会ったこともあるよ。ツーカーってほどの仲じゃないけど、あちらさんが仕事を外注するとき贔屓ひいきにしている裏方専門の職人、それが僕というわけさ」

　納得する。自分やシャノンと同じ単なる傭よう兵へいにしては、些いささか優やさ男おとこに過ぎるなと思ったのだ。あと「あちらさん」という言い様からするに、おそらく依頼主は個人ではないだろう。

「……ま、いいか。あんま興味ねぇし。それよりあれだ、一人足りなくねえか？」

　今回の仕事は、他の同業者と組んで当たることを、依頼主から事前に言い渡されていた。イングヴェイとシャノンは根無し草のうえ、あまりアヴァロンとは仕事絡がらみで接点がない。なので向こうとしては、切り捨てやすい駒こまという認識でいる反面、いまいち信用を置けないのだろう。このエリオットというオール五〇点男が、自分たちの首輪代わりなのは疑うべくもない。ただ、聞いていた話だとメンバーは確か四人だったはずだ。

「まだ到とう着ちやくしてないんじゃね？」

「いや、もう来てるよ」

　シャノンの疑問に応じ、エリオットが手近にあったテーブルの上から、何か薄い板のようなものを取り上げる。辺りが暗いのでよく見えなかったけれど、エリオットが表面に指を走らせた途と端たん、その板に電源が灯ったため、すぐに正体を理解する。タブレット型の携けい帯たい端末だ。

　直後、そこから合成音声とおぼしき無機質な声が、最大ボリュームで飛び出した。

『ヒ──────ホ──────ウッッッ！』

　あまりの音量に耳を塞ふさぐ。同時、端末の画面に映し出された『モノ』に、目が点になった。

　羊だ。

　白いもこもこの綿毛に包まれた、羊のアニメーションキャラクター。

　帽ぼう子しつきのパジャマを着て、眠ねむたげにベッドのうえに座った羊が、枕まくらを片手に鼻ちょうちんを膨ふくらませながら、タブレットの画面のなかで滑なめらかに動いていたのだ。

『ヤアヤア、オ二人サン、初メマシテ！　オイラガ、ソノ噂うわさノ四人目、「ボー・ピープ」サ！』

　ＨＡＨＡＨＡと笑いながら──しかしアニメーション自体は、こっくりこっくり舟を漕こぎつつ──パジャマ姿の羊、ボー・ピープは続けた。ボリュームは既すでにだいぶ下がっていた。

『オンヤァ？　何ヤラ二人トモ面食ラッテオリマスナァ？　分カル！　分カルヨー、ソノ気持チ！　イキナリ、オイラミタイナ可愛かわいイ羊ニ話シカケラレタラ、ソリャ誰だれダッテ恐きよう縮しゆくシチマウヨナァ？　アァ、デモ悪イネェ。オイラ、サインハシナイ主義ナンダ。ファンハ皆、平等ニ扱あつかッテアゲナキャ可哀かわい想そうダシサー。ソレニ女ノ子ハ少シ優シクスルト、スグオイラノ彼女ヲ気取ルカラ、注意ガ必要ナンダヨネ～。イヤイヤ、人気者ノ辛つらイトコサ、マッタク』

「「………………」」

　べらべらべらべらと、まぁ訊きかれてもいないことをよく喋しやべる。シャノンも明らかに困こん惑わく顔がおだ。少し冷静になる時間が欲しくて、イングヴェイはどうでもいいことを尋たずねてみた。

「……ボー・ピープ？　そりゃ確か『マザーグース』に出てくる羊飼いの名前だろ？」

『ホホウ、顔ニ似合ワズ、ナカナカ博識ダネ。イヤ、単ニ雑学王ナダケカナー？　ドッチデモイイケド！　──ソウ、確カニキミノ言ウトオリ、ボー・ピープハ羊飼イノ名前サ。ケド、何モ名乗リ間違ッタワケジャナイ。ナンタッテオイラハ、「羊飼イノ羊」ナモンデネ』

　わけが分からない。そのくせ台詞せりふが長い。訊きかなきゃ良かった。

　次いでイングヴェイは、タブレットを持って立つエリオットに、険けんも露あらわに問いかけた。

「……おい、こりゃなんの冗じよう談だんだ？」

「何がだい？」

「とぼけんな。俺おれは『四人目はどこだ？』って訊いたんだぞ。なのに、なんだこのふざけた野や郎ろうは。冗じよう談だんなら一発ぶちこむ程度で許してやるが、ガチにこの羊がそうだってぇなら──」

　ただでは済まさない、と殺気立つこちらの言葉を受けて、エリオットが気まずげに笑う。

「気持ちは分かるよ。僕も最初は驚おどろいたし。ただ、このボー・ピープは……」

「るっせいよ、能書きはいい。どうせネット経由で喋しやべくってんだろうが、この羊。ご本人様がどこにいんのかは知らねぇが、姿も見せねぇチキンと組んで仕事なんてできると思うか？」

『ナ～ル、キミハソーユーノヲ気ニスル人間ナワケダ』

　お前は黙だまってろ！　と叫びかけ、しかしそれよりも早く、ボー・ピーブが続けた。

『──イングヴェイ・アラカスール。二四歳。男性。血液型ハＯ型。誕生日ハ九月一七日……ン～、オトメ座カァ。イギリス、アイルランド生マレ。幼少時カラ暴力事件ヲ多数起コシ、七歳ノトキニ両親ノ愛ヲ金属バットデ確カメタノチ逐ちく電でん。二年後、色々アッテ妖精郷テイル・ナ・ノーグノアヴァロンニ渡リ、トアル地方貴族ノ戯たわむレデ半バ強制的ニ妖精使いチエンジリングニ変エラレル、ト』

　突とつ然ぜん始まった自分のプロフィールの開かい陳ちんに、イングヴェイは目を瞬しばたたかせる。シャノンも同様だ。ただ、エリオットは僅わずかにうんざりとした表情を覗のぞかせていた。

『デ、転機ハ一四歳ノトキ。アヴァロン国内デ軽犯罪ニ手ヲ染メ、ソノ土地ノ領主ニ裁判モナシデ首ヲ刎はネラレタ。シカシ、ソレガ精神的飛ひ躍やくノ引キ金ニナッタンダロウネェ。突とつ如じよ、第二階かい梯ていヘト進ミ、イットヲ発現サセルヤ、今度ハ領主ヤ取リ巻キノ騎き士しタチノ首ヲ、キミガ刎ネテヤッタ。ウ～ン、ナンタル生キ様ッ！　マサニ「ロック」ダ！』

　イングヴェイは、今や言葉もなくタブレットの画面を注視していた。

　あり得ない、と脳裏で呟つぶやく。歳やら血液型やら家を逐電した件やらは分かるにしても、自分が《死の刹那よ永却たれニアデス・オーバードース》を発現した経緯を知っているのは、どう考えてもあり得ない、と。

　何しろ、今、ボー・ピープが語ってみせたように、イングヴェイの首を刎ねた者たち──つまりあの場にいた連中は、全員、自分が殺しているのだ。他者に過去を語ったこともあるが、それはごく少数でしかない。普ふ通つうなら経歴を洗うのなど不可能に近いだろう。

　なのに、この寝ねぼけた羊は、どうやらそれをやってのけたらしい。

「……分かったろう？　この情報収集能力こそが、彼が四人目の理由さ」

　エリオットが苦い表情で告げてくる。おそらく彼も、最初にこの羊と会話したとき、同じような目に遭あわされたのだろう。ちらりと横を見ると、シャノンは顔を青あお褪ざめさせていた。

『アァ、心配ハ御無用。サスガノオイラモ、女ノ子ノプロフィールヲ吹ふい聴ちようスルホド下げ衆すジャナイカラサ。シャノンチャンノ「秘密」ハ、オイラノ心ノ内ダケニ留メテオイテアゲヨウ！』

　放っておくと永遠に喋しやべっていそうなボー・ピープに、ぎろりと威い嚇かくの眼まな差ざしを向ける。いつもの陽気さが取り払われた自分の声は、ひどく毛羽立っていた。

「…………よぉく分かった。てめぇはやっぱり信用ならねぇ」

『ナラ、ドウスル？　仕事カラ手ヲ引クカイ？　デモ残念！　ソレヲ認メルワケニハイカナインダ。キミガ殺シタ領主、曲ガリナリニモ伯はく爵しやくダッタソウジャナイカ。ソノ位ノ貴族ガ人間ノ手ニカカッテルトナレバ、アヴァロンモサスガニ黙だまッチャイナイ。キミガアジア圏けんデバカリ仕事ヲスルノハ、ツマリソウイウワケナンダロ？　オイラハ、キミノ弱味ヲ握にぎッテルンダゼ？』

　平然と脅きよう迫はくされ、額に青筋が浮かんだ。一いつ瞬しゆんで怒りが沸ふつ点てんを超え、胸の内に壮そう絶ぜつな暴力衝しよう動どうが湧わき上あがる。相手がこの場にいないのは癪しやくだが、まぁいい。あのタブレットを叩たたき割わって憂うさを晴らす──と、そう決めて前に出かけたイングヴェイだったが、

「駄だ目めじゃね!?　イングヴェイ！」

　シャノンが慌あわてた様子でこちらの腕を摑つかみ、縋すがりつくように前進を阻はばんできた。

「アヴァロンを本気で怒おこらせんのは、さすがにヤバイんじゃね!?」

「知るか、ンなもん！　あの羊野郎っ……ラム肉のステーキにして食ってやる！」

「いやアレ、ただのアニメーションだし！　ってか、ここがどこか思い出すんじゃね!?」

　その言葉に気勢を削そがれ、思わずイングヴェイは足を止めた。確かに、アヴァロンと密接な関係にあるこの羽は々ば根ね市しで、面と向かって奴やつらと事を構えるのは少しマズイかもしれない。

『イヤハヤ、彼女ノホウガ大人ダネェ。キミモ見習ッタホウガイイヨ、イングヴェイ』

「……そこまでだ、ボー・ピープ。仕事を始める前からチームに亀き裂れつを入れないでくれ」

　エリオットが苦言を呈ていしてタブレット型端たん末まつをテーブルに戻す。けれど、もう何もかも手遅れという気がした。エリオットが気弱げな笑みを浮かべて、こちらに向き直る。

「噴ふん飯ぱんものとは思うけど、なんとか吞のみ込こんでくれないかな？　仕事さえ終われば、こいつだってきみたちを脅おどそうとは思わないはずだ。いや、僕がさせないよ。約束する」

　納得できるわけがなかった。けれど、こちらの腕に必死にしがみついてくるシャノンの重さを感じると、どうしてもそれ以上は足が前に進まない。だからイングヴェイは、代わりにすぐそばにあった木製の椅い子すを八つ当たりの対象に見定めると、

「くそったれが！」

　怒ど声せい一発。それを天てん井じよう付近にまで蹴けり上あげていた。




　　　　○




　一夜明けて、五月一九日の火曜日。爽さわやかな日本晴れの朝。

　昨晩の詳しよう細さいな報告をするため、いつもより早く家を出てアートレイア邸ていを訪れた卓たく巳みは、玄げん関かんで応対に出た燎りようの形ぎよう相そうを見るなり、ぎょっと後ろに仰のけ反ぞった。

「な、なんだ、お前？　どうした？　人殺しみたいな顔してるぞ」

「……新たな問題が発生したわ。とりあえず応接間に来て、そうすれば分かるから」

　制服姿の燎が言葉少なめに返してくる。なんというか、かなりキている様子だ。

　わけが分からないまま、おっかなびっくり彼女のあとに続いて、ホールのすぐ脇わきにある一階の応接間に入る。と、さっそく待っていましたとばかりに、元気な声が卓巳を出迎えた。

「あ、タクミ！　ヒーホウ！」

　応接間には大きなテーブルと、それを囲むように数脚の椅い子すがある。上かみ座ざに置かれた一人掛けの椅子にちんまく収まったロロットは、こちらを認めるなり目を輝かがやかせ、しゅたっと見えないボールでも放るみたいに手を上げてきた。やっぱり妙みようにテンションが高い。

　けれど、すぐに卓巳の視線は、彼女の左斜め前──ゴシック調のお高そうなソファに、いかにも居心地悪げに腰掛けている、見慣れない顔の外国人に吸い寄せられた。

　少女だ。

　歳としの頃ころは、たぶん自分と同程度。栗くり色いろの髪をシルク地のリボンで二つに括くくり、ありふれたツーピースの服に身を包んだ、なんだか小動物めいた女の子だった。

　いや、小動物めいたというか、弱気の権ごん化げというか──なんだかもう、この世の終わりみたいな顔で畏かしこまり切っている。ただでさえ垂れ目なのだろう、まろやかな瞳ひとみは、目め尻じりを下げ過ぎて今にも零こぼれ落おちそうだ。引き結んだ唇くちびるは微び妙みようにぷるぷると震ふるえており、一いつ瞬しゆん後には「命だけは！」と命いのち乞ごいを始めそうな気配すらある。

「え～っと……こちらさんは？　お客さんか？」

　状じよう況きようがまったく理解できずずロロットに問いかけると、彼女はにこにこ顔でかぶりを振った。

「ううん、このお屋や敷しきに前から住んでるメイドさんだよ。幽ゆう霊れい屋敷の『幽霊』さん」

「ただの犯罪者でしょ。家宅侵しん入にゆうにプライバシーの侵しん害がい。その他諸もろ々もろ、余罪がつくわね」

　燎りようが切りつけるような口調で言った。苛か烈れつな眼まな差ざしを向けられ、どうやら色々な肩書きを持つらしい少女が、びくっと身を竦すくませる。卓巳としては、もう何がなんだかよく分からない。

　なので卓巳はソファーに腰を降ろし、件くだんの少女に、直接、尋たずねてみることにする。

「あんた、名前は？」

「…………お、緒お原はら……ラステル、です……」

　蚊かの鳴くような声だった。上うわ目め遣づかいにこちらを見る少女──緒原ラステルのハシバミ色の瞳は、「貴方あなたもわたしを苛いじめるんですか？」と無言のうちに語っている。いや、苛めないから。

「なら、その緒お原はらラステルさんはなんでここに？」

「…………お縄なわを、頂ちよう戴だいしてしまったので」

　やっぱり、わけが分からない。と、そこでしびれを切らしたのだろう、燎りようがやおら懐ふところから何かを取り出した。ナナカマドの枝で作られた、寸足らずの鞭むちだ。その主な用よう途とは、妖精の輪ガリトラツプの視覚化。使い勝手でいえば妖精の塗り薬フエアリー・オイントメントのほうが便利なのだけれど、あれは多用すると瞼まぶたがかぶれてくる。あと、彼女の趣しゆ味みと実益を兼ねた、折せつ檻かん道具としての側面もあった。

「お……おい、待て！　燎！　お前、何する気だ!?」

　だから卓たく巳みは慌あわてた。噂うわさのアートレイア家の仕置き術が、遂ついに目の前で炸さく裂れつすることになると思ったのだ。ラステルの臀でん部ぶを守らねばと、半ば椅い子すから腰を浮かす。

「──いいから。黙って見てなさい」

　しかし、燎は常になく不ふ機き嫌げんな声でそう言うと、そのままラステルの元まで歩いて行った。

　ラステルも少し怯おびえた様子は見せたものの、すぐに観念した顔つきになって、為なすがままにされる。そして彼女のそばにしゃがみ込んだ燎は、その足元の床ゆかにぴしりと軽く鞭を入れた。

「ッ!?」

　思わず息を吞のむ。鞭で打たれたそこに、突とつ然ぜん、幾き何か学がく的な模様が浮かび上がったからだ。

　幾いくつかの円えん環かんを組み合わせたような形で、仄ほのかに発光さえしていたそれは、しかし間もなくすぅっと消え失せてしまう。卓巳はその模様がなんなのか、もちろん知っていた。

　妖精の輪ガリトラツプだ。イットの足そく跡せき。イット『だけ』が世界に刻める、いわば彼らの存在証明。

　ということはつまり、対面に座った少女、この緒原ラステルは──

「イット、なのか……？」

　呆ぼう然ぜんと為した卓巳の問いかけに、彼女は俯うつむいたまま何も答えなかった。

　正直、信じられないと思う。分離型のイットのなかには、ときに高い自律性を有す個体もいるとは聞いていたし、他ならぬ卓巳の《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》もその範はん疇ちゆうだけど、それでもだ。

　だって目の前の少女は、本当に普ふ通つうの人間と見分けがつかないのだ。

　容姿も、服装も、仕草も、言語も──全部が全部、ただの女の子のそれでしかない。

　イットだなんて到とう底てい納得できない。いや、そもそもそれ以前に、もし本当に彼女がイットだというなら、肝かん心じん要かなめの、絶対不可欠な要素が、一つ欠けているではないか。

「……主人オーナーは？　彼女を使役している妖精使いチエンジリングは、いったいどこにいるんだ？」

「ううん、いないよ」

　けろっと言ったのは、この場でただ一人空気が読めていないふうの、ロロットだった。卓巳は我ながら間抜けな顔になったと思う。

「……いない？　イットなのに、主人がいない？」

「うんっ、すごいでしょ？　あのねあのね、ラステルさんは『アノマリー』なんだよ」

「アノ、マリー？」

「──簡単に言ってまえば、はぐれのイットのことよ」

　補足してくれたのは燎りようだった。当とう惑わくを隠かくせない卓たく巳みに、彼女は腕組みしてから続ける。

「分離型の妖精使いチエンジリングに限ってだけれど、稀まれに主人オーナーが死んだあとも、そのイットだけが独立して現実に残り続けるケースがあるの。それをわたしたちは『永遠の幻まぼろし』、半身体アノマリーと呼ぶのよ」

　語られた言葉の内容が、俄にわかには吞のみ込めなかった。いや、分かっている。本当は分かっているのだ。しかし、だとしてもやっぱり即そく座ざには受け容れ難い話だった。

　はぐれのイット？　主人の死後も消えない、主人の分身？　つまり、分身ではなく本体？

　自分でも苛いら々いらするほどの血の巡めぐりの悪さで脳に理解を染み渡らせ、卓巳はもう一度、ラステルを見た。彼女はおろおろと目を泳がせたのち、いきなり何を思ったか、汗あせながらに下へ手たくそなウィンクを寄よ越こしてくる。びっくりな思考回路だ。これが自立したイットだって？

「あのね、悪戯ミスチフくらいならそんなに珍しくないんだよ。ううん、本当はそれだって滅めつ多たにあることじゃないけど、でも目玉が飛び出るほどじゃない。もしその悪戯ミスチフに『行使した妖精使いチエンジリングにしか解除できない』なんて制約があれば、残される悪戯ミスチフの影えい響きようは半永久的なものになるね」

　ロロットが嬉うれしげに半身体アノマリーについて話してくれる。説明を引き継いだのは燎だった。

「で、そういう『後世にまで残り続けるイットの影響』の最たるものが、イットそのものの完全独立顕けん現げん。つまり、そこにいる見るからにポンコツくさい娘こというわけよ」

「ポ、ポンコツ!?　あ……あぁ、な～んだ。わたしのことじゃないんですね？」

「いや、お前のことだよ」

　確かにネジの締しまりは、あまり良くなさそうだった。敢あえて、どこの、とは言わないけれど。

「……まぁ、分かった。色々と言いたいことはあるけど、今はいい。それより、この状じよう況きようを説明してくれ。半身体アノマリーっていうのは、そもそもそう簡単に発生するものじゃないんだろ？」

　なら、この緒お原はらラステルという娘はなんだ？　どうしてアートレイア邸ていにいる？

　その質問は言葉にしなくても明白だったのだろう。ロロットが大きく首しゆ肯こうした。そして問題の人物──いや、はぐれイットの少女に、もう辛しん抱ぼうたまらんといった感じで語りかける。

「それじゃ、ラステルさん。約束どおり詳くわしいお話を聞かせてください。二度手間になるからって、卓巳が来るまで待ってたんだから、もう言い逃れはできないんだよ？」

　次いで燎りようの鋭するどい一いち瞥べつが飛び、最後に卓巳が多少気の毒に思いつつもラステルのほうを窺うかがった。

　視線の集中砲ほう火かを浴びた彼女は、またぞろ暫しばらくたじろいでいた。けれど、やがて何かを吹っ切るように、いっそホッとしたような表情さえ浮かべて、

「……そうですね。ほんとはわたしも、誰だれかに聞いてもらいたかったんだと思います」

　生来の素直さが滲にじみ出でた、はにかむような笑顔で、そう頷うなずいてみせたのだ。

　穏おだやかで、柔やわらかで、なんだか糸の切れた風船みたいで──見ていると、わけもなく不安にさせられる。そんな笑みだったように思う。













　　　第三章　ひさしぶりの、行ってらっしゃい







　玖く堂どう優ゆう乃のは、自分と兄の関係を他よ所そと比べて、どうこう思ったことはない。

　先せん輩ぱいの伊い沢ざわ啓けい太たなどには、事あるごとに「結婚すれば？」だのと揶や揄ゆされるが、当の優乃からすれば可もなく不可もなくの極めて普ふ通つうの兄妹という感じだ。

　昔は便利な盾たてとなって自分の前を歩いていた兄が、ここ数年でめっきり役立たずになったけれど、それはたぶん自分のほうが成長したからなのだろうと納得している。何かのホームコメディみたいに変にいちゃいちゃするわけではないし、かといって天を仰あおぎたくなるほど不仲というわけでもない。何度も言うが、本当にごく普通の兄妹なのだ。

　しかし、だからこそ──五月一九日の火曜日。

「俺おれ、今日、少し早く家を出るから」

　てへっ♪　という擬ぎ音おんはさすがに幻げん聴ちようだと思うけれど、朝食の席で兄が突とつ然ぜんそんなことを言い出したとき、優乃は初めてクリオネの捕ほ食しよくシーンを見た際と同じ戦せん慄りつを覚えた。

「……なに？　もしかして朝っぱらから、あの娘こと乳ちち繰くり合おうって魂こん胆たんなわけ？」

「な、何を馬鹿な……そんなわけあるかっ」

　どうにか憤ふん死しを堪こらえて問とい質ただせば、私立叶かのう乃の宮みや学がく園えんの制服を纏まとったそいつは、飲んでいた味み噌そ汁しるを噴きかけるという挙きよ動どう不ふ審しんさを呈ていしたのち、まことに見みえ透すいたことを言った。

　性しよう懲こりもなくっ、と優乃は歯は軋ぎしりしながら思う。昨日は昨日であんな遅い時間に帰宅して、母にこってり絞しぼられたばかりだというのに、まるで反省の色がないではないか、と。

「お、それはあれかい？　噂うわさのタッキュンの彼女かい？　父さんもぜひ会ってみたいなぁ」

「うむ、そうだな。なんだったら今度ウチに連れて来いよ、貴様」

「……連れて来ないよ、こんな変人だらけの魔ま窟くつに。あと親父、恥ずかしい愛称で呼ぶのはやめてくれって何度言ったら分かるんだ？　それとお袋、息子を貴様呼ばわりするな」

　過保護で気弱な父と、無む駄だに偉そうな母。対照的な二人に、兄が辟へき易えきと応じる。優乃としては甚はななだ面白くない展開だ。まったく、うちの親は二人揃そろって使えない。

　兄に彼女が出来たことは、昨日のうちに洗いざらいぶち撒まけてある。が、この親どもときたら「母さん、赤飯を炊たかなきゃ！」「はっはっは、あるもんだなぁ奇き跡せき」などと家族会議も開かず喜ぶ始末だ。怪奇現象なのは優乃も認めるけれど、この一大事になんたるザマかと思う。

「お父さんもお母さんも、ちゃんと分かってる？　ただの彼女じゃなくて、婚約者フイアンセなんだよ？　お兄、家族のあたしらになんの相談もなしで、そんな大事なこと決めちゃったんだよ？」

「いや、だからその婚約者ってのは、お前の勘かん違ちがい──」

「タッキュン(笑)かつこわらいは黙だまってて」

　兄が頰ほおを引ひき攣つらせた。いい気味だ。とか思っていたら、自分の右隣に座っていた一家の大黒柱が、やおら手を伸ばしてこちらの頭をわしゃわしゃと撫なでてきた。子供扱いは遺い憾かんだけれど、隻せき腕わんの父がわざわざ身を捻ひねって右腕を伸ばしてきたため、仕方なく素直に撫で回される。

「はは、相変わらずユウユウは、お兄ちゃん子か。なぁに、心配しなくてもタッキーは、お前のことを除のけ者ものになんてしないさ。だから、そんなに拗すねるな」

「ち、違っ……ってか今、ユウユウって呼んだ!?　あたしのこと!?」

　父が我が子を呼ぶ愛称は頻ひん繁ぱんに変わる。兄も「……タッキーかぁ」と遠い目になっていた。

「まぁ、あれだ。若いんだし、私に迷めい惑わくが掛からない範囲でなら、なんでもやればいいさ。──ただし女は泣かすな。もし泣かせば私が貴様を哭なかす。いいな？」

　健けん啖たん家かの母が、家族の誰だれよりも豪ごう快かいな食いっぷりを披ひ露ろうしながら、毎度の如ごとく鹿しか爪つめ顔がおで訓くん戒かいを述べた。もっともらしく聞こえるけれど、この女ひとの言葉は話半分に留めておくのが吉きちだ。

「……だから、そんな大層な話じゃないんだって。親父もお袋もしつこいよ」

「へん、どーだか。だいたいお兄はさ──」

「ユウユウ(笑)かつこわらいは黙ってろ」

　むかっ。




　兄は言葉どおり先に家を出た。向かう方角からいって、やはり学校に行く前に、例の転校生の家──あの屋や敷しきに立ち寄る気なのだろう。あとをつけたいのは山々だったけれど、間の悪いことに優ゆう乃のは今日、日直の当番だった。なので、仕方なく一人で学校に向かう。

　道すがら、妹を袖そでにして女と密会する不届き者、死すべし！　と兄を散々に罵ののしりながら。

　やがて叶かのう乃の宮みや学園に到着。まだ殆ほとんどの生徒が登校していない、静かな中等部校舎をがしがし進み、二階に上がったところで、ふと職員室で担任から日誌を貰もらってくるのを忘れたことに気づく。でも、まぁいいか。後回しで。そうすぐに思い直し、がらりとクラスの扉とびらを開けた。

「おはようございます、優乃」

　途と端たん、誰だれもいないと思っていた教室のなかから、気の抜けた炭酸みたいな声で挨あい拶さつされた。

「……ネアラ？　あんた、なんでいんの？」

「朝っぱらから脳みそ洩もれてますね、優乃。貴女あなたと同じ理由ですよ」

　それは分かっている。何しろ席が隣となり同士なのだ。優乃が日直なら、当然、佐伯さえきのネアラさんも日直になる。実際、自分の親友は今、前の当番の尻しり拭ぬぐいか、黒板を掃そう除じしていたようだし。ただ、昨日の別れ際のこともあるので、てっきり今日は学校に来ないかと思っていた。

「え、じゃあなに？　昨日の電話ってあれ、結局、大した用事じゃなかったの？」

「まさか。充分に大事でしたよ。おかげでこちとら寝ね不ぶ足そくです。見てください、この隈くま」

　などと言って自分の目の下を指差してみせるけれど、そこはまるで降り積もった新雪のように綺き麗れいなもの。相変わらず、どこまで本気でどこからが冗じよう談だんか、分かりにくい娘こだった。

「仕事が大河を成す勢いで増えつつあります。そのうち書類の海で泳げるかもしれません」

「ははぁ、それでよく学校に来られたもんだ」

「村むら田たさんに全部押しつけてきましたから。わたしでなければ決められない要件がうんたらとか説教されましたが、しょせん判子を押すだけなのでバレなきゃ問題ありません」

　チョロいですね税金泥どろ棒ぼう、と親指を立ててくるネアラ。よし、聞かなかったことにしよう。

「優ゆう乃ののほうこそどうだったんですか？　あれからお兄さんの件は」

「あ～……なんか微び妙みように呉ご越えつ同どう舟しゆうっつーか、家族がいまいち頼りにならなくてねー」

「なるほど。あまり捗はか々ばかしくない状じよう況きようのようですね」

「もうさぁ、そのせいでストレス溜たまりまくり。あたし、もうじき倒れるかも」

「きっとそのまま死んじゃうんですよ。可哀かわい想そうに」

　さすがに殴なぐってやろうかと。

　ともあれ、優乃は自分の机に鞄かばんを放ると、腕うで捲まくりしてさっそく仕事に取りかかった。といっても、既すでにネアラが粗あら方かた終わらせてしまっていたので、あと残っている仕事といえば、せいぜい花か瓶びんの水を変えることぐらいだ。日誌もちゃんと教きよう壇だんの上にあったし。

　けれど、花か瓶びんを持って教室を出る間際、優乃はふと思いついて後ろを振り返った。

「っと、そうだ。──ネアラ」

　軽く呼びかける。黒板の前に立ってチョークの粉を集めていた彼女は、日向ひなたのなかで独ひとり銀の雨を浴びているかのように髪を輝かがやかせながら、「はい？」と小首を傾かしげてみせた。

　優乃は言う。いつものとおり、いつもの笑顔で。

「お帰り」

「……はい、ただいま」

　ここは学まなび舎や。自分たち学生にとっては、まさに日常の象しよう徴ちよう。制服さえ着ていれば、誰だれでもこの小世界の一員になれる。例たとえそれが、どれほど風変わりな素性の持ち主でも、だ。

　ネアラにとって学校が、できるだけ長く帰るべき場所であってくれればな、と優乃は思う。




　　　　○




「なぁおい、卓たく巳み！　昨日のニュース見たかよ!?」

「パス」

「ひゃっほう、お約束ぅ！　じゃあ、真ま崎さきはどうよ!?」

「チェンジ」

　チェンジ!?　と教室に入るなり騒さわがしく走り寄って来た伊い沢ざわ啓けい太たが、燎りようのすげない一言に、やはり騒がしく叫ぶ。彼女は昨日一日で、早くも悪友の扱い方をマスターしたようだった。

「あと、わたしのことは苗みよう字じで呼ばないでって、昨日、言わなかったかしら？　伊い沢ざわくん」

「や、言われたけど……でもさぁ、なんか女子を下の名前で呼ぶのって抵てい抗こうあるじゃん」

「あらそ。じゃあ手っ取り早く、もう二度と話しかけないで」

「おぉい、卓たく巳み！　なんでこの女、いちいち言うことが、こんなにキツイんだよ!?」

　知らん知らん、俺おれに振るな──卓巳は内心でそう返し、もう大半の椅い子すが埋うまっている教室のなか、なるべく自然体を心掛けて自分の席へと向かう。

　昨日の一件があるため、周囲から注がれる好奇の視線が煩わずらわしい。人の噂うわさは七五日と言うけれど、できればクラスの皆にはもう少し早めに落ち着きを取り戻してほしいところだった。

　溜ため息いきをつきながら着席する。直後、からかうような声が頭上から降ってきた。

「珍めずらしいねんな？　玖く堂どうがチャイムぎりぎりに来るなんて」

　クラス委員長、深み遥はる綾あや子この少し含みのある瞳ひとみが、眼鏡のレンズを通してこちらを見下ろしていた。お堅かたそうな容姿を裏切る、相変わらずの人ひと懐なつっこそうな笑みに、卓巳は苦笑を返す。

「しょっちゅう重役出勤してくる啓けい太たに比べれば、いくらかマシだろ」

「うん、せやね。けど──」

　意外とノリが良いクラス委員長は、未いまだに押し問答を続けている燎と啓太に目線をくれ、

「噂の転校生と一いつ緒しよに登校っていうのはどうなん？　なんか、ちょっとヤラシない？」

「アホか。今け朝さは用があって、ロロットの家に寄ってから来ただけだ」

「ん？　ほなら、さっきまで三人一緒やったってこと？」

　ああ、と頷うなずく。中等部のロロットとは、当然、校門を抜けたところで別れたけれど。

「だったら、なおさら不ふ潔けつやん。婚約者フイアンセと、その保護者代わりを同時になんて……あたしも、さすがにどんぶりは感心せえへん。人の道に外れたらあかんよ、玖堂？」

「すまん。話に全然ついていけない。……というか、どんぶり？」

　わけが分からない。が、深く考えてはいけないことなのだろう、きっと。

　と、そこで自分の席に荷物を置いてきたのだろう、燎りようが黒髪を揺らしながらこっちにやって来た。昨日の今日だから仕方ないけれど、どうにもまだ彼女の制服姿を見慣れない。

「おはよう、綾子」

「あ、おはよーさん、燎」

　昨日からこの二人は、既すでに下の名前で呼び合う仲だ。どうやら割とウマが合うらしい。ふと気になって燎の背後を確認すれば、なぜか啓太がぐってりと床ゆかに倒れていた。

「なんか伊沢が死んどるね？　もしかして燎、さっそくアレを試したん？」

「ええ。遠回しにあしらうのも億おつ劫くうだったから、貴女あなたに言われたとおり『教育』してみたわ」

「あはは、さすがの吞のみ込みの早さやね。じーじの教えは偉大やろ？」

　何やら物ぶつ騒そうな会話をしている。押し並べて教育は体たい罰ばつである、と語った綾子の祖父は、間違いなく戦中の人だろう。それ以上は聞くのが怖こわかったため、卓巳は話題を変えることにした。

「──ところで、啓けい太たは何をあんなに騒さわいでたんだ？」

「さあ？　どうも昨日のハイジャックのニュースで、盛り上がりたかったみたいだけど」

　燎りようがいかにも興味なさげに答える。当事者のくせに大した面の皮だ。それに綾子が応じた。

「あ～、はいはい。昨日のジャンボジェット機の件やね。初めは間違いなくテロやってみんな血相変えとったのに、最後は犯人がどっかに消えてもうて、オカルトっぽいオチがついたっていうあれやろ？　乗客や乗務員も誰だれ一人として犯人の顔を憶おぼえてないって話やしね」

「……ちょっと待て。誰も犯人の顔を憶えてない？」

　さすがに聞きき咎とがめた。燎も俄にわかに目つきを険しくしている。

「せや。っていうか、テレビでは報道まだなん？　ネットだともうかなり騒ぎになってんねんけど。なんか集団幻げん覚かくの類たぐいやって話もあってね、燃料に使われてた成分の一部が……」

　卓たく巳みはもう既すでに綾子の話を半分も聞いていなかった。途と中ちゆうですぐに事態を悟さとったからだ。

　隠いん蔽ぺい工作だ。人間世界の、しかも今の日本に大きく影えい響きようを及ぼす事件となると、色々な場所の色々な思おも惑わくが複雑に絡からみ合うため、誰の仕業かまでは判然としない。けれど、明らかに昨日の便に乗っていた人間の記き憶おく操作、それに各メディアに対して情報規制が行なわれている。

「ま、さすがに遠い話やけどね。このあいだみたく、自分の住んどる街に飛行船が墜おちてくるわけでもなし。いきなりテロとか言われても、ちょっと現実味が湧わかへん」

「……そう、だな」

　それは、長く戦争から遠ざかったこの国の人間らしい、あまりにも長閑のどかな言い様だった。

　だが、卓巳は知っている。現在の日本、特にこの羽は々ば根ね市しで生活する住人にとって、テロとはもはや決して遠い脅きよう威いではないのだ。建設中のフェアリーガーデンで、妖精郷テイル・ナ・ノーグのサミットが予定されている今、先週の飛行船の墜つい落らくや昨日のハイジャックのような事件は、いつ何時だって起こり得る。それこそ、なんの前まえ触ぶれもなく簡単に、誰だってその渦か中ちゆうに巻き込まれ得る。

「──卓巳、何を呆ほうけてるの？　低血圧で頭のなかが、どこかに出かけた？」

　燎りように何気なく呼びかけられ、知らず沈しずみかていけた思考を浮上させる。傍かたわらに立つ彼女を見上げれば、表情はいつもの澄すましたそれのまま、しかし双そう眸ぼうだけがきつく眇すがめられていた。

　この程度で取り乱さないで──無言のうちに、そう叱しつ責せきされたような気がした。

「……馬鹿言え。そんなわけないだろ。だいたい俺おれは、別に低血圧じゃない」

　そうだ、言われなくても分かっている。いや、分かっていなければならない。

　ロロットの隣となりを歩くとは、つまりそういうことなのだから。場合によっては、ロロット自身の手によって敷しかれた犠ぎ牲せいの上をも、進む覚かく悟ごが必要になるということなのだから。

　自分の足場の脆もろさに慄おののくのも、相手取るものの大きさに畏い怖ふするのも、すべて今いま更さらだった。

「…………問題山積だな」

　やがてチャイムが鳴り、燎と綾子が自分の席に戻る。担任が姿を見せて朝のＨＲが始まった。

　けれど卓巳は、周囲の諸もろ々もろの一切を外界に締しめ出だし、その後、ますます思考の海に深く潜もぐっていった。脳裏に想起されるのは、つい数刻前にアートレイア邸ていで会話した、はぐれイットの少女のこと──自分たちの前に新たに積まれた、ほとほと奇き妙みような問題についてだった。




　　　　○




　半身体アノマリー、緒お原はらラステルの昔語りは、さほど長いものではなかった。

「──つまり、要約すればこういうことか？」

　話が終わったあと、応接間は暫しばしの沈ちん黙もくに包まれた。それを率先して破ったのは、ラステルの真向かいに座る卓たく巳みだ。こういう場合、まず切り出すのは自分の役目だろうと感じていた。

「あんたは一〇年くらい前に、主人オーナーと一いつ緒しよに日本にやって来た。でも七年前、その主人──エーリカ・オハラって女ひとが誰だれかに殺されて、あんたは半身体アノマリーに変わった。以来、七年間もずっとこの屋や敷しきの屋根裏部屋で、食っちゃ寝しながら非生産的にイイご身分で生きてきた、と」

「は、はひ、そうれすっ。それで合ってまふっ」

　栗くり色いろの髪とハシバミ色の瞳ひとみを有す彼女が、嚙かみ嚙かみになりながら何度も頷うなずく。今しがたまで無感動に己が過去を曝ばく露ろしていた少女と、同一人物とは思えない狼狽うろたえっぷりだ。どちらが素なのかは、今のところ判断がつかない。と、そこでラステルは、ふと眉まゆを八の字に下げ、

「合ってます、けど……あのぉ、なんだか最後のほう、ちょっと悪意がありませんでした？」

「気のせいだ」

　突っぱねる。が、少し悪意のある物言いになったくらい勘かん弁べんしてほしい。何せここ数週間余り、ロロットと燎りようは元より、この屋敷に足あし繁しげく通っていた卓巳も、目の前にいる少女に動向をたびたびチェックされていたのだから。自分の隣となり、つまり同じソファーに腕を組んで腰掛けている燎りようが、のっけからぷりぷりきている理由も分かろうというものだった。

「……ふんっ、まったくプライバシーの侵しん害がいもいいところね。どうしてくれようかしら、このやり場のない怒いかり」

「や、やややり場がないなら、なんでわたしをそんな目で見るんですかぁ!?」

　案の定、燎に射殺すような視線を飛ばされ、ラステルがソファーに置かれていたクッションで顔を庇かばう。卓巳は思わず嘆たん息そくした。やっぱり、ちょっと頭が残念な娘こらしい。

「……燎、気持ちは分かるけど、あんまり怯おびえさすな。いちいち話が滞とどこおる」

「あら、女の子には甘いのね。相変わらずの節操なしで頭が下がるわ」

　いや、そうではない。そうではなく、もっと切実な問題として、ラステルの真価が分からないうちから、下へ手たに彼女と事を構えるような真ま似ねは避さけるべきだと、そう考えているだけだ。

　はぐれとはいえ、イットである以上、当然、ラステルも悪戯ミスチフを有しているだろう。それに幽ゆう霊れい屋敷の逸いつ話わ──幽霊の正体が彼女なのはもう疑いない──を思い返せば、この少女は数々の血ち腥なまぐさい惨さん劇げきを起こした張本人の可能性すらあるのだ。一見、人じん畜ちく無む害がいなふうではあるし、噂うわさも甚はなはだ信しん憑ぴよう性せいに欠けるものばかりだけれど、だからといって油断は禁物だった。

「そっか、エーリカ・オハラさんね。うん──うん、やっぱりそうだ」

　と、ここでようやくロロットが口を開いた。自分や燎りようとは違い、彼女は屋根裏に潜ひそんでいた人ならざる少女に、さして警戒心も抱いだいていないらしい。何やらしきりに頷うなずいていた。

「どうした？　知ってる名前か？」

「うん、知ってると言えば知ってるんだけど……あのね、タクミ。忘れちゃった？　ほら、ぼくの部屋にあるあの机。このお屋や敷しきに代々住んでた人たちが使ってた、すっごく古いやつ」

　無論、憶おぼえている。ロロットたちが住みだしてから初めてこの屋敷を訪れた日、彼女の部屋で見せてもらった年代物の机だ。確かその表面には、歴代の家主の名前が刻まれて──

「あ」

　ロロットが何を言いたいのか理解した。目線で問いかければ、普ふ段だんから記き憶おく力りよくに自信アリと公言して憚はばからないお転てん婆ばが、ちょっと誇ほこらしげな顔になって頷く。

「うん、あったよ。縦に並んだ名前の最後、先代の家主さんのところに『緒お原はら恵え理り佳か』って、ぜんぶ漢字で。たぶん、あれがラステルさんの主人オーナーさん──で、いいんだよね？」

「あ、はい。そうです。エーリカ、日本では名前を漢字表記にしてましたから」

　そう応じたラステルは、なんだか締まりのない顔つきになっていた。お茶菓子をちっちゃな手でパクつくロロットが可愛かわいいのだろう。今にも頰ほお擦ずりせんばかりのデレデレな笑顔だった。

「……じゃあ、わたしからも一つ質問していい？　すごくつまらないことかもしれないけど」

　続いて発言したのは燎だ。その口調からは、若じやつ干かん、角が取れている。ロロットが友好的な以上、一人だけつっけんどんに接していても意味がないと、ようやく気づいてくれたらしい。

「貴女あなたの名前、苗みよう字じの『緒原』は、その主人オーナーから取ったものなんだって分かるわ。でもファーストネームの『ラステル』っていうのは何？　自分でつけたの？」

「え、え～っと……あの、元はエーリカがつけてくれた、わたしのイット名なんです。でもそのまんまだと、全然、人の名前っぽくないから、それを勝手に文字って使ってて……」

「なら、俺おれからまた質問だ。お前、どうやって七年間も生活してた？　ロロットの話じゃ、屋根裏の隠かくし部屋には、かなり大量に私物があるそうじゃないか。金はどうしたんだ？」

　半身体アノマリーが従来のイットと、どれだけ違うものなのかは分からない。ひょっとすれば、何も食べなくても永遠に生きていける存在なのかもしれない。でも、私物がある以上、それらは順当にいけば購こう入にゆうしたもののはずだ。住民票さえ持っていそうにない、このラステルが。

「まさかとは思うが……全部かっぱらいましたとかって壮そう絶ぜつなオチじゃないだろうな？」

「なに、遂ついには窃せつ盗とう？　だとしたら最悪ね。貴女、いったい何十年、臭くさい飯を食べる気？」

「ふ、二人してなんでそんなに口が悪いんですか！　うぅ……ロ、ロロットちゃんのほうからも何かこう、びしっと言ってやってくださいよぅ！」

「ううん、言わないよ？　だって面白いもん」

　真顔で拒きよ否ひされ、ラステルが項垂うなだれる。しかし、今度はすぐに気を取り直したらしく、

「せ、窃せつ盗とうなんてしてません！　普ふ通つうにアルバイトして、お金を稼かせいだだけですっ！」

「「「アルバイト……？」」」

　三人で思わずハモった。なんだか、とても俗っぽい響ひびきだ。半身体アノマリーのうえ人間世界で幽ゆう霊れいをやっていて、おまけにフリーターだなんて、もはや天然記念物ものの珍ちん種しゆだろうと思う。

「駅前の『うりぼう』っていうケーキ屋さんなんですけど、知ってますか？」

「あ～……あった気もするな、そんな店。普通のケーキ屋っていうより、喫きつ茶さ店てんみたいに軽く食事もできる店だろ？　店員がみんなメイドの格好で、なぜか店長が三色染めの坊主頭な」

　そうっ、それです！　とラステルが首しゆ肯こうする。次いでロロットが不思議そうに尋たずねた。

「でも、どうやって採用してもらったの？　問題どっさりだと思うんだけど」

「あ、いえ、そのあたりは割とすんなりいったんですよ？　店長さんがとても親切な人で、わたしの身の上話を聞いたら、なんだか色々と便べん宜ぎを図ってくださって」

「待て。身の上話？　まさかお前、さっきの話をそっくりそのまましたわけじゃ……」

「もちろん違います。適当にお涙なみだ頂ちよう戴だい劇げきをでっちあげたら、まんまと信じてくれました♪」

「……ねぇ、やっぱりこの娘こ、突き出すべき場所に突き出さない？」

　卓たく巳みもだんだん、それがいいような気がしてきた。見た目によらず意外に強したたかというか、ちょっと人間社会を舐なめ過すぎのように思う。いや、あるいは何も考えていないだけか？

「じゃあさ、今度はぼくが質問してもいい？」

「ええ、もうなんでもド～ンときちゃってくださいっ」

　ここまでのやり取りで、もうすっかり打ち解けた気でいるラステルが、掌てのひらで胸を叩たたいて安やす請うけ合あいをする。けれどロロットは、彼女が思っているほど甘い女ではなかった。

「それで──ラステルさんは、これからどうしたいのかな？」

　その言葉に、なんだかやけに活気づいてきていたラステルの表情が、急に花が萎しおれるように曇くもった。相手の処しよ遇ぐうを一方的に言い渡すわけではなく、まず相手の気持ちを確かめる。それがロロットなりの筋の通し方であり、そして同時に厳しさでもあるだろう。

「どう、したいって……それは、ロロットちゃんが決めることじゃないですか」

「決めてもいいの？　ぼくが勝手に？」

「…………」

「じゃ、今すぐお屋や敷しきから出てって！　って言ったら、ラステルさんはそれに従うのかな？」

　ラステルが悔くやしげに下した唇くちびるを嚙かむ。その強い表情に、卓巳は意外さを覚える反面、どこか奇き妙みような納得も得ていた。彼女が七年間もこの屋敷に留まり続けたのは、やはり単に惰だ性せいだけが理由ではなかったらしい。もちろん、そこにどんな事情があるのかは、大まかに見当はつけられても、みだりに余人が「分かった」などと口にしてはいけないことだけれど。

　やがてラステルが勢い良く顔を上げる。その目には、はっきりと怒いかりの色があった。

「だ、だったら……ッ、わたしが『ここにいさせてください』って頼めば、ロロットちゃんはそれを認めてくれるって言うんですか！」

「うん、いいよ」

「ほらっ、やっぱりいいんじゃないですか！　どうせいいなら、最初からわたしの気持ちなんて訊きかなきゃ──って、あれ？」

　言葉が止まる。ラステルの瞳ひとみが大きく見開かれた。対してロロットは、いつもどおりの明あけ透すけな笑みだ。卓たく巳みは奇くしくも燎りようと揃そろって溜ため息いきをついてしまった。あぁ、やっぱり、と。

「……一応、言っておくけど、わたしは反対よ？　だってこの娘こ、犯罪者だし」

「そうだな。俺おれも反対だ。現時点じゃ信用できるだけの材料がない」

「にへへ。なのにありがとうね、二人とも」

「「はいはい、どういたしまして」」

　異口同音に返す。続いて燎が、天てん井じようを見上げながら言った。

「となると、まずは二階のどこかに新しい寝しん室しつを作らなきゃいけないわね」

「うん、空き部屋自体はいっぱいあるけどね。ラステルさん、どれか使いたい部屋はある？」

「は、あ……へ？」

「今のまま屋根裏部屋がいいって言うなら、それでもオッケーなんだけど」

「そうね。まだ学校に行くまで少し時間があるし、当たりだけでもつけておきましょうか」

　燎が言って立ち上がる。ロロットもそれに倣ならった。まぁ、屋や敷しきのことはあの二人に任せておけばいいだろう。卓巳はそう判断し、ソファーに深く身を沈しずめて、紅茶のカップを手に取る。

　そんななか、唯ゆい一いつ、ラステルだけが置いてぼりを食った顔で、ぽか～んとしていた。

「え……あ、あの、ちょっ……待ってください？」

　ようやく我に返ったか、ラステルが混乱した様子で応接間を出て行く二人を呼び止めようとする。しかし、卓巳はそんな彼女を、言葉少なに押し留めた。

「いいんだよ」

「い、いいって、そんなっ……だってこんな簡単に……」

「だからいいんだって、余計なことは。ロロットがそう決めたんだから」

　ラステルが二の句を失う。啞あ然ぜんとこちらを凝ぎよう視ししてくるけれど、卓巳は敢あえて素知らぬ顔で紅茶を飲み続けた。これ以上、何か言葉を求められても、語る舌を持たなかったからだ。

「本当に──」

　やがて、どれくらい経った頃ころか。彼女が迷い子のように頼りない声で、ぽつりと呟つぶやいた。

「本当に、いいんでしょうか？」

　そう念押しされ、思わず苦笑する。まったく、心配性にもほどがある。だからせめて「しつこいぞ」と冗じよう談だんめかして返し、ラステルを安心させてやろうとして、

「わたしは、本当に……『変わらない』ままでいいんでしょうか……？」

　しかし、続けて発せられたその言葉に、今度は卓たく巳みが驚おどろいて目の前の少女を見み詰つめた。

　伏ふし目めがちになったラステルの口元には、またあの笑みが浮かんでいた。胸のつかえが全部下りたように安らいでいるくせ、どこか相あい対たいした者を不安にさせるあの笑みだ。

「お前……」

　何かひどくいたたまれないものに胸を衝つかれ、その正体がなんなのか分からないまま、反射的に口を開こうとする。しかし、その先をはっきりと言葉にする前に、

「ラステルさ～ん、何やってるの～!?」

　部屋の外からロロットの呼び声が聞こえた。それで卓巳は思わず台詞せりふの先を吞のみ込こみ、一いつ瞬しゆん、場に流れかけた言い知れぬ空気も、たちどころに霧む散さんしてしまう。

「も～っ！　ラステルさんがいなきゃ、部屋、決めらんないよ～!?」

「あ……は、は～いっ！　今、行きま～す！」

　ラステルが慌あわてて立ち上がる。ティーカップの中身を飲み干し、お茶ちや請うけをあるだけリスみたく頰ほおに詰め込んで。貧乏性が染みついたような、女の子らしからぬ振る舞いだ。そして、その振る舞いを見せたときには、既すでに彼女の表情はただのお人好しなそれへと戻っていた。

　けれど、それでも卓巳は、部屋をあとにするラステルの背中を、なんとなく目で追ってしまう。たった今見た彼女の笑顔が、どういうわけか胸の奥おくにしこりのように残り続けていた。

　──わたしは、本当に……変わらないままでいいんでしょうか……？

　どこか渇かわいて聞こえたその言葉と共に、暫しばらくのあいだずっと。




　　　　○




「半身体アノマリーはね、妖精郷テイル・ナ・ノーグにとっての人権問題に繫つながってくるのよ」

　昼休み。朝のラステルとのやり取りを思い出した卓巳は、燎りようと連れ立って高等部校舎の屋上に来ていた。彼女から半身体アノマリーについて詳くわしい話を聞くためだ。

　叶かのう乃の宮みや学がく園えんでは本来、生徒の屋上への立ち入りは固く禁じられている。そのため周囲に人ひと気けは皆無だった。わざわざ小人たちに鍵かぎを開けさせた甲か斐いがあったというものだ。

　ちなみにロロットはいない。さっき届いたメールによれば、今日は優ゆう乃のやネアラと昼食を摂とるらしい。婚約者フイアンセとしては寂さびしい限りだけど、素直に心情を吐と露ろすれば男が廃すたるのだった。

　ともあれ、卓巳は弁当──今日は母製だ──の赤飯を口に運ぶのをやめ、隣となりに座った燎りように胡う乱ろんげな視線を向けた。なんというか、非常に不ふ穏おんな言葉を聞いてしまった気がしたからだ。

「……人権問題？」

「厳密には『人』権じゃないけれどね」

　言葉の綾あやなんてどうでもいい。卓巳は手短に「もっと詳くわしく」と先を促うながした。

「察しはつくでしょ？　何しろ半身体アノマリーはイットだもの。周囲の目も自ずと決まってくるわ。大半の妖精使いチエンジリングは自分に従って当然の道具としか捉とらえないし、その妖精使いチエンジリングを見下している翅族アルフだって認識はどっこいよ。例たとえ国際法で半身体アノマリーの権利が定められていたとしても、ね」

　フェンスに寄りかかって屋上に直に腰を下ろした燎りようは、手製の弁当を食べながら流れるように続ける。昨日、中庭で昼食を摂ったときも思ったけれど、彼女の弁当箱は割と大きめだ。

「近年まではその国際法さえなかったから、それ以前の半身体アノマリーの扱あつかいは本当に酷ひどいものだったらしいわ。文字通り『人間じゃない』って論法で、奴ど隷れいどころか殆ほとんど家か畜ちく同然に公然と酷こく使しされるような状じよう況きようが、とても長く続いたのよ」

「……あんまりだな。半身体アノマリーはちゃんと人間とコミュニケーションだって取れるんだろ？」

「ええ。半身体アノマリーになる際、イットは主人オーナーの精神の逆流で、明確な自我を形成するから。記き憶おくもたまに引き継ぐ例があるみたいだし。喋しやべれない半身体アノマリーなんていないわ」

　だったら、と差さし挟はさみかけた反はん駁ばくを、しかし燎がぴっと箸はしの先をこちらに向けてきて遮さえぎる。

「でも、考えてもみて？　もし貴方あなたの前に現れた半身体アノマリーがラステルじゃなく、もっとずっと人間離れした個体だったら？　そのうえ、その異い形ぎようは手た綱づなを握にぎる者がおらず、あまつさえ自己判断で周囲への認識のフィルターを除去して、一般人の目に触ふれることもできるとしたら？」

「……なるほど。そういうことか」

　ラステルはたまたま人型だったから、忌き避ひ感かんもゼロで済んだ。でも、もし初めて見た半身体アノマリーがもっと奇き態たいな外見だったなら、確かに卓たく巳みの第一印象はまた別のものになっていただろう。

「けど、だとすると今度は、なんで翅族アルフたちが半身体アノマリーの権利を認めたのかが分からないな」

　何せ人間世界で生まれ育った卓巳でさえ、少し話を聞いただけで半身体アノマリーの迫はく害がい理由を、おおよそ察してしまえたのだ。妖精郷テイル・ナ・ノーグの住人が彼らの境きよう遇ぐうに理解を示すなんてあるだろうか。

「簡単よ。痛い目を見たから、そうせざるを得なくなっただけ」

「痛い目？」

「言ったでしょ？　半身体アノマリーには明確に手綱を握る者がいないの。それにイットだから、当然、みんな悪戯ミスチフを持ってる。発生の仕方が特異なせいで絶対数こそ少ないけれど、それでも飢うえや寿命で死ぬことはないから、気が遠くなるほどの時間をかければ数だって増えていくわ。あとは率いる指導者と、彼らの憎ぞう悪おが煮に立だち切って沸ふつ騰とうするのがいつになるかの問題だった」

　そこから先は聞かなくても大方の見当がついた。つまり、妖精郷テイル・ナ・ノーグの住人たちは無む根こん拠きよな上位主義を貫き続けた結果、歴史のどこかで半身体アノマリーたちから激げき烈れつなしっぺ返しを喰くらったわけだ。

「寧むしろ半身体アノマリーたちはよく我が慢まんしたほうよ。個体数が増えて、期が熟すのを待っていただけかもしれないけれど……それでも、もっと早く反乱を起こすことは可能だったはずだもの」

「なんで半身体アノマリーたちは、そんな辛つらい境遇を長々と受け容れ続けたんだ？」

「……たぶん、信じていたからでしょうね。翅族アルフについて何を思っていたかは知らないけど、少なくとも人間のことは信じていた。いいえ、信じたかったんだと思うわ」

　人間を信じたかった。その言葉に思わされることがあって、卓巳は暫ざん時じのあいだ押おし黙だまる。

「半身体アノマリーたちによる大規模な反乱──独立戦争は長く続いたわ。妖精郷テイル・ナ・ノーグのとある宗教国が、教義上の理由から半身体アノマリーたちを殊こと更さらに蔑べつ視ししていたことと、何より彼らの尊厳を決定的に貶おとしめる曰いわくつきの〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉を多数所持していたせいで、ゆうに一〇〇年以上も戦争状態が続いてしまった。最後のほうになるともう、結成された連合軍側の他国は泥どろ沼ぬま化かした戦いに飽あき飽あきしていて、殆ほとんどその一国だけが半身体アノマリーたちと対立していたみたいね」

　少し眉まゆを顰ひそめる。宗教国？　翅族アルフが神を信じるのか？　なんだかピンとこない話だ。

「そして、遂ついに戦争に関わっていなかった他の国々までもが、業ごうを煮にやして一いつ斉せいに介かい入にゆうする形で、やっと両者の争いは水入りになったの。その直後──つまり今から三世紀くらい前ね。半身体アノマリーの権利を保証する国際法が制定され、彼らは主権も得て念願の独立国家を建設したわ」

　さすがにそこで卓たく巳みは噴ふいてしまった。燎りようが「……汚いわね」と僅わずかに顔をしかめる。

「ど……独立国家？　妖精郷テイル・ナ・ノーグには、半身体アノマリーの国があるのか？」

「ええ、『ザナドゥ共和国』。妖精郷テイル・ナ・ノーグで唯ゆい一いつ、翅族アルフ以外の知的生物が治める国よ」

　おいおい、と卓巳は頰ほおを引ひき攣つらせた。話がデカイ。何より問題が根深い。燎がラステルをあれほど厄やつ介かい視ししていた理由が、ようやく大まかにだけれど分かりかけてきた。

「ザナドゥは、建国から暫しばらくは鎖さ国こく状態にあった。それも当然ね。だって人間や翅族アルフに関わってもロクなことがないって、彼らは身を以もって学んでいたんだから。でも、最近になって事情が変わってきて、つい数年前、妖精郷テイル・ナ・ノーグの国際連盟に加盟届けを提出したの。まだ受理はされてないけど、まぁ時間の問題だと思うわ。なぜ彼らが、突とつ然ぜん、そんな行動に出たか分かる？」

「ああ、たぶんな。原因はサミットだろ？」

「正解よ。場合によっては妖精郷テイル・ナ・ノーグに人間世界の文化、ゆくゆくは人間そのものが流入してくるかもしれない事態だもの。イットという存在に耐性がない一般人が大量に妖精郷テイル・ナ・ノーグを訪れるなんてことになったら、また自分たちへの風当たりが強まる可能性があるって考えたのね」

「……でも、だとするとロロットの元に半身体アノマリーがいるのって、どう考えてもまずくないか？」

「だから、まずいのよ。何かあったとき、突つき崩くずされる取っ掛かりにされかねないわ」

　何しろロロットは、全方位、どこかしこも敵だらけだ。対立している保守派は元より、過激な改革姿勢から同派からも疎うとまれている。そして有事の際、助けてくれる味方がいないということは、つまりどんな些さ細さいな傷も致ち命めい傷しように繫つながりかねないということなのだ。

「アヴァロンの王女が、半身体アノマリーの少女と暮らしてるなんて知れたら、間違いなく鬼おにの首を取ったように騒さわぎ出す連中がいるわ。下へ手たをすれば、ザナドゥだって敵に回すかも知れない」

「……だな。けど、こればっかりは仕方ないさ。何しろロロットが決めたことなんだ。ラステルやあいつの元主人オーナーのエーリカに不満をぶつけたところで詮せんないしな」

　と、そこで燎が表情を翳かげらせた。まるで喉のどの奥おくに魚の骨が刺さりでもしたかのように。

「エーリカ……エーリカ・オハラ…………やっぱり聞き覚えがある気がするわね」

「？　聞き覚え？　例の机に刻まれてた名前を見たんじゃなくてか？」

「違うわ。もっと別の場所で確かに聞いたのよ。ラステルがその名前を口にしたときから、少し引っ掛かってたの。……どこだったかしら？　エーリカ・オハラ、エーリカ・オハラ……」

　ぶつぶつとエーリカの名前を繰り返す燎りよう。と、そこで不意に、どこからか聞き慣れた声がした。

『ヒーホウ！　ぼく、先取点～っ！』

　フェンス越しに地上を見下ろせば、中庭に見覚えのある三人組がいる。そのうちの二人は体操着姿で、何やらバドミントンによる白熱した勝負を繰り広げていた。昨日と同じく、その周りには人だかりの山。見たまんまの状じよう況きようではあったけれど、卓たく巳みは胡う乱ろんげに呟つぶやいてしまった。

「……何やってんだ、あいつら」




　　　　○




　よしっ、会心のサービスエース！　そう確信するに足る鋭するどさでコートのアウトラインぎりぎりに落ちかけたシャトルは、しかし金髪の小こ悪あく魔まが思いがけないダッシュ力を見せ、リターンエースとなって自じ陣じんのコートに突つき刺ささった。

「ヒーホウ！　ぼく、先取点～っ！」

　ラケットを振り回して見得を切り、周囲の観客へアピールしながら、金髪の小悪魔が勝かち誇ほこる。審しん判ぱんがどうでも良さげに「〇‐１」と告げ、優ゆう乃のはたまらず戦国武将のように唸うなった。

「おのれぇい、ちんちくりんの小悪魔が！　どこにそんな力を持つかぁ！」

「えー、ぼくは悪魔じゃなくて妖よう精せいだよ？」

「るっさい！　どっちも似たようなもんでしょ！」

「違うってば。悪魔は等価交換で悪いことするでしょ？　でも妖精はただの気き紛まぐれで悪事を働くでしょ？　そのうえ可愛かわいいから、みんなに許してもらえるでしょ？　ほら、全然違うっ」

「なおさら悪いわぁぁぁ！」

　醜みにくい言い争いを経て、そして当然のように再開される、泣く子も黙だまる壮そう絶ぜつなラリー。

　たかが遊びと一笑に付せない気き迫はくで以もって、少女たちは激しくぶつかり合う。観客たちもいつしか異様な熱気に包まれて、惜おしみないエールを両選手に向けていた。ただ一人、審しん判ぱん役やくのネアラだけがマイペースで「今のなんとなくアウトです」と微び妙みような判定を下し続けている。

　なぜ急に女の戦いが勃ぼつ発ぱつしたのか、それは優ゆ乃のにも分からない。いや、そもそも理由なんて特になかったかもしれない。ただ、昼休みが始まるなり、古来より伝わる決けつ闘とう作法に則って、用務員室から無断で拝借してきた軍手を、ロロットに投げつけたところまでは憶おぼえている。

　──女と女、一対一の勝負よ！

　──えへへ、受けて立つよ！

　そんなやり取りを交わした記き憶おくもある。だからたぶん、そういうことなのだろう。

「約束っ、ちゃんと守る気あるんでしょうね!?」

「もちろんっ！　ぼくが勝ったら、タクミはぼくのものだからね！」

「あたしが勝ったら、お兄は一生あたしのお兄よ！」

「いえ、お兄さんは何があっても一生、優ゆう乃ののお兄さんだと思いますが」

「ネアラは黙だまってて！　理り屈くつじゃないの！　これはねっ、女の意地とプライドの問題なの！」

「あと、ぼくが勝ったらユーノはぼくの友達で、お父様とお母様にも挨あい拶さつさせてもらって、タクミが隠かくし持ってるえっちな本の隠し場所も全部、教えてもらうからね！」

「それ、なんかレートに随ずい分ぶんと差がありませんか？」

「上等ぉ！　お兄の秘蔵コレクションの特とく殊しゆさに恐おそれ戦おののくがいいわ！」

　途と中ちゆうで頭上から「いや、俺おれの部屋にあるのは啓けい太たのだぞ!?」と悲鳴が降ってきた気もするけれど、たぶん幻げん聴ちようだろう。気にせず一進一退の攻こう防ぼうは続き、やがて両者共にマッチポイント。

「ふ、ふふ……な、なかなか……やるじゃない、あんた……」

「え、えへへ……それは、こっちの……台詞せりふだってば、ユーノ……」

　息も絶え絶えになりながら、互いに相手の健けん闘とうを称たたえ合う。しかし残念ながら、この勝負に半はん端ぱな落としどころは存在しない。殺とるか殺とられるかの大一番なのだ。この重要な局面でサーブ権を入手した優乃は、シャトルをガットの上で跳はねさせながら、立ちはだかる宿敵を見み据すえる。蜂はち蜜みつ色いろの髪を一本に纏まとめたロロットは、疲れてなお意い気き揚よう々ようとした姿勢を崩くずさなかった。

「ふぅ～……や、でもびっくりした。ぼく、けっこう運動神経には自信あったのに、ここまでもつれ込むとは思わなかったよ。ユーノってば、ほんとにタクミのこと好きなんだね」

　手ての甲こうで汗あせを拭ぬぐいながら彼女が話しかけてくる。よく聞く意見だ。これまでにも大勢の人間が似たようなことを言った。啓太、友達、近所の奥様方、果ては両親まで。誰だれも彼もが口を揃そろえて、お兄ちゃんが好きなんだね──まったく、いい加減、耳にたこが出来そうだ。

　なので優乃は口元を歪ゆがめた。相手の的外れな言葉を、いつものように鼻で笑い飛ばす。

「ふふん。意外となんにも分かってないじゃん、あんた」

「え、何が？」

「好きとか嫌きらいとかじゃないの。そういう問題じゃなくて、ただ、お兄はあたしのお兄で、あたしはお兄の妹なの。分かる？　だから婚約者フイアンセなんて──そう簡単に認められるかっつの！」

　理屈にならない理屈。でも、優乃のなかでは明々白々な事実だ。兄が女を作るなら、まず妹に話を通す。これ、世界の常識。

「……そっか。うん、そうだね。確かにぼくには、ちょっと難しい話かも」

「もしあんたに兄貴がいれば、きっと一発で分かったわよ」

　ロロットが押おし黙だまった。なぜか納得と、そして微かすかに儚はかなげなものを、表情に混在させて。

　たぶん言い負かしてやれたのだろう。そう解釈し、ならば今のうちに渾こん身しんのサーブを叩たたき込こんでやると画策する。しかし、ラケットを振り上げたところで、

「よし、だったらこうしよう！　今日からぼくも、タクミの妹になるよ！」

「なおさら認められるかぁ！」

　怒いかりのあまりラケットを放り出し、優ゆう乃のはそのまま場外乱らん闘とうに突とつ入にゆうした。




　　　　○




「……驚おどろいた。まさか、うちの野や獣じゆうに勝つなんてな」

　放課後、ロロットと燎の三人で学校を出た卓たく巳みは、もう何度目になるかも知れない感かん嘆たんの声を洩もらした。ワニを背負って隣となりを歩くロロットが、得意満面で武勇伝を聞かせてくれる。

「えへへ、すごいでしょ？　ぼく、こう見えても結構やんちゃなんだから」

「ああ。こう見えても何も、お前はやんちゃ以外の何者でもないけど、でもすごいよ」

　昼休みの『なんでもありバーリトウード』の話だ。本気の取っ組み合いになれば、男の自分でさえ手を焼く優乃を、まさか最後は卍まんじ固がためで締しめ落おとすとは。あんな技、いったいどこで覚えたのやら。

「ふふ、なんだか昔を思い出すわね。小さい頃、よく貴女あなたに一三翅し族ぞくの娘たちが苛いじめられてたときのことを。オフィリアやグリシナなんか、しょっちゅう泣かされてなかった？」

　微笑ほほえましげにそう言ったのは燎りようだ。でも、語る内容が表情と合っていない気がする。

「うん、いっ～ぱい嬉うれし泣きしてたね。もうやめてもうやめてって、二人ともすぐ遠えん慮りよするんだもん。オフィリアは馬の役が上手で、グリシナは泥どろ団だん子ごをほんとに食べる達人だったかな」

「……ツッコまない、俺おれはツッコまないぞ」

　ともあれ、昼休みの敗戦がよほどショックだったのか、その後の優乃はまるで真っ白に燃え尽つきた灰のようだったという。おかげで今日は、なんの妨ぼう害がいを受けることもなく、すんなりと下校することができた。これから先もずっとこうなら、実にありがたいのだけれど。

　もっとも、今日はこのまま屋や敷しきへ直行するわけにもいかない事情がある。今から少し三人で寄るところがあるのだ。前々から予定されていたことなので、卓たく巳みもとうに覚かく悟ごはできていた。

「わたしとしては、できれば早く帰ってラステルの様子を確認したいところなんだけどね」

「でもラステルさん、アルバイトがあるんでしょ？　まだ帰って来てないんじゃない？」

「なるべく一人にさせておきたくないのよ。何をするか知れたものじゃないし」

「あ、リョウってばひどい。……ひょっとして、ラステルさんのこと嫌きらいなの？」

「いいえ、今のところ好きでも嫌いでもないわ。でも、そういう問題でもないのよ」

　ロロットの言葉には従う。が、だからといって他者を易やす々やすと信用もしない。まぁ、護衛役としては当然の心得だろう。誰だれかを護まもるということは、それ以外を疑うということなのだから。

「なんだったら、お前だけ屋敷に帰るか？　……一人で帰れればの話だけど」

　左と言えば右に行き、右と言えば左に行く。天あまの邪じや鬼くなのではなく、根本的に方向感覚に難のある人、それが燎だ。だから、こちらの発言を当てこすりとでも思ったか、

「……うるさいわね。そう言う貴方あなたこそ留守番がお似合いよ。合あい鍵かぎは持ってるんでしょ？」

「持ってる。けどな、それこそ無理な注文だろ。先方はロロットだけじゃなく、俺おれにも来いって言って──ん？　なんか見た顔がいるな？」

　他愛もない会話をしながら学校近くのバス停に到とう着ちやくする。と、そこにはこの二日間、やけにお目にかかる機会が多かった、あの少女の姿があった。遠くからでも一目で誰だれか分かるアルビノじみた容姿。そのくせ注視しようとすると幻まぼろしのように細部が溶とける、ひどく淡あわい居住まい。

　佐伯さえきネアラだった。そんな彼女の元に、ロロットがすかさず駆かけ寄よってゆく。

「ヒーホウ、ネアラ！　今帰り？」

「？　おや、誰かと思えば」

　待合所のベンチに何をするでもなく腰掛けていたネアラが、ぼんやりとこちらに振り返った。

「ＨＲのあと、いの一番に教室を飛び出して行った貴女あなたが、なぜわたしのあとから？」

「タクミがお掃そう除じ当番だったから、今まで終わるの待ってたの」

「なるほど。仲がよろしくて大変結構ですね。ええ、この腐くされバカップルが」

「にへへ、やだなぁもぅ！　ネアラってばお上じよう手ずなんだからっ！」

　闇やみ雲くもに毒を吐はくネアラの芸風も、残念ながらロロットには暖簾のれんに腕押しだ。ばしばしと照てれ隠かくしに背中を叩たたかれ、彼女が珍めずらしく如によ実じつに迷めい惑わくそうな、且かつやりにくそうな面持ちになった。

「あっと、そうだ。──ネアラ、ユーノってあれからどうだった？　ぼくが声をかけても、ほっぺ引っ張っても全然、反応しなかったんだけど、やっぱりまだ落ち込んでた？」

「ばっちり抜ぬけ殻がらでしたね。死し刑けい囚しゆうにも劣る意い気き消しよう沈ちんっぷりでした」

　あちゃ～、とロロットが額を叩たたく。どうやら妹は重傷らしい。まぁ、あれはニワトリ頭なので、さほど心配する必要もないと思うけれど。続いてネアラはこちらに視線を向けてきて、

「こんには、お兄さん。真ま崎さきさん。今日は皆さんお揃そろいでどちらへ？」

「ああ、これからちょっと……あ～、うん、その……あれだ。野や暮ぼ用ようでな」

「そうですか。広範囲で如い何か様ようにも解釈できる不親切な説明、どうもありがとうございます」

「……見事な嫌いや味みね。ちょっと尊敬するわ」

「ネアラはこれからどこ行くの？　普ふ通つうに帰るだけ？」

「いえ、わたしもこれから少し野暮用がありまして。ええ、野暮用がありまして」

「……見事な嫌味だな。ちょっと尊敬するぞ」

「バラしてしまえば、市役所に行くんです。何を隠そう野暮用がありまして」

　三回も言うなっ。というツッコミも忘れて、卓たく巳みは思わず目を瞬しばたたかせてしまった。

「市役所？」

「はい、市役所です。もしくは市庁舎、あるいは単に役場でも構いませんが」

　平へい坦たんな声でそう返され、卓巳は思わずロロットや燎りようと顔を見合わせてしまった。

　なんとも奇き妙みような巡めぐり会あわせだ。こうなってくるともう、いくら行き先を隠かくしたところで意味がない。なので卓巳は、ばつ悪く頭を搔かきながらネアラに告げた。

「……そりゃ奇き遇ぐうだな。実は俺おれたちも市役所に野や暮ぼ用ようがあるんだ」




　バスに揺られること二〇分。駅からも繁はん華か街がいからも住宅街からも微び妙みように離れているという、やや辺へん鄙ぴな場所に建つ羽は々ば根ね市庁舎は、至って普ふ通つうの箱型建造物だった。

　道中、なんの因果か四人連れとなった卓たく巳みたちは、ロビーを抜けて受付にまず面会の予約があることを告げ、そのまま案内に従って五階に向かった。

　灰色の廊ろう下かを進み、エレベーターで五階に上がったのち、更さらにそこから四人でぞろぞろと廊ろう下かを進む。学生には縁えんがない市の中ちゆう枢すう内部は、さりとて面白いものも見つからなかった。

　時折、職員ともすれ違った。が、不思議だったのは、そんな彼らの態度だ。

「……ねぇ、今の人もぼくたちにお辞じ儀ぎしてたよ？」

　小声で呟つぶやいたロロットに、卓巳も神しん妙みように「そうだな」と返す。どういうわけか市庁舎に入ってからというもの、会う役人会う役人がみんなしてお辞儀をしてゆくのだ。ただの会え釈しやくならいざ知らず、子供だらけの編制の自分たちに向けて、いい大人が揃そろいも揃って。

　おかしな話だ。そして何よりおかしいのは、そのお辞儀が根本的なところでは卓巳たち全員にではなく、たった一人に向けられている点だった。

「……というか、お前はどこまでついて来る気なんだ？」

「失敬な。わたしはわたしの野暮用を果たすために、ここにいるだけです」

　明らかに職員たちを敬服させている謎なぞだらけの少女が、やはり謎だらけのことを言う。

　案内板を見た限り、一般の要件に対応する窓口は、殆ほとんど二、三階に集中していたはずだ。なのに佐伯さえきネアラは、自分たちと共に五階まで上がって来て、さも当然とばかりに廊下を闊かつ歩ぽしている。おまけに周囲のあの反応だ。彼女の野暮用とやらが、いよいよ気になるところだった。

「そう不ふ審しんげにしないでください。ただ、わたしの身内がここで働いているだけですから」

「身内？　なら、その相手に会いに来たってことか？」

　親が高い地位の公務員か何かで、周りもそれを知っているのだとすれば、お辞儀をされても別に不思議ではないのかもしれない。などと、自分を無理矢理に納得させてみる。

　が、しかしやがて辿たどり着ついた目的の部屋──市長室のドアを、いきなりネアラがノックもなしに開けたときには、さすがに心臓が止まるかと思った。

「お帰りなさいませ、ネアラ様」

　けれど、想像していたような叱しつ責せきを受けることはなかった。代わりに部屋のなかから聞こえてきたのは、なんだかやけに品のいい穏おだやかな男性の声だ。

　その声に、卓巳は僅わずかに躊躇ためらったのち、恐おそる恐おそる入り口から内部の様子を窺うかがった。広いけれど想像していたほどではない室内、パノラマの窓を背景にどっしりと置かれたマホガニーデスクのすぐ脇わきに、誰だれかが背筋をぴんと伸ばした姿勢で佇たたずんでいた。

　執事だ。

　燕えん尾び服ふくを身に纏まとい、割と気温が高い今日のような日に、きっちりと白しろ手て袋ぶくろまで嵌はめた、どこからどう見ても完かん璧ぺきな執事。それが、なぜか市長室のなかにいた。

「わたしは、ここを『帰ってくる場所』とは定義していないのですがね」

　平然と室内に踏み入ったネアラが、やはりいつもの調子で抑よく揚ようなく返す。そんな彼女に慇いん懃ぎんに一礼してみせる執事はまだ若く、せいぜい二〇代半ばかそこらの中性的な男性だった。

　オールバックにした黒髪。銀ぎん縁ぶちの飾り気のない眼鏡めがね。細ほそ面おもてながらも切れ者を窺うかがわせる、碩せき学がく然とした双そう眸ぼう。けれど、その口元は常に優しく笑み、ともすればキツくもなりがちな自身の印象を随ずい分ぶんと和らげている。何もかもが決まり過ぎていて、同性には煙たがられるタイプだろう。

　ネアラはそんな執事の傍かたわらを素通りしながら、更さらに続けた。

「ここはわたしの戦場です。そして戦場とは、いついかなるときも出向く場所です」

「ええ、存じておりますとも。ですが他に適切な言葉も、なかなか見つからないものでして」

「だからといってわたしは、貴方あなたに『ただいま』を言う気はありませんよ？」

　存じておりますとも、と同じ台詞せりふでにこやかに返答してみせる執事を余よ所そに、ネアラがマホガニーのデスクから椅い子すを引いて、慣れた所作でそこに腰掛ける。

　つまりは、羽は々ば根ね市し市長の椅子に。
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「──ヒーホウ」

　ネアラが言った。衝しよう撃げきで頭が麻ま痺ひしている卓たく巳みたちに向けて、『妖精郷テイル・ナ・ノーグ流の挨あい拶さつ』で。

「と、今さら改まって挨拶するのも、なんだかおかしな気がしますね。でも、こうして公的に顔を合わせるのが初めてな以上、やはりここは礼れい儀ぎとして言っておこうかと思います」

　デスクの上に両りよう肘ひじが置かれる。立てられた腕の先で指が絡からみ合あう。そこに頤おとがいを乗せるようにしながら、ネアラは昨日、卓たく巳みが中庭で覚えた違和感の正体を、今やはっきりと口にした。

「ヒーホウ、アヴァロン第一王女、ロロット・ニエンテ・アートレイア殿でん下か。わたしが羽は々ば根ね市市長、佐伯さえきネアラです」




　羽々根市の市長から『一度、直じかに会って話がしたい』という旨むねの連絡があったのは、ロイヤルハント号が墜つい落らくしたあの事件から、三日と経たないうちのことだった。

　現在、羽々根市はアヴァロンの王都と、人知れず姉妹都市の関係を結んでいる。フェアリーガーデン・プロジェクト──略りやく称しようＦＧＰのスムーズな遂すい行こうのため、アヴァロンが現地都市との密接な繫つながりを欲したからだ。その結果、アヴァロンは二年後のガーデン完成に先さき駆がけて羽は々ば根ね市しに翅族アルフを派は遣けんし、どんな手法によってかその何者かを市長の座に据すえた。

　市長に就任した翅族アルフが誰だれなのかは不明。少なくともアヴァロン国内では、保守派の動きを警けい戒かいしてか、その素性は徹てつ底てい的てきに秘匿されていたという。

　アートレイア邸ていに電話をかけてきた人物もまた、件くだんの市長その人ではなかった。ロロットの話によれば相手はただの一役人で、彼女がいくら「市長本人と直接、話をさせてほしい」と頼んでも、多忙を理由に断わられたらしい。常識で考えれば、ひどいマナー違反だ。会見場所や日時ついてなんの相談もなく、他者を介かいしてこちらを一方的に呼びつけるなんて。

　しかし、それでもロロットは相手の申し入れを了承した。かねてからこの街の行政のトップとコンタクトを取りたがっていた彼女にとって、向こうからの誘さそいは渡りに舟だったのだ。

　斯かくしてロロットは、今日この日、卓巳と燎りようを伴って市庁舎に赴おもむいた。

　どうせ近々会う相手なんだし、と対談相手の顔さえ満足に知らないまま、だ。

「……でもな、普ふ通つうに考えてみろ。これは詐さ欺ぎだろ？」

「何がですか？」

　市長室にある対談用のソファーに移動したネアラは、長机を挟はさんで斜はす向むかいに座るこちらへ、感情の薄い声色で問うてきた。卓巳は苛いら々いらとこめかみを指で叩たたきながら続ける。

「何もかもがだ。なんでお前が市長なんだ？　法的に不可能だろうが」

　アヴァロンならともかく、羽々根市でなら市長が何者か洗うのは、さしたる手間ではなかったと思う。けれど、本来、ロロットに代わってリサーチなどの細ほそ々ぼそとした裏方を務めるはずの卓巳と燎りようは、その些さ細さいな手間を省いた。見ず知らずの翅族アルフ、しかも多分に洩もれず年配の男性だろう相手の顔など事前に知ったところで、何がどうなるものでもないと思ったからだ。

「なのに中学生が市長って……いったい、なんの冗じよう談だんだよ？」

「甘いですね、お兄さん。現在の日本は経済不調から立ち直るため、アヴァロンからＦＧＰの話を持ちかけられて以降、今なお彼かの国に莫ばく大だいな借金を作り続けているんですよ。公式にはあくまで善意の支し援えん、ということになっていますが、でもだからといって本当に無む償しようなんて美う味まい話があるはずもないでしょう？　何より日本人は律儀りちぎな方々ですから」

　なるほど。無タ料ダより高くつくものはない、か。露ろ骨こつに強ゆ請するような真ま似ねをして両国間の関係を悪化させずとも、日本政府が自ずと便べん宜ぎを図りたくなるような状じよう況きようさえあればいいわけだ。

「まぁ、それだけだと妖精郷テイル・ナ・ノーグの実在を知らない一般の方々は納得しないでしょうから、わたしの年齢は書類上では二九歳ということになっています。超若作りの美女市長として、ちょっと前までは『子供市長』なんて肩書きで世間を賑にぎわせていたんですが。知りませんか？」

　テレビにも何度か出演したことがあるんですよ、とネアラが自じ慢まんするふうでもなく語る。

「……子供市長って言葉は、どこかで聞いた気もするけどな。たぶん新聞か何かだと思うが」

「そうですか。まぁ、予想できたことではありますね。わたしのことを知っていれば、昨日会った時点で気づいたはずですから。一応、それとなく確認させてもらいましたし」

「あの台詞せりふか」

　──言いたかありませんが、わたしも王女と同じ『青めの果実』なので。

　昨日、ネアラは中庭で確かにそう口にしたのだ。ロロットのことを、はっきり『王女』と。

「わたしの口から『王女』という単語を聞いて、それでもすぐにわたしの正体を連想できないなら、単にど忘れしているだけという線もなさそうですしね」

「なら、さっき貴女あなたが言っていた『ここで働く身内』っていうのはなんなの？　あれは噓うそ？」

　ロロットを挟はさんで卓たく巳みの左側に座る燎が尋たずねた。続けて真ん中のロロットが、室内にいる最後の人物、ネアラの傍かたわらに従しよう容ようと佇たたずむ例の執事に目を向ける。

「そこにいる執事さんのことじゃないの？」

「いいえ、違います」

　ネアラがきっぱりと即そく答とうする。打てば響ひびくどころか、殆ほとんど被かぶせるような言い様だった。それを傍そばで聞いていた執事が、なんだか反抗期の娘を見る父親のような顔になる。

「ひどいですね、ネアラ様。身内でなければ、私はいったい貴女のなんなのでしょう？」

「頼んでもいないのに勝手に奉ほう仕しをしてくれる、とても都合のいい赤の他人です」

「あはは、本当にひどい」

　執事が朗ほがらかに笑い、こちらに向き直って丁てい寧ねいに頭こうべを垂れた。

「ネアラ様の秘書、村むら田た実さね秋あきと申します。以後、お見知りおきくださいませ」

「……秘書？　執事じゃなくてか？　あぁ、いや……執事じゃなくて、ですか？」

「はい、秘書でございます。それと敬語は不用でございますよ、玖く堂どう様」

　男の卓たく巳みにさえ慇いん懃ぎんに過ぎる応対をしてみせる彼が、続けて「ところで紅茶のおかわりはいかがでしょう？」などと勧すすめてくる。どうにもネアラとは別の意味で読めない相手だ。

「じゃあ結局、身内っていうのは、いったい誰だれのことなんだ？」

「決まっているじゃないですか。もちろん、わたしのことですよ」

　は？　と目が点になった。ネアラが自分を指差し、嚙かんで含めるように繰り返す。

「ですから、佐さ伯えきネアラの身内は、なんと驚おどろきの佐伯ネアラです」

「い、いやっ……だから！　そういうのは詐さ欺ぎだろ!?」

「そうですか？　日本語って難しいですね」

　アッサムティーのカップを傾かたむけながら平然と言う。もはやなんでもありだ。というか、そもそもこちらを謀たばかって事あるごとにサプライズを狙ねらうことに、いったいなんの意味があるのか。

　次いでロロットが、どこか緊きん張ちようした面持ちで、おずおずと口を開いた。

「あのさ、さっき書類上は歳が違うって言ってたけど……それって、もしかして名前も？」

「ええ、ネアラというのは実名ですが、『佐伯』という苗みよう字じは完全に偽ぎ名めいですね。わたしの本名はネアラ・テルズドーフ。テルスドーフ伯はく爵しやく家のことはご存じですか？」

　問われ、ロロットが無言で首しゆ肯こうする。たったの二日間とはいえ、ただのクラスメイトとばかり思っていた相手の正体を知り、さすがの彼女もまだ上う手まく距離を計れない様子だった。

「……そっか。そういえば前に会ったとき、伯爵、ぼくと同じくらい歳の娘さんがいるって言ってたっけ。遅くに恵まれた子宝なんだって、嬉うれしそうに話してた」

「それはそれは。大変、結構なことですね」

　他人行ぎよう儀ぎ、というより本当に他ひ人と事ごとを語るような口ぶりに、ロロットが「？」と僅わずかに首を傾かしげる。けれど、彼女が何か言うよりも早く、ネアラがティーカップをテーブルに戻した。

「わたしの話はもういいでしょう。それより、そろそろ本題に入りませんか？」

「……いきなりだな。こっちはまだ訊ききたいことがごまんとあるんだが」

「なにぶん多忙なもので。学生と市長の二足の草わら鞋じは、スケジュール的に結構キツいんですよ。貴方あなたたちのためだけに、そう多くの時間を割くわけにもいきません」

　カチンとくる物言いだ。燎りようが俄にわかに鼻白み、さっそくネアラに食ってかかる。

「随ずい分ぶんね。呼び出したのはそっちでしょう？」

「ですが応じたのは貴方たちです。それに、わたしの要件はすぐに済みますから」

「というと？」

　促うながせば、ネアラは「簡単です」と前置きしたのち、

「──出て行ってもらいたいのですよ、王女。貴女あなたにこの街から、できれば今すぐにでも」

　ビー玉みたいな目でロロットを見み据すえ、そう言った。

　卓たく巳みは初め、何を告げられたのか分からなかった。それほどまでに急で、あまりにも呆あつ気けなさ過ぎる断絶の一言──羽は々ば根ね市し最大の権力者から齎もたらされた、突とつ然ぜんの退去勧告だった。

「ふざけないで……っ！」

　燎が一いつ喝かつと共に席を立つ。ばんっ、と衝しよう撃げきで茶器が跳はね上あがるほど強く、両の掌てのひらでテーブルを叩たたいて。ネアラを睨にらみつける彼女の眼光は、もはや完全に敵対者に向けるそれだ。

「ここまで散々、面白半分にこっちを翻ほん弄ろうしておいて……ッ、やっと真面目な話をしたかと思ったらそれ!?　貴女あなた、何様のつもりなの！」

　火を吹くようなその叫びに、村むら田たが微笑ほほえんだまま、素早くネアラを庇かばえる位置に移動する。

　俄にわかに漂ただよい始めた一いつ触しよく即そく発はつの空気に、まずいなと卓たく巳みは顔をしかめた。ネアラの言い分は確かに立腹ものだけれど、だからといってここで暴れたところで何かが解決するわけでもない。だから卓巳自身、甚はなはだ意に沿わないものを感じつつも、燎りようを制すために立ち上がりかけ、

「──リョウ、ちょっと座って？」

　しかしそれよりも早く、横合いから響ひびいた静かな声が、彼女の怒いかりに冷や水を浴びせた。

　決して威い圧あつ的てきではなかった。冷れい淡たんでも凛りん冽れつでもなかった。寧むしろ幼い子供に寝物語を聞かせるような、とても穏おだやかな声音だったようにさえ思う。なのに、ひどく逆らい難い何かがあった。

「駄だ目めだよ、そんなにカッカしちゃ。ぼくたち、今日は話し合いに来たんだから」

　こんな状じよう況きようにも拘かかわらず、ロロットの口元には強気な笑みが浮かんでいた。

　お得意の子供のようなそれではない。華はなやかながらも壮そう絶ぜつな、気高い王女の微笑みだ。真しん摯しと呼ぶにも強過ぎるだろうその瞳ひとみの輝きは、微み塵じんの動どう揺ようもなくネアラにのみ注がれている。

　だから分かった。たぶんロロットは、この展開をあらかじめ予期していたのだ。

　市長の正体は知らずとも、対談がまずい状態から始まることを、ある程度、想定していた。

「…………少し驚おどろきました。それが貴女の地ですか」

　ネアラが言う。その小さな肩が僅わずかに力むのを、卓巳は見逃さなかった。

「ん～、どっちがほんとってこともないんだけどね。だって、ぼくはぼくだし」

「……なるほど。アヴァロンで貴女が、一部の者たちから『翅族アルフの体現者』と呼ばれていることは知っていましたが……あながち大おお仰ぎような話でもなかったのですね」

　いやぁ、とロロットが耳の後ろを搔かく。立ったままでいるのも間抜けと思ったが、燎が不承不承といった顔つきで着席した。ロロットはそんな彼女の膝ひざを、いなすように軽く二回叩き、

「でさ、一応、理由を聞かせてもらえるかな？　なんでぼくに街から出てってほしいのか」

「説明は要らないと思いますが。貴女は既すでに事情を理解しているようですし」

「や、ほら。それだとタクミとリョウが、ちんぷんかんぷんだからさ」

「──いや、大だい丈じよう夫ぶだ。もうだいたい見当はついた」

　最初こそ度ど肝ぎもを抜かれたものの、少し冷静になって考えてみれば、ネアラの要求の理由には思い当たる節がある。燎は怒りが先に立って、まだそこまで頭が回らないようだけれど。

「要はロイヤルハント号の墜つい落らくだ。あれが原因なんじゃないのか？」

「それだけじゃありません。昨日のハイジャック事件もです」

　少し驚いた。隠いん蔽ぺい工作が行なわれているあの事件に、こちらが関わっていたことをもう摑つかんでいるのか。アルマンたち正規部隊が、部外者の手を借りたなどと洩もらすはずもない。となると、おそらく独自のパイプラインによって情報を入手したのだろう。思いつつ卓巳は続けた。

「とどのつまり、この短期間に続けて二度も大きな事件が起きたこと──それが全部ロロットのせいだって、お前は言いたいわけだな？」

「ええ。違いますか？」

「ううん、違わないね！」

　己が有罪を力説する困ったちゃんの頭を、燎りようがぐいぐいと押さえつけて黙だまらせる。摑み所のないネアラが、自分以上に摑み所のない生き物を見る目になった。その気持ちはよく分かる。

「……責任の所在は追つい及きゆうされて然しかるべきでしょう。市長として、わたしは王女がこの街に滞たい在ざいすることを看過できません。無論、わたしに彼女を力づくで排はい斥せきする権限はありませんが」

「待てよ。ロロットを厄やつ介かい視しする理由が希薄だろ。ロイヤルハント号の占せん拠きよやら墜つい落らくやらは、仮にロロットがいなかったとしても、テロ屋どもは実行に移してたはずだぞ？　それに、昨日のハイジャック事件だってそうだ。羽は々ば根ね市しとは直接、関係がない話じゃないか」

「前者は、クノーヴァス元財務大臣の王女に対する私し怨えんが、事件の根底にあるそうですが？」

「……それは俺おれもロロットから聞いた。だが、あくまで可能性の話だろ？　その元財務大臣の裏にいた例の教団ってのが、事件を企き図とした大本命じゃないって証明できるか？」

「まぁ、無理ですね。可能性だけでも充分、村八分ものだとは思いますが。──でも、だったら後者はどうです、お兄さん？　ハイジャック犯たちの目的が、『王女ないし、その〈比ひ翅よくの騎き士し〉である貴方あなた』なのだとしても、王女に咎とがはないと主張できますか？」

　即そく座ざに切り返され、卓巳は胸中で舌を巻いた。本当に驚きだ。事件の概がい要ようどころか、既すでにイングヴェイたちの狙ねらいも正確に把は握あくしている。いったいどんな情報網を使ったのだろう？

「ハイジャック犯の狙いが貴方たちである以上、彼らの目的地は当然、この街ということになります。『市外で起きた事件だから街とは無関係』という論は、ちょっと的が外れてますね」

　卓巳は反はん駁ばくできず黙り込んだ。ネアラの口調は二日前に出会ってからここまで、一いつ貫かんして色を持たないそれだ。だからこそ、淡たん々たんと紡つむがれる的確な指摘は、一層の鋭するどさを伴ともなっていた。

「──この二日間、貴女あなたの私生活の一部を、間近で拝見させてもらいました」

　ネアラがロロットに視線を向ける。何も訴うつたえない、何も応えない。そんな目だった。

「うん。ユーノと三人で学校で勉強して、お昼ご飯も一いつ緒しよに食べたね」

　ロロットが口元に少し寂さびしげな笑みを湛たたえる。対してネアラは感情をブレさせないまま「そうですね」と事務的に頷うなずいた。公私はあくまで別であると、そう暗に示すかのように。

　佐伯さえきネアラの身内は、なんと驚きの佐伯ネアラ。あの言葉の真意が少し分かった気がした。

「貴女がアヴァロンで起こした数々の問題は、わたしも聞きき及およんでいます。だから、初めは警けい戒かいしていました。噂うわさに名高い革命児、ロロット・ニエンテ・アートレイアのことを」

「初めは？　じゃあ、今はもう警けい戒かいしてないの？」

「難しいところですね。学校で能のう天てん気きに笑い、優ゆう乃のと騒さわがしく張り合っている貴女を、この目で見てしまいましたから。さっき真ま崎さきさんを諌いさめてみせた貴女と、学校での貴女──いったいどっちが本当のロロット王女殿でん下かなのか、今はまだ少し判断がつきません」

「にへへ、さっきも言ったでしょ？　ぼくはぼくだってば」

　ネアラが公私を明確に分ける性分なら、ロロットは『普ふ通つうの女の子としての自分』と『稀き代だいの革命家としての自分』に壁かべがない希け有うな性た質ちだ。両者の在り方はひどく対極的だった。

「けれど、貴女あなたの性格や思想はどうあれ、貴女が多くの者からつけ狙ねらわれる立場であることは変わりません。ならば、やはりわたしは市長として言わないわけにはいかないんです」

「今後のこともあるから、今のうちに荷物をとっとと纏まとめろって？」

　はい、とネアラがにべもなく認める。お前は街の平和を脅おびやかす害悪なのだ、と。

「……厄やつ介かい事ごとの種を放っておけないって気持ちは分かる。けどな、この街の有力者であるお前が後うしろ盾だてになってくれれば、状じよう況きようはだいぶ変わるんじゃないのか？」

「無茶を言わないでください、お兄さん。自分から好すき好このんで敵を作りたがるは、次から次へと新たに問題を抱かかえ込こむはの自由人を、どうやったらサポートできるって言うんですか」

「？　新たな問題？」

「幽ゆう霊れい屋や敷しきに住む幽霊の件、と言って分かりますか？」

　一いつ瞬しゆん、驚きよう愕がくに目を剝むく。しかし、すぐに得とく心しんした。彼女はこの街の市長だ。ラステルのことを知っていたとしても、なんら不思議ではない。また、こちらの反応でネアラも何か理解を得たのか、「そうですか。やはり既すでに面識がありましたか」と納得の溜ため息いきをついていた。

「さっき係りの者からメールを貰もらったんですが、街に設置された監視カメラの映像によると、現在、緒お原はらラステルはアルバイト先のケーキ屋で、普ふ段だんどおり労働に勤いそしんでいるそうです」

「俺おれたちと顔合わせを済ましてるなら、いつもどおりの行動を取るのはおかしい、か？」

「はい。王女が彼女の処しよ遇ぐうをどうしたのか、これでだいたい見当がつきますね」

「ラステルさん、お屋敷に住みたそうにしてたからね。もちろん『いいよ』って言ったよ？」

「……貴女は自分の決定の意味を、もう少し深く考えてみるべきだと思いますが」

　ならば力ずくでラステルを放ほう逐ちくすべきだったと言うのか。卓たく巳みがそう視線で問いかけると、ネアラは村むら田たからアッサムティーのおかわりを貰いつつ、

「緒原ラステルが王女と共にいれば、いずれ彼女の存在が明るみに出るかもしれません。そうなったら最後、さすがにわたしも彼女のことを庇かばい切れなくなります」

「あいつが半身体アノマリーだからか？」

「彼女がただの半身体アノマリーなら、わたしもここまで過か敏びんにはなりません。でも、緒原ラステルの特異性が公になるのは、あまりにも危険です。お兄さんだってそれは分かっているでしょう？」

　と、なんだか含みのある視線を寄よ越こされるけれど、卓巳は不ふ審しんげな顔つきをしてしまった。なぜネアラがラステル個人をそこまで問題視するのか、その理由に考えが及およばなかったからだ。

「……まさか、知らないんですか？」

「？？？　何を？」

「緒お原はらラステルの出しゆつ自じをです。彼女は、あのエーリカ・オハラ博士の遺児なんですよ？」

　ラステルの元主人オーナーが誰だれかは知っている。けれど、博士？　エーリカは研究者だったのか？

　疑問に思い、その点を尋たずねようとしたところで──不意に燎りようがぽつりと洩もらした。

「……オハラ博士。そうよ……そうだわ。間違いない。なんで気づかなかったのかしら……」

　やがて、燎りようは信じられないとばかりに首を振り、未いまだかつてなく緊きん迫ぱくした口調で叫んだ。

「エーリカ・シュタンツェル・オハラ博士！　『スヴァルツェン聖教国』のギンヌンガガプ強制収容所で、半身体アノマリーの大量人体実験を行なった国際指名手配犯！」

　その言葉に、ロロット共々、ぎょっと燎のほうを振り向く。一いつ瞬しゆん、頭が完全に漂ひよう白はくされた。

　半身体アノマリーの、大量人体実験……？　国際指名手配犯!?

　険けん吞のんに過ぎるだろう、それらの語感に慄りつ然ぜんとする。対してネアラは軽く瞼を伏せ、

「……どうやら、少し事情を説明しておいたほうが良さそうですね」




　　　　○




「お疲れさまでした～。先にあがりまーすっ！」

　時刻は既すでに六時過ぎ。バイト先のの『うりぼう』を出れば、綺き麗れいな夕焼け空が迎えてくれる。

　ラステルは鼻歌を口ずさんだ。自然と足の運びが軽くなる。なんだか、とても気分がいい。

　誰かが家で待っていてくれる──たったそれだけの事実が、こんなにも心を浮き立たせるものだなんて、今日まですっかり忘れていた。エーリカと一いつ緒しよに暮らしていた頃ころは、たまに用事を任されて一人で外出した帰りなど、決まって今みたく気持ちが弾はずんだというのに。

　朝、ロロットに屋や敷しきに居てもいいと言ってもらえたとき、正味のところラステルは少し不安を覚えた。いくらなんでも話が上う手ま過ぎると思ったし、何より半身体アノマリーの自分がエーリカ以外の人間と寝しん食しよくを共にすることに、ちょっと自信が持てなかったからだ。

　けれど、あまり物事を深く考えられない性質の自分は、結局、アルバイトに勢を出すうち不安を忘れ、次第にこれから先の展望にばかり思いを馳はせるようになっていた。

　我ながら壊かい滅めつ的てきなポジティブさだ。自分でもちょっと呆あきれてしまう。

「あ～もぅ駄だ目めですね、わたしっ。舞い上がっちゃって。──落ち着きなさい、ラステル。今日から新生活が始まるのに、家人の方々にさっそく呆れられたらどうするんですかっ？」

　おどけて自身を叱しつ咤たしてみるも、やっぱり頰ほおが緩ゆるむのは止められない。スキップしながら含み笑いを洩らす異国人風の少女を、行き交う人々が不気味そうに眺ながめてくるけれど、今の自分は世間の荒あら波なみだってなんのそのだ。恥じらいをなくした乙女おとめに怖こわいものなんてなかった。

　そんなこんなでウキウキと帰り道を進み、やがて繁はん華か街がいの出口に差し掛かった頃ころ、

「──あれ？」

　前方から一人の少年がやって来るのが見えた。ラステルはきょとんと目を丸くする。

　卓たく巳みだ。アスファルトに視線を落とし、何やら考えごとをしながら歩いている。こちらにまったく気づく様子がなかったので、ラステルはやや大きめに声を出して彼を呼び止めた。

「玖く堂どうさ～ん！　前を見て歩かないと、危ないですよ～！」

　卓巳がハッと顔を上げる。元から愛想がいいとは言えない彼だけれど、なぜか今はいつになく表情が昏くらかった。あまつさえこちらと目が合うと、もう一度、大きく息を吞のんでみせる。

　なんだか不可解な反応だ。ともあれ、ラステルは彼の元まで駆かけて行った。

「あはは、奇き遇ぐうですね～。こんなところでばったりなんて。今帰りですか？」

「あ、ああ……うん。まぁ、な。そういうお前は、バイトの帰りか？」

「はい、今終わったところです。玖堂さんは、今日はお屋や敷しきには寄っていかないんですか？」

「……いや、さっきまでロロットたちと一いつ緒しよだったんだよ。ただ、ちょっと一人で考えたいことができてな。途と中ちゆうで別れてきた」

　あぁ、だから元気がないのか。こんなになるまで思い悩むなんて、もしかしたらロロットと喧けん嘩かでもしたのかもしれない。そう考えていると、やがて卓巳が決心したように言った。

「──なあ、ラステル。お前、これから暇ひまか？」

「え？　あ、はい。たぶん暇ですけど」

「なら、三〇分でいい。俺おれにつき合ってくれ。訊ききたいことがあるんだ」

　訊きたいこと？　と鸚鵡おうむ返がえしすれば、やはり彼はどこか歯切れ悪く答えた。

「お前の……元主人オーナー。エリーカ・オハラがどんな人間だったのか、少し知りたいんだ」




　　　　○




　ラステルを連れて向かった先は、行きつけの喫きつ茶さ店てんだった。

　前にロロットと映画を見に行ったとき雨宿りに利用した、あの店だ。コーヒーも料理も美お味いしいのに、立地の関係からいつも客足は遠く、今日も今日とて店は閑かん古こ鳥どりに鳴かれていた。卓巳はこの店の静かな雰ふん囲い気きが好きだけれど、これで経営が大だい丈じよう夫ぶなのかは甚はなはだ疑問だ。

「──にしても、ちょっと意外でしたねー。玖堂さんが、エーリカに興味を持つなんて」

　やって来たコーヒーをさっそく一口啜すすり、ラステルがそんなことを言った。卓巳は「意外？　そうか？」と軽く眉まゆを立てる。別に普ふ通つうだと思うけれど。

「だってほら、玖堂さんってロロットちゃん以外のことは、基本、どうでもいいって感じの人じゃないですか。だから、急にエーリカのことを知りたがるなんて、どうしたのかなって」

「……別に俺おれは、ロロット以外のことをどうでもいいなんて思ってないぞ」

　ただ、ロロットが物事の優先順位のトップで、二位以下との差が極きよく端たんに離れているだけだ。卓巳は心中でそう零こぼし、コーヒーに口をつけてから言葉を選び選び続けた。

「燎の奴やつが言ってたんだよ。エーリカ・オハラってのは、なんでも妖精郷テイル・ナ・ノーグじゃ歴史の資料に名前が載のるくらいの、すごい学者だったそうじゃないか。だから、少し興味が湧わいてな」

「あ～、なるほどぉ。確かにエーリカって、業界ではちょっと有名だったみたいですからね」

　伝聞めいた口振りだ。不思議に思っていると、ラステルがぺこりと頭を下げた。

「ごめんなさい、玖く堂どうさん。たぶんわたし、期待にはあんまり応こたえられないと思います。学者としてのエーリカがどういう女ひとだったか、実はわたしもいまいちよく知らないんです」

「おい、ちょっと待て。知らないってなんだ？　自分の主人オーナーのことだぞ？」

「あはは……や、エーリカってば妖精使いチエンジリングとしての才能は、からっきしだったんですよ。だから、エーリカが妖精郷テイル・ナ・ノーグにいた頃ころ、まだわたしは生まれてなくてですね？」

　言われて合点がいった。妖精使いチエンジリングがイットを発現させられるようになるのは、普ふ通つう、第二階かい梯ていからだ。きっとラステルが顕けん現げんしたのは、エーリカが人間世界に訪れてからなのだろう。

「なら、こっちに来てからのことでいい。あの屋や敷しきで日ひ頃ごろ、エーリカは何をやってたんだ？」

「ん～、普ふ段だんは書しよ斎さいに籠こもり切りでしたね。たまに出かけたりもしてましたけど。でも、基本的には朝から晩まで、しょっちゅう難しい論文みたいなのを書きまくってました。──あ、内容とかは訊きかないでくださいね？　わたし、思い出しただけで頭がパンクしちゃいますから」

　つまり、有力なことは何も知らないらしい。卓たく巳みは思わずテーブルに突つっ伏ぷした。

　エーリカの研究論文が僅わずかにでも残っていれば、また話は違ってきたかもしれない。でも無理なのだ。それらは何者かの手によって、とっくに処分されてしまっている。七年前にエーリカを殺あやめた下手人たちの仕業らしいことは、既すでにネアラとの会見で分かっていた。

「──まいったな。思いっきりアテが外れた」

「うぅ……すみません、お役に立てず」

「いや、いいよ。別にお前のせいじゃない。ところでこの店、やっぱり割わり勘かんにしないか？」

「すっごい不満げじゃないですか！　いきなり掌てのひら返かえさないでくださいよぅ！」

　憂うさ晴ばらしに彼女を軽くおちょくり、卓巳は暫しばらく考えたのち、こう続けた。

「じゃあ、エーリカの人となりを聞かせてくれ。それなら大だい丈じよう夫ぶだろ？」

「エーリカがどんな人だったのか、ですか？」

「ああ。お前にとっては、その……少し思い出すのが辛つらい話かもしれないが」

　いえ、と控ひかえめにかぶりを振ったラステルは、しかしそれから暫しばらく天てん井じようを見上げたまま動かなかった。喪うしなわれた人間の話など、やはり振るべきではなかったかもしれない。そう改めて後こう悔かいを覚えさせられるほどの、長い長い沈ちん黙もくだった。やがて彼女は顔をこちらに戻し、

「遠えん慮りよなく一言で言っちゃえば──人間のクズですね」

　本当に遠慮がなかったため、卓巳は危うく噴ふきかけた。

「いや、お前っ……さすがに死人に鞭むち打うつような感想は駄だ目めだろ……？」

「だって、ほんとのことなんですよ!?　年がら年中、研究とか称して部屋に引ひき籠こもって机にかじりついて、あとはなんっっっにもやらないんですから、あのグータラ女！」

　いきなり轟ごう然ぜんと吼ほえたラステルに、ショートケーキを運んできたウェイトレスが、ひっと小さく悲鳴を洩もらして退散する。自じ称しようメイドは、どうやらウェイトレスに仲間意識はないらしい。

「おまけにっ……おまけに無口で社交性ゼロで遠えん慮りよも知らなくてっ、基本は『風ふ呂ろ、飯めし、寝ねる』の三つしか喋しやべらないんですよ!?　そのくせ、わたしが何かやらかしちゃったときだけ、小こ姑じゆうとみたいにねちっこく嫌いや味みを言って、こうっ……窓の桟さんに溜まった埃ほこりとか、指でつーってやったりするんですよ!?　現実にそんなことやる人、見たことあります!?」

「う、うん、ないな。ない。だからラステル、ちょっと落ち着いて──」

「挙あげ句くの果はてにはっ！」

　店内にいる数少ない客たちの注目を一身に集め、ラステルは更さらに声を張り上げた。

「たまにわたしが要領良く仕事をしたりすると、『いい仕事をしたな』って取ってつけたように褒ほめるんですよ!?　飴あめと鞭むちを使い分けるんです！　性悪どころの騒さわぎじゃありません！　誕生日を聞き出して、プレゼントとケーキを用意してあげたときなんか、『無む駄だな行為だ』とか鼻で嗤わらいながら、ケーキは全部食べてくれるし！　ブレゼントの毛糸の手て袋ぶくろもつけてくれるし！　今までどういう教育を受けてきたんですか、あの女！　ねえっ、玖く堂どうさん！」

　知らない。知るわけがない。どうやらエーリカ・オハラが、かなりの偏へん屈くつ者ものだったらしいことは伝わってくるけれど。でも、今の自分に言えることは、とりあえず一つしかなかった。

「──つまり、エーリカってのは変人だが、お前との仲はそんなに悪くなかったんだな？」

　そう指し摘てきしてやれば、まるで電池切れを起こしたみたいに、ラステルがぴたりと止まった。

　次いで乗り出していた身体からだを、ゆっくりと席に戻す。彼女の顔が赤いのは、やはり興奮し過ぎたから、というだけではないのだろう、たぶん。ラステルが黙だまり込んでいるあいだに、卓巳は手を上げてマスターに軽く侘わびを入れ、周囲の客たちになんでもないことをアピールした。

　そしてほどなく、ラステルが消え入りそうな声で呟つぶやく。

「そんなの……当然じゃないですか。だってわたしは、エーリカのイットだったんですよ？」

　卓巳は無言で相あい槌づちを打った。そう、確かに当然だ。そんなことは分かり切っている。

　何せイットは、妖精使いチエンジリングにとって己が半身も同然だ。誕生日を祝ったなんて話を聞く限り、ラステルは元から自律性の高いイットだったらしいが、どちらにしても主人オーナーとのあいだに不和など起こるはずもない。だからこそ卓巳は、昼間の一幕を思い出さずにはいられなかった。

　──少なくとも人間のことは信じていた。いいえ、信じたかったんだと思うわ。

　半身体アノマリーが長く差別的境きよう遇ぐうに甘んじた理由を、燎りようは学校の屋上でそのように語った。

　分かる話だと思う。元は個人のイットであった以上、半身体アノマリーは主人と共に過ごした日々を憶おぼえている。親子や兄弟、あるいはもっと深い繫つながりで人間と結ばれていた記憶を、大切に胸の奥おくにしまっている。そんな彼らが、半身体アノマリーとして独立し、周りから鼻はな抓つまみ者もの扱いされて、それでもなお人間を「信じたい」と願ったのは、たぶんとても自然なことだったのだろう。

　けれど悲しいかな、半身体アノマリーに寄よる辺べはなかった。

　この世の誰だれよりも切実に、彼らは自らの居場所を求めていたはずなのに、だ。

　まったく、ひどい話だ。胸中に苦いものが込み上げてきて、卓たく巳みは乱雑に髪を搔かき上あげた。

　何より際立ってひどいのは、そんな半身体アノマリーたちの哀あわれむべき事情を知りつつも、しかし卓巳はラステルを『ロロットにとって有害か否か』でばかり捉とらえようとしている点だ。

　市庁舎で聞いたネアラの話。あれを思い返せば、どうしたって甘い考えは許されなかった。




　　　　○




「エーリカ・シュタンツェル・オハラ博士は、半身体アノマリー研究の第一人者です」

　静まり返った市長室で、ネアラは居住まいを正したのち、そう話を切り出した。

「ただし、権けん威いではありません。過去に戦争が生じた経けい緯いから、妖精郷テイル・ナ・ノーグの半身体アノマリー研究は概おおむね彼らの弱点を模も索さくする傾向にありましたが、オハラ博士だけは別の場所を研究テーマの到達点に選んでいたからです。彼女はその有能さに反して、半ば学会を追放された身でした」

　訥とつ々とつと語られる内容に、誰もが固かた唾ずを飲んで傾けい注ちゆうしていた。エーリカの素性を知らない卓巳やロロットはもちろん、ある程度事情を弁わきまえているらしい燎りようさえもだ。ネアラは無表情を保ちつつもやはりどこか気重げで、言葉の合間に何度も小さく溜ため息いきを入れていたように思う。

「そして、研究環境さえ満足に整わなかったそんな博士が目をつけたのが、スヴァルツェン聖教国です。半身体アノマリー独立戦争時、連合軍側で最後まで継けい戦せんを主張し続けたあの宗教国は、教義上の理由から特に半身体アノマリーたちを嫌きらっていましたから。国連が既すでに解放要求を出していたにも拘かかわらず、戦時中に捕ほ虜りよにした半身体たちを秘密裏に国内に拘こう束そくし続けていたんです」

　屋上で燎りようから聞いた話と照らし合わせると、ゆうに数世紀ものあいだ、ということになる。

「事が発覚したのは、今から二〇年ほど前です。既すでに廃はい棄きされていたはずだった、スヴァルツェンのギンヌンガガプ地方にある強制収容所で、半身体アノマリーたちに対して非人道的な行為の数々が行なわれていたことが、国連の強制査察により明らかになりました。オハラ博士は、半身体アノマリーに人体実験を施ほどこしていた研究者グループの、いわば責任者的な地位にあったそうです」

「でも……そんな大変な事件があったなんて、ぼく、今の今までちっとも知らなかったよ？」

「ロロの場合、家庭教師たちが意図的に情報を伏ふせたからでしょうね」

　ロロットの疑問に応えたのは燎だった。彼女は続けて言い連ねる。

「アルマンは単に『つまらない話だから』って理由で省いた可能性大だけど──あの事件のことは、若い世代の翅族アルフや一般には伝わらないよう、妖精郷テイル・ナ・ノーグでは『なかったもの』として扱あつかわれてる節があるもの。教義狂いのスヴァルツェンや、ザナドゥの反応を鑑かんがみれば、たぶん仕方がないことなんでしょうね。……わたしも昔、父上から少し聞いたことがあるだけだし」

　父上、と口にした燎は、なぜか顔を歪ゆがめていた。けれどネアラは、構わず話を進める。

「当時、研究者グループのなかで、ただ一人、オハラ博士だけがその身み柄がらを押さえられず、また以後の足取りも杳ようとして摑つかめませんでした。彼女が国際指名手配を受けるのは必定だったでしょう。──もっとも罪状は、表向きは別のものに差し替えられていますが」

　しかし、そのエーリカも既すでに他界した。妖精郷テイル・ナ・ノーグを追われ、人間世界各地を点々としたのち、一〇年前に日本に渡と来らいして──それから三年後、この羽は々ば根ね市しで何者かに命を奪うばわれたのだ。今け朝さ方、屋や敷しきで聞いたラステルの話とも、時系列的には合致する。

　エーリカが誰に殺されたのか、それも問題の焦しよう点てんの一つだろう。でも、それ以上に気になることがあった。その疑問は卓たく巳みよりも先に、ロロットがネアラにぶつけてくれる。

「じゃあさ、ネアラがラステルさんを危険だって感じてる理由って、いったいなんなの？」

　そう、重要なのはそこだ。ここまでの話で、エーリカの大まかな経歴は理解できた。だが、彼女の元イットであったラステルを、ネアラが殊こと更さらに『危険』と評す理由がまだ判じ難い。

「最初に少しお話した、オハラ博士の研究テーマが関係しています」

「うん。まぁ、なんとなくそうかなとは思った。だって半身体アノマリー研究の第一人者だもんね？」

　卓巳も同感だった。ラステルが半身体アノマリーであることを考えれば、誰であれまずその点に着目するだろう。燎もここから先は未知の話になるからか、分かりやすく身を乗り出していた。

「オハラ博士の研究テーマは、要約すれば『半身体アノマリーの発生方法の解明』。そして彼女はある発表の場において、自身の学会追放を決定づける、次のような推論を打ち出したそうです」

　ネアラの口調が厳げん粛しゆくさを帯びる。いつもどこを見ているか分からない瞳ひとみが、しかしそのときばかりは強い光を宿したように思えた。そして彼女は、はっきりと言ったのだ。

「──本来、奇き跡せきという名の確率論に頼らねばならない半身体アノマリーの発生。しかし、彼らを人為的に生み出すことは、おそらく可能である、と」

　半身体アノマリーを人為的に発生させる……？　それはつまり、妖精使いチエンジリングと分離型のイットを強制的に引ひき剝はがすということか？　なら、そのとき妖精使いチエンジリングはどうなる？　半身体アノマリーが主人オーナーの精神の逆流で生まれなら、生きながらに魂たましいを奪われた妖精使いチエンジリングは死ぬんじゃないのか？

「そんなことが……本当に、可能なの……？」

　もっとも早く我に返った燎が、震ふるえる声でネアラに問とい質ただした。

「不明です。でも、ギンヌンガガプ強制収容所の事件が発覚した時点では、まだ成果らしい成果は何も挙がっていなかったみたいですね。少なくとも国連は、各国政府にそう通達したみたいです。それが真実かどうかまでは分かりませんが」

「け……研究資料はっ？　エーリカさんの研究資料は残ってないのっ？」

　ロロットが叫んだ。その声は興奮で上うわ擦ずっていた。彼女の場合、恐きよう怖ふや驚きよう愕がくよりもまず先に興味が勝まさったらしい。問われたネアラが、呆あきれたように微かすかに顔をしかめる。

「……はい。屋や敷しきに存在していたとおぼしき資料は、すべて処分されていました」

　処分したのが誰だれなのかは、無論、言うまでもない。となると、やはりエーリカを殺害したのは、彼女の研究を忌いんだどこかの組織の手の者、ということになるのだろうか？

　卓たく巳みは知らず額を押さえていた。ネアラが問題視している悉ことごとくを十全に理解し、その途と方ほうもない危険性に立たち眩くらみを覚えたからだ。確かにエーリカの研究は、学会を追放されても仕方ない掛け値なしの爆ばく弾だんだ。そしてラステルは、言うなれば特大の細菌兵器だろう。

　ならばなぜ……どうしてラステルを、今まで放置していた？　ネアラが市長としての役割に忠実な人ひと柄がらだと既すでに分かっているからこそ、なおさら彼女の意図が読めなかった。

「わたしがアヴァロンから派は遣けんされた市長だからですよ、お兄さん」

　そこでネアラは、ほんの瞬まばたきもないあいだだけ、傍かたわらに侍はべり佇たたずむ村むら田たに視線を向けた。

「わたしには監かん視し──とまではいかなくとも、お目付け役に近い鬱うつ陶とうしい人が、いつもストーカーみたいにそばに張りついているんです。はっきり敵とも言い切れない相手なので、一応、わたしに不利になる報告はアヴァロンにしないよう釘くぎは刺してありますが」

「恐おそれ入いります、市長」

「褒ほめてません」

　恭うやうやしく頭を下げた村田の謙けん遜そんを、ネアラはすかさず一刀両断にして、

「でも、わたしが緒お原はらラステルに対して大きくアクションを起こせば、考え得る最悪を想定して、さすがにそのストーカーも黙だまってはいられなくなります。……正直に白状してしまえば、わたしは貴方あなたたちが考えているより、ずっと微び妙みような立場にいるんですよ。だから下へ手たな動き方をするよりは、緒お原はらラステルの件はそっとしておくべきだと判断しました」

　実際、わたしが市長に就任してからこの四年間は、実に平へい穏おんなものでしたし──彼女が最後にそうつけ加える。その平穏を乱す者が現れたことが、やはり一番の痛つう恨こん事じなのだろう。

「……そっか。ラステルさんをどうにかしても、ぼくっていう問題はこの街に残る。でも、ぼくがいなくなれば、ラステルさんの問題も一いつ緒しよに解決できる。そういうことなんだね？」

　はい、ともう何度目になるかも分からない首しゆ肯こうを経て、ネアラは畳たたみ掛かけるように言った。

「緒原ラステルは『鍵かぎ』です。場合によっては妖精郷テイル・ナ・ノーグの世界的均きん衡こうさえ崩くずしかねない、とても大きな『鍵』の一つなんです。もし本当に彼女が『そう』だとしたら、オハラ博士の研究資料が失われてしまった今、彼女は貴重な生きたサンプルということになりますから。──それでも貴女あなたは緒原ラステルを受け容れますか？　それでも貴女はこの街に居座り続けますか？」

　どうなんです。答えてください、ロロット・ニエンテ・アートレイア王女殿でん下か。

　最後にそう締しめ括くくったネアラの瞳ひとみは、いつまでも対面に座るロロットの瞳を映していた。
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　そして現在、卓たく巳みは複雑な思いに囚とらわれながら、目の前に座るラステルを眺ながめている。

　エーリカの話を聞いてから、彼女は明らかに元気がない。今は喫きつ茶さ店てんの椅い子すに悄しよう然ぜんと腰掛け、黙もく々もくとショートケーキを口に運んでいた。味なんて殆ほとんど何も分かっていなさそうな風情だ。

　結局あのあと、ロロットとネアラの対談は回答保留というかたちで終了した。

　前者が「少し考える時間が欲しい」と猶ゆう予よを求め、後者があっさりそれを認めたからだ。宣むべなるかな、今日中に答えを出すのはどうしたって無理がある話だった。

　ロロットが本気で羽は々ば根ね市しを出て行こうなんて考えているとは思わない。彼女が何があっても政治信条を曲げない性格なのは、卓たく巳みも既すでに充分心得ている。けれど、ならばこの街の市長を完全に敵に回し、そのうえラステルという超級の新たな問題まで抱かかえて、それでどうするのかと問われれば──正直、卓巳には最善手が思い浮かばない。ロロットはどうなのだろう？

　卓巳は再び嘆たん息そくする。そしてラステルに聞こえないよう、口のなかだけで小さく呟つぶやいた。

「……洒落しやれにならないよな、実際のところ」

　ネアラは言っていた。もし本当にラステルが『そう』なのだとしたら、と。

　エーリカは生前、半身体を故意に発生させられると主張していた有能な研究者だ。そして、そんな彼女の元イットであるラステルは、主人オーナーの死後、まるで当然のように半身体アノマリーに変わった。

　これをただの偶ぐう然ぜんと片づけるのは、あまりにも都合が良過ぎるだろう。

　ネアラの言葉どおり、もし本当にラステルがエーリカの『研究成果』なのだとすれば──彼女は文字通りの意味で『アノマリー』ということになる。

　底抜けにイレギュラーでユニークな、おそらく世界で唯ゆい一いつの個体。

　それはつまりラステルが、世界を大きく揺るがしかねない『鍵かぎ』の一つだということだ。

　他の半身体アノマリーたちにとっては、同どう胞ほうを一気に増やせるかもしれない『祝福の鍵かぎ』。

　そして他国からすれば、ザナドゥの国力を大幅に増大させかねない『災さい厄やくの鍵』。

　力を増したザナドゥが──半身体アノマリーたちが、どういった挙に出るかは分からない。過去の件を蒸し返し、妖精郷テイル・ナ・ノーグの住人たちに意い趣しゆ返がえしを考えるかもしれない。そして翅族アルフや人間もまた、見下している半身体アノマリーたちの増長を許しはしないだろう。率先して戦せん端たんを開く虞おそれすらあった。

　ラステルを自分の目が届く範囲で、そっとしておこうと考えたネアラの判断は、おそらく正しい。もしもの際のことを鑑かんがみれば、誰だれであれ彼女という火種を持て余す。

　ラステル自身には、何一つ咎とががないにも拘かかわらず、だ。

「…………本当に、ひどい話だな」

　何もかもがあんまりだと感じた。特にやるせないのは、肝かん心じんのラステルが自分の異質ぶりをちっとも理解しておらず、またそれを彼女に教えるのも憚はばかられるということだ。

　もしラステルにすべての事情を明かせば、必然、さきほど彼女が活き活きと語ってくれたエーリカの、妖精郷テイル・ナ・ノーグでの所業も余さず語らなければいけなくなる。

　ラステルのなかにある理想のエーリカ像を、完かん膚ぷなきまでに壊こわさなければいけなくなる。

　お前は数多あまたの同どう胞ほうを犠ぎ牲せいにして、ようやくこの世に生み出されたのだ──そんな残ざん酷こくな真実を彼女に告げる役は、正直、ごめん被こうむりたいところではあった。

　卓巳はかぶりを振る。振って、無む駄だな思考を削そぎ落おとしてから、なんとなしに口を開いた。

「──なあ、ラステル、お前、これからどうしたい？」

　言ってしまってから気づいた。それは奇くしくも、今け朝さ、ロロットが彼女に向けた問いと同じものだった。けれど、さすがに今のは前後の脈みやく絡らくがなさ過ぎたか、ラステルが「え？」疑問符を浮かべる。なので卓巳は、少し考えを整理し、まず別のところから切り込むことにした。

「お前、今け朝さこう言ってたよな？　自分は本当に『変わらない』ままでいいのか、って」

「ッ！　あ、あれはっ……！」

「いや、いいんだ。俺おれもなんとなく分かる気持ちではあるんだよ、それ。変わることを受け容れたら、変わる前の自分を……その、なんだか蔑ないがしろにするみたいに思えるんだろ？」

　図星だったらしい。ラステルが呆あつ気けに取られた表情になる。卓巳は口元を緩ゆるめた。

　今朝方、彼女が応接間でそのことを呟つぶやいたときは、引っ掛かりを覚えはすれど、咄とつ嗟さには意味が分からなかった。が、あとになって考えてみれば、答えは明白だった。ロロットと出会う前、『ネジの悲鳴』に苛さいなまれていた頃ころの自分が、まさにいつも同じ疑問を抱いだいていたからだ。

　何も変わらないままでいいのか。本当に自分のネジを回さずにいて構わないのか。

　過去のトラウマを引ひき摺ずって、そのとき覚えた自分の感情を噓うそにしてしまいたくなくて、急せき立たてられるように己を『誤った機械』と定義していた、ついこのあいだまでの玖く堂どう卓巳。

　ロロットが手を引いてくれなければ、卓巳は今も『変わる』という意味を肯定的に捉とらえることができず、自分の心を雁がん字じ搦がらめに繫つなぎ止とめたままでいたろう。

　しかし、だからこそ今度は、自分がラステルに教えてやる番なのだと思う。

　自分が変わることの──いや、変われることの素晴らしさを。そして何より、彼女が根本的なところで大きな勘かん違ちがいをしていることを。

　そして、そのうえではっきりと訊きかなければいけない。

　お前はそれでもロロットの隣となりにいられるのか、と。

「聞いてくれ、ラステル。お前はあの屋や敷しきに住んでさえいれば、昔のままでいられるって思ってるみたいだけど、たぶんそれは大きな──」

　だが、そのときだった。不意に、テーブルの上に影かげが差した。

　どうやら、誰だれかが自分たちの席の脇わきに立ったらしい。大事な話の途と中ちゆうで邪じや魔まが入ったことに、いくぶん気分を害しながら、それでも卓たく巳みはその人物を見上げた。

「やあ、デート中に失礼。不ぶ躾しつけで悪いけど、ちょっと合い席させてもらってもいいかな？」

　ひどく特とく徴ちように乏とぼしい白人男性が、そこにいた。
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　いきなり投げかけられた空気のような声。それに反応して顔を上げたラステルは、しかし次の瞬しゆん間かん、なす術すべもなく呼吸を止めた。全身が氷のように緊きん張ちようしたのが、自分でも分かった。

　そこに立っていたのは、どことなく『案か山か子し』を連想させる男だった。

　つまり、いてもいなくても気にならないけれど、矛む盾じゆんしたことに妙みように存在感がある。

　顔立ちも背格好もありきたりで、まるで十じゆつ把ぱ一ひと絡からげの代名詞みたく印象が薄い。なのに、それが却かえってアクの強さになっているような──とにかく変わった雰ふん囲い気きの持ち主だった。

「合い席、いいかな？」

　案山子が同じことを繰り返す。卓巳がいつまでも良いとも悪いとも言わなかったからだ。おそらく初対面であろう相手に、しかしなぜか卓巳は恐おそろしく険けん吞のんな目つきを向けていた。

「……良くない。他を当たれ」

「はは、いきなりご挨あい拶さつだな。というかきみ、いつもそんな怖こわい目で他ひ人とを見るのかい？」

「いいや。お前みたいに三さん文もん芝し居ばいを打って近づいてくる奴やつだけだ」

　男が苦笑して肩を竦すくめた。なんだバレてたのか、と。卓巳はにこりともしなかった。

「当たり前だ。ガラ空きの店内で、わざわざ合い席をしたがる馬鹿がどこにいる？　しかも外国人。この頃ごろ多いんだよ、俺おれ目当ての観光客が。……イングヴェイたちの仲間か？」

「やぁ、話が早くて助かるな。うん、まぁそういうことになるね」

　男の返答を聞き、卓巳がより一層、目つきを険しくさせた。そして深々と溜ため息いきをつく。次いで彼は、一いつ瞬しゆん、こちらに申し訳なさそうな顔を向けて、

「……すまん、ラステル。先に店を出てくれ。どうもこいつは、俺に用があるらしい」

　卓巳の言いたいことはすぐに分かった。彼はこちらの身を案じてくれているのだ。つまり、こちらの身を案じなければならないようなことが、下へ手たをすれば今からこの店で起きるのだろう。けれどラステルは、彼の言葉に返事をすることができなかった。

「……？　おい、ラステル？」

　反応がないことに違和感を得たか、卓巳が今度はしっかりとこちらを向く。けれどラステルは、やはり応こたえず、動かず、ただ黙だまって──眼前に立つ突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやを凝ぎよう視しし続けていた。

　見けん当とう識しきが失われつつある頭の片かた隅すみで、なぜ、とラステルは半ば自問するように思う。

　なぜ、この男がここにいるのか。

　なぜ、今いま更さらになって自分の前に現れたのか。

「ふむ？　どうやらぼくは、彼女を驚おどろかせてしまったみたいだね。──失礼、レディ。デートの邪じや魔まをしてしまって悪いとは思うけど、どうしてもそこの彼に用事があったんだ」

　そいつが何か喋しやべっている。ありふれた顔で、ありふれた台詞せりふを用いて、ありふれた日常の風景に佇たたずみながら。さも当たり前のようにナニかを喋っている。

　以前、自分を『ないもの』として扱ったあの男が、薄っぺらい人間の皮を被かぶって──

「まずは名乗らせてもらうよ。僕はエリオット・キルガーロン。お察しのとおり妖精使いチエンジリングさ」




　七年前、エーリカを手をかけた事実など、まるでなかったかのように。













　　　第四章　今はもう知ってる、さようなら







　そろそろ白黒はっきりつけるべきだ。

　優ゆう乃のがそう腹を括くくったのは、二限目の現国の時間だった。

　昨日のバドミントン、いやさキャットファイトで大敗を喫きつし、丸一日、鬱うつ々うつと思い悩んだ。

　もう妹だからという理由だけで、兄の所有権を主張するわけにもいかない。その事実がある種の観念となり、ここにきてようやく「避さけては通れない道だ」と、心が強く定まったのだ。

　本来なら、それは抱いだいてはいけない決意だった。気づいてはいけない心意だった。

　でも、本質を避けて遠回しに文句を言ったり、じゃれ合いじみた喧けん嘩かをしているだけでは、もう駄だ目めなのだ。自分と、自分を取り巻く環かん境きように、今、特大の変化が訪れようとしている。その変化を、こんな煮にえ切きらない気持ちで受け容れるのだけは、どうしても我が慢まんできなかった。

「………………」

　前の席に座るロロットの背中に、刺されとばかりに視線を注ぐ。机の横にワニをぶら下げた彼女は、意外と真面目に授業を受けていて、時折、教師の言葉にうんうん頷うなずいていたりした。

　そうだ。どうせ変わらないといけない日々なら、自分はなるべく納得できるかたちで、その変化を受け容れたい。いや、意地でもあたしを納得させてみろ、と思う。

　突とつ如じよとして自分の前に現れた平へい穏おんの破は壊かい者しや。玖く堂どう優乃のこれまでの当たり前を、片かたっ端ぱしから変えようとしている小さな革命児。金色の妖よう精せい、ロロット・ニエンテ・アートレイア。

　優乃は、彼女にどうしても尋たずねたいことがあった。
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　五月二〇日の水曜日。やたらと暑いくせに、空はどんよりと曇くもっている。

「玖堂、今日はどないしたん？　なんか心ここにあらずやね？」

　二限目が終わった途と端たん、綾あや子こがそばに寄って来て、呆あきれと心配半々の声でそう言った。

　なんてことはない。一限と二限、教師が揃そろって席順に生徒を当てるタイプで、解答を求められると事前に分かっていたにも拘かかわらず、卓たく巳みが続けざまにミスアンサーを叩たたき出だしたのだ。

「らしくないんとちゃう？　どんなに難しい問題かて、いつもは要領良く凌しのぐやろ？」

「……単に不調なんだよ。たまにはこういう日もあるさ」

　そうとしか言えない。今日当てられた問題は、どちらも大して難しくなかっただけに。

　続けて綾子の後ろからやって来た啓けい太たが、意地の悪い笑みを浮かべなから言う。

「けけけ、俺おれは割と気分いいぜ？　卓たく巳みって前からそつがなさ過ぎたからな。この際だしもっとミスっちまえ。そうすりゃ、お前もちったぁとっつきやすくな──るぐにゃ！」

「伊い沢ざわ、他人の不幸を笑ったらあかん」

　今のは、いっそ茶化してこちらの気を張らしてやろうという、啓けい太た流の心配りだったのだろうけれど、残念なことに綾あや子こには通じなかったらしい。みぞおちに拳こぶしを食らい、身体からだをくの字に折って床ゆかに這はいつくばる悪友。そんな彼をひょいと跨またいで、次に現れたのは燎りようだった。

「見てられないわね。あんな問題もできないなんて。貴方あなた、普ふ通つうに頭悪いんじゃない？」

「……第一声からそれか。もう少し労いたわりの精神があっても、バチは当たらんと思うが」

　彼女の言葉には、啓太と違って優しさが欠片かけらも感じられない。というか、卓巳が調子を崩くずしている理由を察しているくせに平気で罵ば倒とうしてくるのだから、まったくいい性格をしている。

　次いで燎は、綾子がマウントポジションで啓太をどつき始めたのを一いち瞥べつしたあと、

「……昨日、エリオットとかいう奴やつに言われた件でしょ？　気にしたら負けよ」

　と、やにわに前まえ屈かがみになって、こちらにそう耳打ちしてきた。眼前で彼女の制服の胸元が大きく揺れて、ちょっと目のやり場に困る。卓巳はなんとか平静を装って返した。

「別にあんな奴に言われたことは気にしちゃいないよ。俺が心配してるのは、ラステルの半身体アノマリー云うん々ぬんの問題や、ロロットがネアラの立ち退き勧かん告こくにどんな決断を下すのかだ」

　とにかく、頭痛の種があまりにも多過ぎた。結局、昨日はあれからラステルの真意も聞きそびれている。喫きつ茶さ店てんに例の男、エリオット・キルガーロンが現れたせいだ。それに、問題と呼べるほどの問題かは別にして、ラステルに関しては気き懸がかりなことがまだ他にもあった。

「──昨日、ラステルは屋や敷しきに帰ってから、どんな感じだった？」

「貴方が電話で言ってたとおり、妙みような具合だったわね。何かあるたび、すぐに塞ふさぎ込こんでたもの。ロロも心配してたわ。今日はバイトがないって言うから、一人で屋敷に置いてきたけど」

「そうか。……くそっ、分からないな。喫茶店でエリオットと話してから、明らかにあいつの様子がおかしくなったんだよ。なのに、理由を訊きいても何も答えやしない」

　昨日、燎が言っていた信用できない云々とは別の意味で、できることなら今日はラステルを一人にしたくはなかった。けれど、そうもいかない事情があったのだ。

　これから先、暫しばらくはより一層の警けい戒かいが必要になる。だから、燎とコンビネーションが取りやすく、ロロットの元にも即そく座ざに駆かけつけられるよう──しかも、なるべく普ふ段だんどおりの行動を心掛けて、こうして卓巳は何食わぬ顔で学校に登校してきた。

　それというのも昨日、エリオットが去り際に宣戦布告めいたものを口にしたからだ。
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「──スカウト？」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が口を衝ついて出た。今日のところは交戦の意思はないと告げ、あくまで対話に拘こだわったエリオット・キルガーロンが、いきなりこちらの想像の斜ななめ上うえを行ったからだ。

「今、スカウトって言ったか？　お前が、俺おれを、スカウト？」

　卓たく巳みが一字一句、区切るように確認すれば、差し向かって座ったエリオットは当あたり障さわりのない笑みで頷うなずいた。ちなみにラステルは、今はこちらの隣となりに席を移っている。卓巳が「先に店を出てろ」と言っても、なぜか頑かたくなにそれを拒こばんだのだ。彼女の面おも持もちは、ひどく硬かたかった。

「そう、スカウトだ。他の言い方をすれば、ヘッドハンティングかな？」

「……お前は保守派の人間じゃないのか？」

「僕はただの雇やとわれ者だからね。その手の主義主張は持ち合わせないことにしてる。あぁ、でも僕を雇った翅族アルフの皆々様は、当然、保守派だよ？　そのへんはあしからず」

「なら、お前は雇い主の意向とは別に動いてるってことか？」

　いいや、とエリオットが首を振る。今しがた運ばれて来たコーヒーのカップを持ち上げ、立ち昇のぼるブルマンの香かおりを楽しみながら。卓巳としては、ますます要領を得ない。

「保守派の翅族アルフの意に沿って動いてるなら、なんで俺をスカウトするなんて話になる？」

「彼らも一枚岩じゃないってことさ。きみが昨日ジェット機で戦ったイングヴェイたちや僕は、今回、アヴァロンの複数の機関がそれぞれ主張を通そうとした結果の混成チームとしてこの国に派は遣けんされたんだ。僕も表向きは、きみを排はい除じよするという名目でチームに参加してる」

「でも、本当は違う？」

「そういうこと。ざっくばらんに言ってしまえば、僕個人は雇こ用よう主ぬしたちのうち、前々からつき合いがあった遺産管理局という機関の意向を、大きく受けて動いてるんだ」

「遺産管理局？　それは名前からして、あれか？　〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉の──」

「そう、その管理や研究、発掘を手掛けているアヴァロン文化省の古いセクションさ。彼らがきみに価値を見出したんだ。ただ消してしまうには惜おしい、ってね」

　そう告げられ、卓巳は逆に不ふ審しんを募つのらせた。価値といっても、その意味は千差万別だ。

「〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉の管理をしてる連中が、いったい俺のどこに目をつけたんだ？」

「もちろん、きみのイットにさ」

　卓巳は反射的にテーブルに視線を落とした。そこでは毎度のように、呼んでもいないのに勝手に顕けん現げんした数体の小人たちが、めいめいの様子で寛くつろいでいる。エリオットは更さらに続けた。

「きみのイットが有する悪戯ミスチフは『工作』。第三階かい梯ていの現段階では、作る道具は驚おどろくほど精せい巧こうではあっても、すべて物理法則の枠わく組ぐみ内に留まっている。そうだね？」

「ああ。それが？」

「遺産管理局が期待しているのは、その先だよ。きみの今後の可能性さ。第四、第五と順調に階梯を上げていったとき、果たしてきみは何ができるようになるのか──」

　エリオットが身を乗り出してきた。殆ほとんど営業マンみたいなノリだ。

「お偉いさん方の見解はこうだ。きみのイットの悪戯ミスチフは、いずれ物理的な限界を超えて、もしかしたら〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉さえも再現し得るものなんじゃないのか、ってね」

「……〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉を？」

　卓たく巳みは再びテーブルを見た。小人たちが、きょとんとした顔でこちらを仰あおいでくる。

「古翅族デイナシーたちの遺産、〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉は、その殆ほとんどが今の妖精郷テイル・ナ・ノーグの技術水準を大きく上回る代物だ。通信水晶球コミユボールみたく一部解かい析せきに成功して、デッドコピーを製作できたなんて話もあるけど、まぁ大半はその仕組みさえ分かっていないのが現状でね。だから、遺産管理局はずっと探していたんだ。〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉研究に、新たなメスを入れられる逸いつ材ざいが現れるのを」

「それが俺おれだって言いたいわけか？　……また随ずい分ぶんと大おお袈げ裟さな話だな」

「いいや、そんなことはないさ。Ａランク、Ｓランクの〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉ともなれば、発見されただけで戦争の引き金にもなるし、場合によってはホツマみたいな憂うき目めにも遭あう。きみが思っているよりも、これはずっと只ただ事ごとではない話なんだよ」

　ホツマというのは確か、日本と因いん縁ねん深い妖精郷テイル・ナ・ノーグの国だったはずだ。何かの理由で長らく国交断絶状態に陥おちいっている、とは聞いていたけれど、〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉が関係しているのか？

「……だとしても、そんなのは全部『たられば』の話だろ？　危険な〈比ひ翅よくの騎き士し〉の存在を容認してまで、たかだがパーセンテージに頼ろうっていうのは、ちょっと納得がいかないな」

「パーセンテージというなら、〈比ひ翅よくの騎き士し〉が持つ危険性だって同じだよ」

「？？？　何が言いたい？」

「忘れちゃいけないよ、ってことさ。第六階かい梯ていに至った妖精使いチエンジリングは、確かに翅族アルフにとって脅きよう威いの的だ。でもその実例は、長い歴史のなかで今のところ、僅わずかに二人しかいない」

　卓巳は知らず黙だまりこくった。エリオットの論ろん旨しが見えてきたからだ。

「かつて一三翅し族ぞくたちは〈口移しの果実〉を編み出し、第六階梯の妖精使いチエンジリングつまり『人間が翅族アルフになれる』という可能性を示し唆さすることで、選民思想に染まりかけていた翅族アルフ社会を正そうとした。でも、そんな彼らが本当に、第六階梯の誕生を心から信じていたと思うかい？」

　あり得ない。あまりに確率が低過ぎる。奇き跡せきを百万回重ねたって無理だ。

「もちろん、プライドの高い翅族アルフのことだ。決して現れない存在であろうと『その可能性がある』というだけで充分、〈比翅の騎士〉の命を狙ねらう理由にはなる。けど、そういう感情さえ吞のみ込こんでしまえば、思想的なあれこれなんて所しよ詮せんは水みず物ものだしね」

　改革派や保守派が何を騒さわいだところで、どうせ世のなかの変化は落ち着くところに落ち着く、とエリオットは語っていた。ロロットの騎き士しとしては、非常に聞き捨てならない意見だ。

「だったら、歴史的に価値がある〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉研究のためにも、まずきみという人材を先物買いしておいたほうが利口だ。少なくとも遺産管理局はそう考えた。第三階梯まで僅か一週間、しかもあの『雨曝しノーアンブレラ』を斃たおしたルーキーとなると、期待も俄が然ぜん高まるというわけさ」

　エリオットがそう締しめ括くくり、卓巳は腹ふつ腔こうから大きく息を抜いた。なんだか、どっと疲れてしまったからだ。ネアラとの会見の際も思ったことだけれど、自分の知らないところで着々と外そと堀ぼりが埋うめられている事実を知ったときのこの感覚は、どうにも衛生上よろしくない。

「それで、返答はどうかな？　なんだったら少し日を置いてからでも──」

「……貴方あなたは」

　と、そこで出し抜けに声が割って入った。卓たく巳みは驚おどろいて隣となりを見る。

「貴方あなたは、いつからその遺産管理局っていう組織の、下した請うけをしてたんですか？」

　ラステルだった。ここまで一言も発さなかった彼女が、なぜか今は挑いどみかかるような目つきでエリオットを睨にらんでいる。予期せぬ質問だったか、エリオットが戸と惑まどいの表情を浮かべた。

「？　なぜ、そんなことを？」

「単に知りたいからです。いけませんか？」

　そう応じてみせる口調も、やはりどこか喧けん嘩か腰ごしだった。卓巳は心中で冷ひや汗あせを搔かく。

　この場に同席している以上、ラステルが妖精郷テイル・ナ・ノーグの関係者であることは、もう言い訳が利かない。事前情報にない彼女の存在に、こう見えてエリオットも警戒心を持っているだろう。だからこそ、これ以上、彼の興味を惹ひくような真ま似ねは避さけるべきだというのに。

「さて、どうだったかな。もうかれこれ一〇年くらい懇こん意いにさせてもらってる気がするけど」

「じゃあ、これまでどんな仕事を請うけ負おってきたんです？　今みたいにスカウトマンの真ま似ね事ごとだけですか？　もっと危険なことも沢たく山さんしてきたんじゃないですか？」

　まるで責めるような口振りだ。エリオットがますます不可解な顔つきになる。

「ん、まぁそうだね。何しろ遺産管理局は、こと〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉に関しては妥だ協きようを知らないから。汚れ仕事を任されたのだって一度や二度じゃない。でも、それが何か？」

「汚れ、仕事……具体的には？」

「大っぴらに言うことじゃないよ。機密保持のため、っていうフレーズで察してほしいな」

　直接的な表現を避さけたその答えに、ラステルがぐっと奥おく歯ばを嚙かみ締しめる。何か決定的な一言を放つもりだ。それが気配で分かった。けれど、彼女は結局、暫しばらくして身体からだの力を抜き、

「…………そう、ですか」

　とだけ言った。そして再び顔を俯うつむけ、貝のように口を閉ざしてしまう。

　正直、わけが分からなかった。それはエリオットも同じだろう。しかし、彼はすぐに気にしないことに決めたようで、ややわざとらしく咳せき払ばらいをしてから、こちらに向き直った。

「少し話が逸それてしまったね。で、どうだろう？」

「……？　何がだ？」

「や、だからこっちの要求に対する返答さ」

　あぁ、そのことか。卓巳は納得して頷うなずく。内心、ラステルのことを気に懸かけながら、

「──悪い。他を当たってくれ」

　きっぱりと言った。一片の迷いもなく、相手の期待を一いち撃げきで叩たたき壊こわすように。

　エリオットが面めん食くらう。まさか即そく答とうされるとは思っていなかったのだろう。でも、期せずしてラステルのおかげで、事前に心の準備を整える時間ができたため、卓たく巳みのほうからすればあとは迎え打つだけだったのだ。何しろ答え自体は最初から決まっているわけだし。

「ちょっ……ちょっと待ってくれ。何もそう結論を急がなくたって──」

「いくら時間をかけても答えは同じだよ。遺産管理局に来いっていうのは、つまり俺おれにロロットを裏切れってことだろ？　俺がそんな口車に乗ると思ったのか？」

「いや、別に王女と手を切れなんて言ってないよ。きみが彼女を説得してくれれば、それで済む話じゃないか。改革運動は何もこの街でしかできないわけじゃない。そうだろう？」

　卓巳は失笑した。見当違いな言い分だったからだ。なので、すかさず告げてやる。

「かもな。でもロロットは『この街でやる』って言ってるんだ。妖精郷テイル・ナ・ノーグのサミットが開かれる、この羽は々ば根ね市しで。そんなあいつを心変わりさせるのは、たぶん神様にだって不可能だよ」

　そもそも卓巳にロロットを説得する気など欠片かけらもない。何があっても彼女についていくと──いや、彼女の隣となりにいつか並んでみせると、もうとっくに決心を固めているからだ。

　そんなこちらの意志を感じ取ったか、エリオットが味も素っ気もない顔を渋じゆう面めんに変えた。

「……困ったな。きみはもう少し利口なタイプかと思ってたんだけど。こうなってくると僕としても、多少、乱暴な手段に訴うつたえなきゃいけなくなる」

　隣でラステルが身を竦すくませた。卓巳はテーブルの下で彼女の手を握にぎり、エリオットに冷めた目を向ける。相手に弱味を見せるのは厳禁なので、緊きん張ちようを隠かくして敢あえて強気に応じた。

「交渉が決けつ裂れつした途と端たんそれか。芸がないな。──今すぐ始めるか？」

「やれやれ……ちっとも怖おじ気けづかないんだな、きみは。僕はこれでも第四階かい梯ていなんだぜ？」

「できるできないの問題じゃないんだよ。何しろこっちは、ロロットの翅はねを預かる身だ」

　卓巳は暴力が嫌きらいだ。しかし、相手がやる気な以上、応じないわけにもいくまい。けれど、エリオットはやおら伝票を手に取ると、こちらが拍ひよう子し抜ぬけするほど呆あつ気けなく席を立った。

「今日はやめておこう。最初に『交戦の意志はない』って宣言しちゃったからね。それに、こんな場所で戦えば巻まき添ぞえが出る。──無む駄だな犠ぎ牲せいはあんまり好きじゃないんだ」

「……そうかい。律りち儀ぎなこった」

「でも、明日からは別だ。僕もプロなんでね。なんとしてもきみを連れて行かないと、商売が成り立たない。僕の流りゆう儀ぎで、きっちりカタに嵌はめさせてもらうよ」

　最後にそんな捨すて台詞ぜりふを吐はき、エリオットが悠ゆう々ゆうと立ち去ってゆく。が、その間際、彼は再びこちらを振り返った。途と中ちゆうで何かに気づいたように、「あぁ、そうだ」と声をあげて。

「そこのお嬢じようさん……え～っと、確かラステルって呼ばれてたかな？　で、いきなり変なことを訊きくけど、僕たちってどこかで顔を合わせたことがあるかい？」

　不思議そうに首を捻ひねって、そんなことを尋たずねてくる。卓巳は眉まゆを顰ひそめてラステルを見た。

　彼女は答えなかった。理り不ふ尽じんな現実に直面したような面持ちで、エリオットの問いにも、その後、卓たく巳みがいくら疑問をぶつけてみても──何も、答えなかった。




　　　　○




　なぜあのとき、自分は何も言わなかったのだろう？

　一晩明けて、時間が経てば経つほどに、そんな悔くやしさが募つのってゆく。

　ロロットと燎りようが登校してしまい、今、屋や敷しきにいるのは自分だけだ。長い廊ろう下かを目的もなく歩きながら、ラステルは昨日の夜からずっと続けている自問を、やはり胸中に生じさせる。

　なぜあのとき、自分は何も言わなかったのだろう？　どうして、あの男に「わたしは、お前が殺した女の元イットだ」と、そう真実を突きつけてやらなかったのだろう？

　エリオット・キルガーロンは、エーリカの仇かたきだ。それはもう間違いない。

　当時のことは思い出すのが辛つらくて、できる限り記き憶おくの底に封じ込めるよう心掛けてきたけれど、それでもやろうと思えば、あの夜の情景はいつだって容易たやすく瞼まぶたの裏に蘇よみがえる。

　暗い路地。死にかけの街灯。その下に倒れた女。辺りに広がる緋ひ色いろ。その向こうに佇たたずむ男の右手も、やはり赤い。そして、そいつがこちらを一いち瞥べつする。さながら物を見るような目で。

　──半身が死んだのだから、とっとと消えてしまえば良いものを。

　言げん外がいにそう語っていたあの双そう眸ぼうは、忘れたくても忘れられるものではない。

　なのに、自分は昨日、エリオットを前にして何もできなかった。

　色々と問とい質ただして罪を告白させ、そのうえでエーリカの仇を取ってやると、初めはそう息巻いてすらいたのに。結局、殆ほとんどのあいだ、ただの置物と化していることしかできなかった。

　いったいなぜ？　どうして？　性しよう懲こりもなく繰り返される、自己に向けられた問い。けれど、そんなものは欺ぎ瞞まんだ。答えなんて分かり過ぎるくらい分かっていた。

　だって自分は、この七年間、何もしてこなかったのだから。

　エーリカを手にかけた相手の顔を知っていたくせに、そいつを探し出そうともせず、ただこの屋敷で優しい思い出に浸ひたって生きてきたのだから。

　何もできなくて当たり前だ。その場限りの突とつ発ぱつ的てきな怒いかりが、いつまでも盛んに燃え続けるはずがない。覚かく悟ごもなく抱いだいた激情が、我が身可愛かわいさを押おし退のける力をくれるわけがない。

　もしエリオットに戦いを挑いどめば、自分は、間違いなく──死ぬ。

　そう思った瞬しゆん間かん、手足が鉛なまりのように重たくなって、あとはもう駄だ目めだった。

『やる』か『やらない』かではなく、『できる』か『できない』か。そんな後先を見み据すえた物差しで復ふく讐しゆう行為を図ってしまった自分に、あの場で何ができるはずもなかったのだと思う。

「…………馬鹿ですね、わたし」

　ぽつりと呟つぶやいて、なんの気もなく顔を上げれば、すぐそこにロロットの寝しん室しつが見えた。

　かつてエーリカが書しよ斎さいとして使っていた部屋だ。なんとなく思うところがあって、ラステルはその扉とびらに手をかける。踏み入った先、室内は大量のぬいぐるみに占せん拠きよされていた。ワニを始め、なぜか肉にく食しよく獣じゆうが多い。窓際には、古臭い紫し檀たんの机が置かれていた。

　ラステルはその机に近づき、表面に彫ほられた歴代の家主たちの名前を指でなぞってゆく。

　そして、記された名前の最後のところで、ぴたりと指を止めた。

　緒お原はら恵え理り佳か。

　昔、この机にエーリカの名前があるのを見つけたとき、ラステルは密ひそかに驚おどろいたものだった。非効率的なすべてを嫌きらっていた彼女が、まさかこんな感傷的な真ま似ねをするなんて、と。

「エーリカは……ここに自分の名前を刻んだとき、どんな気分だったんでしょうね？」

　単なる手て慰なぐさみの末かもしれない。何よりそれが一番ありそうなことのように思えた。

　けれどもし仮に、彼女が何かの拍ひよう子しに、「忘れてほしくない」と願ったのだとしたら。

　まともな友人も知人もおらず、いずれイットと共に消えゆくだけの人生。そんななかで誰だれともなしに向けて、ふと自分が存在した証あかしを残しておきたくなったのだとしたら。

　──古い家には、そこにまつわる者の想いが残る。

　エーリカ独ひとりを先に逝いかせ、なんの因果か生き長らえてしまった自分は、果たして彼女のメッセージをちゃんと受け取れていただろうか？　あれほど過去に拘こだわっていたくせに、いつの間にか彼女の面おも影かげを、ただの『過ぎ去ったもの』として処理しようとしていたのではないか？

「……ッ」

　脳裏で二つの光景が瞬またたく。一方は、エーリカと共に過ごした日々。もう一方は、意い気き消しよう沈ちんして帰宅した自分を心配する、昨晩のロロットたち。過去と現在。交わらない二つの団だん欒らん。

　本当は、やっぱり何もかも分かっていたのだと思う。

　昨日、ロロットに屋や敷しきに住むことを認められ、大いにはしゃぎながらも自分は、心の底ではすべてを承知していたのだと思う。

　卓たく巳みも喫きつ茶さ店てんで少し言っていたけれど──たぶん『変わる』とは、それ以前の己を『殺す』ということだ。変わる前の事々を自らの手で葬ほうむって、決意と共に前に進むということだ。

　しかし、ラステルはそれを拒こばんだ。この七年間、ずっと拒み続けてきた。

　そしてロロットたちが自分の前に現れ、それでも屋敷から追い出されずに済むと知って、どこか疑問を覚えながらも、ほっと胸を撫なで下おろしたのだ。

　あぁ、これで自分はまだ『変わらない』ままでいられる、と。

「……そんなわけ……ないじゃ、ないですか……」

　呻うめいた声が震ふるえる。何かが頰ほおを伝って、机の上にぽたぽたと染しみを作った。

　そうだ。そんなわけがない。だってエーリカはもう、この屋敷にはいないのだから。

　ロロットたちと一いつ緒しよに暮らすとは、新しい自分を始めるということだ。明確にこれまでの緒原ラステルを変えるということだ。エーリカがいない事実に目を背け、屋敷に居座って不可逆的なものばかり追ってきた自分に訪れた、紛まごうことなき変化の前まえ触ぶれなのだ。

　なのに──あいつが現れた。

　よりにもよってこのタイミングで、まるで運命の皮肉を体現するかのように。

　自分から半身を奪うばった過去の象しよう徴ちよう、エリオット・キルガーロンが。

　思えば七年という月日は、誰だれかが自分に与えてくれた猶ゆう予よ期間だったのかもしれない。けれどラステルは、その猶予を無む駄だに使つかい潰つぶしてしまった。自分で自分を変える機会を逃がしてしまった。だから、その誰かも遂ついに業を煮にやし、こうして選せん択たくを迫る気になったのだろう。

　道は既すでに示されている。エーリカとロロット。過去と現在。そして未来。

　もしエリオットに挑いどめば、おそらく自分は死ぬ。けれど、エリオットをこのままにしてロロットを選べば、自分のなかのエーリカが死んでしまう気がする。

「エーリカ……」

　いらえなど返るはずもないと知りつつも、ラステルは彼女の名を呼ばわった。祈いのりを捧ささげるような気持ちで、呼べば何かが自分のなかに備わると固く信じて。

　猶予の刻ときは終わった。道は既に示されているのだ、どうしようもなく。




　　　　○




　思い立ったが吉きち日じつ。いざ行動に踏み切ったのは、三時限目が終わってすぐのことだった。

「ちょっと顔貸して」

「うん、いいよ」

　授業と授業の合間に設けられた一〇分間のインターバル。その僅わずかな時間のあいだに、優ゆう乃のはロロットを教室から連れ出した。ぶすぶす背中に刺さるクラスメイトたちの視線を、大変な労力で以もって無視しながらだ。校舎裏に連れて行ってヤキでも入れるのかしらん──そんなひそひそ話が後ろから追ってきたように思うのは、果たして自分の自意識過か剰じようだろうか？

「っとにもう……ッ！　あんたのせいであたしの学園生活、メチャクチャよ！　どうしてくれんの、この始末！　損害賠ばい償しようものじゃない!?」

　ロロットが転入してきてからこっち、彼女と事あるごとに衝しよう突とつしていたため、それなりに品行方正で通してきた自分の擬ぎ態たいもいよいよ風前の灯ともし火びらしい。並んで廊ろう下かを歩く事態の元げん凶きようをキッと睨にらみつけてやれば、彼女はとびっきりの笑顔で言ったものだった。

「えへへ、ざまぁだね♪」

「可愛かわいく言やぁ、なんでも許されるってもんじゃないわよ、あんたっ！」

　ともあれ、そんなやり取りをしながら向かった先は、屋上へと続く階段の踊おどり場ばだった。屋上は生徒の立ち入りが禁止されているため、必然、ここを通りかかる者もまずいない。

　邪じや魔まが入らないシチュエーションで一対一、示し合わせたように立ち止まって、互いに伸ばした手の先が触ふれるかどうかの距離で向かい合う。窓から覗のぞく空は相変わらず曇くもっていて、踊り場にも薄暗い紗しやの幕が引かれていた。やがてロロットが、なぜか含み笑いを洩もらす。

「な～んかさ、こうしてると西部劇の決けつ闘とうみたいだよね。合図と同時にバキューンってやつ」

　ロロットが指ゆび鉄てつ砲ぽうを作り、その先からたなびく見えない硝しよう煙えんを、ふ～っと吹き散らしてみせた。わざわざ決闘なんて言葉を使うあたり、彼女もここに来た意味は理解しているのだろう。

「……なに、あんた西部劇なんて観るの？」

「うん、マカロニウェスタン好きなの！　タクミと一いつ緒しよに、他にも色んな映画を観たよ？」

　無む邪じや気きにそう返され、ちくりと胸に痛みが走る。優ゆう乃のにも憶おぼえがあったからだ。

　小さい頃ころの兄は映画好きで、まだ物心ついて間もない自分もつき合わされ、よく一緒に居間のテレビで借りてきたＤＶＤを観た。映画の内容なんてさっぱりだったけれど、兄とソファーに座ってお菓子をぱりぽりやっているだけで、なんだか当時は無性に嬉うれしかった記き憶おくがある。

　でも、いつからか兄は映画をぴたりと観なくなった。

　父が勤め先で事故に遭あって、それから間もなくのことだ。

　まずテレビそのものに殆ほとんど近づかなくなった。そもそも機械全般を避さけていた節があったように思う。試しに映画館に行こうと誘さそってみても、返ってくる返答はいつも決まって否定の言葉。優乃にとっては、ひどく苦い思い出だ。当時の自分からすれば随ずい分ぶんと高い買い物に思われた二人ぶんのチケットは、今も机の引出しのなかで幾いく枚まいも眠っている。

　映画なんて独ひとりで観るものじゃない。

　だって自分は、映画の内容それ自体には、あまり興味がないのだから。

　だから優乃も、いつしか自然とこう考えるようになっていた。自分はもう二度と映画を観ない──いや、たぶん観ることはできないのだろう、と。

　なのに、ロロットは言うのだ。

　映画が好きだ。色々な映画を観た。

　兄と一緒に、と。

「………………んでよ」

　今この瞬しゆん間かんに至るまで、優乃は慎しん重ちように事を運ぶつもりでいた。

　見苦しく感情的に騒さわぐのはもうやめにして、兄の婚約者フイアンセを自称するこの少女と、きっちり腹を割って話し合いでケリをつけようと思っていた。

「……なん、でよ……ッ！」

　でも、駄だ目めだった。

　胸があまりに痛過ぎる。兄の面おも影かげがあまりに遠過ぎる。

　とても我が慢まんできない。とても抑おさえ切きれない。これまでの兄を知っている優乃は、しかし自分の知らない兄を知る目の前の相手に、湧わき上あがる激情そのままに問わずにはいられなかった。

「なんでっ……どうして、あんたなのよ!?」

　ロロットは驚おどろいたふうも見せなかった。理り不ふ尽じんな叫びをぶつけられているはずなのに、今も優ゆう乃のの視線の先で静かに佇たたずんでいる。そのことが、なおさら癪しやくに障さわった。

「ッ、お兄は！」

　嘔え吐ずくように叫ぶ。けれど、意地でも涙だけは流さなかった。

「お兄はっ、昔はもっと普ふ通つうだったの！　あんたが何かするまでもなく、子供の頃ころはどこにでもいる普通の……普通の、あたしの『お兄ちゃん』だったの！」

　うん、とロロットが頷うなずく。どんな意味の相あい槌づちかは知らないけれど、構わず優乃は続けた。

「でも……でもっ、でも！　あるときから急に様子がおかしくなって……それで変わったちゃったの！　なんだか色々なことに無関心になって、ぜんぜん笑わなくなって！　まるでロボットみたいにッ……あたしのお兄ちゃんが、どっかに行っちゃったの！」

　お兄ちゃんが、どこかに行っちゃった──子供心に当時の優乃はそう思った。

　そう思わずにはいられないほど、ある日を境にして起きた卓たく巳みの豹ひよう変へんぶりは著しかった。

　何か大切ものを諦あきらめてしまったように、大たい抵ていの物事に興味を示さなくなった。しかし周りの人間の殆ほとんどは、そんな兄の変化を「単に大人になっただけ」と受け止めた。

　確かに兄の変化は、外見上は微び々びたるものだった。歳としの割にやや落ち着き過ぎのきらいはあっても、特に問題に繫つながるような傾けい向こうは、何も表さなかったからだ。それどころか常々において良識的な判断をする兄は、傍はた目めにはさぞや利発そうな子供に映ったことだろう。

　けれど、優乃を始めとする、ごく少数の近しい者たちは理解していた。

　中身がないのだ。分別を弁わきまえているかに見える行動は、その実、社会常識と照らし合わせて事前に構築した己のルールに従っているだけ。ひたすら無気力に「今は息をしているから、これが止まるまでは、とりあえず生きてみようか」──その程度の感覚で日々を過ごしているのが透すけて見えていた。そう作られた機械は、そうするのが当たり前だと言わんばかりに。

　抜ぬけ殻がらのようになってしまった卓巳を、もちろん優乃は心配した。元の兄に戻そうと色々試したりもした。父と母も同じだ。啓けい太たに至っては、中学一年の頃、それが原因で兄と大おお喧げん嘩かをした。二人とも入院するほどの怪け我がを負ったけれど、兄はそれでもロボットのままだった。

　──駄だ目めだ。処置なしだよ。あいつ、お義理で喧嘩してやがった。

　退院したときの啓太の台詞せりふだ。衝しよう撃げき的てきで今も忘れられない。兄がただの義理で何箇所も骨折するほど親友と殴なぐり合あったのかと思うと、怖こわいやら悲しいやらで我知らず優乃の涙るい腺せんは緩ゆるむ。

「なのにっ……なのに、なんであんたには『それ』ができたの!?」

　想いを叩たたきつける。泣くまいと誓ちかったのに、いつの間にか頰ほおはしとどに濡ぬれていた。

「あたしには無理だった！　妹なのに無理だった！　お父さんやお母さんでも駄目で、あの啓太さんだって最後には諦めた！　なのに、どうしてあんただけがお兄を元に戻せたの!?」

　これこそが、優乃のどうしても『訊ききたかったこと』だ。

　昔から卓巳のことを知っている自分たちには無理で、どうしてぽっと出のロロットには可能だったのか。それを認めるのが悔くやしくて、今まで散々ぱら迂う遠えんな方法で彼女に難なん癖くせをつけてきた。避さけられるはずもない問いなのに。認めないわけにもいかない事実なのに。

「「………………」」

　暫しばし無言で見み詰つめ合あう。薄暗がりで輝かがやく一対の碧へき玉ぎよくに、気を抜くと吸い込まれそうだった。

　そのあいだにチャイムが鳴った。一〇分休きゆう憩けいが終わり、これから四限目が始まる。確か次は移動教室で、化学の実験だったはずだ。けれど構わない。そんなものは断固としてボイコットする。今そう決めた。ロロットもまさか女の戦いより授業を優先はすまい。

　事実、彼女は逃にげも隠かくれもせず、チャイムが鳴り終わるのを待ってから、こう言った。

「──ぼくは、タクミを『元に戻して』なんかいないよ？」

　カッときた。この期ごに及およんでシラを切る彼女が、ひどく憎にくらしかった。

「それにたぶん、あんまり特別なこともしてないと思うし」

「噓うそつかないでよ！　何かっ、何かやったんでしょ!?　だから、お兄は『あんなふう』になったんでしょ!?　あたし分かるもん！　受け答えとか、仏ぶつ頂ちよう面づらなところとかは同じでも、前よりずっと……ずっとあの頃ころのお兄だもん！　だから映画だって、あんたなんかと……ッ！」

　そうだ。自分には分かるのだ。もしかしたら両親や啓けい太たはまだ気づいていないかもしれないけれど、自分にだけは手に取るように分かるのだ。だって自分は、玖く堂どう卓たく巳みの妹なのだから。

　お兄ちゃんが帰って来ようとしている。

　どこかに行ってしまった、あたしのお兄ちゃんが。

「ううん。だから違うんだよ、ユーノ」

　それなのに、ロロットは緩ゆるくかぶりを振って、やはりこちらの詰きつ問もんを否定した。

「だって、ぼくは昔のタクミのことなんか、これっぽっちも知らないんだよ？」

「……？　そんなの、当たり前──」

「そう、当たり前なの。だから、ぼくにはタクミを『戻せ』ない。タクミをぼくの『知らないタクミ』にする方法なんて分かりっこないよ」

　一いつ瞬しゆん、息を吞のんだ。が、すぐに反発心が湧わく。そんなもの単なる言葉遊びじゃないか、と。

　けれど、こちらが何か口に出して言うよりも早く、ロロットは更さらにあっけらかんと続けた。

「すっごく初歩的なところで、たぶん優ゆう乃のは誤解してるんだと思う」

「誤解？」

「あのね？　もしぼくがタクミに何かしたんだとしても、それは『戻す』ことじゃないの。ただ、ぼくと一いつ緒しよに『変わろう』って、ちょっと手を引いただけ。それだけなんだよ？」

　変わる。戻るのではなく、変わる。新しい自分になる。前に、進む……？

「好きな男の子と色んなことを体験して、毎日がひっきりなしにお祭り騒さわぎで──そしたらさ、もう今のままでなんていられないでしょ？　昔になんて戻れないでしょ？」

「………………」

「良くも悪くも変化は変化なんだよ。でも、どうせだったら今よりもっと素す敵てきな自分に変わりたいじゃない？　ユーノはさ、タクミが変わっちゃって嫌いやだったなら、自分も一いつ緒しよに変わっちゃえば良かったんだよ。タクミを連れて、もっといい方向にさ」

　ロロットが無防備に笑う。彼女の説明はやっぱり言葉遊びじみていて、答えの体てい裁さいをいまいち為なしていなかった。でも、なぜかつっかかることなく、ストンと優ゆう乃のの胸のなかに収まる。

　自分ではなく彼女だった理由。不思議でたまらなかったそのワケ。

　合点がいってしまった。納得できてしまった。確たる根こん拠きよなんて何も示されていないのに。

　それはとどのつまり、自分の完全な負け、ということだった。

「…………悔くやしいなぁ。あたし、お兄の妹なのに……悔しいなぁ」

　顔を上向け、鼻をすすりながら言う。見み栄えっ張ぱりに唇くちびるだけが笑みを作った。泣き笑いだ。

　自分は兄の最大の理解者足りえなかった。その事実が悔しくて、情けなくて、格好悪くて──でも、やっとさっぱりできた。このところ続いていた鬱うつ々うつとした気持ちが、とても晴れやかに。これで空さえ雲ってさえいなければ、もう言うことなしだったのだけれど。

「どっちが上とかさ、そういうのはあんまり関係ないと思うよ？　たぶん」

　ロロットが柔やわらかな眼まな差ざしで見てくる。優乃はスンスンと鼻を鳴らして、なんとか頷うなずいた。

「ん……そうね。なんたって妹だもんね、あたしは」

　これまで自己暗示のように繰り返してきたその言葉を、初めて少し違う意味合いで使ってみた。免めん罪ざい符ふみたいに振りかざすよりは、遥はるかにしっくりくるように思う。

「うん、それでぼくがタクミの婚約者フイアンセね」

「あ～……その婚約者っていうのは、やっぱり譲ゆずれないわけ？　せめて彼女にしときなさいよ、あんた。ずーずーしい」

「ぜーったい嫌っ。ユーノだって『タクミの弟になれ！』って言われたら拒きよ否ひするでしょ？」

「言われんわ！　寧むしろなれるもんなら、なってみたいっつーの！」

　そんなふうに言い合って、多少なりとも自分らしさを取り戻す。そしてふと、今のは彼女が気を遣つかってくれたのかな、と頭の片かた隅すみで思った。だとしたら本当にお見それするけれど、壮そう大だいな買いかぶりという気もひしひしとする。ネアラといい、自分の周りはこんなのばっかりだ。

「──ね。昨日の約束。あんた、ちゃんと憶おぼえてる？」

　深呼吸してから、そう訊きいた。何はともあれ、けじめは必要だと思ったから。

「え？　何が？」

「ほらっ、勝負に勝ったほうがどーとかってやつ」

「あ、うん。もっちろん！　約束どおり、タクミはぼくのだかんね！」

「チッ、しょうがないわね。でも、あんたにやるのは半分だけよ？　兄貴としてのあれは、生しよう涯がいあたしのもんだから。いい？　ここ超重要よ？」

「えへへ。半分こね、半分こ」

「……あと、うちの両親にも今度会わせてあげる。昨日、二人とも乗り気だったし。お兄のダメ本も、そんとき好きなだけ見ればいいわよ。たぶん啓けい太たさんのだけど、あのラインナップ」

　それから──と少し言葉を宙に彷徨さまよわせ、こほんと咳せき払ばらいを一つ入れてから、

「……さ、最後の約束はっ？　それも、ちゃんと……憶おぼえてる、わよね？」

　勢いに任せて言い切ろうとして、でも失敗した。後半、なんだか尻しりすぼみになる。優ゆう乃のはここぞというとき腰が引ける自分の性格を、今この瞬しゆん間かんほど呪のろったことはなかった。

　そう、けじめは必要なのだ。どうあっても。しかし、今日までひたすら対立してきた相手に向けて、今いま更さらこういうことを切り出すのは、なかなか勇気がいる所業に思えた。

「にっへっへ～」

「ッ、何その顔……」

　ロロットが最大級にだらしない笑みを浮かべた。蕩とろける、という表現が生なま易やさしく感じられるほどの、それはそれは見事な相そう好ごうの崩くずれっぷりだった。まるでチョコレートパフェみたい。

　だから理解した。相手も理解しているということを、優乃も理解した。なのでもはや言葉は不用と、半ば手刀でも繰り出すような勢いで、つっけんどんに手を差し伸べる。

　握あく手しゆ。

　仲直りの、ではない。これから新たな関係を始めるための、まずは第一歩。

　ロロットが待ってましたとばかりに瞳ひとみを輝かがやかせた。そしてマタタビを前にした猫みたいな動きで、こちらの手に飛びついてくる。この程度のことで何がそんなに嬉うれしいのやら。そう思いつつも優乃とてまんざらではなく、苦労して嫌いや々いやなふうを装いながら、その瞬間を待つ。

　今まで保たれてきた、お互いの手が触ふれ合あうか否かという距離。あるいは、喧けん嘩かするにはもってこいだった他た人にん行ぎよう儀ぎな間合い。それが今、ようやく僅わずかに縮められようとして──




　凄すさまじい轟ごう音おんが中等部校舎を揺るがしたのは、そのときだった。




　　　　○




「っ!?」

　四限目が始まってすぐのことだった。授業そっちのけで先行きの不安に頭を悩ませていた卓巳は、突とつ如じよ、鼓こ膜まくに叩たたきつけられた大だい音おん響きように、慄りつ然ぜんと顔を上げて窓の外を凝ぎよう視しした。

「な、なんだぁ？　今の……？」

　クラスの誰だれかが呆ぼう然ぜんと呻うめく。一年Ｃ組が総立ちになっているのが気配で分かった。けれど卓巳は振り返らない。席が近場であることを幸いに、真っ先に窓を開けて外の景色に齧かじりつく。

「……おい、やべぇぞ。あれ、火ぃ出てねーか？　なんか中等部のほう」

「うぉ、マジだ。つーか煙っ、煙が上がってるって」

「やだ……あそこらへんって確か化学室なかった？　もしかして、何かの事故？」

　同じように窓にへばりついた何人かのクラスメイトが、どこか現実から乖かい離りした空々しい声で囁ささやき合あう。昼休みまであと一時間、そんな弛し緩かんした日常の空気を、いきなり横からハンマーで殴なぐり壊こわされるような事態に、まだ誰だれも状じよう況きようを吞のみ込こめていないのだ。教師でさえ目を皿のようにして、取るべき対応も取れず窓の外を眺ながめている。

　卓たく巳みは臍ほぞを嚙かんだ。周囲の言葉は正しい。体育館や格技場を隔てた向こう、散り終わった桜の樹の合間から、今まさに濛もう々もうと黒煙を立たち昇のぼらせ始めた中等部校舎が見える。角度があるため視認しづらいが、火の手が上がっているのは確かに二階の東側──化学室の辺りに思えた。

　だが、おそらく事故ではない。化学の実験中に何か手違いが起きたとか、そういう単純な納得の仕方で済まして良い話ではないはずだ。だって自分は、確かにこの耳で聞いたのだから。

　先の轟ごう音おんに混じって響ひびいてきた、人のものとは思えない壮そう絶ぜつな咆ほう哮こうを。

「……ッ」

　卓巳は教室を見回した。けれど、やはり啓けい太たを始めとする他のクラスメイトたちは、ぽかんとその場に佇たたずむばかりだ。例外は自分と同じことを考えたらしい燎りようと、そして綾あや子こだけだった。

「そんな……なんでっ、どないなっとるん……？」

　綾子は激しく取り乱していた。いつもの毅き然ぜんとした態度も忘れ、血の気が引いた唇くちびるをわななかせている。けれど、それは正しい状じよう況きよう認識だ。少なくとも他の生徒たちよりは、よほど事の重大さを弁わきまえている。あくまで、ただの爆ばく発はつ事故に対する反応としては、だけれども。

「──卓巳っ」

　背後から小声で鋭するどく呼びかけられ、卓巳は周囲の目も顧かえりみず燎の元に駆かけ寄よった。

「貴方あなた、さっきの声は？」

「聞いた。けど、他の連中はどうも気づいてないらしいな」

「……だとすれば認識のフィルターね。イットだわ」

　それだけの会話で事態の把は握あくは充分だった。卓巳は思わず舌打ちしたい衝しよう動どうに駆られる。

　エリオットたちだ。おそらく間違いない。昨日の予告どおり、こちらに仕掛けてきたのだろう。しかし、この展開はさすがに予想外だった。イットがいくら常人に知覚されないからとはいえ、まさか白昼堂々、しかも学校にいるあいだを狙ねらって襲しゆう撃げきしてくるなんて。

　アヴァロンの公的機関から依頼を受けているエリオットは、あまり派手な真ま似ねはできなかろうと踏んでいたのが、そもそも甘かったらしい。相手は想像以上にやり方を選んでいない。

「……とにかく急ぐぞ。ロロットが危ない」

　燎と頷うなずきを交わし、速やかに教室の外へ向う。だが、ドアに手をかけようとしたその間際、

　──気をつけてください！　来ますっ！

　小人たちから声ならざる声が届き、卓巳は背筋を粟あわ立だたせて指示された方角に振り向いた。

　教室の窓。未いまだに多くの生徒たちが屯たむろしているその向こうに、まったく脈みやく絡らくなく何か歪いびつな影かげが浮かび上がるのが見えた。ゆらりと、まるで巨大魚が海の底から浮上してくるように。

　イットの顕けん現げん──そう理解した瞬しゆん間かん、自ずと喉のどの奥おくから叫びが迸ほとばしっていた。

「窓から離れろっ！」

　だが遅かった。いきなりの警告に反応できた者など、まるっきり皆かい無むだった。

　窓ガラスが砕くだけ散ちる。外がい壁へきが吹き飛ぶ。教室のなかに突とつ入にゆうしてきた異い形ぎょうに、窓際に立っていた数人のクラスメイトが、藁わら束たばか何かのようにぞんざいに薙なぎ払はらわれる。

　イングヴェイの《死の刹那よ永劫たれニアデス・オーバードース》ではないが、その一いつ瞬しゆん、卓たく巳みにはすべてがスローモーションに見えていた。散乱するガラスの破片やコンクリの残ざん骸がいに混じり、同級生の身体からだが車に撥はねられたように宙を舞う──そんな怖おぞ気けを震ふるう光景が、細部に至るまで何もかも。

　被害に遭あった生徒たちが、どっと床ゆかに投げ出される。けたたましい音が連続した。机や椅い子すが蹴け散ちらされ、ゆらゆらと空中を泳ぎ来た異形が、やがて教室の中央で停止する。

　しわぶき一つ聞こえなかった。あまりの出来事に、そのとき確かに時間が凍こおりついたと思う。

　が、それも僅わずかなあいだだけだ。直後には誰だれかの悲鳴があがり、それを皮切りに瞬またたく間まに教室中に混乱が波は及きゆうする。「う、うわ……うわぁ!?」「くっそ、なんだよ今の！　爆ばく風ふうか!?」「ねぇ、大だい丈じよう夫ぶ……？　ねえってば！」「先生っ、早く救急車を──」。どたどたという足音、囂ごう々ごうたる怒ど声せい。しかし、そんな周囲の喧騒を、卓巳はひどく遠いものに感じた。

　卓巳はただ、眼前の敵を睨にらみ据すえていた。骨が軋きしむほど強く、己が拳こぶしを握にぎり締しめて。

　さきほど胸中で唱えた、「巨大魚が海の底から」という例たとえは、奇くしくも的を射ていた。

　水中さながらに虚こ空くうを泳ぐ敵イットの姿は、既存のそれではないものの魚類に近い。大型バイクほどのサイズで、尾ひれや背びれの先には剣けん山ざんめいた無数の棘とげ。頭部にはイッカククジラの如ごとき鋭するどい一本の角を生やしていた。玉虫色の鱗うろこの隙すき間まから、どろりと白はく濁だくした瞳ひとみが覗のぞく。

　嗚お咽えつが聞こえた。痛みに噎むせぶ弱々しい声の群れ。倒れたまま動かない者も多い。

　啓けい太たが頼りにならない教師を見限り、勝手に携けい帯たい電話で病院に通報し始めた。綾あや子こは青あお褪ざめ切った面持ちで口元を押さえ、級長としての役割も忘れてこちらを見み詰つめている。

　赤の他人なんて一人もいない。その全員が卓巳のクラスメイトだ。皆、自分の知人だ。

　非現実的な光景だった。よく見知っているはずの空間が、今はまったく別の手て触ざわりを返してくる。そして、そんな只ただ中なかに自分はいる。どうしようもない無力感を嚙かみ締しめながら。

「…………や、り……たな……」

　ああ、分かっていたとも。

　いつかこうなることくらい、分かっていた。

　ただ、その『いつか』が自分が思っていたより早かった。それだけのことだ。

　言い訳などできない。ロロットについて行き、それでもなお周りから犠ぎ牲せいを出したくなかったのなら、この事態を想定して動かなければならなかったのは自分だ。悪党らしくご都合主義の変革を目指すというなら、力を振るって万難を排はいすべきだったのは〈比ひ翅よくの騎き士し〉だ。

　なのに、自分はロイヤルハント号の事件から一週間──たった一週間でロロットと過ごす日常に埋まい没ぼつし、腑ふ抜ぬけた。他の誰だれに許されても、自分だけは気を抜いてはいけなかったのに。

　その結果がこれだ。目の前に広がる、取り返しのつかない惨さん状じようだ。

　魚型のイットが嗤わらう。感情など読み取りようもないその濁にごった瞳ひとみの奥おくに、しかし卓たく巳みは確かに敵対者らの嘲あざけりを見た。明確に一線を超えてきた、エリオットたちの玩がん弄ろうを。

「やり、やがったな──────ッ！」

　意識が焦しよう熱ねつに焼かれる。頭のなかのネジが嚇かく声せいをあげ、猛もう烈れつな勢いで締しまり出す。

　背後に燎りようの気配は既すでにない。分担が必要と察し、機動力に優れた自分が中等部校舎に向かうべきと、こちらから何を指示せずとも判じてくれたのだろう。ロロットの安否は気き遣づかわれたものの、ここで級友を見捨てるような真ま似ねを、彼女が決して望まないことも分かっていた。

　だから卓巳は凄せい然ぜんと前に出た。一歩目で小人たちが爆ばく発はつ的てきに増殖し、二歩目でただちに工作が開始される。三歩目はもはや疾しつ走そうとなって、吼ほえるが如ごとき掛け声と共に敵の懐ふところへ。

「働け、小人たち！」




　　　　○




「ちょっ……待って！　待ちなさい、こら！　ロロット！」

「ついて来ちゃ駄だ目めっ、ユーノ！」

　先を行く彼女が肩越しに叫んでくるけれど、当然、駄目と言われて追つい跡せきを断念する道理はない。優ゆう乃のは廊ろう下かを走るスピードを更さらに上げ、ロロットの隣となりに並んだ。先刻の爆ばく音おんを聞きつけたらしい生徒たちが、各教室の扉とびらから何事かと顔を覗のぞかせている。優乃も心境は彼らと同じだ。

「さっきのすごい音なに!?　あれ聞いた途と端たんあんた、急に血相変えて走り出して！　何か心当たりでもあるの!?　っていうか、どこ行く気!?」

「化学室！　一階にあるんでしょ!?」

　ロロットが珍めずらしく語気を荒あらげてそう返してくる。一いつ瞬しゆんの思考のあと、優乃は戦せん慄りつした。

　ちょっと待て。じゃあ、さっきのあれは化学室で、何か事故でも起きた音だったのか？　確かに下のほうから聞こえたけれど──でも、だとしたらそんなっ。

「やばくない!?　あたしたちのクラス、四限は化学室で実験なんだよ!?」

「だから急いでるんだってば！　ユーノは危ないから、どっかそのへんで待ってて！」

　当然、待てと言われて待つ道理はなかった。そんな話を聞かされてしまっては尚なお更さらだ。

「冗じよう談だん！　ネアラたちがどうなったか分からないのに、あたしだけ暢のん気きに待ってられるわけないでしょ！　行くから！　絶対に行くから！」

「もーっ、ユーノの分からず屋！　オタンコナス！　石頭！」

　なぜか嬉うれしげにそう言ったロロットは、どうやらまず四階を東階段まで移動し、そこから一気に下へ降りるつもりらしい。さっきまで自分たちがいた屋上の踊おどり場ばと、一階の化学室は校舎の逆端に位置するため、殊ことのほか移動に手間が掛かるのだ。

　走っている最中、防災ベルがやかましく鳴なり響ひびき、あちこちで緊急用のシャッターが下り始めた。シャッターの脇わきには防ぼう火か扉とびらが備えつけられているため、それで行き止まりになるようなことはないけれど、いちいち重たい扉を手で開ける必要が出てくる。大変な時間のロスだ。

「面倒くさい……っ！　ってか、この扉重っ！」

　優ゆう乃のは焦しよう燥そうに駆かられながらも、ロロットと協力して次々に防火扉を突とつ破ぱしてゆく。

　けれど、三つ目か四つ目の扉を開け、ようやく東階段に躍おどり出でたときだった。

　突とつ如じよ、ずどんっ！　と目の前で重々しい音が響き、廊ろう下かに大きなクレーターが穿うがたれたのだ。優乃は扉をくぐりかけたところで急停止し、何もないはずの空間を凝ぎよう視しした。

「な……なに？　今の？」

　分からない。でも何か様子がおかしかった。いや、前まえ触ぶれもなく床ゆかが凹へこんだのだから、おかしいのは当たり前なのだけれど。とにかく、ひどい胸騒ぎがする。上う手まく言えないが、ここから先に進むのを本能が拒きよ否ひしているような──目に映らないだけで、あのクレーターの中心に凄すさまじい脅きよう威いが存在しているような、そんな感覚だ。

　しかし何より不可解だったのは、今こうして自分が覚えている違和感が、ふと気を抜くと意識から消えそうになることだ。こんなにも騒さわがしく虫の報せが届いているのに、ともすれば思考が曖あい昧まいになり、すべてを「気のせい」の一言で片づけてしまいたくなる。

「なに、この感じ……すごい気持ち悪いぅあ!?」

　台詞せりふの末尾が跳はね上あがったのは、いきなり背後から襟えり首くびを摑つかまれ、思いっきり後ろに引っ張られたからだ。たまらず尻しり餅もちをつく優乃の眼前で、続いて勢いよく防火扉が閉まる。

　ロロットだった。どうやら彼女が自分を引き倒し、力いっぱい扉を蹴けりつけたらしい。

「うぇ、げほっ……あ、あんたねぇ！　いきなり何すんのよ!?」

　咳せき込こみながら文句をつけるも、ロロットは緊きん迫ぱくした面おも持もちでこちらに手を伸ばし、

「立って、ユーノ！　逃げるよ！」

「は、はぁ!?　逃げるって……化学室はどうすんの!?」

「もちろん行く！　でも、ここはもう駄だ目め！　通行禁止だから！」

　通行禁止？　なんで？　と疑問を覚えるけれど、その矢先、シャッターが激音を奏でた。見れば、人間の力ではびくともしそうになかった防火シャッターの中心が、なぜかべっこりと隆りゆう起きしている。まるで向こう側から、ゾウの突とつ進しんでも喰くらったみたいに。

「な、なんっ……!?」

「いいから立って！　ほら、早く！　こんなシャッター、すぐに破られちゃうから！」

　意味が分からない。シャッターが破られるって、いったい何に？

　それでも優乃はロロットに手を引かれて立ち上がった。だが意識のほうは、ますます深い霧きりのなかを漂ただよい始めている。大だい丈じよう夫ぶだ、気にするな。何も問題はない──続けざまに起こる異常を安易に納得させようと、どこからかそんな声が聞こえる。とても抗あらがい難がたい声だった。

　優ゆう乃のはこけつ転ころびつ廊ろう下かを駆かけながら、混乱した頭を振りつつ半ば悲鳴のように叫ぶ。

「なんなの……ッ、いったい何がどうなってんのよ！」




　　　　○




「……いったい何がどうなっているのやら」

　パニックに陥おちいった化学室で、ネアラは一人、椅い子すに座ったまま淡たん々たんと呟つぶやいた。

　周囲は惨さん憺たんたる有様だった。窓ガラスは軒のき並なみみ砕くだけ、薬品棚はあられもなく拉ひしやげ、おまけに屋内だというのに天てん井じようからは雨が降っている。スプリンクラーが作動したおかげで火はすぐに消し止められたけれど、そのせいでクラス一同揃そろって濡ぬれ鼠ねずみだ。まったく、やってられない。

　生徒たちは重じゆう篤とくの教師を連れて、今まさに室外へと退たい避ひしようとしていた。化学の杉すぎ浦うら教諭は至近から爆ばく炎えんを浴びており、誰だれの目にもすぐに医者の手が必要と分かる容態だったからだ。

「例のハイジャック犯たちの仕し業わざ、にしては少し手が凝こんでいますか……」

　実験に使った可燃性の薬品が、ガス管から洩もれ出だしていたとおぼしきプロパンガスに引火し、この惨さん状じようが引き起こされた──事の次第を皆はそう了解したことだろう。化学の実験中に起きた突とつ然ぜんの爆ばく発はつ事故というのは、なるほど確かに分かりやすいシチュエーションではあった。

　認識のフィルターは、人それぞれが持つ規き範はんによって記き憶おくや認識を歪ゆがめる。そのため、大衆が『現実に起こりそうな事態』を連想しやすい状じよう況きようほど、その掛かりが素早く強固になる。となれば必然、このタイミングでの襲しゆう撃げきは、かなり計画的なものと知れた。

「ともあれ、ひどい話ですね」

　自分の声に多少のムラが生じるのを自覚しつつ、ネアラは嘆たん息そく混じりに席を立つ。お前も早く逃げろ、と戸口から口々に呼びかけてくる級友たちに、「お構いなく」と返しながら。

『──申し訳ありません、ネアラ様』

　不意に声が聞こえた。室内にいる人間は、今や自分だけなのに。急にどこからか声が。

『ご学友の皆様は固まっておいででしたので、なんとか護まもり通せましたが、さすがに教きよう壇だんに立たれていた杉浦教諭にまでは手が回りませんでした。すべては私の不徳の致いたすところです』

　姿なき声は更さらにそう続けた。が、これは別段、驚おどろくほどのことでもない。そもそもネアラは先刻から独ひとり言ごとを喋しやべっていたわけではなく、ずっと『彼』に向けて話しかけていたのだから。

　ネアラは視線を床ゆかに落とし、そこに映った自らの影かげに告げた。

「悪いと思ってるなら誠意を見せてください、村むら田たさん。いっちょ切腹をお願いします」

『さらっと殺せつ生しような。ですがお望みとあらば、不ふ肖しようこの村田実さね秋あき、腹なりなんなり存分に搔かっ捌さばいてご覧にいれましょう。つきましては介かい錯しやくをお願いしたいのですが、よろしいですか？』

「嫌いやです。血が跳ねたら汚ないじゃないですか」

　うるさい影かげが沈ちん黙もくしたので、ネアラは視線を別方向に転じた。先の騒そう動どうの爆ばく心しん地ちとなった教きよう壇だんに、今、見上げるような巨きよ軀くの毛むくじゃらが、四し肢しに力を漲みなぎらせてそびえ立っている。

　犬か狼おおかみか。とにかく黒い毛並みをした、それに類する姿のイットだった。瞳ひとみは血ち塗ぬれたように赤く染まり、鋭するどい牙きばが並ぶ口の端はしからは、ちろちろと灼しやく熱ねつの舌が覗のぞく。さきほど事故に見せかけてガス爆ばく発はつを起こしたのは、言うまでもなくこの躾しつけのなっていないワンコロだ。

『イギリスの妖よう精せい、「モーザドゥーグ」がルーツかと。伝承どおり火を吐はくようですね』

「能書きはいいです。それより、あのイットはなんの目的で襲しゆう撃げきを？」

『現段階ではなんとも。殿でん下かの御おん身みを狙ねらって、というだけでもなさそうに見受けられますが』

　件くだんのロロットは、休憩時間に優ゆう乃のと一いつ緒しよにどこかへ行ってしまったきり、まだ戻って来ていない。彼女が不在であることは、すぐに敵イットの主人オーナーも気づいただろう。にも拘かかわらず速やかにロロットの探たん索さくに向かわない以上、やはり目的は別にも何かあると考えるべきだった。

『学内に侵しん入にゆうしている敵勢力の反応は、私に感知できる限り今のところ三つ。いずれも第三階かい梯ていです。一つはここ。一つは上階。最後の一つは高等部のようですね。……しかし、なんでしょうか、この一貫性のなさと半はん端ぱな攻こう勢せいは？』

　本格的な襲撃にしては、第三階梯が三人のみというのは片手落ちだし、仮に何か事情があるのだとしても、少ない戦力を分散させるのは更さらに解げせない。影はそう言っているのだ。

　けれどネアラは、なんとなくではあったものの、敵方の狙いが察せられたような気がした。

「……なるほど。悪あく趣しゆ味みですね」

『？　ネアラ様？』

「いえ、今はいいです。それより村むら田たさん。あれ、捕ほ獲かくできますか？」

『ＹＥＳ以外の回答をご所望で？』

「許しません。即そつ刻こく、捕獲してください」

　疑問形から命令形に切り変わったこちらの言葉に、影が「ご随ずい意いに」と深く腰を折る。そして次の瞬しゆん間かん、ネアラの影が僅わずかに蠢しゆん動どうし──やおら爆発的に膨ぼう張ちようした。

　まるで無む尽じん蔵ぞうな墨すみのように四方八方に這はい伸のびた影は、化学室の床ゆか、壁かべ、天てん井じようなど、とにかく地続きになったあらゆる場所を、隈くまなく覆おおい尽つくして漆しつ黒こくに塗ぬり潰つぶしてゆく。

　ほどなく、室内は窓から差し込む仄ほのかな陽の光さえ用を為なさない、闇やみよりもなお暗い影の海に吞のみ込こまれた。敵のイットがたじろいだように後じさるが、もう遅い。

「どこかにいる主人オーナーの方？　あとで色々とキツめに尋じん問もんしますから、そのつもりで」

　遠回しに「わたしは怒おこっています」と告げた直後、影が獲え物もの目掛けて迅じん速そくに囲いを狭めた。
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　またしてもどこからかケダモノじみた雄叫おたけびが聞こえた。ただし、今度のそれは先刻よりも遥はるかに声量が大きく、どこか身も世もない気配を孕はらんでいたように思う。

　が、今の卓たく巳みにそんなものを気にしていられる余よ裕ゆうはなかった。ガンガンと駐輪場の屋根の上を走りながら、卓巳は手にした武器を虚こ空くうを泳ぐ魚型のイットに照準する。

「このッ！」

　絞しぼった引き金は一ひと抱かかえほどもある銃じゆう器きのもの。ただし、発射されるのは鉛えん弾だんではない。教室にあった机や椅い子すのパイプから成形した、人差し指二本ぶんほどの長さの杭くいだ。それを小人たちに体育倉庫から失敬させて来た、徒競走用の空砲スターテイングガンの火薬によるガス圧で連射する。機関部から伸びた弾だん帯たいならぬ杭くい帯たいは、引ひき摺ずらないよう列を為なして走る小人たちに持たせていた。

　猛もう速そくで飛んだ杭が、敵イットの横腹に連続でぶちあたる。旋せん回かい途と中ちゆうに衝しよう撃げきを受け、巨きよ大だい魚ぎよが宙で激しく錐きり揉もみした。が、歯は痒がゆいことにそれだけだ。物理的手法では、イットに干かん渉しようすることはできても、ダメージを与えるまでには至らない。巨大魚はすぐさま体勢を立て直し、再度こちらに突とつ撃げきしてくる。卓巳は舌打ちするや、間かん髪ぱつ入いれず小人たちにトラップを起動させた。

　多方向から次々に唸うなりをあげて飛んだのは、小型のチェーンアンカーだ。

　自転車のローラーチェーンを用いて製作したそれらが、要所に設置しておいたウィンチ付きの射出機から吐き出され、敵イットの体たい軀くに何重にも巻きついて動きを阻はばむ。卓巳はその隙すきに駐輪場の屋根から飛び降りて、なおも駆かけた。

　背後を見れば、チェーンに絡からめ取とられた巨大魚が、体表面をざわざわと波打たせている。

　また『アレ』をやるつもりだ──そう理解して慄りつ然ぜんとするのも束つかの間ま、

「ッ！」

　やおら巨大魚が風船の如ごとく膨ふくれ上がり、その体軀が内側から爆はぜるように四散した。

　自爆ではない。自らの形態を著しく変化させたのだ。より正確には、一体の巨大なイットだったものが、まったく同じ姿の、しかし一〇〇体ほどにもなるだろう小魚の群れに分かれ、チェーンの縛いましめを難なく脱したのである。卓巳は荒あら々あらしく舌を鳴らした。

　さきほどもあのイットは、やはり同様の手口でこちらの罠わなを突とつ破ぱした。どうやら小型のイットの集合体であるらしいあの巨大魚は、全体の体積こそ変えられないものの、その内でなら自在に個体数を増減させられるらしい。単純だが意外と厄やつ介かいな悪戯ミスチフだ。

「やっぱりイットを無力化するのは無理か……っ！　主人オーナーはまだ発見できないのか!?」

　吐き捨て、足元を走る小人たちに問いかける。しかし、齎もたらされる報告は芳かんばしくなかった。

　──すみません、まだです。もう学内は殆ほとんど探したんですが。

　──このぶんだと、ひょっとしたら本体は学外かもです。ヒーホウ。

　だとすればマズい。学外となると捜索範囲が一挙に広がってしまう。首尾良く魚型のイットを校舎から誘さそい出だせたのは良かったものの、こうして足止めに終始するだけではジリ貧だ。

「……戦いはイットに任せて、主人オーナーは安全圏で高みの見物か。分離型のセオリーだな」

　同じ分離型でも自分には取れない戦術だと思う。何せ《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》は、小人たちの活動範囲そのものは広くても、作った道具を使うのは基本的に卓たく巳みの役目となる。つまり『主人とイットの別行動』という分離型最大の利点が活かしにくいのだ。脆ぜい弱じやくな本体を常に敵前に晒さらさなければならないのは、工作物のタイムリミットに並ぶ自分の明確な短所だろう。

　さて、どうしたものか──と、そこで不意に自分の懐ふところから軽薄な電子メロディーが鳴なり響ひびいた。携けい帯たい電話だ。ロロットか、はたまた燎りようか。とにかく画面も確認せず着信に応じる。

『ヒ──────ホ──────ウッッッ！』

　しかし、スピーカから飛び出した大音声は、そのどちらのものでもなかった。

　いや、そもそも肉声ですらない。音声生成機スピーチ・シンセサイザーか何かで合成したとおぼしき聞き取りづらいその声に、卓巳は胡う乱ろんげに眉まゆを寄せた。

「……誰だれだ？」

『名モナキ善意ノ第三者サ！　ナ～ンテ答エデ適当ニ納得シテオイテクレルト助カルネェ』

「…………分かった。要はイタズラ電話だな？　今は忙しいから、あとにしろ」

　即そく座ざに通話を切ろうとする。もちろん、それは演技だったけれど、相手は慌あわてたようだった。

『ス、ストップストップ！　セッカチナダナァモウ！　ヨシ、出血大サービスデ名前ダケハ教エチャル！　オイラハ、ボー・ピープ！　キミニ福音ヲ授ケル羊ノ御み使つかイサ！』

「ふざけるな。なんの答えにもなってないぞ。エリオットの仲間か？」

『ウ～ン、ソウトモ言エルシ、ソウジャナイトモ言エル。微び妙みようナトコロダネ。マ、キミノ敵ダッテ事実ハ間違イナイヨ。──本来ナラ、ダケド』

「本来なら？」

『言ッタロ。「福音ヲ授ケル」ッテサ』

　ボー・ピープと名乗った何者かと会話しながら、卓巳は忙せわしなく後方を確認する。一いつ糸し乱れず大気を泳ぐイットの群れは、進路上の障害物を削けずり荒あらしながら、すぐそこまで迫っていた。

『コッチニモ事情ガアッテネ。オイラハキミノ敵ダケド、今コノ場ニ限ッテハ味方ト思ッテクレテイイ。ダカラ、ソノツモリデ話ヲ──オ～イ、モシモ～シ？　チャント聞イテルカイ？』

「ッ、こっちは忙しいって言ってるだろうが！　用件があるなら早く言え！」

　できれば無視して戦いに専念したいところだけれど、あいにくそうもいかない。このボー・ピープがエリオットの仲間なら、接せつ触しよくを図ってきた意図を探らなければならなかった。

『ヤレヤレ、本当ニセッカチダナ。オイラハキミニ取ッテオキノ情報ヲ持ッテ来テヤッタンダゼ？　礼ニハ礼ヲ以ッテ当タルベシ。羊ノ世界ジャ常識ナンダケド、人間ハ違ウノカイ？』

「……？　取っておき？」

『キミノ後ロノ金魚ノ糞ふんサ。ソイツ、イイ加減に邪じや魔まダロ？』

　そんなことを言われ、卓たく巳みは思わず携帯電話を見詰めてしまった。それで向こうにいる相手の真意が読めるわけでもないのに、しげしげと。
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「ぼくたちは今ね、え～っと……三階！　とにかく三階のどこかにいる！」

『どこかじゃ分からないわよ！　こっちは中等部の校舎なんて行ったことないんだから！』

「ぶぅ！　そんなこと言われたって、ぼくだってまだ学校のことそんなに詳くわしいわけじゃ……あれ？　もしかしてリョウ、また迷子になってる？」

『なってない！　それはどう考えても貴女あなたのほうでしょ!?』

　前を走るロロットが携帯電話で何かを叫んでいる。相手もよほど大声で喋しやべっているのか、こちらに会話の内容が筒つつ抜ぬけだ。やけに子供っぽい反論は、信じ難いことに燎りようのようだった。

　優ゆう乃のは刻一刻と鈍にぶくなる思考に足を縺もつれさせ、ロロットに手を引かれてふらふらと廊ろう下かを駆かける。背後からは、依い然ぜん、正体不明の『ナニか』が追いかけてきており、リノリウムの床ゆかが砕くだける音やシャッターが破られる音が断続的に聞こえてくる。意識を曖あい昧まい化かさせたまま、あちこち逃げ回っているせいで、優乃も今、自分がどの辺りにいるのか、もう分からなかった。

『卓巳の妹もそこにいるの？　──いいわ。だったら、その娘こを絶対に一人にしないで。奴やつら標的をわたしたちに絞しぼってないもの。卓巳の身内なら狙ねらわれるかもしれない』

「……それって、無差別ってこと？」

『そこまで極きよく端たんでもないみたい。少なくともわたしたちを優先してはいる。でも、一般人に対する配はい慮りよは殆ほとんどないわ。……たぶん、こっちにプレッシャーを与えるつもりなんでしょうね』

　ロロットの横顔が、その一いつ瞬しゆん、ひどく曇くもった。燎が『とにかくいい？』と続ける。

『ケータイはそのまま通話状態にしておいて。あと、なるべく一つの場所から動かないで』

「うぅ、ちょっと自信ないなぁ。一応、頑がん張ばってみるけど」

　言って携帯電話から耳を離すと、次いでロロットは心配げな面おも持もちになって訊きいてきた。

「ユーノ、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……よく分かんない。なんか頭の奥おくのほうが、重い……」

　自然と台詞せりふが途と切ぎれ途切れになる。ロロットが難しげな顔で唸うなった。

「翅族アルフの接せつ吻ぷんを受けてない人は、普ふ通つう、そんなに認識のフィルターの効果に逆らえないはずなんだけど……タクミも妖精使いチエンジリングの適性とか凄すごかったし、ひょっとして血筋なのかな？」

　彼女の言葉は独白めいていて要領を得なかった。でも、どのみちその意味を考察する意味もないのだろうと思う。この一件が無事終わって今張り詰めている気を緩ゆるめれば、きっと自分は体験した出来事の多くを正しく記き憶おくしてはいられない。なぜかそんな予感があったから。

「ごめんね、ユーノ」

　いきなり囁ささやくように謝られて、優ゆう乃のは「……え？」と伏ふせ気味になっていた顔を上げた。

「色々なこと、ほんとにごめんなさい」

「？？？　色々な、こと？」

　うん、と頷うなずいたロロットは、走っている最中だからか、ひたすら前だけを向いていた。

　後ろを振り返っても何もないから、と怖こわくなるくらい晴れやかな一いち途ずさで以もって。

「タクミのこと。巻き込んじゃったこと。でも事情を話してあげられないこと。どうせ忘れちゃうって分かってる今だから、こんなふうに自己満足で謝っちゃってること。それに何より……ぼくが実はあんまり後こう悔かいしてないこと。そういうの、全部ひっくるめてさ」

「………………」

「ごめんね？」

　相変わらず足りない言葉だった。何を言いたいのか、これっぱかしも分からない。ただ、分からないなりに漠ばく然ぜんと、趣しゆ旨しとは違う部分で気づかされることもあった。

　たぶん彼女は、『後悔を抱いだけない自分』に対しては、何か思うところがあるのだろう。

　過あやまちと理解しているのに、なんの罪の意識もないことを、罪だとは感じているのだろう。

　ひどく屈くつ折せつした純じゆん粋すいさが熱となって、目の前の華きや奢しやな背中から伝わってくる。

　だから、というわけでもなかったけれど。

「握あく手しゆ……したじゃん、あたしたち」

　え？　とロロットがこちらに視線を滑すべらせてくる。くりくりとした瞳ひとみには、はっきりと怪け訝げんの色があった。まだしてないよ？　さっきは途と中ちゆうで邪じや魔まが入ったじゃない、とでも言いたげに。

　まったく嫌いやになる。鋭するどいときは鋭いくせに、鈍にぶいところではとことん鈍い。

「してるって。もう、とっくに……」

　優乃は仏ぶつ頂ちよう面づらで、ほら、と繫つないでいる手を少し乱暴に振ってみせた。

「握手、しちゃったんだから……あたしたち、もう『そう』なんだから。その……あれよ。愚ぐ痴ちくらい聞いてあげるし、自己満足くらい……つき合ってあげるわよ」

　ロロットが大きく目を見開く。その露ろ骨こつな驚おどろき顔が、少しだけ可お笑かしかった。

　やがて彼女は笑った。何かを吹っ切るように──いや、もう随ずい分ぶんと前に吹っ切っていたものを、やはりなんの未練もありはしないと、今この瞬しゆん間かん、改めて再認したように。

「うんっ──うん、うん！　いっぱいつき合って、ユーノ！　タクミとかリョウにも話せなかったことがたくさんあるの！　友達だから聞いて欲しいことが、たくさん！」

　彼女の興奮し切った告白に、自分がなんと返したのかは分からない。既すでに意識のほうは限界だったし、何より寸すん毫ごうあとに起きたことが、やはり優乃に深い思し慮りよを抱く暇ひまを与えなかった。

　もはや自分を引きずるように走っていたロロットの、その向こう。特別教室棟へと続く渡り廊ろう下かの入れ口を塞ふさいでいた防火シャッターが、

「「……っ!?」」

　聴ちよう覚かくが麻ま痺ひしかねない轟ごう音おんと共に、突とつ如じよ、わら半紙みたく斜ななめに引ひき裂さかれた。

　先回りされた。すぐにそう悟さとった。悟ったところで、何がどうなる距離でもなかったけれど。

　あとは刹せつ那なの連続だった。シャッターの裂さけ目めから姿の見えない脅きよう威いが襲おそいかかってきて、優ゆう乃のは恐きよう怖ふを感じるゆとりもなく棒立ちになり、しかしロロットが反射的に繫つないでいた手を離してこちらを横に突き飛ばそうとするのを感じて──

　なぜだろう？　優乃はそのとき、彼女の手を離すことを拒こばんだ。

　考えての行動ではなかったと思う。ただ無我夢中で、こちらの掌しよう中ちゆうから逃れかけた感かん触しよくを強く握にぎって引き止め、そのまま覆おおい被かぶさるようにしてロロットを廊ろう下かに押し倒した。

　直後、衝しよう撃げきが身体からだを突つき抜ぬける。次いで浮遊感。のち、再び衝撃。

[image: ]

　どこかで悲鳴が聞こえた。誰だれだろう？　分からない。いや、自分でないなら一人だけか。悲鳴なんて力のいる作業、できるのは余よ裕ゆうがある証しよう拠こで、ならばきっと彼女は無事なのだろう。

　安心した。安心して、優乃は意識の最後の残片を、ぷっつりと手離した。
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「ッ、ユーノ!?」

　というロロットの悲鳴があがったときには、既すでに燎りようは敵イットの懐ふところに飛び込んでいた。

《菓子好きの誘い火パンプキンヘツド》は既に完全顕けん現げん状態だ。胸元の刻印を消し去り、第四階かい梯ていの封切りをすると同時、駆かけ込こみざまに掌しよう底ていを繰り出す。そしてゼロ距離から蒼そう炎えんの呵か責しやくない一撃を見舞った。掌てのひらの内で玄げん妙みように威力を調節された鬼おに火びが、敵イットの体たい軀くを軽々と後方に吹き飛ばす。

　身の毛もよだつ絶叫が廊ろう下かを震ふるわせた。〈イット殺しソウルイーター〉の悪戯ミスチフで主人オーナーの魂こん魄ぱくごと体軀を焼かれ、敵イットが床ゆかの上をのた打ち回る。誰だれであれ生理的嫌けん悪おを催もよおさずにはいられないだろうその姿は、簡単に表してしまえば巨大な蜘く蛛ものそれだった。

　ただし、身を起こさんと床に突き立てられた八本の節足は、なぜか白い煙のようなもので形成されている。いや、白い煙が『昆虫の足らしき形』に曖あい昧まいに蟠わだかまっている、というべきか。

　白煙の足を有す巨大な蜘蛛のイット──記き憶おくを洗ってみるも、ルーツとおぼしき妖よう精せいの逸いつ話わが、ちょっと浮かんでこない。南米あたりの幻げん獣じゆうか何かだろうか？

　仮面越しに眼光を強める燎りようの前で、完全に常態へと復帰した敵イットが、やおら深く身を沈しずめた。当然、飛びかかって来るものと警けい戒かいしたけれど、続く相手の行動は意外なものだった。

　巨大蜘蛛はこちらではなく、すぐ傍かたわらの窓に向けて跳はねたのだ。そして、そのままガラスを突き破り、校舎の外へ飛び出してしまう。慌あわてて窓に駆かけ寄よれば、飛行機雲のように長く延長させた足で壁へき面めんを捉とらえながら、影かげが巨きよ体たいにそぐわぬ素早さで遠ざかっていくのが見えた。

「退ひいた……？」

　なぜかは分からない。最初から襲しゆう撃げきの所要時間を規定していたのか、あるいは他の侵しん入にゆう者しやたちを卓たく巳みが片づけでもしたのか。ともあれ、どうやら一難は去ったらしい。

「リョウ、ユーノが！」

　背後からの叫び声に振り返る。さきほどロロットを庇かばって、敵イットの足に殴なぐり飛とばされた玖く堂どう優ゆう乃のが、四し肢しを脱力させて壁際に倒れていた。頭からは僅わずかに出血もしている。

　頭を打っている彼女を動かすのは危険と判断したか、ロロットは不安げな面おも持もちでその隣となりにしゃがみ込んでいた。燎も腰を落とし、素人しろうと見みではあるものの、優乃の容態を確かめる。

　自分がこの場に到着したとき、彼女はかなり危険な吹き飛ばされ方をしていた。その後、壁かべに叩たたきつけられたことも鑑かんがみれば、ただで済むはずがない。案の定、簡単な触しよく診しんでも肋ろつ骨こつが数本、もしかしたら背骨にも異常があるかもしれないと知れた。あとは頭部の傷の具合だろう。

「……ッ」

　遠くから救急車のサイレンが近づいてくる。その音に追おい詰つめられるように応急処置を進めながら、知らず燎りようは顔を歪ゆがめた。こんな不ふ手て際ぎわ、いったい卓巳にどう報告すればいいのか。

「──アヴァロンの先せん遣けん隊たいに協力してもらおう」

　と、そのとき不意に、隣から力強い声があがった。燎は思わず手を止め、「え？」とそちらに視線を送る。ロロットが立ち上がり、制服のポケットから携帯電話を取り出していた。

「医療型の妖精使いチエンジリングを貸してもらうの！　一昨日おとといのヒコーキの件があるでしょ？　だから、たぶん大丈夫っ。休戦協定はナシでいいからってお願いすれば断わられないよ！」

「あ、貴女あなた……」

　驚おどろいた。下された判断が適切だったというのもあるけれど、それ以上にショックから即そく座ざに立ち直ってみせたそのタフネスぶりが何よりも驚きよう嘆たんだった。ロロットが打たれ強い性た質ちなのは心得ていたけれど、それでも今度ばかりはさすがに冷静ではいられないだろうと思ったのに。

「ぼくは悪党なんだから！　媚こびないっ顧かえりみないっ、絶対に諦あきらめないっ！　欲しいものは全部力ずくで手に入れるし、一度手に入ったものは何があっても手離したりなんかしない！」

　左手で携けい帯たい電話を操作しながら、ロロットが空いた右手で胸の前に小さな握にぎり拳こぶしを作る。そのなかに、何かとても大切なものが詰つまっているかのように、ぎゅっ──と。

「ぼくと友達になったからには、もうユーノはぼくのものなんだからね！」




　　　　○




　仲間の一人は既すでに撤てつ退たいし、もう一人は何者かに無力化された。

　前者はリョウ・マサキと遭そう遇ぐう戦せんに陥おちいり、やむなく退いたらしい。まぁ、妥だ当とうな判断だろう。二次目標は果たしたとの報告を受けているため問題はない。

　ただ、後者が分からない。途と中ちゆうで応答がぱったりと途と絶だえ、それっきりになったため、戦死扱いとしたが、だとすればいったい誰だれにやられた？

「──可能性として高いのは、この街の市長か」

　曲がりなりにも要人だ。なんの戯たわむれで学生などやっているのかは知らないが、警けい護ごもなしに一人で外を出歩いているとは考えにくい。一次目標である第一王女の身み柄がらの奪だつ取しゆに失敗した際は、二次目標であるタクミ・クドウの近親者への危害。それも無理なら、なるべく盛大に暴れ回れと仲間は指示を受けていたはずだが、どうもネアラ・サエキと直接かち合ったらしい。

　となれば、やはり潮時だろう。自分の任務はタクミ・クドウの身柄を第一に、可能なら奴やつの知人から適当に生いけ贄にえを見み繕つくろうことだったが、さすがに単独では作戦遂すい行こうに支障をきたす。

　そもそも今日の襲しゆう撃げきは『手始め』の意味合いが大きいのだ。これから真ま綿わたで首を締しめるように圧力をかけていき、最終的にタクミ・クドウを傀儡くぐつ化かする、その初手の段階に過ぎない。長丁場にもなりかねない作戦全体のたかが出掛かりで、大きなリスクを支払う意味はあるまい。

　なので、さしたる逡しゆん巡じゆんもなく撤退すると決め、周囲の人の流れに混じって密ひそかにその場を離れる。列になって校舎の外に避ひ難なんしようとしている、生徒たちのなかに紛まぎれ込こんで、だ。

　避ひ難なん誘ゆう導どうをしていた付近の教師が、そこで初めて不思議そうな表情になってこちらを見た。が、結局は何も言ってこない。ほくそ笑み、気にせずそのまま廊ろう下かを進んだ。

　これだけの緊きん急きゆう事態の最中さなかに、ふとした違和感を追及できる者は少ない。もしそれができるなら、見慣れない同どう僚りようが一人増えていたことに、奴らはもっと早く気づいて──

「……なるほど、そういうことか」

「ッ!?」

　出し抜けの声に、泡あわを食ってそちらに視線を送る。ようやく一階まで降り、生徒たちの列を離れて、裏口から外へ出た矢先のことだった。飼育小屋や花か壇だん、ビニールハウスなどが目につく高等部の校舎裏に、昏くらく双そう眸ぼうを尖とがらせたタクミ・クドウが待ち構えていたのだ。

「どうりでいくら探しても見つからないはずだ。まさか教師に成り済ましてたなんてな」

　たった今ここに到着したばかりなのだろう。乱れた息を整えながら標的がそんなことを言う。

　馬鹿な、と思った。なぜ自分が妖精使いチエンジリングだと気づけた？　なぜ自分の逃走経路を予期して先回りできた？　それらの疑問をこちらの表情から察したか、

「情報をリークしてくれた奴やつがいてな。そのおかげだ」

「ッ、馬鹿な！　いったい誰だれが!?」

「悪いがそいつは話せない約束なんだ」

　どのみち問答をする気もないのだろう、タクミ・クドウが小型の拳けん銃じゆうらしきものを構えた。

　自分のイットは学内で撒まかれたのだろう。咄とつ嗟さに一度その顕けん現げんを解き、自分の元に喚よび戻もどそうとするも、間に合わない。パシュッという実じつ弾だんらしからぬ音と共に、標的の構えた武器の筒つつ先さきから何かが発射されてこちらの服の襟えり元もとに張りつく。金属製の小さなツメのようなものだった。

　そして次の瞬しゆん間かん、そのツメがバヂッと音を鳴らし、全身に物もの凄すごい電流が走った。

　まさか拳銃サイズの無線式電気銃テイザー!?　そう理解したときには、既すでに意識は身体からだを離れ始めていた。悪態を吐つく間もなく気を失う寸前、鼓こ膜まくにすこぶる冷れい徹てつな声が染み透ってくる。

「本当は好き放題やってくれたぶんのツケを、存分に払わせてやりたいところだけどな。あいにく今は色々と吐はかせるほうが先決だ。──話してもらうぞ、何もかも洗いざらい」




　　　　○




　そこから先のことは、さすがに記き憶おくが飛び飛びになる。

　襲しゆう撃げき者しやの一人を生いけ捕どりにした卓たく巳みは、しかしその直後、燎りようからの連絡で優ゆう乃のが重じゆう症しようを負ったことを知り、暫しばらく満足に思考を働かせることができなかったからだ。

　憶おぼえているのは、「ご家族の方もご一いつ緒しよに」という救急隊員の言葉に従い、ストレッチャーに固定された妹と一緒に救急車に乗り込んだこと。市内の大学病院に搬はん送そうされ、手術室に運び込まれた妹の回復を待っているあいだに、両親がやってきたこと。そのまま家族三人、殆ほとんど会話もなくベンチに座って、『手術中』の赤いランプを眺ながめていたこと。それくらいだ。

　起きてはならないことが起きた。

　他に形容しようもないその言葉が、ずっと脳裏を去来していたように思う。

　そして、そのままどれくらい経った頃ころか。両親が「売店で何か簡単に食べられるものを買ってくる」と言って、二人で席を立ってからもう間もなく。

「──おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　不意に誰だれかにそう呼びかけられ、卓巳はのろのろと顔を上げた。

　どこかで会ったことがある人物がそこにいた。ラフにスーツを着こなした三〇代後半とおぼしき白人男性で、容姿も格好を別段おかしなところはないのに、なぜかまったく堅かた気ぎに見えない。おそらく物腰にキレがあり過ぎるからだろう。しかし、一度会ったらまず忘れられそうにない相手なのに、今の卓巳はそんな彼が誰なのかさえ、すぐには思い出せなかった。

「ひどい顔だな。喜べよ。妹さん、助かったぞ」

「っ！」

　すげなく告げられたその一言で、卓巳はベンチを蹴けりつけるように立ち上がった。同時、男が何者であるかも理解する。一昨日おととい、あのハイジャック事件の際に、部下を引き連れて車でアートレイア邸ていに自分と燎りようを迎えに来た、アヴァロン先せん遣けん工作隊の──

「確か……クレイグ・ウッズ、さん？」

「ああ、形ばかりの指揮官さ。だから『さん』もいらんよ」

　部隊の実権を握にぎっているのが、軍事顧こ問もんであるアルマンだからか、あの夜も彼は今と同じように自己紹介をした。なんだか世を拗すねたまま育った中年という印象がある。

「それで……妹が助かったっていうのは？」

　訊ききながら横目で緊きん急きゆう手術室を確認するけれど、まだランプは赤く灯ともっていた。

「今は医者どもが混乱してるだけだ。いつのまにか重じゆう患かんが全快してりゃ、まぁ無理もないな」

　クレイグが苦笑いする。でも、卓巳は事情が吞のみ込こめなかった。妹の傷は相当ひどいと、さきほど医師から説明を受けた気がするのだけれど──いつの間にか全快？

「？　なんだ、おい。殿でん下かから何も聞いていないのか？　今日の襲しゆう撃げきで出た負傷者の治ち療りように、俺おれたち先遣隊が当たることになったんだが。だからこうして、俺も部下を連れて来た」

　クレイグは通路の先に立つ二人の男を指差しながら続ける。先せん遣けん隊たいが負傷者の治療をだなんて初耳だ。いや、あるいはロロットは何か言っていたかもしれない。ただ、なにぶん慌あわただしく学校を出てきてしまったため、誰とどんな話をしたのかもろくすっぽ憶おぼえていないのだ。

「他の病院に搬はん送そうされた患者たちも、もう粗あら方かた治療は完了してる。報告によれば、一番の重症者は中等部の教師で、こいつはまだ少し時間が掛かるらしい。だが、死人はゼロだ」

「治療は完了してるって……まさか手術室や病室に忍び込んで、ですか？」

「ああ、フィルター掛けてこっそりな。お前さん、さっき俺たちがイットを連れて目の前を通ったのに、まったく気づいてなかっただろ？　あと敬語はいらんよ」

　クレイグは嘆たん息そくすると、ごく当たり前に懐ふところからタバコの箱を取り出し、けれどすぐに鼻を鳴らしてそれを懐ふところにしまい直した。ここが病院だということを思い出してくれたらしい。

「学校のほうも、今、部下たちに修しゆう繕ぜんさせてる。もっとも、あちこちこっぴどく壊こわされているから、さすがに今日明日のうちにどうこうとはいかんらしいがな」

「……いえ、ありがとうございます」

「礼も敬語もいらん。今回の協力は純然な取引の結果だ。それに俺たちの面子メンツの問題もある」

　アルマンが一時的に帰郷しているなかで起きた事件だ。先せん遣けん隊たいが舐なめてかかられたのは明らかだろう。ともあれ、卓巳はそこでようやく肩の力を抜いて、再びベンチに腰を下ろした。

　優ゆう乃のは無事だ。他の生徒や教師たちも、皆、助かったのだ。本当に、奇き跡せき的てきに。

　安心した。けれど、素直に喜べるはずもなかった。今日の襲しよう撃げきは一歩間違えば、多くの死者を出していたかもしれない事態だ。しかも、たった数人の第三階かい梯ていに、いいように翻ほん弄ろうされてしまった。相手がやり口を選ばず、よりダーティーな手法に訴うつたえてきた場合、非日常の側面にごく平凡な日常を抱かかえる自分たちは、ひどく脆もろいのだと否いや応おうもなく気づかされてしまった。

　苦にがい結果だ。そういった意味で、エリオットの目もく論ろ見みはこの上なく成功したのだろう。

「お前さんが捕とらえた襲撃者の一人は、今、俺おれたちが拘こう束そくしてる。これから尋じん問もんだ。生いけ捕どりにしたのはお前さんの手て柄がらだから、吐はかせたネタはすべてそっちにも──？」

　クレイグが途中で言葉を切ったのは、こちらの制服の胸元で呼び出し音が鳴なり響ひびいたからだ。

　卓巳はつい顔をしかめた。なんというか、今日はやけに携帯電話に煩わずらわされる日だ。

　通路にいた看護師が睨にらんできたので、ぺこりと頭を下げてからそれを取り出した。画面には不在着信とある。一いつ瞬しゆん、学校で襲撃者の正体と位置を自分に教えてきた、あの謎なぞの合成音声──ボー・ピープのことが頭に浮かんだ。が、すぐにかぶりを振って、それを否定する。

　このタイミングだ。相手など一人しかいないだろう。

　だから卓巳は、クレイグに会え釈しやくして席を立ち、どこか密談に相応ふさわしい場所を探した。そのあいだ、マナーモードにした携帯電話は震ふるえっぱなしだったけれど、相手が呼び出しをやめないことは分かっていた。人ひと気けを避さけて移動し、ほどなく非常階段の入り口を見つける。

　鉄てつ扉ぴを開ければ、周囲の景色は潔けつ癖ぺきの白から、耐火壁に覆おおわれた重たい灰色へ。

　バタン、と背後で扉とびらがしまる。当然ながら辺りに人はいない。卓巳は階段の手て摺すりに凭もたれかかり、少しのあいだ深呼吸をした。何度も何度も、執しつ拗ように繰り返した。

　そして、通話ボタンを押す。奴やつの第一声はこうだった。

『ヒーホウ、玖く堂どうくん。妹さんは大事なかったみたいだね？　おめでとう』

　エリオット・キルガーロンの声が聞こえた瞬しゆん間かん、自制して携けい帯たい電話を握にぎり潰つぶさないよう努めた自分は、今この世でもっとも寛かん容ような人間の一人だろう。心の底からそう思えた。




「……ヒーホウ」

　卓巳もまずその一言で応じた。余計なことを喋しやべると、それをきっかけに怒いかりを抑おさえ切きれなくなりそうだったからだ。電話の向こうでエリオットが、さも沈ちん痛つうそうに声をひそめた。

『学校のこと、聞いたよ。大変だったね。まったく不幸な事故だ』

「……事故、ね」

『そう、事故さ。まさか異論があるわけじゃないだろう？』

　いつでも起こり得たものが、たまたま今日起こっただけ。地震や火事に備えるのと同様に、転ばぬ先の杖つえを用意しておかなかった奴やつが間抜けなのだ──エリオットはそう語っていた。

　痛つう烈れつだ。確かに異論など出る隙すきもない。だから、さっさと話を進めることにした。

「用はなんだ」

『おや、今日はやけに口数が少ないんだね？』

「早く不快な時間を終わらせたいんだよ。お前と話してると、なぜか胸くそが悪くなる」

『あはは、ひどいな。僕の用件は言わなくても分かってるだろ？』

「スカウトの件なら、きっちり断わったはずだぞ」

『そうだね。でも、そろそろ考えが変わった頃ころなんじゃないかと思って』

　卓たく巳みは薄く笑った。なぜ自分の口元に笑みが刻まれたのかも、よく分からないまま。

「『無む駄だな犠ぎ牲せいは好きじゃない』──」

『うん？』

「昨日の台詞せりふ、あれは噓うそか？」

　あぁ、とエリオットは得心の声をあげ、

『いいや、神に誓ちかって本当さ。人の命は有効に使われるべきだ。無意味に血を流したって誰だれの得にもなりゃしない。今日の事故は痛ましいけど、でも価値はあった。そうだろう？』

　なるほど、まいった。返す言葉もない。正論過ぎて下げ衆す過ぎて、いっそ可お笑かしい。

『きみの妹さんは無事だった。素晴らしい。他の人たちも命に別状はない。大変、結構。でも、また次に同じようなことが起きたら、どうなるか分からない』

「………………」

『怖こわいよね？　足が震ふるえるだろ？　でも、きみはラッキーだ。普ふ通つうはそんな想像をする間もなく、ある日いきなりすべてを失うんだから。なのに、きみはさしたる代だい償しようもなく教訓を得られた。貴重な体験を経て、だ。利口になるなら今じゃないかな、玖く堂どうくん？』

　携けい帯たい電話のスピーカーから洩もれるエリオットの声が、吹き抜けの空間に空々しく響ひびく。

　吐はき気けがした。ひどい吐き気だ。なのに、卓巳の口元からは笑みが去らなかった。

「──馬鹿で結構づくめだ。ロロットと出会ってからこっち、俺おれはずっと馬鹿になりっぱなしなんだからな。今さら利口になんて生きられるか」

『それは恋の話かい？　いやはや怖いな、若さって。きみが首を縦に振ってくれないと、またきみの近くで誰かが事故に遭あうかもしれないんだよ？』

「好きにしろ。そのときはそのときだ」

　断言すれば、さすがにエリオットは絶句したようだった。けれど、卓巳としては当然のことを言ったまでだ。ここで返答に窮きゆうすほど、自分はフラついていない。

　卓巳にとっては、何を置いてもロロットが一番だ。それ以外の悉ことごとくは、最悪の場合、どうとでも切り捨てられる些さ細さいな事々でしかない。彼女と進む道の過程で、もし犠牲が生まれたとしても──極論してしまえば、やはりそのときはそのときなのだ。

　しかし、だからこそ『そのとき』は、決して訪れさせてはいけないのだと思う。

　とても些さ細さいな事々。けれど、かけがえのない者たち。それを壊こわしたくないなら、『そのとき』を回かい避ひするためにあらゆる手段を講じなければならない。持てる限りの力を注ぎ込めねばならない。おそらく努力とはそういうもので、そして今回、自分にはその努力が足りなかった。

　ああ、そうだとも。エリオット、お前の言い分は果てしなく正しい。

　自分は重大な教訓を得た。そして得た以上、この教訓を徹てつ底てい的てきに活かし尽つくす。

　二度と同じ過あやまちは繰り返さない。二度と、絶対に、自分はもう油断しない。

『……家族や友人が、どうなってもいいと？　正気かい？』

「馬鹿で結構づくめだって言ったろうが。正気なわけあるか」

　ミシッ、と手のなかの携けい帯たい電話が軋きしんだ。それでもロロットを見習い、悪党らしく口こう角かくを吊つり上あげたまま、卓たく巳みは告げるべきことを告げた。

「好きにしろよ。やりたいようにやれ。どんな卑怯ひきような戦法でも取ればいい。ロロットの騎き士しになると決めた以上、俺おれだって今じゃ悪党予備軍だ。お前を批難する権利なんて持ち合わせちゃいない。だがな、憶おぼえておけよ？　振るった拳こぶしの対価は、いつだって拳だぞ」

　義ぎ憤ふんになど駆かられない。正義のためなど他ひ人とが笑う。そんなご立派な動機を持ち出さなくても、我がを貫いて生きる者にとって邪じや魔ま者ものを排除する理由は簡単明めい瞭りよう、ただの一つだ。

「──悪党は自分以外の『悪』を認めない。お前は目め障ざわりだ、エリオット」

　それが最後だった。どちらが通話を切ったわけでもない。ただ、卓巳の握あく力りよくに屈くつした携帯電話が、遂ついにバラバラになったため、強制的に会話が打ち切られたのだ。

　卓巳は掌てのひらを見み詰つめた。プラスチックの破片が突き刺さり、あちこちから血が流れている。とても痛そうだと思った。けれどその痛みも、そもそもそれが誰だれの手であるのかも、卓巳は暫しばらく理解できなかった。ほどなくして我に返ったときは、自分の行いに目を丸めたものだ。

「……最悪だ。買い換えなきゃ」

　携帯電話の末路を嘆なげく。ごくごく自然な結論として。機械そのものに未練はなくとも、柔やわらかいモスグリーンの色合いは割とお気に入りだったからだ。もう一年以上も使っていたし。

　これでエリオットにつけさせる落とし前が一つ増えたな、と卓巳は思った。




　　　　○




　燎りようと一いつ緒しよに学校を出ると、校門で誰かが待っていた。

　辺りはもう真っ暗で、時刻はじき八時になる。だから校門に佇たたずむその人ひと影かげが誰なのかは、初めは暗くてよく分からなかった。でも、分からなくても挨あい拶さつをするのがロロットの流りゆう儀ぎだ。

「ヒーホウ、ネアラ。待たせてごめんね？」

「……まるで最初から待ち合わせていたかのように言いますね」

「あ、やっぱりネアラだった」

　待ち合わせ、というのは言い得て妙みようだろう。特に約束も何もしていないけれど、今日という日が終わる前に、こうして彼女とどこかで会うのは必然だったように思う。少なくともロロットはそう感じていた。ネアラも行き違いになる可能性など考こう慮りよしていなかったはずだ。

「えへへ、『確信』だね」

「はい、『確信』ですね」

　そんなやり取りをしたあと、どちらともなく歩き出す。

　暫しばらく無言が続いた。夜道に足音だけが物悲しく響ひびく。燎りようはこちらに気を遣つかってか、少し距離を置いてあとをついて来ていた。誰だれもが緊きん張ちようしていたのだと思う。

　やがて先に沈ちん黙もくを破ったのはネアラだった。いつもどおり気のない言葉が向けられる。

「こんな時刻までいったい何を？　今、学内は立ち入り禁止になっているはずですが」

「うん。今日の騒さわぎで壊こわれちゃったところ、ちょっと見ておこうかなって思って」

　なぜそんなことを？　とネアラは訊きいてこなかった。訊く必要がなかったからだろう。なのでロロットも気にせず続けた。なんとなく天を仰あおぎ、そこに星が見えないことを確認しつつ、

「──明日から学校さ、暫らくお休みになるんだってね」

「仕方がありません。今の校舎はちょっと風通しが良過ぎます」

「むぅ。まだ通い始めたばっかりなのに、ぼく」

「心配しなくても来週には再開しますよ。先せん遣けん工作隊が修復に乗り出してくれましたから」

「そっか。なら、良かった。ぼくも一ひと肌はだ脱いだ甲か斐いがあったってもんだね」

「ええ。彼らに話をつけてくれたことに関しては、貴女あなたに感謝しなければいけませんね」

　次いでネアラは、ところで、と小さく嘆たん息そくした。

　ロロットは気を引ひき締しめた。何か大切な話を相手に振るとき、必ず一息入れるのが彼女の癖くせだと、もう見抜いていたからだ。果たして、ネアラは一気に切り込んできた。

「──自覚はありますか？」

「うん。今日のことは全部、ぼくの責任だよ」

　空気が氷点下を割った。そう感じたのは、決して錯さつ覚かくではなかったろう。

　雪の妖よう精せいが首をもたげた。長い銀髪の陰かげからこちらを窺うかがう紫むらさき色いろの硝子ガラス玉だまは、冷たいくせにグツグツと煮にえ滾たぎっている。まるで液体窒ちつ素そみたいな視線だと思った。

　彼女はさりげなさを装うのが、あまり上じよう手ずではない。いつも無表情で通しているのは、単にポーカーフェイスに自信がないからだ。決して感情表現に乏とぼしいわけではない。なぜ胸の内を殊こと更さらに秘めようとするのか、その処世術には大いに疑問を感じるけれど。

「……安心しました。ここですっとぼけられたら、さすがにわたしも何を口走ってしまうか知れたものではありませんでしたから」

「嫌いやだな、遠えん慮りよしないでよ。好きなこと言ってくれていいんだよ？」

「お断りです。悪意に鈍どん感かんだというならまだしも、人並みに傷つきもするくせに、平気で笑える貴女のような人に、誰だれが……」

　ロロットは淡あわく微笑ほほえんだ。彼女は本当に自分を理解しようとしてくれていたのだ。それが嬉うれしくて、しかしもう既すでに過去形になりつつあることが、ちょっとだけ悲しかった。

「ユーノ、大だい丈じよう夫ぶだってね。タクミから電話があった。ネアラはもう聞いた？」

「……ええ、今しがた病院のスタッフから」

「あとでぼく、お見舞いに行ってみようかなって思ってるんだけど、ご一いつ緒しよする？」

「いえ、仕事がありますから。それに、どのみち行っても無む駄だですよ。面会時間はもうとっくに過ぎています。今日はお兄さんや、ご家族の人以外、会わせてもらないでしょうし」

　でなければ、すぐにでも駆かけつけたいという口調だ。さきほど優ゆう乃のが救急車で運ばれたときだって、本当なら自分も付き添いたかったのだろう。けれど、学校が襲しゆう撃げきされるという未み曾ぞ有うの事態に、市長として摂とるべき判断が山ほどあり、結果、彼女は親友を見送る側に立った。

　ロロットは次の言葉を、殆ほとんど反射的に口にしていた。

「物分かり、いいんだね？　なんだか泣きそうな顔してるのに」

　挑ちよう発はつだ。明確な。ただ、決して戯たわむれでのことではない。彼女の仮面の下を、僅わずかでもいいから自分は知るべきだと、そう感じた。いや、単に知りたかったのだ。言ってから気づいた。

「…………知ったような口を叩たたいてくれますね」

　しかし、ネアラは逆に鉄てつ面めん皮ぴを深く被かぶり直なおしたようだった。警けい戒かいに警戒を重ねるその様は、なんだか生まれて間もなく親から引き離された小猫を彷ほう彿ふつとさせる。

　周りが敵だらけ。

　自分と同じだな、と思った。

　暫しばらく間が空いた。ロロットはそのあいだ待っていた。仮面は剝はぎ取とれなかったけれど、ネアラが何か話してくれるのは間違いないと踏んでいたから。

「優乃は──」

　一いつ瞬しゆんの躊躇ためらい。しかし、すぐにネアラは語り始めた。

「彼女は、わたしが学校に行くと、おはようでもこんちにはでもなく、『おかえりなさい』と言ってくれるんです。別れるときは『行ってらっしゃい』と送り出してくれるんです。始めて会ったときからずっと、学校にいるあいだは市長だって普ふ通つうの学生だから、と」

「うん、すごくユーノらしいね」

「……正直、わたしは市長としての自分が嫌きらいです。本当はいつも優乃と愉ゆ快かいなことばかりしていたい。それでも市長の勤めを果たすことは、わたしにとって必要なんです」

　必要。必ず要すること。だから嫌いな自分も受け容れる。仕方がない、と割り切って。

　何か事情がありそうだったけれど、それはあまりロロットの好む論調ではなかった。

「そんなわたしに日常と戦場の分け方を教えてくれたのは、優乃です。日常があるから──学校や、クラスのみんなや、優ゆう乃のの傍かたわらがあるから、わたしは今も戦場に立っていられます。実際、帰る場所ができてからというもの、昔に比べてだいぶ楽になりました。未いまだに市長の佐さ伯えきネアラは好きになれませんが、それでも仕事には誇ほこりを持てるようになりましたから」

「だよね。昨日のネアラは、妥だ協きようなんてしないって感じだったもの」

「ですが──」

　こちらの言葉を半ば遮さえぎって、ネアラがふと立ち止まった。ロロットもその場に停止する。

「わたしの帰る場所は、今日、壊こわれてしまいました」

「…………」

「貴女あなたのせいです、王女。何もかも」

　でも、みんな無事だよ？　ユーノもすぐに退院できるし、学校だって来週には元通りだよ？

　試しに心中でそんな反論を唱えてみた。まさしく「だからどうした」という気がした。

　ネアラが言いたいのはそういうことではないし、そもそも元通りになるから壊れても構わないという理り屈くつもちゃんちゃら可お笑かしい。世界という決して元通りにならないものを壊そうとしているロロットには、ネアラの言葉の重みがよく分かった。

「わたしは今、とても後こう悔かいしています。──昨日、貴女に猶ゆう予よを与えてしまったことを。貴女の人ひと柄がらなんて瑣さ末まつなものに、僅わずかなりともかまけてしまったことを」

「にへへ、きついね」

　でも、いい傾向だと思う。それがなんであれ、ロロットは手加減のないものが好きだ。建前なんてなければないほどいい。突き詰めた人の本性は泥どろ臭くさくてみすぼらしくて、ときに醜しゆう悪あくですらあるけれど、ロロットの胸に響ひびくものはいつだってそれなのだ。

　綺き麗れいなだけのものは、もういらない。そう思ったからこそ、自分は妖精郷テイル・ナ・ノーグを出たのだから。

「──うん、だったらもう四の五の言ってらんないね。きちんと決着つけなきゃ」

「同感です。王女、答えはもう出ていますか？」

「それなら昨日の時点で出てたよ。ただ、自分の解答用紙にマルをつけるのって結構勇気がいるじゃない？　数学とか化学とかならまだしも、それが感想文だったらもー大変っ」

　優ゆう乃のに感謝だと思う。あの勇ゆう敢かんな同級生は、マルもバツもサンカクもつけてくれなかったけれど、彼女と友達になれたことで自分は解答を提出する前に見直しすることができた。

「ぼくのこと、ラステルさんのこと、街の安全のこと、これからのこと──ぜ～んぶ明日、はっきりさせよう！　できれば、もう一度、ネアラの部屋にお呼ばれしたいかな？」

「市長室ですね。いいでしょう、受けて立ちます」

　では、とネアラが続ける。うん、とロロットも頷うなずいた。

「「──明日、第三ラウンドを」」

　第一ラウンドは昨日の会見。第二ラウンドは今ここで。

　だから明日は第三ラウンド。きっと次が最後のラウンドになる。

「にへへ。アルマン仕込みのボクシング、見せてあげるね？　サンデーパンチは左フック！」

　ロロットは笑った。いつものとおり。だって悪党は傲ごう慢まんなものだから。

「カウンターで切って落として差し上げます。思う存分マットにキスしてください」

　ネアラは笑わなかった。いつものとおり。だって秩序は揺らがないものだから。

　そして、やはりどちらともなく踵きびすを返す。決して友人にはなれないことが確定している者同士、別れの挨あい拶さつもなく、振り返ることもせずに。

　遠ざかってゆくネアラの足音を背後に聞きながら、ロロットはふと思った。

　ネアラがユーノに学校でそうしてもらっていたように、なんだか自分もラステルに『おかえりなさい』を言ってもらいたい気分だな、と。




　けれど三〇分後、それが叶かなわないことをロロットは知った。




　　　　○




「──何か俺おれたちに言うことがあるんじゃねぇのか？　ええ、おい？」

　隠れ家セーフハウスに戻るなり、イングヴェイのドスの利いた声が投げかけられた。ハリボテの地下バー、そのカウンターに腰掛けた彼は、常にない凶きよう相そうでこちらを睨ねめつけている。その隣となりの席にはシャノンが、そして彼女の手にはタブレット型の端末があった。何やら三人で結けつ託たくの構えだ。

　エリオットは肩を竦すくめた。彼らがいきり立っている理由は、もちろんすぐに察しがついたけれど、それでも一応はとぼけてみせる。

「何の話だい？」

「ふざけろ、青あお瓢びよう簞たん。てめぇが俺らに秘密を持ってることは、もう全部分かってんだよ」

　ふむ、とエリオットは頷うなずく。頷きながらの薄暗い店内を進み、シャノンの膝ひざの上に置かれたタブレット、そこに映った羊のアニメーションキャラクターに問いかけた。

「きみかい、ボー・ピープ？　僕の行動を調べ上げて、彼らにそれを教えたのは？」

『……ソノ通リ。ヨク分カッテラッシャル』

　寝間着姿の羊は相変わらず鼻ちょうちんでウトウトしていたけれど、聞こえてきた合成音声は殊ことのほか静かだった。これまでの彼の騒さわがしさを鑑かんがみれば、まるで別人のように。

「理解できないな。なぜだい？　最初に会ったとき、きみは僕に『協力する』と言ってなかったかな？　だから僕のプロフィールも目的も誰だれにも明かさない、と」

　卓たく越えつした情報収集能力を持つボー・ピープには、初日に自分が遺産管理局という一組織の走そう狗くであることがバレている。しかし、ボー・ピープにとって何よりの優先事項は、仕事を無事に終わらせることだったはずだ。それが今いま更さらになって心変わりとは、どういう了見だ？

『キミガ先ニ約束ヲ破ッタカラダヨ、エリオット。作戦行動ヲ取ルトキハ仲間ニ詳しよう細さいヲ伝エルコト──ソレガ最初ニ交ワシタ、オイラタチノ約束ダッタハズダロウ？』

「あぁ、きみたちに黙だまって行動したのは悪かった。何しろ急な決行だったもんでね」

「噓うそじゃね？　それ」

　指し摘てきしてきたのはシャノンだった。彼女はけったくそ悪そうな顔で続ける。

「さっき少し聞いたけど、ボーって街の監視システムやどっかの国の人工衛星を悪戯ミスチフでハッキングして、イットに二四時間体制であちこち見張らせてるそうじゃん。それをかいくぐって、ボーが事前に察知できないうちに学校を襲しゆう撃げきって……明らかに用意周到じゃね？」

　なるほど。ボー・ピープは、この自分にさえ明かさなかった己がイットの概がい要ようを、イングヴェイたちには曝ばく露ろしたのか。正直、二重の意味で驚おどろきだ。彼が異常に高度なハッキング技術を有すことは知っていたけれど、まさかそれ自体がイットの悪戯ミスチフだったなんて。そして、今まで自身の素性を徹てつ底ていして隠いん匿とくしてきたのに、そのスタンスをここにきて崩くずすだなんて。

　ボー・ピープは、なぜ急に虎とらの子このイットを明かす気になったのか。いや、どうしてそこまでしてイングヴェイとシャノンの信用を得て、この自分と対立しようと考えたのか──

『百歩譲ゆずッテ、キミノ言ウトオリ何カ急ナ事情ガアッタンダトシテモサ、一般人ヲ巻キ込ンダコトハドウ説明スル気ダイ？　オイラハ個人的ニ、ソレガ一番頭ニ来テルンダゼ？』

「……？　待ってくれ、まさかそれが僕を裏切った理由なのか？」

　やれやれ、わけが分からない。報ほう酬しゆうのみを目当てとするフリーの傭よう兵へいが、他者の命に過か敏びんに気を配るなんて、まるでプロらしくない。赤の他人なぞ死ぬに任せておけばいいものを。

「きみも玖く堂どうくんと似たようなことを言うんだね。標的の近しい人間である以上、彼の身内やあの学校の生徒ないし教師たちは、誰だれも一般人なんかじゃない。そうだろ？」

「へぇ、面白え。そういう屁へ理り屈くつをこねるかよ」

　イングヴェイがカウンターから降りて、真っ直ぐにこちらに大おお股またで歩み寄って来る。

「なら、お前が飼ってる『俺おれらの知らないお友達』についてはどう説明すんだ？　卓たく巳みの学校に突っ込ませたのはそいつらなんだろ？　仕事はここにいる四人でやるんじゃなかったか？」

「そのとおり、四人だよ。中核を成すのはね。でも、そのうちの一人が個人的に部下を持ってたからって、それがいったいなんだって言うのさ。──というかね、イングヴェイ」

　いい加減、面めん倒どう臭くさくなってきて、少し語気を強める。何しろこっちは気が立っているのだ。つい今しがた玖堂卓巳とのやり取りで、とても無礼な口を叩たたかれたものだから。

「何がそんなに気に入らないんだい？　裏社会の人間が雁がん首くび揃そろえて、無関係な誰だれかが巻き込まれたのどうだの。いいじゃないか、好きに巻き込ませておきなよ」

「信用の問題だ、くそったれ。もう一回言うぞ？　信用の問題だ、くそったれ」

　眼前に立ったイングヴェイが、口こう角かくを皮肉げに歪ゆがめた。凄すごむように、けれど軽快に続ける。

「あぁ、確かにな。俺おれたちゃ全員ロクデナシだ。特に俺なんざ、つき合う女に端はしから一ヵ月でフラれるような、ダメ男の典型だよ。『どうしていつも貴方あなたは！』。へへっ、この台詞せりふが出るようになったらもう長くねぇんだ。『どうしていつも貴方あなたは！』。知るかアホンダラ、こんな俺おれだよ。何が悪ぃ？　どうだ、楽しいか？　俺のコイバナは楽しいのか、おい？」

「落ち着きなよ」

「うるせえ。──で、だ。そんな俺だからして、当然、今さら綺き麗れい事ごとを抜かす気はねぇ。凶きよう器きを手に調子こいてりゃ、そりゃぽこぽこ死人も出るわな。だが、お前のやり方はどうにもスマートじゃねぇよ。一番の問題はそこだ」

「スマート？　ハイジャックなんて真ま似ねをしたきみが、それを言うのかい？」

「ハ～イ、僕ジャック！　ハイジャック！　……こんくらいつまんねー返しだわ、それ」

　言うと同時、イングヴェイの手が跳はね上あがった。胸倉を凄すさまじい力で摑つかみ上あげられ、そのまま宙ちゆう吊づりにされる。ぷらぷら足を揺らしながら、大した馬鹿力だとエリオットは感心した。

「お前が卓たく巳みをどうにかしてぇのは分かった。あいつのイットを利用するために、搦からめ手てで攻せめて言うこと聞かせようって魂こん胆たんもな。けどよ、だったらあいつの身内を一人か二人かっ攫さらってくりゃ、それで話は済むだろうが？　学校丸ごと一つ的にかける理由がどこにある？」

　イングヴェイはこちらを締しめ上あげる手に更に力を込めながら、

「もっと簡単に言っちまえば、だ。お前、ちょっと趣しゆ味みに走り過ぎてねーか？」

「……趣味？」

「そう、趣味だ。悪趣味だぜ、お前は」

　知らず哄こう笑しようが弾はじけた。ひどく息苦しかったけれど、それでも笑わずにはいられなかった。

　イングヴェイが、シャノンが、もしかしたらボー・ピープも、ぎょっとしたように自分を見てくる。たじろいだ、というより、急に頰ほおをナイフの腹で撫なでられたような、そんな顔だった。

「趣味か、趣味ね！　ははっ、そりゃいい！」

　そうやってひとくさり笑ったあと、エリオットは思った。──もういいかな、と。

「何度も言わすなよ、イングヴェイ。赤の他人の、しかも妖精使いチエンジリングでさえない東洋のサルを、趣味に使ったからどうだって言うんだい？　楽しんで仕事をするなんて寧むしろ健全じゃないか」

「……それがお前の本音か」

「これでも僕は自分を抑おさえてたんだぜ？　こんな島国もう二度と来たくなかったのに、またぞろ足を運ぶ羽目になって。おまけにチームを組まされる連中は、チンピラ二人に穴あな熊ぐまならぬ穴羊だ。信用？　あるわけないだろ！　あぁそうさ、今日の襲しゆう撃げきだってそうさ。本当は二、三人殺バラしちまいたかったところを我が慢まんしたんだ。あんまりやり過ぎると標的が意固地になるかもって考えてね。なのに拳こぶしの対価は拳だなんてあんなバラガキに啖たん呵かをを切られてさぁ！」

　殆ほとんど息継ぎもなく言い切って、ケタケタと笑う。イングヴェイは豹ひよう変へんしたこちらの言動に気け圧おされたようだったけれど、それでも手を放さなかった。

　果たして、無む惨ざんな沈ちん黙もくが場に垂れ込めた。

　誰だれも動かない。何も喋しやべらない。天てん井じようの空調の音だけが耳につく。

　イングヴェイは臆おくすまじと目元に気迫を漲みなぎらせ、シャノンも明らかに怯おびえを覗のぞかせながらもカウンター席から立ち上がった。エリオットは笑う。どうやら、彼らは自分とやる気らしい。

『……サッキモ言ッタロ、インギー。タブンソイツハ、スゴク危険ナ奴やつダ』

　やがてボー・ピープが、端末越しに言葉を発した。

『オイラハ他人ト組ムトキハ、イツモ相手ノ身辺ヤ遍へん歴れきヲ徹てつ底てい的てきニ洗ウ。デモ、エリオットダケハ別ダ。遺産管理局ノ下デ色々トヤッテタノハ確カミタイダケド、アル一定カラ先ハ情報ノ掘ほリ下ゲ出来ナクナル。……分カルダロ？　エリオット自身カ、アルイハ遺産管理局ノ組織力カ。トニカクソイツハ、過去ニ自分ニ関ワッタ人間ノ口ヲ片かたッ端ぱしカラ封ジテルンダ』

「やれやれ、人聞きが悪いな。──ところでイングヴェイ、そろそろ手を放してくれないか？」

　穏おん当とうに要求してみるも、やはりイングヴェイは手を放さなかった。彼はこちらを宙ちゆう吊づりにしたまま、静かな眼まな差ざしでボー・ピープの言葉にだけ頷うなずいてみせる。

「……あぁ、確かにな。今のこいつを見たら、『影が薄い』なんて感想は、とても出てこねぇ。ハッ、驚おどろきだよ。下げ衆す野や郎ろうどころか、ただのイカレポンチだったとはな」

「僕は無視かい？　いいからまず手を放せよ」

「だったら尚なお更さら、そんなサイコくんと、これ以上組めねーわな」

「手、放せよ」

「ここらで縁切りしておくべきかねえ。なぁ、エリオット」

「手だよ、イングヴェイ。手、手……手ッ！　早くその汚らしい手を放してください」

　エリオットは見下ろし、イングヴェイは見上げる。互いの視線が絡からみつく。再び沈ちん黙もくが訪れるも、今度の静せい寂じやくは一いつ髪ぱつ千せん鈞きんを引くそれだ。エリオットはもう相手をただで済ますつもりはなかったし、イングヴェイもこちらの殺意を感じてイットを顕けん現げんさせようとしていた。

　一いつ瞬しゆん後に始まる殺し合い。その濃のう密みつな気配に、まるで空間が撓たわむかのよう。

　しかし、仲間割れが起きることはなかった。予期せぬ来客があったからだ。

　ギッ、と入り口のドアが音を立てたとき、張り詰めていた空気は別種の緊きん張ちようへと姿を変え、エリオットたちは一いつ斉せいにそちらへ視線を移した。

　誰だれか来た、のは間違いない。でも、だとすると誰が？　少なくともエリオットは、自分が率いている傭よう兵へい部隊には、決して隠れ家セーフハウスには姿を見せないよう厳命してある。ならば、この場所を嗅かぎつけた第一王女たちか、はたまたアヴァロンの正規部隊か。

　そのどちらでもなかった。エリオットは瞠どう目もくする。

「きみは……？」

　開け放たれた扉とびらの先に立っていたのは、意外といえば意外な相手だった。しかし、昨日、喫きつ茶さ店てんで会ったときから、どこか自分の琴きん線せんに触ふれるものがあった、彼女。

「──ヒーホウ。貴方あなたを殺しにきました、エリオットさん」

　ラステルと名乗ったあの少女が、両の瞳ひとみにひりつくような殺意を溜ためて、そこにいた。
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　ラステルがこの地下バーに辿たどり着つくことができたのは、地道な聞き込みによる賜たま物ものだった。

　聞き込み、といえば響ひびきはいいけれど、実際は単なる運だ。ただ、午前中に屋や敷しきを出て、昨日、卓たく巳みに連れて行ってもらった例の喫きつ茶さ店てんを中心に、徐じよ々じよに捜そう索さく範囲を広げていっただけ。

　けれど、エリオットの異い貌ぼう──と呼んでも差し支えないだろう、あの存在感のある目立たなさは──もあってか、外国人というこの上ない特とく徴ちようがあるにも拘かかわらず、当初、成果は一向に上がらなかった。そう、エリオットの目もく撃げき証言に関しては、本当にまったく。

　代わりに人々の口から聞こえてきたのは、奇き妙みような二人組の噂うわさだ。

　いやに騒さわがしい男女。それぞれかなり特徴的な容姿。男のほうは一目で真っ当な人種ではないと分かる。女のほうは大音量で音楽を聴いている。今日の昼間、繁はん華か街がいをうろついていた。昨日の夜はいかがわしい店が建ち並ぶ区画に出しゆつ没ぼつした。そして何より、両者共に外国人。

　ピンとくるものがあって、途と中ちゆうから聞き込みの焦しよう点てんをその二人に絞しぼり込こめば、いきなり情報が入れ食いになった。繁華街にはバイト先の『うりぼう』もあるから、ラステルは界かい隈わいの地理に詳くわしく、また顔見知りが比較的多かったのも、調査の躍やく進しんに一役買ったと思う。

　あとは簡単だった。件くだんの二人組の足取りを追っている最中、運良く本命のエリオットの姿を見かけ、彼を尾び行こうしたのだ。店内から洩もれてくる声が複数であり、しかも何やら揉もめている様子だったので、地下バーに着いてから暫しばらくは扉とびらの外で聞き耳を立てていたのだけれど──

「やっぱり……貴方あなたは、そういう人だったんですね。エリオットさん」

　エリオットがその本性の一いつ端たんを明かすに至り、ラステルはいても立ってもいられず、こうして店のなかに踏み込んだ。驚おどろいたようにこちらを見返してくるエリオットの印象は、案の定、昨日とはだいぶ異なっている。でも、ラステルにとっては今の彼の在り様こそ既き知ちのものだ。

　案か山か子しめいて見える点は同じ。ただ、瞳の奥おくの禍まが々まがしい濁にごりと、絶え間なく引き攣り続けている目元や口元、何より纏まとっている圧力が違う。

　異様というよりも異常。異常というよりも狂的。そのくせ笑みだけは底知らずに晴れやかで、まるで余命幾いく許ばくもないと宣告され、生を含むあらゆる難なん儀ぎから解放された末期患者のよう。

　間違いない、とラステルは血が滲にじむほど強く唇くちびるを嚙かむ。

　あの男だ。今や容姿だけではなく、発散する雰ふん囲い気きまで完かん璧ぺきに、彼はエーリカを殺した『あの男』になった。自分を物のように見下ろしていた、あの夜のエリオット・キルガーロンに。

「──驚おどろいたな。まさかここできみが登場するとは。しかも僕を殺すだって？」

　陳ちん腐ぷな冗じよう談だんでも聞いたようにエリオットが笑う。傍かたわらに立つ長身の男性が「……誰だれだ？」と問いかけるも、エリオットは彼に見向きもしなかった。

「ふふん、やっぱり因いん縁ねんありか。昨日会ったときから、そんな気はしてたよ。でも、まいったな。きみのことを憶おぼえてないのは本当なんだ。大方、誰だれかの仇あだ討うちか何かなんだろうけど……つけ狙ねらわれるようなヘマは、これまで一度もしてこなかったつもりなんだけどね」

　因いん縁ねんができた相手は、皆、憂うれいとなる前に即そく消してきた。そういう意味なのだろう。

「そろそろ教えてほしいな、メスガキ。きみはいったい、どこのどなた様なんだい？」

　ラステルは返答しなかった。口頭で事情を明かさずとも、もっと明快に解答を示す方法があったからだ。次の瞬しゆん間かん、ラステルは普ふ段だん、自分の内側で堰せきとめている『力』を全開にした。

『力』──つまり、己のイットとしての本性を。

　仰ぎよう々ぎようしい演出は何もない。ただ、ラステルの纏まとっていた一般的な洋服が、刹せつ那なのうちにまったく異なる衣装へと変へん貌ぼうを遂とげたのだ。店内の隅すみにあった大きな姿見にちらりと視線を飛ばせば、そこにはラステル自身、何年ぶりに拝むか知れない、完全顕けん現げん状態となった自分がいる。

　宙を躍る幾条ものシルクのレース。そしてそのシルクで編み込まれた、精緻にして複雑怪かい奇きな純白のドレス。自分ではウェディングドレスだと主張したいところだけれど、大きなヴェールまで頭に被かぶったこの姿を、かつてエーリカは端たん的てきにこう評した。クラゲによく似ている、と。

　ひどい言い様だ。思いつつも一歩前に出る。さらさらと、衣きぬ擦ずれの音がした。

　さらさら、さらさらと。無数のレースが柔やわらかに翻ひるがえった。

「同化型の妖精使いチエンジリング……？」

　呟つぶやいたのはカウンターの近くにいる少女だった。そう思うのも無理はない。主人オーナーを持たず人間に酷こく似じした個体である自分がこの形態を取れば、まず相手は同化型の妖精使いチエンジリングかと疑う。

　けれど、エリオットはさすがに気づいたようだった。

「はっ──はははははははははっ！」

　さきほど店外で聞いたのと同じ、タガがまとめて吹き飛んだような爆ばく笑しよう。

「驚おどろいた…………驚いた、驚いた驚いた驚いた驚いた驚いた驚いた！　信じられない！　きみはあのときのイットか!?　エーリカ・シュタンツェル・オハラの……あの夜あの場所で、惨みじめったらしく僕を見てやがった、あのイットか!?　は、はははは！　そりゃ会った気もするわけだ、思い出せないわけだ、恨うらみもするわけだ！　半身体アノマリーになってたのか！」

「エーリカ・シュタン……？」「半身体アノマリー!?」

　長身の男性が眉間みけんに溝みぞを作って唸うなり、カウンターの少女が素すっ頓とん狂きように叫ぶ。でも、ラステルの眼中にはもはや彼らなど映っていなかった。あと数歩も進めば、仇きゆう敵てきは手の届く距離だ。

「エーリカがつけてくれたイット名は《引っ込み思案な家守ラスリード・ハウスキーパー》。今は緒お原はらラステルと名乗ってます。──わたしが誰なのか思い出しましたか、エリオットさん」

「あぁ、思い出したよ思い出しましたとも！　なるほどなるほどっ、確かに僕がきみのことを憶えていないのは不公平だね！　許しておくれよ、人間以下の畜ちく生しようなきみ！」

　壊こわれた笑み。壊れた言動。殆ほとんど長所と置き換えてもいいレベルで、この男は何もかもが壊れている。続けてエリオットは、至極どうでもよさげに背後を見やった。

「というわけだ、イングヴェイ。悪いけど、さっきの話の続きはあとにしてくれ。僕はまず彼女の相手をしなきゃいけなくなった。レディファーストってことで、ここは一つ──」

「待ってろってか？　舐なめんな、ラリパッパ。こっちは状じよう況きようがさっぱり見えねぇんだよ」

　男──イングヴェイがそう凄すごんで、エリオットの肩に手を掛けるが、

「ッ!?」

　直後、その首元に向けて何か鋭するどいモノの切っ先が向けられた。殆ほとんど予備動作がなかったその威い嚇かく行為に、イングヴェイが喉のどを反らせて固まる。あと数ミリで器官を抉えぐれる位置だった。

「……ごちゃごちゃうるせぇよ、この汚物が。僕が待ってろって言ったときは、テメェは無む駄だ口ぐち叩たたかず彫ちよう刻こくみてぇに待ってろ。空気読んでくださいよ、ほんと」

　一貫性のない口調で語るエリオットだけれど、その顔面には相変わらず歪ゆがんだ喜き悦えつが張りついている。正視に堪たえない、手の施ほどこしようがない、とにかくそう形容する以外にない笑みだ。

「僕としちゃあさ、これは少し鳥とり肌はだものなんだ。人型の半身体アノマリーってだけでも貴重なのに、あのエーリカ博士の元イットだなんて……ははっ、好こう事ず家かに売りつけるとか、そんな程度じゃ済まないくらいの値打ちが出てくるかもしれない。そうだろ、ラステルちゃん？」

「………………」

　さらさら、さらさらと。シルクのレースを鳴らしながら、ラステルは更さらに前に進む。

　意識はエリオットの右腕に集中していた。たった今、イングヴェイの喉のど元もとに突つきつけられた凶器きようき。そして七年前、エーリカの血に濡ぬれていた奇形。

　間違いなく同化型の妖精使いチエンジリングだろう。ただ、右腕だけというのは珍しい。

「僕も改めて自己紹介しておこうか。エリオット・キルガーロン。舞ぶ台たい裏うらでせせこましく働くことが多いから、遺産管理局内限定になるけど『裂腕ワンド』なんて二つ名もある」

　ラステルは何かを振り切るように歩く。レースの群れが奏でる衣きぬ擦ずれは、もはや森のざわめきかと聞きき紛まごうほど大きくなっていた。仇かたきはそんな自分を誘うように、うっそりと嗤わらう。

「きみのご主人様はね、ラステルちゃん。死ぬ間際でさえ涙一つ浮かべない大層ムカつくババアだったけど──それでも血の色は割合イケてたよ」

　その台詞せりふが決め手だった。挑ちよう発はつとは理解していたけれど、身体はその理解を受けつけなかった。走馬灯のように脳のう裏りを駆かけ巡めぐるのは、エーリカと過ごした日々。罪悪感と共に流れてゆくのは、ロロットたちと擬ぎ似じ家族を形成したこの僅わずか数日間。

「…………ごめんなさい」

　口から洩もれ出でた謝罪は、果たして誰だれに向けられものだったか。

　自分でも分からないまま、しかしその一言で今度こそ最後の未練と恐きよう怖ふを打ち払い、ラステルは右腕を振りかぶったエリオット目掛けて、七年間の月日を埋うめるように、ただ駆けた。

　さらさら、さらさらと。レースの牙きばが一いつ斉せいに堰せきを切る。




　　　　○




　背後で扉とびらが開いても、卓たく巳みは振り返らなかった。相手が誰だれなのか分かっていたからだ。

　だから、そいつが息をひそめて後ろから近づいてきて、やにわに目め隠かくしをしてきたときだって、さしたる驚おどろきはなかった。ただ、頑がん張ばって背伸びしたなぁ、と思ったくらいだ。

「えへへ、だ～れだ？」

「ロロットじゃないのは確かだな」

「ぼくだよ!?」

　心底べっくらこいたといった調子で、ロロットが前に回り込んでくる。病院の屋上の端はし、落下防止の柵さくに手をついて夜空を見上げていた卓巳は、「ほらほら」と存在を主張する彼女に視線を落とした。病院であることを配はい慮りよしてか、今夜はかなり大人しめな格好をしている。

「よう、不良娘。夜遊びとは感心しないな。もうすぐ一一時だぞ？」

「おす、優良息子。一一って数字は、なんだか切りが悪いよねっ」

　だから、一二時までは遊び倒すという理り屈くつか。ともあれ、卓巳はロロットに向き直った。

「よく俺おれがここにいるって分かったな？」

「だって下から丸見えだったもん。お星様も出てないのに空眺ながめてて、どーしたんだろうってちょっと心配になったよ。っていうか、ケータイ壊こわしたってどういうこと？」

「海より深い事情がある。見てくれこの手。飼い犬ならぬ飼いケータイに手を嚙かまれたんだ」

「むむっ、機械の反乱ってこと？　それはまた『さいばぁ』だね」

　エリオットとの通話で携けい帯たい電話を壊してしまった卓巳は、もしもの際に備えて院内の公衆電話から、ロロットの携帯電話に定期的に連絡を入れるつもりだった。けれど、諸しよ処しよの事情によりロロットもこちらへ来たいと言い出したため、こうして夜の屋上で逢あい引びきとなっている。

「優ゆう乃のの病室は？　もう行ったか？」

「うん。リョウにイットを出してもらって、病室までこっそり連れてってもらったの。あ、ちなみにリョウは下の階でお留守番ね。気を遣つかってもらいました♪」

　うぇ、と卓巳は口をへの字に曲げた。あとで不ふ機き嫌げんな彼女と対面するのは、これで確定だ。

「ユーノって、すごく寝ね相ぞう悪いよね。お腹出したまま、くーくー言ってたよ？」

「昔からそうなんだよ、あいつ。でも、具合は良さそうだったろ？　明後日あさつてにはもう退院できるって話だしな。クレイグたちは、他の生徒や教師の治ち療りようも完かん璧ぺきにやってくれたらしい」

　お世話になっちゃったね、とロロットが笑った。卓巳も同意見だ。それが例えハイジャック事件のときに作った貸しの清算であっても、今後、敵対するしかない保守派のクレイグたちと馴なれ合あうのが禁物だと分かっていても、やはり家族を救われた身としては感謝の念に堪たえない。

「タクミのお父様とお母様も遠くから見たよ。今夜はみんなで病院に泊まるんでしょ？」

「ああ。いくらもう峠とうげは越えたって言っても、事故に遭あったその日だからな。目を覚ましたらあいつ、寂さびしがるかもしれない。さすがに可哀かわい想そうだろ、それは」

「わっ、タクミがしっかりお兄ちゃんしてる！　タクミお兄ちゃんだ！」

「そうだよ。俺おれは兄貴なんだ。少なくともあいつがそう呼ぶ限りはな」

　んふ～、となぜかロロットがご満悦になる。薔ば薇ら色いろのほっぺたがぷくぷくしていたので、なんとなく指で摘つまんでみた。やっぱりぷくぷくしていた。で、そのまま続ける。

「ってか、親父やお袋と何か話したのか？」

「あ、それは反則だから駄だ目めなの」

　反則？　と卓たく巳みは首を傾かしげた。ロロットは締しまりのない笑みを浮かべながら、

「そ、ペナルティ。お父様とお母様には、ユーノの口から紹介してもらう約束してるから」

「──へぇ、そりゃまた随ずい分ぶんと仲良くなったもんだ」

「うんっ！　タクミが知らないあいだに、と～ってもね！　二人目のヨメだよ！」

　まったく陰かげのない笑顔だったため、打ち解けたというのは本当らしい。結構なことだ。

　それから暫しばらくは益やく体たいもない会話に花を咲かせて時間を過ごした。少し風の強い夜に病院の屋上で、星の見えない夜空を仰あおぎながら、好きな女の子と肩を寄せ合って。

　なぜ、といわれても困る。ただ、お互い相手に報告したいことがあったのだ。ここ数日、なんだか色々なことが一挙に起き過ぎて、ロロットと二人っきりでゆっくり話す時間を作れていなかった気がしたから。良く言えば濃のう密みつな、悪く言えば気き忙ぜわしい日々が続いたと思う。

　卓巳が〈比ひ翅よくの騎き士し〉として道を進む決意をすれば、それに合わせて周囲も動き出す。

　前にそんなことを言ったのはアルマンだったか。あのジェントルマン気取りのティラノサウルスの言葉を肯こう定ていするなんて甚はなはだ癪しやくだけれど、確かに的を射た忠言ではあったと思う。

　だからこそ、このままロロットと楽しいだけの会話に興じているわけにはいかなかった。

　状じよう況きようがそれを許さない。自分たちの周りで動き始めた連中が、改革派の急きゆう先せん鋒ぽうとその〈比ひ翅よくの騎き士し〉の安あん寧ねいを認めない。それは確約された困難であり、避け得ない悪路だった。

「──なぁ、ロロット」

「はいこれ」

　男として自分から話題を切り出そう。そう決意した矢先、タイミング良く機先を制され、思わず苦笑が零こぼれてしまう。相変わらず簡単には花を持たせてくれない、お姫ひめ様さまだ。

　ロロットが差し出してきたのは、ピンク色の可愛かわいらしい便びん箋せんだった。

「……これが、さっき電話で言ってた、ラステルの置き手紙か？」

「うん。屋や敷しきに帰ったら、ぼくの部屋にそれが置いてあったの。ラステルさんはどこにもいなかった。なかを読んだけど、たぶんもう帰って来ないつもりなんだと思う」

　ロロットの話を聞きながら、卓巳は便箋を開け、なかの手紙を広げて読む。

　とても短い内容だった。読み終わるのに五秒も掛からない。

　にも拘かかわらず、最高にこちらの神経を逆さか撫なでしてくれる手紙だった。

「舐なめた内容だな。正直、破り捨てたい気分なんだが」

「にへへ、実はぼくも読んだときそう思った」

　これを書いたラステルはさぞ切実だったことだろう。追おい詰つめられていたことだろう。迷い嘆なげき、苦しみ抜いた末に決断したことだろう。けれど、卓たく巳みもロロットも彼女のそんな苦く渋じゆうの選せん択たくを尊んでやることはできなかった。なぜなら馬鹿げているからだ。

「タクミ、ラステルさんがどこに行ったか分かる？」

「きっとエリオットのところだ」

　昨日の喫きつ茶さ店てんでのラステルの反応。そして今日になっていきなりのこの行動。原因は他に考えられない。実は「ひょっとすれば」と思っていたこともあるのだ。あまりにも出来過ぎなため、ここに至るまでなかなか現実味を帯びなかった仮定なのだけれど。

「心配するな。ラステルは無事だ。たぶん……いや、間違いなくな」

「お、断言したね？　では、クドウ教授！　その根こん拠きよを述べてみなさい！」

　口調はおどけていても、ロロットの目は真剣だった。だから卓巳も真剣な声音で回答する。

「──おそらくエリオットが、エーリカ・オハラを殺した犯人だからだ」

　ロロットは驚おどろかなかった。何も言わず、先刻までの卓巳と同じように、ただ空を仰あおいだ。

　察していた、ということなのだろう。あの、いかにも腰が重そうなラステルが、急にこんな行動を取る以上、それはエーリカにまつわる事情に違いない、と。

「もしエリオットがエーリカを殺した下げ手しゆ人にんなら、奴やつはエーリカが行なったギンヌンガガプの大量人体実験や、彼女の研究テーマも知っているはずだ。エーリカの元イットであるラステルが半身体アノマリーになっていると知れば、当然、その価値にも気づく。殺すとは考えられない」

「……そっか。うん、タクミが言うなら、きっとそうなんだろうね」

　暫ざん時じの間。のち、卓巳は今度こそ自分から切り出した。

「明日だ」

「え？」

「エリオットは明日も必ず仕掛けてくる。長引かせれば明後日あさつても、明々後日しあさつてもな。でも、あいつにこれ以上、引ひっ搔かき回されるのはご免めんだ」

「だから、明日？」

「ああ。明日、すべてに決着をつける」

　そう決意表明すれば、果たしてロロットは笑った。

「なぁ～んだ。じゃ、ぼくとおんなじだ」

「？　同じ？」

「うん。ぼくもね、明日が大一番なの。この街を牛ぎゆう耳じってるボスと一いつ騎き打うち」

　それが誰だれのことなのかは問うまでもなかった。いつの間にそんな話になったのやら。

「となると、上う手まくやれば本当に明日、全部の問題に片がつくかもな」

「まさに決戦！　だね？」

　言って、ロロットが柵さくから離れた。まるで翅はねを広げて気流に乗り、ふわりと後ろに飛ぶように。こちらから二歩ぶんだけ距離を開け、彼女は蜂はち蜜みつ色いろの髪を風に流しながら続けた。

「ね、ぼくの騎き士し様？　いつもどおり無茶なお願いしてもいい？」

　意味のない前置きだ。卓たく巳みは彼女に向き直って肩を竦すくめた。

　ロロットは続けた。語気は穏おだやかなまま、けれどその裏に燃え上がるような熱を隠かくして。

「ラステルさんを、ぼくの前に連れてきて。たっぷりお説教してあげなきゃいけないから」

「そうだな。あいつには俺おれも言ってやりたいことがある」

「あと、街のみんなを護って。この街の人たちは、みんなぼくのオモチャなんだから」

「分かった。悪党がシマを荒あらされっぱなしじゃ格好がつかないしな」

「それから──」

　その一いつ瞬しゆん、奇き跡せきみたいに雲の切れ間から、蕭しよう然ぜんと月が顔を覗のぞかせた。

　青白い光がスポットライトのように彼女を照らす。その背で輝かがやく一対の光は、紛まごうことなき翅族アルフの証あかし。人間世界においては、当のロロットと卓巳だけが視るに能あたう、薄緑色のチョウの翅。

　ロロットは、やはり笑っていた。口元に手を当て、とても上品にくすくすと。

　自らの『敵』を見つけ、それを叩たたき潰つぶせる悦よろこびに打うち震ふるえていた。

「──ぼくの道に唾つばを吐はいてくれた小悪党たちに、片かたっ端ぱしから一ひと泡あわ吹かせてやって？」

　陰いん惨さんなまでに美しいそんな彼女の前に、卓巳は胸に手を当てて従しよう容ようと跪ひざまずく。

「仰おおせのままに、我が姫ひめ君ぎみ」

　そして言葉と共に、手のなかにあったラステルの手紙を、そっと風に流した。

　手紙と便びん箋せんはくちゃくちゃになって舞い上がり、すぐに夜空に吞のまれて見えなくなる。紙面に書かれていた僅わずか数行の内容を思い出し、卓巳は知らず奥おく歯ばを嚙かみ締しめていた。





　　　短いあいだだったけれど、とても楽しかったです。

　　　まるで新しい家族ができたみたいで……本当に、夢のような時間でした。

　　　ありがとう。だけど、ごめんなさい。

　　　それでもわたしは、やっぱり『過去』を選びます。






　一丁前に別れの挨あい拶さつのつもりだろうか？　だとすれば、卓巳の答えは「ふざけるな」だ。泡うた沫かたの夢呼ばわりされて黙だまっていられるほど、自分は人間が出来ていないのだから。

「……『行ってきます』が抜けてるよ、ラステル」

　相手に「お帰りなさい」を言わせることを前提としたこの挨拶は、いつだって傲ごう慢まんで美しい。

　ラステルにも、それを教えてやる必要があった。













　　　第五章　また聞きたい、アナタのただいま







　初めに感じたのは、どこからか聞こえてくるスズメの囀さえずりだった。

　次いで認識したのは、鼻び腔こうを刺す饐すえた匂におい。ラステルは思わず顔を背けようとして、そこでふと眉まゆを顰ひそめた。頰ほおに当たる硬かたい感かん触しよくに気づいたからだ。のろのろと意識が覚かく醒せいしてゆく。

　身体からだの節々が痛んだ。なぜか腕を背中側で縛しばられているらしく、そのせいで身じろぎもできない。周囲はやけに薄暗く、寝ねかされているのは、おそらくリノリウムの床ゆか。首だけ持ち上げて辺りを見回してみれば、どこかの倉庫とおぼしき狭い空間が視界に映った。

「……えぇと、わたし……」

　起きがけで、まだ頭のなかが朦もう朧ろうとしていた。なぜ自分はこんな場所にいるのだろう？

「ヒーホウ。気がついたみたいだね」

　ふと声をかけられて、ラステルはそちらに顔を向けた。薄うす闇やみの向こう、壁かべ際ぎわに置かれたダンボール箱か何かの上に、誰だれかが腰掛けている。目を凝こらせば、それが何者かはすぐに知れた。

「ッ！」

　相手を認めた瞬しゆん間かん、ラステルは悪戯ミスチフを発動していた。怒いかりに任せての衝しよう動どう的てきな行動だった。

　が、しかし纏まとっていたシルク地のドレス、そのあちこちから触しよく手しゆのように伸びたレース帯の群れは、こちらの意に反してピクリとも動かない。ラステルは愕がく然ぜんと目を見開いた。

「無む駄だだよ、ミス・白婦人シルキー。きみのお得意の『編み芸』は、悪いけど封じさせてもらった」

　ダンボール箱に腰掛けた人ひと影かげ──エリオット・キルガーロンが愉ゆ快かいげに告げてくる。もはや残ざん忍にんな本性を隠かくす必要もなくなったからか、その顔には引ひき攣つり気味の笑みが広がっていた。

「封じたって……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやけば、エリオットが無言で喉のど仏ぼとけのあたりを指し示す。その所作で気づいた。自分の首に、やたらとゴツい首輪チヨーカーのようなものが塡はめられていたのだ。

「ずっと人間世界で生活してたなら知らなくて当然か。そいつは『抑制環ブレーカー』といってね、悪戯ミスチフを封じる効果がある。本来は妖精使いチエンジリングに使って、イットの顕けん現げんをそのものを抑おさえ込こむんだ」

　唯ゆい一いつの武器を奪われた──その事実に歯は嚙がみしつつ、ラステルはもう一度、周囲を見回す。

　既すでに状じよう況きようも大方理解していた。自分はあの地下バーで彼に挑いどみ、そしておそらくは負けたのだ。何ぶん必死だったため、記き憶おくがところどころ曖あい昧まいだけれど、最終的に気絶でもさせられたのだろうと思う。意識を失っているあいだに、どこか別の場所に連れてこられたらしい。

「ここは……？」

「ん？　あぁ、暗くてよく分からないか。もう夜は明けてるんだけどね」

　エリオットが立ち上がり、やおら近くの壁かべに手をかけた。窓にカーテンでもしてあったのか、シャッという音と共に室内に陽射しが差し込んでくる。たちまち周囲の闇やみが取り払われた。

　眩まぶしさに目を細めたラステルは、しかし次いで露あらわとなった光景に面めん食くらった。

　自分が今いる場所に、ではない。それに関して言えば、やはり最初に思ったとおりなんの変へん哲てつもない倉庫内でしかなかった。驚おどろいたのは、窓の外に広がっていた景色だ。

　窓はやや高い位置に設しつらえられていた。外の様子も十全には見通せない。ただ、窓枠から覗のぞくあの輪形に連なった巨大なゴンドラは、何よりも雄ゆう弁べんに現在地がどこかを表していた。

「昨日、仲間が何人か敵に捕つかまっちゃってね。隠れ家セーフハウスがどれも使えなくなったんだ。で、もしもの際に備えて目星をつけておいた代わりの潜せん伏ぷく場所に、こうして身を隠すことにしたわけ」

　エリオットは肩をそびやかして語りながら、再び積まれたダンボール箱の上に座り直した。

「それで気分はどうだい、ラステルちゃん？　憎につくき仇かたきを前にして、何もできないご感想は？」

　くだらないことを訊きいてくる相手に、キッと憤ふん怒ぬの視線を飛ばす。けれどエリオットは、そんなこちらの憎悪こそが痛快だとばかりに、粘ねん着ちやく質しつな笑みを更さらに深めてみせた。

「ははっ、悪くないね。きみみたいな立場も弁わきまえないゴミクズにそんな目で見られるなんて、最高にゾクゾクしてくるよ。屈くつ服ぷくさせ甲か斐いのあるブタって好きだなぁ」

「なんでッ……どうしてわたしを殺さなかったんですか!?」

　相手の放言と己の無力さに涙が出そうで、ラステルは自然と声を荒あらげていた。

「殺せばいいじゃないですか！　貴方あなたからしたら、どうせ半身体アノマリーなんてみんな虫けらなんでしょ!?　だったら、今すぐわたしを殺して、それで全部終わりにしたらいいじゃないですか！」

「殺す？　止してくれよ、暴力的だな。そんなもったいないことしないさ」

　エリオットが立ち上がる。そしてこちらに近寄ってきて、首に塡はめられた例の抑制環ブレーカーとやらに指をかけた。力ずくで顔を引き寄せられ、狂的な色を帯びた彼の瞳ひとみを、至近から覗き込まされる。吐はきかけられた生温かい息は、嗅かいだこともないのにハイエナの口こう臭しゆうを連想させた。

「半身体アノマリーをペットにしたいって物好きは意外に多くてね。だから首輪をつけてオークションにでも出せば、結構いい金になる。でも、きみの場合は別だ。エーリカ・シュタンツェル・オハラ博士の元イットを、ただの小こ遣づかい稼かせぎで終わらせるなんて、そんなの惜おし過ぎるだろ？」

「……似たようなこと、昨日も言ってましたよね。それ、どういう意味ですか？」

「うん？」

「わたしが、エーリカの元イットだったら……いったい、なんだって言うんですか？」

　エーリカは高名な研究者だった。だからその延長で、ラステルにも付与価値が生じる──普ふ通つうに考えれば、そんなような意味合いと取るべきだろう。でも、なぜかひどい胸騒ぎがした。

「ふふん、なるほど？　昨日からどうも話が嚙かみ合あわないとは思ってたけど、やっぱりきみは何も知らないわけだ。くひひっ……つくづくおいしいなぁ」

　エリオットの相そう貌ぼうが、爛ただれるように歪ゆがんだ。まるでこれから首を吊つろうとしている人間を見つけ、その惨みじめさに悦えつに入るかのような品性下げ劣れつな笑みだった。

「ああ、いいよいいですとも！　そろそろ劇の幕も開く頃ころだ！　だが、その前にまずきみの絶望を、じっくり堪たん能のうしておくのも悪くない！　その名も高き、エーリカ・シュタンツェル・オハラ！　彼女の罪と自分の価値を、きみは正しく知っておくべきだ！」

　問うべきではないことを問うてしまった──そんな遅過ぎる理解が、痛みと共にじわじわとラステルの満身を蚕さん食しよくする。けれど、もう何もかもがあとの祭りだった。




　　　　○




　五月二一日。天気は晴れ。気温は今のところ普ふ通つう。昼ひる頃ごろから少し暑くなるらしい。

　決戦の木曜日だった。時刻はもうすぐ一二時を回る。羽は々ば根ね市庁舎の前に立ったロロットは腕時計から顔をあげると、ここまで送ってくれた背後の燎りようを振り返った。

「じゃあぼく、そろそろ行くね？　ラステルさんのことよろしく。タクミにもそう伝えておいて？」

「ええ、それは分かったけど……でも本当に一人で大だい丈じよう夫ぶ？」

「へーきへーき。リョウは心配し過ぎだってば」

　にへへ、と燎を安心させるように笑ってから、ゆっくり市庁舎の正面玄げん関かんをくぐる。

　気分はさながら花道をのし歩く力士。観客はいないけれど、かかっているのは優勝よりも、ずっと価値あるものだ。絶対に負けられないと、気き炎えんをあげて堂々と廊ろう下かを進む。

　土俵にはすぐに辿たどり着ついた。ノックをすれば「どうぞ」と放り出すような声で、応えが返ってくる。ロロットは小さく頷うなずいてからドアを開け、なんの気負いもなく市長室に踏み入った。

　その先で待ち構えていた羽々根市の大おお横よこ綱づなは、既すでに準備万ばん端たんの風情だった。

　姿勢は一昨日見たのと同じ手指を組んだそれ。しかし、今日は翅族アルフの正装たる秀しゆう麗れいなドレス姿で、執務机を挟はさんだ向こうに小ぢんまりと着席している。白はく皙せきの美び貌ぼうは相も変わらず無色透とう明めい。いや、寧むしろいつもよりたくさんの仮面を被かぶっているようにも見えた。

　ロロットも今日はドレス姿だ。だからスカートの裾すそを摘つまんで、まずは淑しゆく女じよらしく挨あい拶さつする。

「ヒーホウ、ネアラ。約束どおり殴りに来たよ？」

「ヒーホウ、王女。クロスカウンターのいい餌え食じきです」

　ネアラも立ち上がり、同じ動作で以もって優ゆう雅がに応えてくれた。ロロットは緩ゆるく微笑ほほえむ。

「なんだかネアラ、今日はすごく張り切ってるね？　もしかして本気モード？」

「ええ、貴女あなたを街から追い出せるか否かの瀬せ戸と際ぎわですから。そう面めん倒どうがってもいられません」

「あ、早くもジャブ来たね。ぼくも塩撒まいて、はっけよ～いで、ネコダマシしていい？」

「……ニュアンスは分かりますが、ボクシングと相す撲もうの異種格かく闘とう技ぎみたいになってますよ」

　ネアラが呆あきれたように言いながら、応接用のスペースに移動する。

「しかし、まさか一人でいらっしゃるとは。剛ごう毅きですね。狙ねらわれてる自覚あります？」

「うん、ぼちぼちね。でもほら、ここに来ればもう安心らしいから」

　今け朝さ方、卓たく巳みが言っていたのだ。昨日あんなことがあった手前、街の要所である市庁舎の防備は、当然、強化されているはずだ、と。そしてネアラが翅族アルフであり、独自に街の治安維い持じに努めている以上、子飼いの妖精使いチエンジリングもそれなり数を揃そろえている可能性が高い、と。

「だからぼくは、『今日は一日中、市庁舎にいればいい』んだってさ」

「──なるほど。強したたかですね、お兄さん。わたしに貴女あなたを護らせる気ですか」

「にへへ、ごめんね？　タクミってば、ぼくのためなら卑怯ひきよう上等なんでもごされなんだよ」

　格好良いよね！　と同意を求めてみたら、なぜか微び妙みように嫌いやそうな顔をされた。きっと照れているのだろう。なのでロロットは特に気にせず、長机を挟はさんでネアラの正面に腰を下ろす。

「お茶はセルフサービスなので、ご自由にどうぞ。今はほうじ茶しかありませんが」

「ありがと。っていうか、ムラタさんはいないんだね？　なんで？」

「貴女がお兄さんと真ま崎さきさんを、今日ここに連れて来なかった理由と、たぶん一いつ緒しよですよ」

「あ、そういうこと。アヴァロンの部隊も朝からてんてこ舞いみたいだし、みんな大変だね」

　そこでネアラの目つきが険しくなった。なのでロロットは、密ひそかに心中でゴングを鳴らす。

「……事の元げん凶きようである貴女が、それを言いますか」

「一応、これでも反省してるんだよ？　今もみんなに迷めい惑わくかけちゃってるし、ユーノにも悪いことしちゃったし。この次からはもっと上う手まく立ち回ろうってさ」

「本当に反省してるなら、もう『悪党ごっこ』なんてやめにすべきだと思いますが」

「うわ、『ごっこ』ときたかぁ……今日のネアラはいつも以上に毒吐はくなぁ」

「だってそうでしょう？　箱入り娘が主張する世直しなんて、いったい誰だれが耳を貸すって言うんですか。貴女はアヴァロンで危険視はされど、許容されることは皆無だったはずですよ？」

　そのとおりだ。ロロットがどれほど社会の歪いびつさを説いても、妖精郷テイル・ナ・ノーグの住人たちは感情的にそれを否定するばかりで、話を満足に取り合おうともしなかった。方策を攻こう撃げき的てきに変えてからは幾いくつか達成できた目的もあるけれど、それでも賛同者が現れたことは殆ほとんどない。

　周りが歪ゆがみだらけだと、いつしかそれが皆の『普ふ通つう』になる。そして、誰も自身の在り方を再認できなくなる。停滞した世界など遠からず破は綻たんすると、そう分かり切っていても、だ。

「──うん、だからなんだよね。ぼくが、鏡が欲しいなって思ったのは」

「？　鏡？」

　ネアラが目をぱちくりさせた。ロロットは両腕を、目一杯、広げてみせる。

「そう、こ～んな馬鹿でっかいやつ。しかも、白雪姫もびっくりの『魔ま法ほうの鏡』ね」

「…………どうしたんですか急に。メルヘンになって。狂ったんですか？」

「違いますぅ～！　もおっ、あのね？　その鏡は、初めはただ在るものを在るがままにしか映せない、普通の鏡なの。でも、ほんとは魔法がかけてあって、それを見た人たちが『あ、こんなふうに変われたらいいな』って感じられるように、だんだん自分の理想像を映すようになっていく。──ねね、もしそんな鏡があったら、ネアラはどう思う？」

　僅わずかに考え込む間があった。ネアラは顎あごに手を添そえて、ほどなく口を開く。

「……つまり貴女あなたは、こう言いたいんですか？　今の妖精郷テイル・ナ・ノーグには比較の対象が必要だと。そして、それこそが人間世界だと？」

「うん。妖精郷テイル・ナ・ノーグがさ、今、長いこと足踏みしちゃってる原因って、もちろん翅族アルフたちが高飛車なせいもあるけど、たぶんそれ以上に競争相手がいないことが問題なんだよね」

　ライバルがゼロだから、嫉しつ妬とも克こう己き心しんも覚えない。己を客観的に分析もできない。閉へい塞そくした社会から遠い外界の時事を酒の肴さかなにして、ただ同じ場所をぐるぐる回る。悪あく循じゆん環かんだった。

「翅族アルフのことを人間世界の殆ほとんどの人は知らない。でも一度知っちゃえば、きっと自分たちと違う文化に興味を持つ。そのうち技術的な差異から、対抗心も燃やすようになる」

「そうなれば今度は、妖精郷テイル・ナ・ノーグが意地でも追いつかれまいと必死で走り出す、ですか？　……なんとも安直な考え方ですね、王女。真面目に努力して相手の背中を追うよりも、いっそ足を引っ張ってしまったほうがラクチンという世の摂理を知らないんですか？」

　ネアラは武力衝しよう突とつの可能性を言っているのだ。ロロットは大きくかぶりを振った。

「だからぼくは、これから力をつけなきゃいけないんだよ。アヴァロン王女っていう肩書きに寄らない、ぼくだけの世界と渡り合うための力を。でも、それにはまず実績がいる。サミットのおかげで両世界から注目が集まるこの街は、目立つのにもってこいの舞ぶ台たいなんだ」

「……つまり、それが貴女の『答え』なんですね？」

　答え。一昨日この場所で提議され、猶ゆう予よを設けられた宿題の解答。

　ロロットは微笑ほほえんだ。ネアラも既すでに予想しているだろうその言葉を、はっきりと口にする。

「うん。悪いけど、ネアラの要求は吞のめない。ぼくはぼくの野望のために、この街に残るよ。例たとえぼくのエゴが、また誰だれかを傷つけてしまうんだとしても」
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「──ンで、結局これからどうすんじゃね？　イングヴェイ」

　シャノンが唐とう突とつにそう言ったのは、こうしてベンチに身を預けて、かれこれ小一時間は経たとうかという頃ころだった。イングヴェイはやる気のない眼まな差ざしで隣となりの相棒を見やる。

「おーおー、ひさしぶりに口利きやがったな。もう一生、喋しやべらないつもりかと思ったぜ」

「だって……普ふ通つう、そっちから何か説明すんのが筋じゃね？」

　要はこちらが先に口を開くのを、ひたすら待っていたということか。まったく、ご苦労なことだ。イングヴェイは鼻を鳴らすと、ゾンビの如ごとく脱力してベンチの背に凭もたれかかった。

　イングヴェイたちが今いるのは、羽は々ば根ね市しのオフィス街の一角、林立する高層ビルディングの隙すき間まに埋もれるように存在する、小さな憩いこいの場だった。

　噴ふん水すいと数脚のベンチ、あとは申し訳程度に植えられた樹が存在するだけの、さりとて公園と呼ぶのも憚はばかられるような、みみっちい空間だ。大方、市が国から貰もらった金の余りを捨てるために、無理矢理こさえでもしたのだろう。よくある話だった。

　次いでイングヴェイは、噴水の飛沫しぶきが作り出す小さな虹にじを透すかし、その向こうに建つ白い外がい壁へきのビルを見上げる。いかにも中ちゆう堅けん企業といった具合の、周囲のそれからすれば多少見み劣おとりする感があるビルだ。社名は忘れたけれど、卓たく巳みの父親の勤め先であることは分かっていた。

「……こんなとこで見張りなんかして、いったいなんの意味があるんじゃね？」

「最初に言ったろ。エリオットのクソ野や郎ろうは、たぶん今度はここにカチ込む気だぜ、ってな」

　無論、確証はない。が、エリオットの目的を鑑かんがみれば、やはり次はより卓巳に近しい人物を狙ねらう可能性が高いだろう。幾いくつかの候補から『ここ』を選んだのは、アヴァロン先せん遣けん隊たいが極秘で卓巳の近親者の警護に当たっていた場合、複雑な地形のほうが逃げやすいと踏んだからだ。

「なら、もし本当にカチ込みが起きたらどうすんじゃね？　エリオットの邪じや魔ますんの？」

「アホか。野郎のやり口は気に入らねぇが、卓巳の利になることをしてやる義理もねぇよ」

「ぬぁーもーっ、それが分かんないんだって！　じゃ、なんであたしらここにいんじゃね!?」

　シャノンはがりがりとマゼンタ色の髪を搔かき毟むしり、更さらに口くち煩うるさく言い募ってきた。

「だいたいッ……どうして昨日あのあと、エリオットをボコんなかったんじゃね!?　そりゃ確かに、なんか嫌いやな雰ふん囲い気きは感じたけど……でも、二人掛かりなら楽勝だったんじゃね!?」

　なるほど。つまりこいつは、自分がエリオットとの確執をなあなあにしたまま、未いまだに依頼を続行していることが一番気に入らないわけだ。イングヴェイは鼻び腔こうから深く息を抜いた。

　昨日、エリオットが例の半身体アノマリーを一いつ蹴しゆうしたあと、イングヴェイは「こっから先は勝手にやらせてもらう」とだけ告げて、あの地下バーを出た。シャノンやボー・ピープは当とう惑わくしていたようだったけれど、仕切り直して再び奴やつと殺し合おうという気にはならなかったのだ。

「おまけに、ボー・ピープもまた連絡つかなくなっちゃうし……ムカつく相手を野放して、まだこんな仕事を続けるなんて、全然イングヴェイらしくないんじゃね？」

「しゃーねーだろ。あんなクソッタレのために仕ヤ事マから手を引きゃ、俺おれたち日本くんだりまで来といて報酬アガリゼロだぜ？　それに昨日の半身体アノマリーといい、あのぶんじゃエリオットの野や郎ろうは他にも秘密を持ってやがる。そいつを確かめずに動くのは、さすがにヤバイ」

　なんとも大人な意見だった。言っていて自分でびっくりだ。イングヴェイは更に続ける。

「何より一番の理由は、だ。卓巳の奴がどう出るかなんだよ。それが気になってるから、俺はこうしてわざわざエリオットの先回りして、リストラされたお父さんみたいな真ま似ねしてんだ」

「？？？　〈比ひ翅よくの騎き士し〉がどう出るか？」

　シャノンの率直な疑問に、イングヴェイは笑みで応えた。昨日、ボー・ピープに聞かせてもらった、卓巳とエリオットのやり取り──携けい帯たい電話の通話記録を思い出したからだ。

　卓たく巳みは怒おこっていた。第三階かい梯ていの状態だったとはいえ、この自分を旅客機で終始冷静に翻ほん弄ろうしてみせたあの男が、身内に手を出されて静かに怒いかり猛たけっていた。

　単なる記ロ録グの再生を聞いただけなのに、正直そのときイングヴェイは、うなじの毛が一いつ斉せいに逆立つほどの寒気を覚えた。同時に、ひさしぶりの強きよう烈れつな昂こう揚よう感かんも、だ。

　卓巳の意い趣しゆ返がえしは、おそらく凄すさまじく過激になる。そんな予感がしてならなかった。

「もしかすりゃ、スカッと爽そう快かいな場面に出くわせるかもしれねぇしな。見逃す手はねぇだろ」

「……や、さっきから何言ってのかさっぱり分か──」

　シャノンの唇くちびるが強制的に閉じられた。突とつ然ぜん、激げき甚じんな爆音がオフィス街を駆かけ抜ぬけたからだ。

　すかさず視線を転じれば、案の定、例のなんたら工業株式会社のビルの近くから、真っ黒い煙が上がっていた。驚きよう愕がくするシャノンの横で、イングヴェイは口くち端はを持ち上げる。

「──いい感じに狼煙のろしが上がったじゃねえか。連中、いよいよおっ始めやがったな？」
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　分からない。わけが分からない。いったい何がどうなっている？

　エリオットに命じられ、人知れず作戦行動中だった男は、今、かつてない混乱のなかにいた。

　初めはすべてが順調だったのだ。変装は過不足なく功を奏した。受うけ付つけ嬢じようも自分をただの一社員としか捉とらえなかった。そのため、当該施設のビルにも簡単に潜もぐり込こむことができた。

　標的であるタクミ・クドウの実父は、過去に事故に遭あったのをきっかけに、デスクワークに身を引いて、現在は副社長を務めているはずだった。だから、まずはその個人オフィスに向かうのが肝かん要ようだろうと判断し、男は何食わぬ顔でエレベーターに乗って上階へと移動した。

　そう、ここまでは本当に順調だったのだ。寧むしろ順調に過ぎるくらいだったかもしれない。何しろエレベーターを降りた矢先、たまさか標的と通路で鉢はち合あわせることができたのだから。

「ツイてないな、あんたも」

　男は腹の底で喝かつ采さいをあげた。小声で密かに相手に皮肉を浴びせる余よ裕ゆうまであった。──その直後、屋外で監視役を負っていた仲間の一人から、次のような通信が届くまでは。

『目標Ａを発見。……おいおい、奴やつこさんビルの外を歩いてるぞ？』

「ッ、なんだと!?」

　度ど肝ぎもを抜かれるとは、まさにこのことだった。イヤホンから聞こえた『目標Ａ』とは、今まさに通路の先から歩いて来るタクミ・クドウの実父に他ならなかったからだ。

「……馬鹿を言えっ、目標Ａはこちらで発見した。ちゃんとビルのなかにいるぞ!?」

　慌あわててそう確認を取れば、無線の向こうで仲間の声が不ふ審しんげにひそめられた。

『ビル内に……？　いや、だが確かに目標Ａは今、こちらの真下の歩道を──』

『待て！　俺おれのほうでも目標Ａを視認した！　現在、交差点を渡ってオフィス街を南下中！』

　やはり監視役だった別の仲間からの報告に、今度こそ男は愕がく然ぜんと表情を凍とう結けつさせた。そのときにはもう既すでに、通路を進み来る標的は、すぐ目前まで迫っていた。

　分からない。わけが分からない。いったい何がどうなっている？

　三人一組スリーマンセルで小隊を組まされた全員が、別々の場所でほぼ同時に標的を目もく撃げきするなんて、そんな馬鹿げた話があるわけがない。それとも自分たちは、三人揃って夢でも観ているのか？

「も、もう一度確認するぞ！　確かにそれは目標なんだな？　誤認じゃないんだな!?」

『──────』

「……？　おいっ、聞いているのか!?　応答しろ！　なぜ何も答えない!?」

　焦しよう燥そうに駆かられる。初めに標的の発見を報告してきた仲間が、なぜか急にウンともスンとも言わなくなったからだ。もう一人の仲間が「まさか……」と最悪の可能性を口にしようとした。

「く、くそっ……！」

　男は混乱する頭を振った。いよいよ標的との距離は、すれ違うか否かのところまできていた。

　判断は一いつ瞬しゆんだった。とにかく今は、まずこいつを処理する。そう決めた。

　そして決めたからには、もう迷いなく男は動いていた。速やかにイットを顕けん現げんさせて振り返ると、既に半ば通り過ぎかけていた相手の背中に向けて、一息に悪戯ミスチフを放とうとして──

　その寸前、突とつ如じよ、標的の首がこちらを向いた。

　あろうことか、ぐるりと真後ろに。いきなり一八〇度回転して。

　どこにでもいるような中年男性の顔が、気弱な笑みと共に至近からこちらを見み詰つめていた。

「ッッッッッ!?」

　下へ手たなホラーよりもショッキングなその光景に、一瞬、思考が根こそぎ消し飛ぶ。

　決定的な隙すきだった。標的の姿をしたナニかの口から、不意に猛もう然ぜんと謎なぞの煙が吐はき出だされる。それを僅わずかに吸い込んだ途と端たん、強きよう烈れつにくらりときて、男は攻こう撃げきの正体をたちどころに悟さとった。

「これ、は……催さい眠みん、ガ、ス……？」

　けれど、今さら悟ったところで対処が間に合うはずもない。急速に意識が身体からだを離れ始め、最後に無線機越しに聞こえた仲間の声も、すぐに気にならなくなった。
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『ビルに侵しん入にゆうした敵は沈ちん黙もく。これより確保に向かう。そちらはどうだ？』

「一人撃げき破はしたわ。隣となりのビルの屋上でお休み中よ。もう一人は──これから片づけるわ！」

　手にした無線機でアヴァロン先せん遣けん隊たいの兵にそう返すや、燎りようは全力でアスファルトを蹴けって大跳ちよう躍やくを為なしていた。既に服装は魔ま女じよのそれ、第四階かい梯ていの封も切ってある。

　相手は眼下にいた。さも一般人ですという取とり澄すました顔で、道路脇わきのガードレールに男が一人腰掛けている。だが、その視線の先を追えば、交差点を進む卓たく巳みの父親の姿があった。

　間違いない。敵だ。用意された『疑ぎ似じ餌え』にかかった、おそらくはエリオットの部下。

　急きゆう襲しゆうの瞬しゆん間かん、男も咄とつ嗟さに反応していた。曲がりなりにもプロということか、なかなかの嗅きゆう覚かくだ。俊しゆん敏びんな動作で以もってその場を転がると、すぐに距離を取って体勢を整え、己がイットを顕けん現げんしてみせる。同時、燎りようの蹴けりが直前まで男のいた空間を、猛もう烈れつな風切り音と共に穿うがった。

　外したか、と舌打ちしながらアスファルトに着地。こちらを見た男が、俄にわかに色めき立つ。

「き、貴様！　どうしてここがッ……いや、それ以前になぜ俺おれを!?」

「答える謂いわれはないわ」

　素っ気なく応じる。が、そのあと僅わずかに目を瞠みはった。何台もの車が行き交う四車線道路を背に姿を現した敵のイットが、明らかに見覚えのある個体だったからだ。

　白煙の足を有した、巨きよ大だいな蜘く蛛ものイット。学校で玖く堂どう優ゆう乃のに大おお怪け我がを負わせた、あいつだ。

「あら？　どこかでやり合う機会もあるかと思ってたけど、意外と簡単に見つかったわね」

　卓たく巳みの代わりにこの男をぶちのめすのは、あのとき優乃の救助に間に合わなかった自分の役目だ。アヴァロンの先せん遣けん隊たいより早く会敵できたのは、実に好都合だった。

「とはいえ、わたしも割と急いでいるのよ。貴方あなたたちせいで、これから色々な場所を回らなきゃいけないの。だから悪いけど、手早く半殺しにさせてもらうわ」

　言って前に出れば、男が狼ろう狽ばいしたように後ずさりした。燎は壮そう烈れつな笑みを浮かべる。

「まさか、今度も逃げられるなんて都合のいいことは、思ってないわよね？」
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　目の前であり得ないことが起きている。

　自宅に設置された複数のディスプレイ、そこに表示された羽は々ば根ね市し各所で現在展開されている光景に、ボー・ピープはもはや絶句するしかなかった。

　街中の監視カメラ、人々が持つ携けい帯たい端たん末まつ、果ては諸外国の人工衛星……ｅｔｃ、ｅｔｃ。

　ありとあらゆるオンラインメディアをハッキングして、そのなかから有意義な情報だけをイットに拾得させていたら、つい今しがた街のあちこちで戦せん闘とうが開始された。

　エリオットの部隊が多数の目標に、部下たちを使って同時襲しゆう撃げきを仕掛けたのだ。が、しかしそうして始まった熾し烈れつなイット戦の模様は、こちらの予想を大きく裏切るものだった。

「うっそぉ……」

　ぽつりと洩もらす。感想がそっくりそのまま口から零こぼれてしまった。

　次いでその直後、ボー・ピープはもはや辛しん抱ぼうたまらなくなって大爆笑した。

「あっはははははは！　なるほどっ、これが〈比ひ翅よくの騎き士し〉の真しん骨こつ頂ちようってわけだ！」

　何はともあれ馬鹿げている。あまりにも馬鹿げ過ぎている。

　玖堂卓巳が取った戦術は、はっきり言ってもはやギャグの領域だ。普ふ通つうはこんなもの実現できないし、実現可能なイットがあっても、まともな思考がある人間なら実行には移さない。

　しかし、それゆえに効果は絶大だった。今いま頃ごろ、エリオットたちは大わらわだろう。

『ボー・ピープ！　聞こえてんのか、おい!?』

　と、そこで急に怒ど鳴なりつけられ、はたと我に返る。声はイングヴェイのものだった。

『いきなり電話してきたと思ったら、黙だまりこくっちまいやがって！　なんとか言え、こら！』

　彼もなんとなく事態を察しているのだろう。何気に楽しそうだった。ボー・ピープはスマートフォンをマシンのスピーカーに近づけ、自分の声を音声生成機スピーチ・シンセサイザーに通してから返答する。

「アァ、悪イ悪イ。アンマリ阿あ呆ほラシイ事ガ起キテルンデ、チョット興奮シチャッタヨ」

『ってことは、やっぱ卓たく巳みの奴やつだな？　近くまで見に行ったらマズいか？』

「マズイネェ。ビルノ付近ニハ先せん遣けん隊たいノ皆様ガイル。見物ハ諦あきらメテ離脱シタホウガ利口ダヨ」

『チッ、くっそ……ならオイ、お前が話せ。あいつ、何をやってやがる？』

「エリオットノ澄すマシ面ヲ歪ゆがメル、最高ニゴ機き嫌げんナ手品サ」

　そんなんで分かるか！　と叫ぶイングヴェイ。ボー・ピープはくつくつと笑った。

「ＯＫ、ＯＫ。チャント説明シテアゲルヨ、ゼ～ンブネ。ケド、アトモウ少シダケ待ッテクレナイ？　コレカラオイラ、チョット忙シクナルカラサ」

『あぁん？　忙しく？』

「ウカウカシテタラ美お味いシイトコ、ミンナ持ッテカレチャイソウナンデネ。今ノウチニシッカリ働イトコウカナッテ思ッテ。オイラ、コレデモ『勤勉ナ羊』デ通ッテルンダゼ？」

　そう言ってイングヴェイを宥なだめすかし、とりあえず一いつ旦たん通話を切る。続いてボー・ピープは、やおら両手を前方にかざした。前方──つまり、並ぶパソコンのディスプレイに向けて。

「さあ、お行き。《電子羊は夢を観ないシークレットフリー》」

　両手の先に現れたのは、無数の小さな影かげだった。自分が他者の前にアバターとして晒さらす、あのアニメーションキャラにそっくりな羊型のイットたちだ。縞しま柄がらのパジャマを纏まとった白いもこもこが、四本の短い足をぴこぴこ動かし、いかにも眠ねむたげに宙を漂ただよっている。

　やがて《電子羊は夢を観ないシークレットフリー》たちは、使役者たる自分の命令に従って、ふよ～とディスプレイに向かって泳いでいった。まるで風に散らさせるタンポポの綿毛みたいな風情だ。

　羊たちがディスプレイの画面を透とう過かする。そうやって広大なネットの海に侵しん入にゆうし、ボー・ピープのために、せっせと世の秘密を暴きにかかる。電子羊は二次元ユメよりも現実リアルがお好きだ。

「さてさて、こっからは先はおいらも腹を括らなきゃね」

　ボー・ピープは唇くちびるをぺろりと舐なめ、妖精使いチエンジリングらしく冗じよう談だんじみたイタズラを開始した。




　　　　○




「お前ら、さっきから何を言ってる!?　まるで要領を得ないぞ！　僕を馬鹿にしてるのか!?」

　倉庫にエリオットのヒステリックな叫び声が反はん響きようしている。ラステルは、もはや顔をあげる気力もなく、無線機を通じて行なわれる彼らの会話を聞いていた。

『ですから、多数の目標です！　現在、街の至る所に目標が出しゆつ没ぼつしてるんです！』

『応答願います！　こちらで目標Ｂを発見！　市内の中型スーパーマーケットの二階です！』

『またＢだと!?　ふざけるなっ、これでもう目標Ｂは一四人目だぞ！』

『目標Ｃを確認した！　Ｃは大学病院にいるんじゃなかったのか!?』

『くそっ、目標Ｅを三人発見！　三人で肩を組んでスキップしながら通りを歩いてる！』

『遂ついに目標ＡからＧまでコンプリートだ！　なんかストリートダンス踊おどってるぞ、連中!?』

『勘かん弁べんしてくれっ、頭が変になりそうだ！　繁はん華か街がいを移動していたら、いつの間にか回りの通行人が全員、目標にすり変わってやがった！　二、三〇人はいたぞ!?』

　錯さく綜そうする情報──どころの騒さわぎではないと思う。傍そばで聞いているぶんには、みんなして集団幻げん覚かくでも見ているような有様だ。けれどラステルは、やはり蚊か帳やの外で茫ぼう洋ようと沈ちん思しし続ける。

　先刻、エリオットが名調子で語った話が、今もなお頭のなかでしつこく谺こだましていた。

　エーリカ・シュタンツェル・オハラ。半身体アノマリーの大量人体実験。人じん為い的てきな半身体アノマリーの発生方法。二〇年の逃亡生活。いつも屋や敷しきで研究をしていた彼女。そして、半身体アノマリーに変わった自分。

　無知の事実と存知の事実が錯綜する。両者が繫つながり、その結果、恐おそろしい真相が示される。

　ラステルの目に映っていた世界が、音を立てて崩くずれてゆくようだった。

「……エーリカ」

　倉庫の床ゆかに転がされたまま、ラステルはかつての情景を思い出そうとした。

　エーリカと過ごした慌あわただしくも平へい穏おんだった二〇年間を、彼女が初めて「行ってきます」と言ってくれた七年前を、必死で脳裏に描こうとした。

　でも、駄だ目めだった。記き憶おくを追おうとしても、頭のなかで繰り広げられるあの日々は、なぜか古いモノクロ映画みたいになってしまう。音は聞くに堪たえないほど罅ひび割われ、景色はあちこち飛び飛びになり、観客を突き放すように俳優たちの演技はどこかよそよそしい。

　これまで簡単にできていたことが、今はもうできない。その事実が何よりも苦しかった。

　自分の心が、エーリカから離れてゆく。

　自分の拠より所ところが、どんどん精せい彩さいを失ってゆく。

　ただの実験材料としか見なされていなかったのではないか。稀まれに向けられてきた優しさは単なる気き紛まぐれだったのではないか。そんなひどい疑ぎ惑わくが、あとからあとから湧わいてくる。

　もう涙も出なかった。自分がどこに立っているのかも分からなかった。

　これからのことなんて考えたくもない。いや、自発的に何をしなくても、どのみちエリオットの言うとおり、自分は妖精郷テイル・ナ・ノーグに連れて行かれて、実験動物として扱われるのだろう。エーリカが犯してしまった罪を「お前が償つぐなえ」と、そうなじられながら生きてゆくのだろう。

　どうでもよかった。何もかもが、どうでも。

　この世でもっとも価値があると思っていた金きん塊かいが、本当はただの砂の塊かたまりだったことに気づかされてしまったのだ。今となっては、あらゆることが自分とは無関係だった。

「くそっ、くそが！　どいつもこいつも無能揃ぞろいめ！　奇き跡せきに触ふれたこともない黄色い猿さるを数匹ぶち殺す程度のことが、どうして誰だれも出来ない!?」

　口汚く喚わめくエリオットの後ろで、ラステルはゆっくりと目を瞑つぶる。

　瞼まぶたの裏には、ひたすらの闇やみが広がっていた。




　　　　○




「大隊長っ！　敵勢力の制圧、完了しました！」

　駆かけ寄よって来た部下の言葉に頷うなずき、クレイグ・ウッズは戦せん闘とうがあった場所へと向かった。

　昨日の叶かのう乃の宮みや学がく園えんの襲しゆう撃げきで負傷した生徒や教師が多数入院している大学病院の裏手、そこに今、三人の男たちが拘こう束そくされている。話にあったエリオットとかいう男の手の者だ。敵の目的からして卓たく巳みの近親者が真っ先に襲おそわれる虞おそれが高いと見て、彼自身こうして陣じん頭とう指揮を取っているのだが、病院に現れた敵小隊はこれで三つ目だ。やはり狙ねらいは玖く堂どう優ゆう乃のということか。

「他の場所はどんな按あん配ばいだ？　戦せん況きようは？」

　足元で昏こん倒とうしている捕ほ虜りよ三人を眺ながめながら尋たずねれば、部下は敬礼したのち報告を始めた。

「現在、街の至る所で我が隊と敵部隊が交戦中です。現時点でこちらの損害は軽けい微び。また、敵はやはり玖堂卓巳の親族だけではなく、かなり広い交友関係にまで手を及およぼしている模様」

「ふん、俺おれたちが警護に当たると踏んで、とにかく襲撃対象を散らそうって魂こん胆たんかい。虫の好かんやり方だ。──まぁ、それをきっちり読んでいた玖堂はさすがだけどな」

　言いながら、次いで少し離れたところに倒れている人ひと影かげに目を留めた。

　玖堂優乃だ。もう既すでに全快しているが退院は明日なので、患かん者じやらしくその服装は花はな柄がらのパジャマ。けれど、彼女は地に仰ぎよう臥がしたまま、まったく動かなかった。それも当然だろう。何しろ胸の中央に、腕一本ぶんほどの穴が開いているのだから。辺りはさながら血の海だった。

　クレイグは優乃の元に近づいてゆく。そして、しげしげと物言わぬ彼女の肢し体たいを眺ながめた。

「……しかし、よく出来てるな。本人とまったく見分けがつかんぞ」

　半ば感心、半ば呆あきれ、煙草たばこに火を灯しながら「どれ」としゃがみ込んで、優乃の身体からだを抱だき起おこす。その際の手て触ざわり、見る限りの皮ひ膚ふ感かん、個々のパーツの繊せん細さいさ──やはりすべてが人間のそれだ。少なくとも観測機器を用いない状態では、なんら違和らしきものを発見できない。

　まさかこれが、高度なカラクリ仕掛けの人形であるなど、いったい誰に想像がつく？

　精せい巧こう云うん々ぬんと称たたえるにも、さすがに限度というものがあった。おまけに胸の穴──襲しゆう撃げき者しやによる攻こう撃げきの痕あと──を覗のぞき込んでみれば、内部は輪をかけてひどい。もはや科学に対する冒ぼう瀆とくだ。

　何しろ使われている材料ときたら殆ほとんどは木材、金属はほんの少々しか見当たらないのだ。更さらに言えば、内部のスペースで一番幅を取っているのはゴム状の繊せん維いで、明らかに下着のゴム紐ひもか何かの使い回しのような、貧相極まる見た目のものまであった。

　笑える。実に笑えるジョークだ。まるで抜ばつ群ぐんの風ふう刺し画がを前にしたような気分。

　けれど、クレイグは笑わなかった。到とう底てい、笑う気など起きなかった。

　なぜなら、その人形の内部構造は前述した粗そ末まつな材料だけで設しつらえられているにも拘かかわらず、まさしく人体の完全な模も倣ほう、生体部品を用いない生物造形の極きよく致ちだったからだ。

　ミリ単位で成形された歯車が何十万と回転し、それらが集まって形を為なした各機関は紛まぎれもなく人間の内蔵そのもの。木材と分かっていても、全体像だけで把握しようとすると、それが無機物など到底信じられない緻ち密みつさを醸かもし出だしている。更さらに例のゴム繊維が複雑に絡からみ合あう様は、もう見ているだけで気が触ふれそうなほどで、人間の筋肉を丸ごと再現したのか、びっっっしりと夥おびただしい量が張はり巡めぐらされていた。そのうえ血管まで存在しており、おそらく攻こう撃げきを受けた際、『人間らしく死ぬ』ためだけに、血ち糊のりを噴ふき出だすようギミックが施してある。

　世のロボット研究者たちが見たら、片かたっ端ぱしから発狂しそうな代物だ。

　くだらな過ぎる。途と方ほうもなさ過ぎる。ローテクなのにハイテク。冗じよう談だんなのに寒気がする。

「……狂気の産物だぞ、こりゃ。数を相当数揃そろえなきゃならないんで、なるべく手に入りやすい素材で作ったんだろうが……だとしても異常だ。オーパーツか何かじゃないのか？」

「さっき私も確認しましたが、すごいですよね、それ。いったい木やゴムばかりで、どうやってあれほどの自律性を獲かく得とくしているんだか。それに動力もよく分かりませんし」

　傍かたわらの部下の言葉に、クレイグは「自律性？」と眉まゆを立てた。

「ええ。稼か動どうしているところは、まだご覧になってませんか？　どうもこの人形、組み込まれた一定のパターンとかで動いているわけではないようなんです。挙動が複雑過ぎるんですよ。それに表情もよく変わりますし、簡単な言語も扱あつかいます。ちゃんと受け答えだってしますよ」

「……おいおい。よっぽど高性能のＣＰＵでも積んでるのか？　頭を割って確かめてみるか」

「止よしてくださいよ、大隊長！　こいつは人間に似過ぎてるッ。なんだか不気味で──」

　部下の言葉が止まった。クレイグも動きを止めた。なぜかといえば、言っているそばから本当に、人形の頭の一部がぱっくりと割れたからだ。

　なかから出てきたのは、小人だった。およそ一〇体くらいはいるだろうか？

　小人たちはこちらに気づくと、つぶらな瞳ひとみで見上げてきて、しゅたっと敬礼してみせた。どうやら軍隊の真ま似ね事ごとらしい。そして次の瞬しゆん間かんには、脱だつ兎との勢いでかっ飛んで行ってしまった。

　クレイグは呆ぼう然ぜんとそれを見送った。ほどなくしてやはり呆然と人形に視線を戻す。

　たぶんハッチなのだろう。外向きに開いた頭髪つきの小さな扉とびらの向こう、人形の頭のなかには、あろうことかコックピットが広がっていた。シートやレバー、コンソール、そして複数のスクリーンが存在している。よく分からない装置も多数詰つめ込まれていた。

　何やらハムスター用の遊び道具みたいな滑かつ車しやまである。小人がこれのなかに入って走れば滑かつ車しやが回るため、当然、エネルギーが発生するだろう。つまり、これが動力のようだった。

　有人式ならぬ有ゆう妖よう式しきロボット。人力ならぬ妖力駆く動どう機関。

　異次元にでも迷い込んだような気分になった。実際、暫しばらく放心していたと思う。現実に帰ってこられたのは、いつの間にか短くなっていた煙草たばこの火が、微かすかに指先を炙あぶったからだ。

「こ、こんな『なんでもあり』のイット、見たことがない……っ！」

　やはり我に返った部下が顔を引ひき攣つらせて叫ぶ。クレイグも深々と同意の相あい槌づちを打った。

「……まったくな。レイニードの旦だん那なが放っとかんわけだ」

　彼かの男の口くち癖ぐせを借りれば、まさしく『ユニーク』というやつだろう。この機械人形を作ったまだ歳若い少年の顔を想起し、クレイグは頰ほおを歪ゆがめて新しい煙草に火を点つけた。




　　　　○




「ある意味じゃ、実戦は楽だよな。将しよう棋ぎと違って何枚『歩』を置いてもいいんだから」

　現在、卓たく巳みは叶かのう乃の宮みや学がく園えんにいた。未いまだ黄色いテープが張られた昇しよう降こう口ぐちを抜け、高等部校舎の屋上に陣じん取どったのだ。わざわざ高所に腰を据すえたのは、電波の受信を考こう慮りよしたがゆえだった。

　──やっぱり敵の無線、傍ぼう受じゆできません。入ってくるの、先せん遣けん隊たいの声ばっかりです。

　──何か特とく殊しゆな方法で信号を隠かくしてるんだと思います。ずっこいです。

　──悪戯ミスチフか、〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉なんじゃないかと。ヒーホウ。

　小人たちが口々にそう言ってくる。彼らの前には、悪戯ミスチフで工作した小型の高性能通信機が置かれていた。その脇わきには前衛オブジェのようなアンテナが立てられている。

「敵の数はいい感じに削れてるが、肝かん心じんのエリオットの所在が摑つかめないな」

　──捕ほ虜りよを尋じん問もんしたらどうでしょう？　ここは心を鬼おににして。

　──くすぐり地じ獄ごくとか得意です。顔に涎よだれを垂らしたりするのもオススメです。

「いや、無理だな。奴は他者ばかり戦地に追いやるタイプだ。学校の襲しゆう撃げきのときも用心深く姿を現さなかった。仲間にも自分の潜せん伏ぷく場所をみだりに洩もらしたりはしないはずだ」

　フェンスの向こうに広がる街並みを見下ろしながら、卓巳は冷れい徹てつに思考を続けた。

　既すでに目もく論ろ見みは半ば成功している。敵の標的が多過ぎるがゆえ、対象を護まもり切きるのが困難という危機的状じよう況きようを、しかし敢あえてこちらで更に標的を増やしてやることで、まんまとエリオットたちの目を眩くらませた。今のところ疑ぎ似じ餌えは見込んだとおりの効果を発揮している。

　当初の問題は時間だった。《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》の制約上、どれほど人間と瓜うり二ふたつの人形を製作しても、それは五分で壊こわれてしまう。だから前準備には、殊こと更さらに多くの手間を要した。

　昨夜、病室で目を覚ました優ゆう乃のと少し会話をし、両親と病院をあとにした直後から、卓巳は迅じん速そくに行動を開始した。小人たちの行動範囲の広さを最大限に利用し、夜通し街中を駆かけずり回って、各所に仕掛けを施してきたのだ。まぁ、仕掛けと言っても事は単純で、ただ人形の材料となる諸もろ々もろを運び、小人と一いつ緒しよに市内のあちこちに隠してきただけなのだけれど。

《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》の制約は『作った道具が五分で壊こわれる』であるため、単に材料を集めて放置しておくだけなら、なんの心配もいらない。小人もその付近に同時に潜ひそませておけば、必要なときに必要なぶんだけ人形を組み立てさせられるから、時間をリミット一杯まで有効に使える。より戦略的な道具の運用には、主人オーナーである卓たく巳み自身が用いることが必ひつ須すだけれど、人形を大まかに『人間らしく振る舞わせる』くらいなら、小人たちだけでも充分に可能だ。

　材料を隠すポイントは、エリオットたちが襲おそってきそうな──つまり卓巳の肉親・友人・知人の家や仕事場を筆頭に、人が多く集まる場所や目立つ場所など多た岐きに渡った。

　そして、そうやって街を巡めぐっているあいだも、卓巳は作戦の諸処を煮に詰つめ続けた。ロロットに頼んでアヴァロンの先せん遣けん隊たいと連絡を取り、こちらに引き込んだのもそのときだ。

　クレイグを乗せるのは割合簡単だった。ロロットや〈比ひ翅よくの騎き士し〉である自分が狙ねらわれるのは望むところでも、テロ紛まがいの行為で一般人にまで手を出し、サミットの開かい催さいを危うからしめる真ま似ねをしたエリオットたちを、先遣隊はその立場上、許せるはずもなかったからだ。

　斯かくして、すべての準備が整ったのは、今から三時間ほど前のこと。

　ロロットや燎と一度合流し、一時間だけ仮か眠みんを取ったのち、卓巳は一人でこの場所にやってきた。途と中ちゆう開店直後のケータイショップで新しい携けい帯たい電話を買い求めて、だ。

　市内に用意した人形の材料は、のべ一〇〇〇体ぶん。

　そのうち、既すでに五四七体が組み立てられて消費済みだ。

　排はい除じよした敵ユニットは、もう相当な数に昇のぼる。そろそろエリオットの手駒も限界だろう。完全に掃そう討とうし終わるのが先か、向こうが戦意喪そう失しつするのが先か。とにかく帰き趨すうが決するのは時間の問題だ。だが、ここにきてまだエリオットが発見できていないのは、さすがに痛かった。

「……徹てつ底ていして穴あな熊ぐまか。『これ』と思える潜せん伏ぷく場所はあるんだが、どうにも絞しぼれないな。それに、イングヴェイとシャノンが動いていないのも気にかかる」

　イングヴェイたちは、エリオットが遺産管理局の走そう狗くだと知らないはずだ。けれど、もう街の異常には気づいているだろう。二人とも様子見を長々と続けるタイプには思えないため、どこかで仕掛けてくる気なのは疑いない。願わくば事態を引ひっ搔かき回さないでほしいものだ。

「となると、あとは『あいつ』から連絡が来るのを待つしかない、か」

　──そのことなんですが、ほんとに連絡は来るんでしょうか？

　肩に乗っていた小人が訊きいてきた。卓巳は握にぎりっ放しだった携帯電話に視線を落とす。

　今朝、ロロットの熱ねつ烈れつプッシュで買った新品のそれは、ワニの顔をした二つ折り型で、開くとワニが口を開けた状態になる。デザイナーのセンスに脱だつ帽ぼうだ。ともあれ、卓巳は頷うなずいた。

「ああ、必ず来る。でないと困るしな。何しろ俺おれの作戦は、あいつ込みで成立してる」

　と、言った直後だった。なんというタイミングか、待ち望んでいた連絡が遂ついにきたのだ。

　着信メロディーを鳴らしたワニの口を開いて画面を検あらためれば、そこには性しよう懲こりもなく不在着信の文字。卓たく巳みは知らず苦笑した。だから通話ボタンを押して、まず先制攻こう撃げきを加える。

「ヒーホウ、ボー・ピープ。さっそくで悪いが、エリオットの居場所を教えてくれ」




　携けい帯たい電話の向こうで、ボー・ピープが鼻白む気配がした。大方、また馬鹿でかい声で「ヒーホウ」とでも叫ぶ気だったのだろう。そう何度も鼓こ膜まくにダメージを与えられてたまるものか。

『……イキナリダァ、タクミ。脈みやく絡らくナサ過ギテ、サスガニ話ガ読メナインダケド？』

「とぼけるな。お前は俺おれにエリオットの居場所を、なんとしても教えたいはずだぞ？」

　再びボー・ピープが沈ちん黙もくする。一度話しただけのこの謎なぞのタレコミ屋は、昨日と打って変わって今日はやけに落ち着いていた。卓巳はその理由をなんとなく察しながら更さらに続ける。

「昨日の学校での襲しゆう撃げきが決定打だったんだ。他のことなら大たい抵ていは笑って済ませられても、お前はエリオットのあの行為だけは許せなかった。お前が奴やつと敵対する道を選んでいるのは、もう間違いない。となればあとの問題は、いったい誰に奴を狩からせるかだ」

　ボー・ピープの戦せん闘とう力りよくが低い、というのは殆ほとんど勘かんのようなものだった。根こん拠きよもあるにはあるが、どれも確たる判断材料にはなり得ない。ただ、当たっているという気はしていた。

「この段になるまで行動を渋しぶってたのは、俺が奴を斃たおせる器かどうか見極めるためだったんじゃないのか？　最低限の保身の準備とか情報収集とか、理由は他にもあったろうけどな」

『……ナンデオイラガ、タカガ一学校ノコトヲ、ソコマデ気ニ懸かケルト思ウノサ』

「それこそ言わなくたって分かるだろ。まさかあんな露ろ骨こつなミスをしておいて、俺が気づかないとでも思ったのか？　お前だって半ば覚かく悟ごして連絡してきたはずだぞ？」

『………………』

「あのときは俺も怒いかりで目が曇くもってたから、初めは気づけなかったよ。でも、あとあと冷静になって考えてみれば、お前の昨日の行動は明らかにおかしい」

　卓巳は敢あえて迂う遠えんな喋しやべり方を心掛けた。しょせんは携帯電話のやり取りであるため、街が戦いに沸ふつ騰とうしている今、どこで誰に内容を盗み聞かれるか分かったものではないからだ。少なくとも現時点では、『その事実』に気づいているのは、自分だけでなくてはならない。

「あのときの過か剰じような反応からして、エリオットの襲撃はお前にとっても予想外だったはずだ。そして、そのあとすぐに俺のケータイに電話してきた性急ぶりが、そのままお前の傾けい向こうを物語ってる。──実は他の連中に聞き込みもしたんだよ。『俺がいなくなったあと、あいつはどうしてた？』ってさ。深夜に電話をかけたから、すごい迷めい惑わくがられたけどな」

　ボー・ピープは何も言わない。もう一押しだと判断し、卓巳は僅わずかに対応を柔やわらかくした。

「……優ゆう乃のの件に関しては、不問にしてもいいと思ってる。だって、お前は何も知らなかったんだからな。つまり、俺の貸しは『一つ』で構わないってことだ」

『ソノ代ワリ、交換条件ハ抜キニシテ、エリオットノ居場所ヲ話セッテコトカイ？　……ヤレヤレ、参ッタナ。オイラミタイナ善良ナ羊ヲ脅おどスト、ソノウチ罰ばちガ当タルゼ？』

　卓たく巳みは口角を持ち上げた。聞こえてきた合成音声に、どこか許容の響ひびきがあったからだ。

「もう調べはついてるんだろ？」

『マァネ。チョット手間取ッタケド、今サッキヨウヤク見ツケタトコロサ』

「ラステルはどうだ？　エリオットと一いつ緒しよにいるか？」

『アノ半身体アノマリー？　タブンネ。一緒ニ施設ニ入ッテイクトコロマデハ記録ニ残ッテタカラ』

「そうか。──あ、おい。分かってると思うがラステルのことは……」

『彼女ガ普ふ通つうノ半身体アノマリージャナイッテ話ダロ？　分カッテルヨ。情報ハドコニモ流サナイ。ッテイウカネ、オイラノ秘密ヲ握にぎッテルンキミニ楯たて突つイタラ、オイラ、一巻ノ終ワリジャナイカ』

「……さんざん脅してからじゃ説得力に欠けるだろうが、別に誰だれにもバラしゃしないって」

　告げながら思う。さっき卓巳自身が言ったことだけれど、ボー・ピープはこの展開を半ば予想していたはずだ。こちらに強ゆ請すられると分かっていながら、それでもこの自じ称しよう・善良な羊はこうして自分に電話をかけてきた。そのことに、少しだけ感謝したい気分だった。

「俺おれとお前の今後の関係については、全部終わってから話そう。ちゃんと直に会ってな」

『ナラ、来週ノ月曜日ダネ。ソノトキ初メテ「全部終ワッタ」ッテ言エルンダロウシサ』

　ボー・ピープの台詞せりふに卓巳は笑った。昨晩、ロロットがネアラから少し聞いたらしいのだけれど、あちこち手て酷ひどく壊こわされた叶かのう乃の宮みや学がく園えんの改修は、今週中にも完了するという話なのだ。

「お前、本当に学校が好きなんだな」

『当タリ前ヤロ？　ダッテアタシ、花ノ女子高生ヤモン』

[image: ]




　　　　○




　ロロットの為なした『答え』に、暫しばしのあいだネアラは無言だった。

　必死で感情を押し殺そうとしているのだろう。彼女は両の瞼まぶたを閉じて、黙もく禱とうするように俯うつむいていた。怒おこったのか、呆あきれたのか、決定的に失望したのか──ロロットは笑みを絶やさず、同族であり級友でもある少女の言葉を、ただ静かに待ち続けた。

　やがて、ネアラが顔を上げる。彼女の瞳ひとみには諦てい観ねんにも似た決意があった。

「……貴女あなたがそこまで変革に拘こだわるのは、やっぱり『あの噂うわさ』に何か関係があるんですか？」

　ロロットは僅わずかに面食らった。思いも寄らぬ詰きつ問もんだったからだ。

「ぼくが本物の『取り替え児チエンジリング』だっていう話？　む～、ネアラまであんな噂が気になるの？」

「貴女の言うその『噂』が、いったい『どちらの噂』かによりますね」

　そう返されて、ロロットは悟さとった。どうやらネアラは、この自分に関する風聞のうち『表の噂』だけでなく『裏の噂』まで弁わきまえているらしい。あのクノーヴァス侯こう爵しやくのように、だ。

　ロロットを取り替え児チエンジリングと呼ぶ向きは、概おおむね二種類ある。一つは、『ある時期からアートレイアの子女が、急に人が変わったようなった』というもの。人々のあいだで語られるのは、もっぱらこちらだ。まぁ成長の過渡期なのでそういうこともあるだろう、と普ふ通つうは簡単に納得する。

　でも、知る人ぞ知るもう一つの隠かくれた噂がある。ネアラはそれを口にした。

「『ロロットと呼ばれる翅族アルフは、実は二人いた』。そして『一方は幼い頃ころに妖よう精せいに中身を取り替えられ、それを恥じた家人たちによって、ずっとどこかに幽ゆう閉へいされていた』──」

　妖精に中身を取り替えられる、とは今ではもう殆ほとんど使われなくなった妖精郷テイル・ナ・ノーグの暗あん喩ゆで、本来の意味は『気が触れた』と同義だ。即すなわち取り替え児チエンジリングとは、古くは物狂いを指す。

　見み栄えっ張ぱりの貴族たちは、普通と少し違う子供が生まれると、それを恥と感じて昔からよく事実を隠いん蔽ぺいしようとした。当の子供に、誰だれとも知れぬ者──名無ニエンテしと名づけて。

「──一時期から貴女の人ひと柄がらが変わった、という表の噂の真相は、つまり『それまで人前に姿を現していた一方と、中身を取り替えられたもう一方が、なんらかの事情で入れ変わったからである』という説が存在するらしいですね？　ええ、とても興味深いです」

「……わお、すごく詳くわしいね？　その噂うわさってあんまり知ってる人、いないはずなんだけど」

「貴女が好すき好このんでニエンテというミドルネームを名乗っているところを見ると、当たらずとも遠からずなのではありませんか？　まともな親なら、そんな名前はつけないでしょうし」

　正解だ。実のところロロットには、親から貰もらった別のミドルネームがちゃんと存在する。けれど、そちらはあまり好きになれないのだ。どうにも借り物という気がして仕方がない。

「でもさ、その話って今、何か関係あるかな？」

「わたしは、貴女あなたの原動力を知りたいのですよ、王女。貴女がなぜ変革に固こ執しつするのかを」

「昨日、ぼくの人ひと柄がらなんてどうでもいいって言ってたのに？」

「ええ、どうでもいいですよ？　個人的には至極。でも、貴女がこれほど頑がん迷めいに街に留まることを主張する以上、やっぱり無視もできません。市長としては見極める義務があります」

「話せば、ぼくと仲良くしてくれるってこと？」

「……貴女と仲良くは無理ですよ。一生できそうにありません」

　けれど、こちらの答え如何いかんによっては譲じよう歩ほしてもいいと言っているのだ。明確な対立関係を取り、武力で衝しよう突とつするような事態に陥おちいるよりは、幾いく分ぶんマシだと考えたのだろう。

　困ったな、とロロットは頤おとがいに指を当てた。あまり他ひ人とに吹ふい聴ちようしたい過去ではないのだ。自分でも未いまだに整理がついていないところがある。だから、本当なら一番に話さなければいけない相手である、卓たく巳みにもまだ語っていない。おそらく彼も気にはなっているだろう。ロロット・ニエンテ・アートレイアが、どうして変革者になろうと決めたのか、その第一動因を。

　つまりネアラが尋たずねてきたのは、そういう一線だ。卓巳はこちらから話すのを待ってくれている。でも、彼女は容よう赦しやなく踏み込んできた。ここが正念場と判じたからだろう。

「やっぱり話しにくいことみたいですね」

　我知らずうんうん唸うなってしまっていたこちらに、ネアラが小首を傾かしげて言ってきた。

「え？　あぁ、うん。そりゃね。でも、話さないわけにも──」

「だったら、少し貴女の口を滑すべりやすくして差し上げます」

　被かぶせるように告げられ、ロロットは目を丸くした。ネアラが僅わずかに重心を後ろに下げる。

「こちらが先に一つ、大きな秘密を明かしましょう。……実はわたしにも他に名前があるんですよ。ただし貴女と違って、わたしの場合はファミリーネームですが」

「？？？　知ってるよ？　テルズドーフでしょ？」

　一昨日の会見で聞いたことだ。佐伯さえきの苗みよう字じは偽ぎ名めいに過ぎない。だが、ネアラは首を振った。

「いいえ、王女。わたしのファミリーネームは『三つ』です。でっちあげの佐伯姓、人知れず養子となったテルズドーフ姓。それらの他に、あともう一つ存在するんです」

　養子!?　ロロットは愕がく然ぜんとした。いや、でもテルズドーフ伯はく爵しやくは「遅くに恵めぐまれた子宝」だと確かに嬉うれしそうに──まさか、あれは噓うそだったのか？　人知れずということは、大っぴらに養子縁組みするわけにはいかない、本当の親子だと偽ぎ装そうせねばならない何か事情がある？

「ネアラ・マクディガル・リアノンタナス。それがわたしの元々の名前です」

「っ！」

　こちらが冷静になる隙すきを与えず告げられた名に、今度こそロロットは絶句した。

　リアノンタナス。その家名が示すところは一つだったからだ。

　ネアラが繊せん細さいに微笑ほほえむ。これまでずっと無表情を保ってきた彼女が、初めてそれと分かるほどの感情を示す。紫むらさき色いろの瞳ひとみが揺れているのは、たぶん本当は笑いたくなどないからだろう。

　ロロットはそんな彼女を、やっぱり野の良ら猫ねこみたいだと思った。

　周りが敵だらけ。だから泣きたくても泣けない、傷だらけの子猫。

「ええ。そう。わたしは貴女あなたと同じ、円えん卓たく一三翅し族ぞくの一員なんですよ。……今も昔も、誰だれも認めてはくれませんけど」
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　羽は々ば根ねワンダーパーク。

　興行的に振るわず、三ヵ月前、廃はい園えんされた校外の遊園地に、卓たく巳みは足を踏み入れた。

　廃園の理由はよく知らない。ただ、近年になって市内や隣りん県けんに続々とオープンした水族館や動物園、完成したフェアリーガーデンにもう進出が決まっているハリウッドの人気テーマパークなどが関係していそうなのは、なんとなく分かる。まったく世せ知ち辛がらい世の中だ。

　辺りには、もう取とり壊こわされるのを待つばかりの、哀あわれなアトラクションの数々が埃ほこりを被かぶって並んでいた。雨風に晒さらされて塗と装そうが剝はげ落おちたメリーゴーランドの馬たちは、こちらに物悲しげな視線を送っているふうにも思われる。近くから眺ながめる観覧車はなかなかの威い容ようだったけれど、やはり今にも崩くずれてこちらに倒れ込んできそうな気配があった。

　そんな寂さびれた景観を横目にしながら、卓巳は市松模様にタイルが敷しかれた歩道をさして急ぎもせずに進む。やがて辿たどり着ついた先は、ファンシーなゴーストタウンといった様相だった。

　アーケードだ。商品の失せたグッズショップやレストランが、ずらりと軒のきを連ねている。

　そこから更さらに少し歩けば、十字路を利用して設けられた広場に出た。遊園地のマスコットキャラなのか、ベストを着たムササビだかモモンガだかのブロンズ像が中央に建てられている。

　そのブロンズ像の前で、エリオット・キルガーロンは待ち構えていた。

「ヒーホウ。登場があんまりにも遅いんで、こっちから出向いてやったぞ」

　わざと気安く声をかける。が、エリオットは何も答えようとしなかった。

　少し見ないあいだに、彼の雰ふん囲い気きは随ずい分ぶんと変わっていた。血走った目と、引ひき攣つった笑み。何かの禁断症状に喘あえぐように、立ったまま激しく貧びん乏ぼう揺ゆすりを繰り返している。

「ボー・ピープからちゃんと話は通ってるんだろ？　よく逃げ出さなかったな」

「……こっちの台詞せりふだよ、ゴミクズが。きみこそ、よく一人でのこのこやって来れたね」

　ようやく口を開いたかと思えば、言こと葉ば遣づかいもやけに乱れている。余よ裕ゆうを失っているのか、それともこれがエリオットの地金なのか。たぶん両方だろう、と卓巳は挑ちよう発はつ的てきに笑んでみせた。

「お前と違って不必要に櫓やぐらを組む棋き風ふうじゃないんだよ。母親の教育の賜たま物ものでな、攻せめの打ち筋を心掛けてる。それに、もうお前に駒は残ってなさそうだしな」

「………………」

「我が身可愛かわいさで仲間にも潜せん伏ぷく場所を教えてなかったのが裏目に出たな。最低限の兵を手元に残しておくこともできやしない。それにボー・ピープから聞いたぞ？　お前、もうとっくにイングヴェイたちと決けつ裂れつしてたんだってな？」

　エリオットの目つきが昏くらい光を帯びた。吐はき出だされる言葉は、怒いかりで端はし々ばしが震ふるえていた。

「……まったくさぁ、わけが分からないよ。ボー・ピープの奴やつ、僕と反目するだけならまだしも、依頼のターゲットであるきみと通じるなんてさぁ。なんなんですか、あいつは」

　その発言も宣むべなるかな、何しろこの状じよう況きようをセッティングしたのはボー・ピープなのだ。

　もっと正確に言えば、ボー・ピープを介かいして卓たく巳みがエリオットに挑ちよう戦せん状じようを叩たたきつけた。「もうお前の居場所は分かっている。一対一で決着をつけよう」と。よく逃げなかった云うん々ぬんと先刻は挑ちよう発はつしてみせたけれど、そもそも「もし逃げればボー・ピープから得たお前の情報を先せん遣けん隊たいに渡す」とも脅おどしていたため、人一倍保身に敏びん感かんなこの男が逃げられるはずもなかったのだ。

　果たしてボー・ピープは約束を違たがえなかった。無線の傍ぼう受じゆもできない、携けい帯たい電話の電源も当然切っていただろうエリオットに、どんな方法によってか挑戦状を叩きつけてくれた。

　たいしたものだ。そう感心していたら、ふとエリオットが気色の悪い笑みを浮かべた。

「──だが、どうやら僕のツキはまだ落ちてないらしい。ひひ、まさか本当に単身で乗り込んで来るとはね。恐おそれ入ったよ。それとも、お仲間はどこかに潜ひそんでるのかな？」

「そっちにはラステルって人質がいる。包囲なんてすれば、お前がどう出るか分かったもんじゃない。お前も俺おれがそう考えると見越してたからこそ、誘さそいを受けたんじゃないのか？」

「あぁ、そのとおり。でも半信半疑だったんだよ。ボー・ピープから彼女がきみの身内だと聞かされてもね。家か畜ちくに情を移す人間の感性って、ちょっと理解し難いものがあるからさぁ」

「……家畜、ね」

　俄にわかに胸がむかついたけれど、取り乱すような真ま似ねはしなかった。努めて冷静に振る舞う。

「ラステルは？」

「そっちのオーダーどおり、ちゃんと連れて来たよ」

　言って、エリオットがブロンズ像の陰かげから何かを引きずり出した。

　ラステルだった。首にチョーカーを塡はめられ、腕は手て錠じようで拘こう束そくされている。なぜかウェディングドレスみたいな絹製の衣装を身に着けていた。

　卓巳は少し驚おどろいた。確かにエリオットには「ラステルを連れて来い」と要求してあったものの、先刻から彼女の気配を感じなかったため、てっきりすっぽかされたものと思い込んでいたからだ。いたのならば、なぜ「助けて」の一言も口にしなかったのか。

　けれど、その理由はすぐに察せられた。こちらに見向きもしないラステルの横顔が、ひどく投げやりなものを孕はらんでいたからだ。卓巳は眦まなじりを吊つり上あげて、エリオットに短く問うた。

「…………話したな？　エーリカ・オハラのことを」

「話したとも。彼女は何も知らなかったみたいだしね。隠かくし事は良くないよ」

　卓巳は暴力が嫌きらいだけれど、さすがにこのときばかりは獰どう猛もうな衝しよう動どうが腹の底で暴れた。昨日の優ゆう乃のの件といい、ここまで何度も自分に殺意を抱いだかせる相手は初めてだ。

　だが、それ以上に腹立たしいのは、項垂うなだれたまま顔も上げないラステルだった。

「で、だ。きみは半身体アノマリーの心配をしちゃうような愉ゆ快かいな人種らしいから、もしかしたらこんな手も有効かな～と愚ぐ行こうする次第なんだけど──さて、どうかな？」

　エリオットが嘯うそぶいて、ラステルを強引に立たせる。そして彼女を盾たてに取った。

「……やるだろうとは思ってたよ。つくづく分かりやすい奴やつだな、お前」

「でも批難はしないんだろ？　同じ穴のムジナ万ばん歳ざいだねぇ」

　反論するのも億おつ劫くうだったため、卓たく巳みはエリオットを無視して、マリオネットみたく立たされているラステルを見た。彼女もそこで初めてこちらを目路に留め、泣き笑いじみた顔になる。

　ラステルは言った。もうどうにでもなれというような荒すさんだ口振りで、

「……わたしなんて、助けに来てくれなくても良かったのに……」

「心配するな。たった今、その気が失せたところだ」

　たぶん妄もう言げんを吐はくだろうと予想していたため、卓巳もせいぜい辛しん辣らつに即そく答とうできた。ラステルが傷ついたように表情を強こわ張ばらせる。

「なんだよ、その顔は？　馬鹿なこと言うなっ、とでも叱しかってほしかったのか？」

「ち、違っ……わ、わた……わたしは、ただ！」

「助かる気のない奴に手を差し伸べても不毛なだけだ。あいにく俺おれはそこまで暇ひまじゃない」

　それだけのやり取りで充分だった。ラステルが再び俯うつむいて、全身をわななかせる。痛つう烈れつな裏切りでも受けたような風情だったけれど、正直、勝手にいなくなっておいて何を今いま更さらと思う。

「猿さる芝し居ばいはやめろよ、黄色人種。そうやって演技してみせれば、僕が『人質の価値なし』と判断して、こいつを解放すると思ってるだろ？」

　憮ぶ然ぜんと構えるこちらを、エリオットがせせら笑った。そしてラステルの細首に指を這はわせ、いつでもへし折れるとばかりに、これ見よがしに力をかけてみせる。

　対して卓巳は小さく頷うなずいた。上着の袖そで口ぐちを確かめながら、そろそろいいかな、と。

「ひははっ、浅知恵で──」

「お前がな」

　一言そう告げた瞬しゆん間かんだった。エリオットの背後で、がこんっと何かの音が響ひびく。

　彼が後ろを振り返って、倒れかかってきたブロンズ像にぎょっと目を剝むいた。同時、卓巳は服の袖のなかで小人たちに工作させておいた、小型のワイヤー射出機を起動。掲かかげた手首から伸びたそれをラステルの腕に巻きつけ、電動モーターで一気にこちらに引き寄せる。

「きゃっ！」「なっ!?」

　ラステルが勢い良く胸に飛び込んできた。縛いましめが緩ゆるんだ隙すきに人質を奪うばわれ、エリオットの顔が憤ふん怒ぬに染まる。が、像の下した敷じきになるのを避さけるため、彼はやむなく回かい避ひを優先した。

　その間かんに卓巳はもう走り出していた。ラステルを抱えて踵きびすを返し、小人たちに彼女の戒めと首輪チヨーカーを解かせつつ、隠かくしておいたリモコンボタンのスイッチを押しながら。

　銅像が地を打った途と端たん、十字路の角に建っていた幾いくつかの店が、ほぼ一いつ斉せいに吹き飛んだ。




　轟ごう音おんと呼ぶにも生なま易やさしい、それこそ耳が駄だ目めになりそうなほどの爆ばく裂れつの音おん塊かいが、アーケードを激げき震しんさせる。ガラス張りの屋根がぐにゃりと撓たわみ、鋭えい利りな刃の雨となって降り注いだ。

　爆ばく炎えんに吞のみ込こまれた後方のエリオットを見やり、卓たく巳みは走りながらほくそ笑む。

　あらかじめボー・ピープに頼んで、ストップさせられていた遊園地の電気やガスの供給を回復させておいてもらったのだ。小人の大半は未いまだ街に配置したままのため、実は現在、かなり手が不足している。今いる小人たちだけで高こう威い力りよくの爆弾を一からとなると、さすがに少し厄やつ介かいだ。ああしてガス爆ばく発はつを利用しなければ、不意打ちはもっと困難になっていただろう。

「な、なんでっ……玖堂さん！」

「黙だまってろ、ポンコツ幽ゆう霊れいメイド！　話はあとだ！」

　驚おどろいたふうに見上げてくる胸のなかのラステルを怒ど鳴なりつけ、間かん髪はつ入いれず続けて叫ぶ。

「働け、小人たち！　工作種類クラフトカテゴリー・乗り物ヴイークル──飛行機械Ｃ型フーフアイター・タイプＣッ！」

　やはりこちらも事前に材料を集めさせ、いつでも組み立てられるよう小人たちを配置済みだ。歩道を途と中ちゆうで左折すれば、そこには既すでにハングライダー型の飛行機械が駐ちゆう機きしていた。

　卓巳はベルトで自身とラステルをフレームに固定。ハンドルを握にぎり、積まれた小型のエンジンに火を入れる。猛もう然ぜんと吐はき出だされた噴ふん煙えんが、飛行機械を宙に持ち上げて前方へと加速させ、瞬またたく間まに離陸へと至らせた。卓巳は身体からだを水平に支持し、出だし惜おしみなくスロットルを開く。

「──このバラガキがぁぁぁ！　殺すっ、ぶち殺してやるらぁぁあああ！」

　飛行機械がアーケードの上空へ飛ひ翔しようした寸すん毫ごうあと、人間味の一切をかなぐり捨てたようなエリオットの大だい絶ぜつ叫きようが聴ちよう覚かくを抉えぐった。やはりあの程度では、仕留め切れなかったらしい。

　直後、眼下でひしめいていた複数の建造物が、まるでドミノ倒しのように次々に倒とう壊かいした。

　濛もう々もうと上がる粉ふん塵じんのカーテンの向こうから、続いてエリオットが姿を現す。いつの間にか彼は、ぼろぼろのローブのような衣服を身に纏まとい、己が右腕を異様な形状へと変へん貌ぼうさせていた。

　瘦やせ細った手足を形容する際、よく「枯れ木のような」という言い回しが使われるけれど、変じたエリオットの右腕はまさにそれだった。ただし比ひ喩ゆではなく、字面どおりの意味で。

　破けたローブの袖そでから覗のぞく右腕部は、二の腕の途中から極きよく端たんにやつれてゆき、あちこち複雑骨折でも起こしたように節くれ立っていた。肌はだの色も質感も完全に樹皮そのもので、おまけに指は本数こそ五本だったものの、太さや向きが不ふ揃ぞろいになって枝の如ごとく先せん端たんを尖とがらせている。

　ぱっと見は、まるで杖つえのようにも思えた。

　それもきちんと成形されたものではない、老木をそのまま流用した古いにしえの杖つえ。未開地の祈禱師シヤーマンが雨あま乞ごいのために振るようなあれだ。そんなものがエリオットの右腕とすげ変わっている。

　やがて彼が頭上を振ふり仰あおいだ。憎悪を剝むき出だしにした双そう眼がんが、しかとこちらを射抜く。

「……っ！」

　直感的に身の危険を覚え卓たく巳みは先に仕掛けた。先刻の工作の際に一いつ緒しよに作ってズボンに差しておいた、ハンドガンサイズの使い捨て榴りゆう弾だん発射機をエリオットに向ける。

　けれど、引き金を絞しぼるやいなや白煙を曳ひいて飛んだ二発の榴弾は、

「──ゴミ虫どもを退けろ、《何物をも拒む魔術の徒スケアクロウ・シンドローム》っ！」

　エリオットが異形の右腕を軽く振った途と端たん、いきなり軌き道どうをあらぬ方向に曲げた。

　寸すん刻こく遅れて、それぞれが見当違いの場所に着弾、新たな瓦が礫れきの山を築く。

　卓巳は瞠どう目もくした。何が起こったのか皆目理解できなかったのもあるけれど、それ以上に、榴弾が四散したときには、もう既すでにエリオットが眼前にいたからだ。

「なっ……!?」

　アーケードに屋根があるせいで十全に高度が確保できなかったとはいえ、こちらは地上二〇メートルの場所にいたのだ。なのにエリオットは、その間合いを難なくゼロに変えてみせた。燎に匹ひつ敵てきする身体能力がなければ到とう底てい不可能な、とてつもない跳ちよう躍やく力りよくと瞬しゆん発ぱつ力りよくだった。

　エリオットの右腕、そのささくれ立った五指が、こちらに向けて猛もう然ぜんと突き出される。

　卓巳は咄とつ嗟さに機首を傾かたむけた。飛行機械に摑つかまっていたラステルが叫んだのは、そのときだ。

「駄だ目めです、玖く堂どうさん！　この距離で『それ』を避けるのは無理です！」

　避けるのは無理？　と疑問を抱いだいたのは刹せつ那なのこと。彼女の言葉の意味はすぐに知れた。

　エリオットの右腕は辛からくも躱かわせた。が、その直後、飛行機械が急に制せい御ぎよ不能に陥おちいったのだ。

　卓巳はハンドルなど切っていないのに、物理法則を無視した動きで自機があさっての方角に急旋回する。先の榴弾と同じ不可解な現象だった。

　突とつ然ぜん、襲おそいかかった横よこ殴なぐりの負荷に、卓巳とラステルは息を詰つめる。しかし何より、飛行機械のほうが保たなかった。強化繊せん維い製の翼つばさを支えていた骨組みが、事前の回かい避ひ運動とエリオットの悪戯ミスチフとおぼしき攻こう撃げきで、同時に多方向からベクトルをかけられ、ぐしゃりと歪ゆがむ。

　空気抵てい抗こうの増大で平へい衡こう性せいを失い、飛行機械が錐きり揉もみしながら急降下を始めた。なまじっかエンジンなど積んでいたものだから、落下が加速されて見る見る地上が近づいてくる。

「く、玖堂さん……ベルトを、外して……っ！」

　碾ひき臼うすにかけられたような声で、それでも必死に叫んだのは、やはりラステルだった。

　是ぜ非ひを質ただしている暇ひまもなく、卓巳は指示に従って身体からだと飛行機械を固定していたベルトを外す。機体はそのまま真っ逆さまに墜つい落らくし、工作から僅わずか一分足らずで散さん華げの末路を辿たどった。

　卓巳たちは無事だった。飛行機械が身体から離れた瞬しゆん間かん、パラシュートみたく何かが頭上で広がり、急激に落下スピードを殺したからだ。浮ふ揚よう感かんに目を白黒させながらも思わず呟つぶやく。

「なんだこれ？　レースで編んだ……羽根？」

　実際、そのとおりのものがラステルの背で広がり、風を目一杯受けて重力を相そう殺さいしていた。

　ラステルの衣服だ。彼女が着たあのシルク製のドレスの至るところから、質量保存の法則を無視して帯状のレースが無数に伸び、それが複雑に編み合わさって巨きよ大だいな鳥類の翼つばさを形成している。やがて翼は大きく羽ばたき、二人ぶんの重量を物ともせずに飛行を始めた。

　シルクのレースを自在に操ること──たぶんそれがラステルの悪戯ミスチフなのだろう。となると、このウェディンググドレスめいた格好が、半身体アノマリーである彼女の本来の姿ということか。

　ともあれ、卓たく巳みは訊きいた。レースの帯でこちらをぐるぐる巻きにして、風を切って飛ひ翔しようするラステルに。純白の翼を背負った今の彼女は、ありがちな表現をすれば天使のようだった。

「──なんで悪戯ミスチフを使った？　もう何もかも嫌いやになってたんじゃないのか？　あのまま俺おれと一いつ緒しよに墜おちてれば、後あと腐くされなく自分に始末をつけられたぞ」

「…………仕方ないじゃないですか。だって、玖く堂どうさんまで巻まき添ぞえにできないから」

　拗すねたような表情で語るラステルに、「そうくるか」と卓巳は嘆たん息そくした。面めん倒どうな少女だ。

「いい加減にしろよ、お前。まだ悲劇のヒロインを気取るつもりなのか？」

「～ッ、黙だまっててください！　玖堂さんはわたしより歳下のくせに生意気です！」

　ラステルがヤケクソ気味に叫ぶ。卓巳はもう一度嘆息し、次いで今まさに落下中のエリオットに視線を向けた。空中を移動するような真ま似ねはできないのか、彼は先刻の大ジャンプが仇あだとなって自由落下に身を任せている最中だ。こちらとの距離は五〇メートルほどだった。

「あいつのイットの悪戯ミスチフ、お前は何か知ってるのか？」

「え？　あ、い、いえ……はっきりとは。でも、昨日戦った感じだと、たぶん念動力みたいな悪戯ミスチフなんだと思います。こう、あの杖つえみたいな右手を振ると、こっちの攻こう撃げきが勝手に向こうを避よけるような動きをするんですよ。もしかしたら、『グルアガッハ』って妖よう精せいと何か関係があるのかもしれません。前にエーリカが少し話してくれ……ッ」

　思わず発してしまったらしいエーリカの名前に、ラステルがしまったとばかりに口を噤つぐんだ。

　卓巳はすぐ真上にある彼女の顔を見み詰つめた。相変わらず弱気を絵に描いたような顔だった。

「……ショックだったのは分かる。でも、それはお前がエーリカと過ごした時間を全部否定するほど辛つらい事実だったのか？　お前にとっての主人オーナーとの絆きずなってのは、その程度のものか？」

　本当はこんなこと、わざわざ言わなくても、彼女自身が一番よく理解しているだろう。ラステルが痛みを堪こらえるような顔になった。

「だ、だって……だって実際、エーリカは妖精郷テイル・ナ・ノーグでひどいことを沢たく山さんしてて……他の半身体アノマリーをいっぱい実験に使って……それで生まれたのがわたしだとしたら、わ、わたし……もう頭ぐちゃぐちゃなんですっ。何を信じて、自分が何をすればいいのか……ぜんぜん……」

　語っているうち次第に目め尻じりに涙を溜ため、見上げるこちらにぽたぽたと垂らしてくる。

　信じたいことを信じればいい。やりたいことをやればいい。けれど、今のラステルにはそれさえできない。何も決められない。彼女がまだ最初の一歩すら踏み出せていないからだ。

「──エリオットを斃たおすぞ、ラステル」

　え？　と彼女が潤うるんだ瞳ひとみを瞬しばたたかせた。卓巳は目を逸そらさず、嚙かみ締しめるように語りかける。

「エーリカの仇かたきだからってだけじゃない。何よりもまず自分自身のために、お前はあいつを斃たおすんだ。じゃないと、満足に探し物も始められやしない」

「探し、物……？」

「答えだよ。お前が信じたいもの、やりたいこと、これらから進む道──色々な答えだ。お前はまだ『どうでもいい』ってすべてを擲なげうてるほど、まともに悩むこともできちゃいない」

　それは、そっくりそのまま『ネジの悲鳴』を聞いていた頃ころの自分に返ってくる言葉だった。

　諦あきらめとは、ある種の特権だ。前に進んだ者にのみ許される最後の安らぎだ。そんなものに逃げ込めるほどの何を自分たちが経験した？　たかだか二〇年も生きていない半人前の二人が。

　だから卓たく巳みは言った。息を吞のむラステルから、やはり視線は決して逸らさずに。

「エリオットを斃せ、ラステル。お前には『決別』が必要だ」
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　同時刻、羽は々ば根ね市しの港こう湾わん施設からほど近い場所にある海浜公園でも、妖精使いチエンジリングたちの戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされようとしていた。

「──へぇ、こいつぁ驚おどろきだ。俺おれたちを待ってたってわけかよ？」

　口笛を鳴らしながら言ったのは、レザーで身を固めたチンピラ丸出しの男、イングヴェイ・アラカスールだった。その隣となりにはシャノン・ウィネカーもいる。相変わらずの二人組だ。

「嫌いや々いやよ。女を待たせる男って最低ね」

　左手に海を望む公園のウォーキングコース、太陽も中天に差し掛かり人ひと気けも増えてきたそこに、燎りようは全身汗あせみずくになって佇たたずんでいた。今しがた到とう着ちやくしたばかりなのだ。つい先刻まで敵ユニット撃ばく破はのために街中を駆かけ回っていたため、今日は本当に走り通しだった。

「あぁ、そういや俺、他の女にも昔同じこと言われたっけな。ってか、つき合った女にゃ大たい抵てい似たような文句つけられてんぞ。『なんでいつも貴方あなたは時間にルーズなの！』って──けどよ、さすがに今回はノーカンだろ？　待たせるも何も、約束なんざしてねぇんだし」

「嗅かぎつけたのは卓巳よ。貴方たちが羽は々ば根ねワンダーパークに向かってるってね」

　半分は噓うそだった。彼から連絡がきたのは確かだけれど、イングヴェイたちの行動を察知して現在の状じよう況きようをお膳ぜん立だてしたのは別の人物だ。他ならぬ卓巳からそう聞かされていた。

「……へぇ、そいつはまた。俺たちは仲間の一人から『卓巳が校外の遊園地に向かった』って聞いて、ここを通りかかったわけなんだがな？　きっちり最短ルートまで教えてもらってよ」

「あら、そうなの。親切なお仲間ね」

「ああ、まったくな。敵か味方かよく分からねぇ、ふざけたラム肉だよ、ほんと」

　彼も大筋を弁わきまえたのだろう。忌いま々いましげな表情で舌を打ってみせる。

「寧むしろ好都合でしょ？　貴方たち、裏でコソコソやるタイプには見えないもの。白黒はっきりつけられる機会が出来て良かったじゃない」

「まーな。けどキャストが不満だぜ。なんで肝かん心じんの卓たく巳みがいねえ？　あの野や郎ろう、俺おれと先約があったってのに、エリオットを選びやがったのか？　超ジェラシーだぞ、おい」

「……台詞せりふだけ聞いてると、なんだか嫌いやな三角関係が浮かんでくるわね」

「それより、あんた一人で、あたしらを同時に相手する気？　いくらなんでも無理じゃね？」

　訊いてきたのはシャノンだった。分の悪い勝負だということは、燎りようも重々承知している。

　本当はアヴァロンの先せん遣けん隊たいを連れて来て、袋ふくろ叩だたきにしてしまうのが理想的なのだけれど、あちらも今は手が離せない。卓巳がエリオットをいかに早く仕留め、こちらに駆かけつけられるかが勝負の肝きもだった。燎りようは調息を充分に果たし、やがて二人に向けて決然と踏み出す。

「──いけせんよ、真ま崎さき様。女性の方があまりご無理をなされては」

　が、そこで折悪くかかった声に出足を挫くじかれて、燎は驚おどろいて背後を振り返った。

　つい数すう瞬しゆん前までは絶対にいなかったはずの人ひと影かげが、すぐそこのベンチに腰を掛けて優ゆう雅がに新聞を読んでいたのだ。なぜか片手に、湯気を立ち昇らせるティーカップを持ちながら。

「貴方あなたっ……佐伯さえきネアラの秘書！　いつからそこに!?」

「実は先刻からずっとおりました。すぐに姿を見せなかった無礼は謝罪致いたします」

　慇いん懃ぎんに、しかしどこか油断のならない笑みを浮かべた村むら田た実さね秋あきが、新聞をゴミ箱に捨てて立ち上がる。燕えん尾び服ふくを纏まとった男がお茶を煽あおりながら海浜公園に佇たたずむ姿は、おかしさを指し摘てきするのも憚はばかられるほどの場違いさ加減だ。イングヴェイも毒気を抜かれた顔をしていた。

「……ま～た濃いのが現れやがった。誰だれなんだよ、お前は？」

「この街の市長、佐伯ネアラ様の秘書を務めております、村田実秋と申します。近しい方々からは『影を盗られた男シユレミール』などと呼ばれることもございますね。以後、お見知りおきください」

「この街の、市長？　アヴァロンから派は遣けんされてるっていう例の？」

「ええ。ネアラ様の命により今まで街の巡じゆん回かいに励はげんでおりましたが、事がオーラスに入ったようでしたので、急ぎこちらのほうに馳はせ参さんじた次第でございます」

　シャノンの質問に対するその答えで、彼もまた妖精使いチエンジリングなのだと燎は理解した。でなければ、今、街で起こっている騒そう動どうの対処に当たることなどできるはずもない。

　なぜここが分かった？　というような質問も今さら不要だった。たぶん彼もキャストとしてこの場に足を運ぶよう誰かに仕向けられたのだ。卓巳はこのことを知っているのだろうか？

「さて、話は概おおむね聞かせて頂きました。悪の首しゆ魁かいは玖く堂どう様にお任せすれば良いとして──しかし、ご麗れい人じんが多勢に無勢の窮きゆう地ちとあっては、さすがに見て見ぬフリもできませんね」

「気き障ざにもほどがあるわよ。なに、わたしの味方をしてくれるわけ？」

「利害の一いつ致ちとお考えください。ネアラ様に『不届き者を斃たおせ』と命じられておりますので」

　隣となりに並んだ村田が言って、やおら手にしたカップを地面に落とした。だが、落下したティーカップは砕くだけることなく、そのまま彼の影に『ちゃぽんっ』と擬ぎ音おんでもつきそうな風情で吸い込まれてしまう。まぁ、妖精使いチエンジリングだというなら、何ができても不思議ではないだろう。

「スカしてんなー、あんた。おまけに美形かよ。美形ってなんか殺したくなってくるよな？」

「貴方あなたもそれなりにイケておりますよ。粗そ野やで学がなさそうなのを除けば、ですが」

　イングヴェイと村むら田たが舌ぜつ禍かで牽けん制せいし合う。なので、必然的に燎りようはシャノンに向き直った。

「貴女の相手はわたしよ、ジャネット。旅客機での再戦の約束、ちゃんと憶おぼえてるかしら？」

「……あんたも大たい概がい、口悪くね？　まぁ『また今度』って言った手前、相手すっけどさ」

　渋しぶ々しぶといった感じで応じた直後、シャノンが《姦しきかな弔歌隊キーニングコーラス》を顕けん現げんさせ、吟ぎん遊ゆう詩人の姿になる。例の【バウの戦いくさ舞ぶ台たい】で戦場を作るつもりだろう。こちらとしてもそれは望むところだったので、リュートを手にやにわに演奏を始めた彼女の邪じや魔まはしない。

「ところで、あんたらなんかリクエストは？」

「テンションの上がるやつ」「なんでもいいから早くして」「音楽はあまり嗜たしなみませんね」

「……うーわ、訊きくんじゃなかったんじゃね？」

　ぼやいた直後、シャノンが力ある一言を口にし、周囲の景色が別世界のそれへと転じた。
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　ネアラ・マクディガル・リアノンタナス。円えん卓たく一三翅し族ぞくが末す裔え。

　明かされた驚おどろくべきその真相、対面に座った級友の正体に、さしものロロットも冷静ではいられなかった。たまらずソファーから立ち上がり、半ば責めるような口調で叫んでしまう。

「待って、そんなのおかしいよ！　だってリアノンタナス家の子女は──」

「ティグダ一人のはず、ですか？　彼女とわたしは腹違いの姉妹です。……もっとも向こうは、自分に義妹いもうとがるなんて知る由よしもないでしょうが」

「腹、違い……？」

「よくある話ですよ。妾めかけの子なんです、わたしは」

　無表情に戻ったネアラが簡潔に告げてくる。確かにそれは、さほど珍しい話ではなかった。

　現在のアヴァロンは基本的に一夫一妻制だけれど、経済的に余よ裕ゆうのある者が多くの色を好むのは人間も翅族アルフも変わらない。妾の子というのは、貴族たちが必ずといっていいほど有する『出生の秘密』なかでも、取り分けよく見かける類たぐいのものだ。アヴァロンは女王制で女性の地位が強いため、逆の場合──つまり男だん妾しようとのあいだに設けられた子、というのも多い。

「でも、だからこそ妾めかけの子だっていうくらいじゃ、そんなふうに事実をでっちあげて他よ所その家に養子に出されるようなことにはならないはずだよ!?　仮にも一三翅し族ぞくがそんなこと……」

「わたしの母が、翅族アルフが言うところの『翅はねなし』だからですよ」

　やはり返答はあっさりしていた。少なくとも言葉の上では。

　翅なし、というのは翅族アルフが好んでよく使う蔑べつ称しようで、もちろん人間のことを指していた。

　ロロットは力を失ってソファーに腰を下ろした。「噓うそ……」と呟つぶやいたつもりだったけれど、実際には殆ほとんど声にならなかったと思う。それほど衝しよう撃げき的てきな告白だった。

「じゃ、じゃあ……ネアラってほんとは……？」

「いいえ、わたしが翅族アルフなのは確かです。でも、だからこそ問題だったんですよ」

　ネアラの語るところはもはや明白だった。ロロットはその事実を重く受け止める。

　彼女はつまり、翅族アルフと人間の『狭はざ間まに立つ者』なのだ。

　だが、生を受けたのは翅族アルフとしてだった。

　それがなぜ問題になるのか。簡単だ。翅族アルフは遺伝子的には劣れつ性せいで、人間と交配することは可能でも、生まれてくる子供が翅族アルフになる確率は、せいぜい一パーセントにも満たないからだ。

　無論、前例がないわけではない。が、しかし翅族アルフが長らく選民思想に毒され、人間を徹てつ底てい的てきに見下すようになった今、両種族が交配すること自体がもう殆どないのだ。近年において『ハーフの翅族アルフ』が生まれたなどという話を、ロロットは寡か聞ぶんにして知らなかった。

「幼い頃ころはリアノンタナスの領地で暮らしていました。父の不ふ逞ていはそのときにはもう多くの者たちが知っていましたが、わたしが翅族アルフとして産まれてしまったから相当に扱あつかいあぐねたようですね。普ふ通つうに人間として生まれていれば、さっさと母と一いつ緒しよに追い出すか、でなければ秘密裏に処理でもしてたんだと思います」

　事実だ。今のアヴァロンで「翅族アルフと人間が……」などという話になれば、そういう対応を取る者たちは、たぶんかなり多い。何よりリアノンタナス家は、典型的な保守派の一族なのだ。

「母はわたしが産まれて暫しばらくあとに他界しました。元から病弱だったんですが、周囲の目もあって身体からだを壊こわしてしまったんですよ。わたしが養子に出されたのはその直後のことです」

「……なんで、テルズドーフ家に？」

「これは殆ど知られていない事実ですが、テルズドーフ家はリアノンタナス家の太たい鼓こ持もちなんです。あらゆる面からリアノンタナス家のバックアップをするよう義務づけられています。体ていのいい厄やつ介かい払ばらいができるうえ、問題がある娘に何かの折、使い道が生まれれば御の字と考えたんでしょうね。実際、わたしはこうしてサミットの開かい催さい地ちで市長になっているわけですし」

　翅族アルフは総じて妖精郷テイル・ナ・ノーグから出るのを嫌きらう。だから羽は々ば根ね市しに翅族アルフが派は遣けんされることになったとき、アヴァロンでも当初かなり話題になった。ロロットは少し考えてから言葉を吐はき出す。

「派遣される翅族アルフになんて誰だれもなりたくない。でも、自分の家から派遣者を出せれば、今後、サミットの開催地で大きな顔ができる。上級貴族がそんな真ま似ねをすれば、当然、周りがうるさく騒さわぐけど、中堅貴族ならみんな納得する。──そういうことだね？」

「ええ。さすがに政治事となると冴さえてますね、王女」

「……リアノンタナスの領地にいたら、ネアラがいつまでも肩身の狭い思いをするからって、お父様が心配して養子に出してくれたってことはない？」

「さあ？　どうでもいいですよ、そんなこと。仮にもしあの人にそんな考えがあったんだとしても、大局的には自家の利益を優先しているのは確かですしね。村むら田たさんを通じてわたしのことを監かん視ししているくせに、連絡を寄よ越こしてきたことなんて一度もないんですから」

　一昨日の会見で、ネアラが村田のことを「敵ではないが、味方でもない」というような言い回しで評していたのを思い出す。やるせなさに少し胸が詰まった。

「──話を戻しましょうか。さきほどわたしは『貴女あなたが変革に拘こだわる理由を知りたい』と言いました。大多数の翅族アルフを敵に回してまで急きゆう先せん鋒ぽうとして邁まい進しんする貴女の力の源が、貴女の『出生の秘密』にまつわる何かだという推測は、たぶん間違ってないと思います。どうですか？」

「……うん、ばっちり正解。いい勘かんしてるね、ネアラ」

　相手の追つい及きゆうを静かに認め、やがてロロットは決意を固めた。彼女は胸きよう襟きんを開いて語り合う意義を感じ、大変な秘密を明かしてくれたのだ。こちらもそれに誠意で応えるしかなかった。

「えっと、ちょっと待ってね？　かなり長い話になると思うから、まず要点を整理させて？」

「必要ありません」

　ところが、当のネアラにぴしゃりとそう返され、ロロットは目を点にしてしまった。

「別に曝ばく露ろ大会がしたいわけじゃありませんから。話したくないなら噂うわさの真しん偽ぎを無理にとは言いません。わたしが知りたいのは、あくまで過去を発ほつ端たんとした貴女の胸の内だけです」

　ネアラがさり気なく重心を前に戻す。攻こう撃げき的てきなシフトウェイトだった。

「わたしが自分の秘密を先に明かしたのは、昔のわたしと今の貴女が『同じもの』に衝つき動うごかされているんじゃないかと考えたからです」

「昔の、ネアラ……？」

　想像するのは難しくなかった。リアノンタナスの領地で暮らしていた頃ころ、あるいは生まれてから妖精郷テイル・ナ・ノーグを出るまでのあいだずっと、彼女は常に疎そ外がい感かんに苛さいなまれてきたはずだ。

　順当に翅族アルフ同士のあいだに産まれていたなら、問題なく翅族アルフのなかで生きてゆけた。

　翅族アルフではなく人間として生を受けていたなら、人間社会に迎え入れてもらえた。

　けれど、両種族の狭はざ間まに立つネアラには、そのどちらの生き方も許されなかったのだ。

「羽は々ば根ね市しに来る前のわたしは本当にひどいものでした。翅族アルフにさえ生まれていなければ、ここが翅族アルフの世界でさえなければ……常にそんなことばかり考えていたと思います。母が死んでからは、更さらに拍はく車しやが掛かりましたね。当時は妖精郷テイル・ナ・ノーグが憎くて憎くてたまりませんでした」

「でも、この街に来てから『変われた』んだよね？　ユーノのおかげでさ」

「……ええ。今でも母を殺したのは、翅族アルフ社会だと考えていますが」

　父親のせいだ、と個人を目の仇かたきにしないことに、彼女の複雑な想いを垣かい間ま見みた気がした。

「今のわたしは、この街を護まもる立場にいます。リアノンタナス家の思おも惑わくなど関係なく、わたしがこの街を好きだからです。だから貴女とも角を突き合わせなければいけません。……でも、正味のところ心の一番深い部分では、きっとわたしたちは似ているんだと思います」

　立場が違う。在り方が違う。ゆえに対立する。けれど、彼女もまた変革を望んでいる。

「ですが、わたしには変革を為なす資格がありません。欠片かけらもないんです、王女。なぜなら、かつてわたしは世界の滅ほろびを願っていて、今でも胸の奥おくの源風景には憎しみがこびりついるからです。──貴女あなたはどうですか、王女？　妖精郷テイル・ナ・ノーグの現状を憂うれう心の在あり処かはどこです？　それは掛け値なしに純じゆん粋すいですか？　拙せつ速そくに改革を進めるのは、いったいなぜです？」

　ネアラが何を言いたいのか、ロロットにも既すでに察しはついていた。だから、ただ黙ってその瞬しゆん間かんを待つ。正面から受け止めて答えねばならない、似た者同士からの剃刀かみそりのような問いを。

「──貴女は変革者などではなく、本当はただの復ふく讐しゆう者しやなのではありませんか？」
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「殺すっ、殺すっ、殺す殺す殺す殺す殺す殺す……っ！」

　跳ちよう躍やくの着地と同時にエリオットは走り出していた。もはやあの二人を生いけ捕どりにする、という基本的事項さえ意中から消し飛んでいる。ラステルはともかく、卓たく巳みを殺せば遺産管理局は黙っていないだろうけれど、その前にどこぞなりへと高飛びしてしまう腹だった。

　得意先を失うのは痛いが、先の一いち撃げきでここまで溜ためていた鬱うつ憤ぷんを爆ばく発はつさせたエリオットは、既に利益の是ぜ非ひで物事を図る視点が欠けつ如じよしている。思考の殆ほとんどは殺意に塗ぬり潰つぶされていた。

　しかし、まだそう遠くには行っていないはずの卓巳たちを追ってアーケードを出て、あたら園内を探し回っている途と中ちゆう、突とつ然ぜん、遊園地内の乗り物が動き出したため、はたと足を止める。

　観覧車がゆっくりと回り出した。メリーゴーランドが牧歌的な音楽を垂れ流している。無人のジェットコースターがレールを疾しつ走そうし、フリーフォールは上じよう昇しようと落下を繰り返し始めた。

　放置されていたアトラクションの数々が、三ヶ月ぶりに息を吹き返したのだ。

　無論、卓巳の仕業だろう。どうもこの遊園地は、発電所からの電力供給が復活しているようなので、送電所と各施設の制せい御ぎよ室しつに回せるだけの人手があれば、この程度のことは造作もない。視界に映る動体を増やし、騒そう音おんを撒まき散ちらすことで、つけ入る隙すきを増やすのが狙ねらいか。

「あの黄色い猿さるめっ！　ふざけた真ま似ねを……っ！」

「いちいち口汚い奴だな。差別用語なしじゃ喋しやべれないのか、お前は」

　背後から声。咄とつ嗟さに振り返って右手を振るも、相手との距離は悪戯ミスチフの有効範囲外だった。

「……あっさり現れやがったね。随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがあるじゃないですか」

　てっきり隠かくれ潜ひそみながら戦う気だろうと思っていた卓巳が、お化ばけ屋や敷しきの看板に寄りかかっていた。近くにラステルの姿はない。どうやら役に立たないと踏んで先に逃がしたらしい。

「余裕ってわけじゃないがな。お前みたいな小物相手にこそこそ立ち回ってちゃ、俺おれの今後が心配だ。たまには真正面から行かせてもらうよ」

「ハッ、分離型が同化型と正面から!?　馬鹿なんじゃないのか、きみ！」

　嘲あざ笑わらってやれば、卓巳が看板から背を離した。ああ、と短く首しゆ肯こうしながら更さらに言う。

「そうなんだよ。俺おれのイットはそこが問題なんだ。間抜けを騙だままし討うちするぶんには、まぁ小人たちでも問題ないんだが、状じよう況きようが入り組むとどうしても俺字自身が敵と相あい対たいして道具を使わなけりゃいけなくなる。分離型としては致ち命めい的てきだ。で、考えてみた。色々とプランをな」

「……プラン？」

「どうすれば敵前に立つ俺のリスクを極力減らせるか、その答えをさ」

　その一つがこれだ──そう静かに呟つぶやいた卓たく巳みが、次いで声を張り上げて叫ぶ。

「働け、小人たち！　工作種類クラフトカテゴリー・個人兵装アーマメント──強化外骨格Ａ型エクソスケルトン・タイプＡ！」

　その掛け声と共に、どこからともなく小人たちが大量の材料を持って走り込んでくる。そして小人たちはやにわに、わらわらと卓巳の身体からだにまとわりついていった。

　瞠どう目もくするエリオットの前で、彼の満身が何か覆おおわれてゆく。要所に柔やわらかそうな素材を配した、機械的な外観の何かだ。やがて小人がすべて退けば、現れた卓巳の姿は一変していた。

　強化服だ。

　白を基調とし、ところどころモスグリーンのラインが走った、全身一体型のスーツ。

　身体の線に完全にフィットするよう設計されているらしく、戦せん闘とう装備らしい無ぶ骨こつさはあっても鈍どん重ちゆうさは微み塵じんも感じられない。こちらに向けて踏み出せば、脚部から人工筋肉のアクチュエーター音が微かすかに響ひびいた。唯ゆい一いつ、顔だけが外部に露ろ出しゆつしており、眼光が炯けい々けいと滾たぎっている。

「なっ……!?」

「俺自身がイットと渡り合えるだけ強くなればいい。どうだ、無茶な理り屈くつだろ？」

　卓巳が韜とう晦かいする。が、その顔に冗じよう談だんじみた成分は、芥け子し粒つぶほどにも含がん有ゆうされていなかった。

「こいつはまだ試作段階の道具でな。データが足りない。斃たおすついでに実験台になってくれ」

　凄せい愴そうに笑んで言った次の瞬しゆん間かん、彼は分離型らしからぬ高速戦せん闘とうに移った。
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　シャノンによって創造されたのは、広大な砂さ漠ばくにぽつんと建造物が配置された世界だった。

　円形闘とう技ぎ場じよう──古代ローマにおいて剣けん闘とう士したちが命をかけて戦った、神聖なるコロッセウムだ。その舞ぶ台たいで今、現代のグラディエーターたちが激しく干かん戈かを打ち合わせていた。

「お行きなさい、《影より出でし矛盾シルエツト・メナス》」

　村むら田たが丁てい寧ねいな口調でイット名を明かす。と同時に、足元の砂地に描かれていた彼の影が急激に膨ぼう張ちようし、棘とげ状じようの影を幾いく本ほんも形作ると、まるで槍やり衾ぶすまの如ごとくイングヴェイに殺さつ到とうした。

　無論、あくまでそれは影であるため、本来なら物理的脅きよう威いにはなり得ない。けれど、ここまでの戦闘で既すでに再三に渡って痛い目を見ていたイングヴェイは、首なしの獣けものが牽けん引いんする巨きよ大だいな戦車チヤリオツト、コシュタ・バワーを即そく座ざに走らせ、迫り来た影の通り道から緊きん急きゆう回かい避ひする。

　イングヴェイの代わりに影の餌え食じきとなったのは、その背後に建てられていた石柱だった。

　地面に映っていた柱の影かげに、伸長した村むら田たの影が触れた途と端たん、ザン！　という鋭えい迅じんな音と共に、なぜか実体を持つ本物の石柱のほうが、何本もの槍やりで貫つらぬかれたように穴だらけになる。

　何度見ても不可思議な光景だ。シャノンと観客席で鍔つば迫ぜり合あいながら、燎りようは眼下の舞ぶ台たいに幾いく度どとなく視線を送り、イングヴェイと対たい峙じしている村むら田たのイットを観察していた。

「だ～、くそっ！　相性悪いなぁ、おい！」

　戦車の御ぎよ者しや台だいで喚わめいたイングヴェイは、お得意の体感時間の延長化で高速移動を開始。既すでに第四階かい梯ていの封を切っている彼のスピードたるや、同化型のなかでも最高レベルの身体強化率を誇ほこる燎りようでさえ、もはや残像でしか捉とらえられない領域だ。

　そして、どうやら村田のイットは彼の影そのもの──あるいは影のなかに潜ひそんだ『何か』であるらしく、妖精の輪ガリトラツプさえどこにも見当たらない。つまり、階梯は分からずとも彼が分離型の妖精使いチエンジリングであるのは明らかで、必定、イングヴェイの速力にも追つい随ずいできないということだ。

　だが、それにも拘かかわらず勝負の行方は、圧倒的に村田が優勢だった。

「ぶち抜け、コシュタ・バワーッ！」

　古代の戦車で豪ごう快かいにドリフトを決めながら、村田の後方に回り込んだイングヴェイが、コシュタ・バワーに号令をかける。首なしの巨きよ獣じゆうが戦車の本体部に搭とう載さいされていた四本の突ラ撃ン槍スのうち二本を、人間の腕めいた前足で器用に引き抜いて腰こし溜だめに構え、もはや後ろ足だけで駆かけながら吶とつ喊かんを開始する。イングヴェイの悪戯ミスチフは未いまだ解除されておらず、通常の時間域にいる村田は振り向くことさえ適かなわない。一いつ瞬しゆん後には蹂じゆう躙りんの末路が待っているだろう。が、しかし──

「ッ、づぁ……！」

　弾はじき飛とばされたのは、突とつ進しんしたコシュタ・バワーのほうだった。

　巨獣が構えた槍の穂ほ先さき、その影が膨ぼう張ちようしていた村田の影に接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、まるで超高度の盾たてに激げき突とつしたような異音が空間を渡り、やはり丸みを帯びた盾の表面に滑らされるかのように、突とつ撃げき槍そうが軌き道どうを逸そらされたのだ。続いて勢い余って突き進んだ巨獣と、戦車本体の影が村田の影に接触し、ダンプカーの衝しよう突とつを連想させる勢いで戦車の側だけが宙に撥はね飛とばされた。

　村田のほうは無傷だ。その場を一歩も動いていないばかりか、そもそも背後から強きよう襲しゆうされたことにも気づいていない。と、そこでやっとイングヴェイの悪戯ミスチフの効果が切れた。村田は辺りをきょろきょろしたのち、やがて横転している戦車を発見して「おや」と声をあげる。

「また同じことをなさったのですか？　何度もご忠告差し上げておりますが、無む駄だですよ？」

「……う、うるへぇ！　く、くそっ……」

　巨獣に戦車を立て起こさせたイングヴェイが、御者台でふらつきながら叫び返す。胴どう体たいから頭部が離れていても、やっぱり当たり前に脳のう震しん盪とうは起こすらしい。

「私のイット《影より出でし矛盾シルエツト・メナス》は、本来、万物の虚きよ像ぞうでしかない影で他の影に干かん渉しようし、そして干渉した影の実像の側にも影えい響きようを及およぼします。さすがにイットを破は壊かいすることはできませんが、常に私の周りに『影の壁』を設置しておけば、ダメージを負うのは影に対する干渉能力を持たないそちらのみ。純じゆん粋すいな質量攻こう撃げきほど、わたしの前では無力ということです」

　まさに最強の盾たてと矛ほこ。しかし、故事にあるような矛む盾じゆんは起こらない。なぜなら、その両者を繰くるのが同一人物だからだ。

　なかなか強力なイットといえた。少なくともイングヴェイでは、あまりに相性が悪過ぎる。

「どうも向こうは圧勝の雰ふん囲い気きね。貴女あなたは大だい丈じよう夫ぶ？」

「……るっさいんじゃね？　てか、あんた、よそ見し過ぎ」

　と返してきたシャノンだけれど、既すでに彼女も満まん身しん創そう痍いだ。創造した空間を保つため、なんとか手にしたリュートは弾き続けているけれど、配下の嘆き女たちをこちらの鬼おに火びで幾いくたびも焼かれ、心的ダメージを蓄ちく積せきさせ続けている。このままいけば遠からず失神するだろう。

「強制的な空間創造は見事よ。クオリティも相当に高い。でも〈片手間の楽園ジヤンクジーザス〉としては優秀でも、貴女、根本的に戦せん闘とう力りよくは低いわね。少なくとも単独で戦えるレベルではないわ」

　シャノンが悔くやしげに顔を歪ゆがませ、リュートを搔かき鳴ならした。一体の嘆き女が甲かん高だかく絶叫しながら襲おそいかかってくる。けれど、燎りようはそれをまたしても簡単に悪戯ミスチフで焼き払った。嘆き女が苦しげにもんどり打ち、遂ついにシャノンも膝ひざをつく。その顔はもはや死人のように土気色だ。

「創った世界に攻撃性を与えられないうえ、バンシーたちもせいぜい超音波を発する程度。しかも所しよ詮せんは『音』だから、距離を離せばそのぶんだけ威い力りよくが落ちる。だから、必然的にバンシーたちを相手に接近させないといけない。そのうえ制約も多い。欠点だらけね」

「……〈イット殺しソウルイーター〉のあんたが、化け物なだけじゃね？」

　苦しげに言って、それでもシャノンが立ち上がる。双そう眸ぼうにはまだ闘とう志しが宿っていた。おそらく最後の賭かけに出るつもりだろう。第四階かい梯ていから可能になる、悪戯ミスチフの最大発動を使う気だ。

「いいわ、受けてあげる。完かん膚ぷなく勝っておいたほうが気持ちいいものね」

　同時、ちらりと舞ぶ台たいに目め配くばせすれば、そちらでもイングヴェイが大技に訴うつたえる覚かく悟ごを決めたようだった。相あい対たいした敵の意気込みに、村むら田たもまた全力で応じる構えだ。

　一拍の静せい寂じやく。太陽がじりじりと肌はだを炙あぶりり、呼吸の仕方も忘れるほどの緊きんん張ちよう感かんが場に降りる。

　やがて燎が、シャノンが、村田が、イングヴェイが──ほぼ一いつ斉せいに奥おう義ぎの名を叫んだ。

「【エイレンの火ひ祭まつり】ッ！」

「【スカアハの常とこ闇やみ】ッ！」

「【バナーナハの死し告こく叫きよう】ッ！」

「【トイン・ボー・クルーニャの首くび刈かり】ッ！」

　熱砂に巻かれるコロッセウムで、今、四者四様の最後の一いち撃げきが交こう錯さくする。
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　羽は々ば根ねワンダーパークが歓かん喜きに打うち震ふるえている。

　メリーゴーランド、大観覧車、ゴーカート、ミラーハウス──半年前から稼か動どうを止めていたあらゆる乗り物と施設が今や蘇よみがえり、廃園した遊園地が一日限りの狂きよう騰とうに浮かれ切っている。

　命を止めた機械たちが織り成す油臭いファンタジー。まるで、いっときの夢だ。

　そして、そんな人ひと気けはないのに賑にぎやかな景観を、猛スピードで走り抜けてゆく影かげが二つ。

「く、くそっ！　ちくしょう！　こんな馬鹿げた話があってたまるか！」

　ジェットコースターのレーンを猛速で駆けながら、エリオットがこちらを睨にらみ据すえて口くち泡あわを噴ふきながら吼ほえ猛たける。やはり同化型としては相当なレベルで、接近を許せば分離型の主人オーナーでは瞬しゆん殺さつされかねない運動能力を発揮していた。が、しかし今の卓たく巳みは、そんな彼にじりじり距離は空けられているものの、さりとて突き放されることもなく追走できる。

　全身の油圧式アクチュエーターが激げき烈れつに収縮した。知覚センサー類がエリオットの挙動を捉とらえて逃がさない。レーンから一〇メートル下の地面に跳とび降りても、着地の衝しよう撃げきはほぼないに等しく、そこからタイムラグなしで再び疾しつ走そう状態に移るのも容易たやすかった。もはや殆ほとんど別の生物にでもなったような気分だ。

《矮小鬼工の職人団スクリユーマン・フアクトリー》の悪戯ミスチフで作った、現行技術を遥はるかに上回る戦せん闘とう強化服が、卓巳に超人的な身体能力を宿らせていた。並みの同化型妖精使いチエンジリングになら、まずひけを取らないだろう。

「ふざけるな……ッ、ふざけるなよ！　分離型の主人オーナーのくせに、この僕がついて来るだと!?」

「ああ、自分で考えた道具なのにびっくりだよ。もっと早く作って試してみりゃ良かった」

　軽口が気に喰くわなかったか、エリオットがあの杖つえのような右腕を振る。その途と端たん、移動式の売店やらジュースの自動販売機やら、とにかく振られた右腕の近くにあった諸もろ々もろが、不規則な動きで四方八方に乱らん舞ぶした。だが、卓巳目掛けて正確に飛ばされたものは一つとしてない。

　まるで周囲にあった物品がエリオットの右腕を嫌いやがり、そこから距離を取ろうとしたような一貫性のない動きだった。卓巳は偶ぐう然ぜんこちらに飛んできたものだけを避よけ、あるいは手や足で打ち落として、なおもエリオットを猛もう追ついする。相手の悪戯ミスチフの正体は既すでに見当がついていた。

「ラステルの言ってたとおりだな。あいつが右腕を振ると、あらゆる物があいつを『避ける』。アーケードでの爆ばく発はつでも無事だったことを考えると、炎みたいに曖あい昧まいな形のものでもＯＫか」

　まるで鳥とり避よけの案か山か子しだ。まぁ、奴やつを避けるのは鳥に限らないけれど。

　エリオットを避けた物体の飛ぶ方向は、本人にも制せい御ぎよ不可能なようなので、攻こう撃げきに用いるのは難しい。けれど、防ぼう御ぎよにはこのうえなく適した悪戯ミスチフだ。さきほど榴りゆう弾だんが通用しなかったように、飛び道具には滅めつ法ぽう強いだろう。腕を振るだけで三六〇度からの攻撃を完封できる。

　ただし、それはあくまで存分に右腕を振れたなら、の話だ。

　エリオットが鋭するどい枝めいた指で周囲の建造物を引ひき裂さき、こちらに破片を飛ばしてくるのを冷静に対処する。そして、彼が大観覧車の付近まで移動したとき、いきなりソレは来た。

「ッ、な!?」

　ズドンッ、と重々しい音を立て、進路上にかなりの速度で投げ込まれた鉄球に、エリオットがたたらを踏んで立ち止まる。卓たく巳みも鉄球が飛んできたほうを見やれば、やや遠くにある何かのアトラクションの制せい御ぎよ室しつとおぼしい小屋の上に、ほっそりとした人ひと影かげが佇ちよ立りつしていた。

　ラステルだ。彼女はシルクのレースで、何やら大きな『手』のようなものを二本編み、それで鉄球を摑つかんで、次々にエリオットに投とう擲てきしていた。ちなみに鉄球は小人たちが成形したもので、彼女の足元で山を築いている。ラステルにここで待まち伏ぶせするよう指示したのは卓巳だ。

「逃げたんじゃなかったのか！　クソにも劣る分際で！」

「逃げません！　逃げたいけど……でも、逃げません！」

　エリオットの裏返った叫びに、ラステルは更さらに鉄球を投げつけながら叫ぶ。

「これからもう逃げないで済むように、ちゃんと前に進めるように……ッ、わたしは勇気が欲しいんです！　だから、今日ここで貴方あなたを斃たおして……わたしは弱い自分と決別します！」

　逃げたいという言葉どおり、がくがくと足を震ふるわせながら、それでもラステルは決意を口にして、そこにいた。正直、指示に従ってくれるかは半々と思っていたけれど、彼女は逃げなかったのだ。それは当たり前に戦える人間が戦うことよりも、ずっと尊いことに思えた。

　直ちよく撃げきすればさすがにまずい攻撃と判じたか、エリオットが右手を連続で振って勢い良く飛来する鉄球を四方に散らす。それと同時、卓巳は強化服の脚部の人工筋肉を瞬しゆん発ぱつさせていた。

　石いし畳だたみを蹴けり砕くだき、一秒足らずで間合いを踏破。エリオットが悪戯ミスチフを発動できるのは右腕を振った瞬しゆん間かんだけで、振り終わりは寧むしろ無防備だ。簡単に懐ふところに飛び込めた。

　接敵を察知したエリオットが、慌あわてて右腕を再度振ろうとするけれど、それよりも早く卓巳の前まえ蹴げりが彼の胸を捉とらえている。肋あばら骨ぼねが何本か折れた感かん触しよくと共に、エリオットが後方に吹き飛び、大観覧車の搭乗口付近に立てられていた柵さくに激げき突とつして止まった。その口から鮮せん血けつが散る。

「腕を振らなきゃ悪戯ミスチフが使えないなら、お前自身が反応できないような攻撃はどうにもならんだろ！　肋ろつ骨こつはうちの妹のぶんだぞ、エリオット！」

「……貴、様ぁぁ……ぐっ、がは！」

　エリオットが唸うなって立ち上がろうとするも、身を起こしかけたところで再び喀かつ血けつし、苦鳴と共に身体を横たえる。どうやら折れた肋骨が、内臓に刺さったか何かしたらしい。

「玖く堂どうさん！」

　声に振り返れば、決着がついたと見て、こちらに駆かけ寄よってくるラステルの姿があった。もはや自由に動くこともできないエリオットを認め、彼女の顔に雑多な感情がよぎる。

「──どうする？　トドメを刺すか？」

　やりたいと言うのならやらせる気だった。殺人は間違っているけれど、少なくとも彼女には相応の理由がある。

　果たしてラステルは無言のまま手のなかに得物を握にぎった。幾条ものレースで編み上げた『剣』だ。硬こう度どもある程度変えられるのか、シルクとは思えない鋭するどさを有していた。

　ラステルはその剣の柄つかを握り、仰ぎよう臥がしたエリオットの元まで進んだ。

「……僕を殺そうってかい？　とっくに死んだババアのために。涙を誘さそうね、その忠誠ぶり」

　この期ごに及およんで悪態をつくエリオットに、ラステルは奥おく歯ばを嚙かんで剣の切っ先を向けた。
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　本当に振り下ろすかもしれない。一いつ瞬しゆん、そう思った。それほどの激情が彼女の双そう眸ぼうに漲みなぎったからだ。けれど、結局はやはり思ったとおり、彼女は剣の切っ先をゆっくりと下げた。

「いいんだな？」

「……はい。わたしは、たぶんエーリカへの気持ちを証明したかっただけですから。本気で命をかけて戦って、それでこの人がきっちり捕つかまるなら、もうそれでいいです」

　そうだな、と卓たく巳みも頷うなずいた。程度の低い男だ。落としどころとしては充分だろう。

「それに、こいつにはまだ聞きたいこともある。バックにいる遺産管理局が、なんで〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉と無関係のエーリカを殺したのか、そのへんの経けい緯いを吐はかせなきゃならん」

「……無関係？　ひひ、あるさ。あるとも、充分にね」

　喘ぜん鳴めいを繰り返しながらエリオットが卑いやしく笑った。卓巳は鼻を鳴らす。

「思わせぶりな口調はやめろよ。心配しなくても、これから時間をかけて聞き出してやる」

「いいや、そうもいかないな。……このままじゃ、プライドずたずたで生きてけないよ、僕」

　だからさ、とエリオットが言葉を切る。卓巳は何か嫌いやな予感を覚え、ラステルの手を引いて咄とつ嗟さに彼の悪戯ミスチフの有効範囲外まで退がった。しかしエリオットは、案の定、右腕を掲かかげてはみせたものの、その指先をまったく別の方角へと向けた。

　ほんの数メートル先にそびえ立つ、羽は場ば根ねワンダーパークの顔──大観覧車へ。

「まさかっ、お前──!?」

「【フェノデリーの魔ま杖じよう】ッ！」

　叫んだ瞬しゆん間かん、これまでで最大級の悪戯ミスチフが解き放たれた。

　万物がエリオットを避よける。その攻こう撃げきは、本来の射程距離を大きく逸いつ脱だつして、大観覧車を支えていた何本かの支柱に効果を及およぼした。超大質量であるため、さすがに一挙にとはいかなかったが、支柱が立っていた付近の地盤がめりめりと盛り上がり、巨きよ大だいな影かげが不規則に揺れる。

　卓たく巳みは慌あわててラステルを抱かかえた。それと同時、ラステルがレースの触しよく手しゆを無数に伸ばし、最後の大技を放って失神したらしいエリオットを絡からめ取る。

　往生際悪く道連れを狙ねらった人間を助けなければならないことに嫌いや気けを覚えながら、それでも卓巳は強化服の恩恵に物を言わせ、ラステルとエリオットを担ぐと猛もう烈れつに駆かけ出した。

　直後、遂ついに大観覧車が断だん末まつ魔まの声をあげて倒とう壊かいを始める。

　エリオットの悪戯ミスチフで弱まった土台が陥かん没ぼつし、一二〇メートルの観覧車がまるで足払いでもかけられたように盛大に傾かたむき、途と方ほうもない大質量はそのままこちらに倒れこもうとしていた。

　卓巳は走った。もはや一寸たりとも振り返らず、背後から圧しかかってくる途方もない圧力と、急速に色濃く大きくなってゆく地面の影をなんとか振り切ろうとして。

「こっのぉ────っ！」

　その一いつ瞬しゆんが訪れたとき、卓巳は果たして自分が自力で死から逃げ切ったのか、それとも何かの奇き跡せきによって死地から救い出されたのか、正直、図りかねた。

　ただ、気づいたときには、辺りには凄すさまじい量の噴ふん煙えんが立ち込めていて、やがてそれが完全に晴れれば、地面にへたりこんだ自分の目と鼻の先に、大観覧車が変わり果てた姿で横たわっていた。背後には失神したままのエリオットと、腰を抜かしたらしいラステルがいた。

「…………奇跡って、ほんとにあるんですね」

　まだ助かったという実感に乏とぼしいのか、ふわふわした声でラステルが言う。卓巳は一気に押し寄せてきた安あん堵どのせいで、感情がどこか馬鹿になっていて、つい吹き出してしまった。

「ロロットと一いつ緒しよにいれば、この先、奇き跡せきくらい何度でもお目にかかれるさ」




　　　　○




　変革者ではなく復ふく讐しゆう者しや──それが自身の過去と照らし合わせたうえでの、ロロット・ニエンテ・アートレイアに対するネアラの率直な印象のようだった。

「……そっか。ネアラの目には、ぼくはそんなふうに映ってるんだね」

「現状で満たされている社会の、それも高い地位に産まれておきながら変革など目指すからには、何か強きよう烈れつな感情が必要なはずです。わたしにはそんなもの、憎みしか思いつきません」

　かつて己がそうだったから、ロロットもそうなのではないか。彼女はそう考えたのだ。

　そして同時に、ひどく憂ゆう慮りよもしているのだろう。危険な思想と危険な感情が組み合わさったとき、発生するその爆ばく発はつ力りよくはいったい如い何かほどのものになるのか、と。

　ロロットは天てん井じようを仰あおいだ。どう気持ちを言葉にして表せばいいか、ちょっと迷ったのだ。こちらのそんな仕草をどのように捉とらえたのか、ネアラが僅わずかに声量を上げる。

「もし違うというなら、はっきりと教えてください。今のアヴァロンないし、妖精郷テイル・ナ・ノーグを誤りであると判断したのは分かるにしても、普ふ通つうは憎まれ役を買って出てまで実際の行動には至りません。貴女あなたをそこまで駆かり立たてる感情とは、いったいなんなのですか？」

　ネアラの言葉はもはや詰きつ問もんというより、そんなはずはないと決めてかかるようでさえあった。

　ロロットは少し深呼吸して、すべてを始めたあの日を思い出しながら返答する。

「──ううん。違うんだよ、ネアラ。ぼくはネアラと共感し合うことはできない。たぶん、憎しみって言えるほど強い負の感情なんて、ぼくはまだ抱いだいたことがないんだから」

「憎しみを、抱いたとがない……？」

「確かにぼくはネアラの言うとおり、『出生の秘密』──あの取り替え児チエンジリングがうんたらって噂うわさの関連で、昔、大きなものをなくしちゃって変革を始めようって思い立った。でも、そのとき感じたのは純じゆん粋すいな疑問だったんだ。そしてたぶん、それは今もぼくのなかで続いている」

　なんで？　なんでそんなに、つまらないことをするの？　何が楽しいの、それ？

　ロロットはあれ以来、ずっとそう思ってきた。アヴァロンの大多数の翅族アルフを見るたび、まるで世をつまらなくするために生きているかのような彼らの行動に、ずっと違和感を抱いてきた。

「ぼくはね、ネアラ。今の妖精郷テイル・ナ・ノーグが許せない。翅族アルフ社会が我が慢まんできない。窮きゆう屈くつで退たい屈くつで、世のなかは楽しいことがいっぱいあるのに、それを全部見逃しちゃってる。憎悪っていうほどのものはないよ。でも、強しいて言うなら癇かん癪しやくかな？　いい加減にしてよぅ、って感じ」

　ネアラの表情が徐じよ々じよに強こわ張ばり始める。まさか、よりにもよって『それ』が理由なのか──そう思っているのが、ありありと分かった。

「ぼくが大暴れしたら、きっと世のなか楽しくなるだろうなって、そう思ったんだよ。」

「……ッ」

「『楽しい』ってさ、ぼくにとってはすごく重要なことなの。楽しくなるなら、世界に向けて喧けん嘩かも売るし、平和に浸ひたっている人たちを踏ふみ潰つぶしもするよ？」

「ふ、ふざけないでくださいっ、そんな……よりにもよって、楽しいからなんて……ッ」

「一つ教えてあげる、ネアラ。ぼくが幽ゆう閉へいされてたって噂、あれはほんとの話」

　遮さえぎって告げた。語かたり渋しぶっていた過去の話を明かされ、ネアラが威い勢せいを削そがれて口を噤つぐむ。

「でも、家族に閉じ込められたんじゃない。ぼく、産まれてすぐに誘ゆう拐かいされちゃったんだよ」

「…………誘、拐……？」

「連れて行かれた場所は、おっきなお城だった。お城の外には地面も見えないくらいの濃い霧きりがいっつもかかってて、どっちに向かって進んでも必ず城門に戻っちゃうの。だからぼくは勝手に『霧きりのお城』って呼んでる。ぼくはそこで、六歳になるまで独ひとりで育った」

　誰だれに誘ゆう拐かいされたのかも不明。なんのために誘拐されたのかも不明。そもそも当時のロロットには、自分が拐かどわかされてこの場所にいるという自覚さえなかった。物心ついたときには、もうそこにいたのだ。だから、あの城がどれほど異様な場所だったか、あとでアートレイア家に保護されて暫しばらく経たってから、ようやく理解できるようになった。

　本当に不思議な城だったと思う。晴れない霧。城の周辺から離れられない仕掛け。みんな同じ顔をして、「はい」か「いいえ」しか言わない使用人たち。

　ロロットはどうやら自分の足で、あの城から出たようなのだけれど、どうやってかはちっとも思い出せない。だから今となっては、もう行き方も分からない。そんな場所だ。

「その頃ころのぼくは、そもそも『楽しい』っていうのがどういう気持ちなのか、よく分かってなったと思う。そんなふうに感じられることが、殆ほとんど何もなかったんだよ」

　変わらない毎日。会話相手もいない日常。目新しいことなんて本当に何一つ起きなかった。

　それが六年だ。だから、人里に戻ってからは毎日が驚おどろきの連続だった。

「でもね、そんな子供時代だったせいかな？　慣れてくると今度は翅族アルフ社会にも山ほど文句が出てきちゃってね。もっと色々やれることがあるのに、なんで誰も何もしないんだろ？　孤こ独どくになったら生きてる意味なんてないのに、どうして妖精郷テイル・ナ・ノーグに閉とじ籠こもったりするんだろ？　そんなふうに悪いところばっかり目につくようになってきちゃった」

　ネアラはもう先刻のように怒おこったりはせず、今は真剣な面持ちでこちらの話を聞いていた。

「簡単に言っちゃえばさ、たぶん飽あきちゃったんだと思う」

「飽きた、ですか……それはつまり、妖精郷テイル・ナ・ノーグに？　それとも翅族アルフという種に？」

「ううん、自分を抑おさえつけておくことに」

「………………」

「にへへ、これでも頑がん張ばったんだよ？　初めは母上たちに言われてさ、なんとかして翅族アルフっぽいお姫ひめ様さまになろうとしたの。政治とかも一生懸命に勉強してさ。でも、無理だった」

「さきほど仰おつしやっていた、『大きなものをなくした』から？」

　無言で首しゆ肯こうした。自分の本心を誤ご魔ま化かすことができなくなったきっかけ。変革の一歩を踏み出した契けい機き。そして、それが『ロロットが二人いる』とか『入れ替わった』とか、そのあたりの噂うわさと何か関係しているということは、たぶんもうネアラも理解しているだろう。

「──壊そう、って思ったね。妖精郷テイル・ナ・ノーグを」

　憎しみはない。そもそも失われたものは大きかったけれど、大切なものかどうかは疑問の余地が残った。でも、大切なものに変わる可能性はあったのだ。けれど、その可能性さえ摘つみ取とられてしまったと知ったとき、この世界はなんてつまらないのだろう、と心の底から思った。

「それが、ぼくが変革を目指す理由。胸の奥おくにしまってある気持ち。確かにぼくも今の妖精郷テイル・ナ・ノーグはおかしいって思ってるけど、でもだからって『おかしいから変革』するわけじゃないの。突き詰めちゃえば、単なる好すき嫌きらいの問題なんだよ、これ」

　価値観の相違、とも言うかもしれない。でも自分は、やっぱり意識して『好き』か『嫌い』かという単純な図式に物事を当あて嵌はめたい。だから、ロロットはきっぱりと断言した。

「何度も言うけどさ、ぼくはもう我が慢まんできないんだ。ネアラみたいにぶすくれた顔をした翅族アルフが、これから先もいっぱい出てくる理想郷テイル・ナ・ノーグなんて、やっぱり全然面白くないと思う」

　だから壊こわす。完かん膚ぷなきまでに。人間世界をも巻き込んで、愉ゆ悦えつの業ごう火かですべてを焼き尽くす。

　常に理想に近づかんとする姿こそ世界の理想で、もう既すでに完成された理想など単なるユメに過ぎないのだと、そう遍あまねく皆に知らしめるために。

「……なるほど。確かに貴女あなたは、わたしとはまるで違いますね。ただの復ふく讐しゆう者しやなんかではあり得ません。貴女は、憎悪よりもっと性た質ちの悪いものに取とり憑つかれてます」

　ネアラが合点がいったように頷うなずく。と、そこで彼女の懐ふところから電子音が響ひびいた。

　失礼、とこちら断りを入れてから携けい帯たい電話を取り出したネアラは、立ち上がって誰だれかと二言三言やり取りを交わし、ほどなく通話を切った。そして、こちらに振り向く。

「王女、ハイジャック犯二名と、主犯格とおぼしき人物の身み柄がらが、今、拘こう束そくされたそうです」

「あ、ほんと？　じゃあ、ラステルさんも無事ってことだね」

「……やれやれですね。緒お原はらラステルの問題は、まだ解決の目め処ども立っていないというのに」

　もう既すでに半ば剝はがれ落おちかけている仮面の下から、ネアラが笑みを覗のぞかせた。だから、それが彼女の判断なのだろうと察し。いつものように先行予約でお礼を言っておくことにした。

「えへへ、ありがとね？　ネアラ」

「ひどい人ですね、王女。ただでさえ多忙なわたしを、これから忙ぼう殺さつする気満々でしょう？」

「だいじょーぶ！　ネアラがいつも笑顔でいられるような、そんな楽しい妖精郷テイル・ナ・ノーグにしてみせるから！　任せといてよ！」

　ネアラが困り顔で首しゆ肯こう。協力関係ではなく、あくまで譲じよう歩ほであることをお忘れなく、としっかり釘くぎだけはこちらに刺してきながら。そして彼女は立ち上がって窓際に近づくと、さきほど「好きだ」と告白した街並みに視線を注ぐ。その横顔はとても穏おだやかだった。

「わたしは馴なれ合あいを好みません。ですが、貴女の語る現ユ実メには、少しだけそそられるものを感じます。だから……ええ、暫しばらくのあいだは貴女の口八丁に騙だまされてあげますよ、王女」

　次いで、囁ささやくように言葉が紡つむがれる。それは、ずっとロロットが聞きたかった台詞せりふだった。




「──羽は々ば根ね市しへようこそ、王女殿でん下か、貴女の来訪を心より歓迎します」
















　　　エピローグ







　明けて、五月二五日の月曜日。天気は季節外れの夏日。

　先週のガス爆ばく発はつであちこち壊こわれてしまった学校の改修が終わり、今日から学校が再開されることなった。事故のせいで生徒や先生から結構な数の怪け我が人にんが出たらしいけれど、幸いなことに皆軽傷。優ゆう乃のも二日間ほど病院にご厄やつ介かいになるだけで、あっさり退院することができた。

　登校してみると、案の定、クラスは事故の話題で持ちきりだった。怪我がどうしたの学校の安全管理がどうだの、誰だれも彼も同じ話題でよく飽あきないなぁと思う。おかげで、話を振ってくるクラスメイトたちの攻こう撃げきをかいくぐり、自分の席に辿たどり着つくだけでも一苦労だった。

「……おっはよ～」

　ようやく自分の席に到とう着ちやくし、ご近所さんたちに挨あい拶さつする。隣となりの席の親友と、前の席の新しい友人が、揃そろって挨拶を返してくれた。

「あ、ヒーホウ！　ユーノ！」「おはようございます、優乃」

　相変わらず躁そう気ぎ味みのロロットと、相変わらず鬱うつ気ぎ味みのネアラだった。この二人は退院するときに病院まで迎えに来てくれたため、今いま更さら「退院、おめでとう」も言ってこない。楽でいい。

「あ～もう、だるっ！　なんか朝から一気に体力奪うばわれたわ～」

「うわ、せっかく学校再開したのに、いきなりそれ？」

「なんだかもう精神的に老人ですね。もう少し若々しさがあってもいいと思いますが」

　などと口々に言ってくる。先週の金曜日、この二人は兄と一いつ緒しよに退院を祝いわいに来てくれたのだけれど、そのときからどうも互いの距離が縮まっているような印象を受けていた。

　初めの頃ころは一見、親しげに会話していても、どこかよそよそしさを感じたのに、今はそれがなくなっている気がするのだ。遠えん慮りよがなくなっている、というか。

「ね、あんたらさ──」

「うん？」「はい？」

「あたしがいないところで、なんかあった？」

「？　なんかって何？」「なんかじゃ分かりません」

「いや、なんつーかこう……友達的な儀ぎ式しきをしたり？」

　斯かく言う自分も、事故があった当日、学校の躍おどり場ばでロロットに色々とぶち撒まけた。あれのおかげで、初めはいけ好すかなくて仕方がなかったこのちんまい転校生とも、だいぶ打ち解けたられたような気がしている。だから、この二人のあいだにも何かそういうやり取りがあったのかなぁ、と邪じや推すいした次第なのだけれど。

「だってあんたら、なんかキャッキャッウフフしてるんだもん。あたしの知らないあいだに」

　ロロットとネアラが、意外なことを聞いたように、きょとんと鳩はと豆まめ顔がおになった。やがて二人でおもむろに顔を見合わせ、暫しばらくしてこちらに顔を戻すと、手をぱたぱたと振ってみせる。

「「ないない、それはない」」

「うーわっ、ハモってるし！　超仲良いじゃん！」

「だからー、違うんだってば。ただ……んー、なんて言ったらいいんだろ？　休戦協定？　みたいなのを結んだから」

「身みも蓋ふたもないですね、王女。ま、呼び方はなんだっていいですが」

「うん！　そんなわけで、ぼくたち、あんまり仲は良くないんだよ？」

「ええ、寧むしろ絶対に仲良くなれない宿命にありますからね」

　などと言い合ってみせる。息ぴったりだ。優ゆう乃のの目には充分仲良しに見えるのだけれど。

「──ふぅん。ま、いいけどね。喧けん嘩かするよりはさ」

　先週まで散々にロロットやり合っていた自分が言えた義理ではないとは思う。でも、このところ色々と騒さわがしかったものだから、なんだか殊ことのほか当たり前の平和が身に染みた。

　ただし、『いつもどおり』のではない。

　ロロットを含めて今日から始まる、自分たちの三人の新しい日々、新しい関係だった。

「あぁ、そうでした。これを言っておかなければ。──優乃」

「ぅん？　何よ、ネアラ。急に改まっちゃって」

「──お帰りなさい」

　ネアラが言った。不意打ちだったので、即そく応おうできなかった。ロロットの可お笑かしげな視線を感じながら、優乃はなんとなく姿勢を正し、咳せき払ばらいを何度も繰り返してから、ようやく返す。

「……た、ただいま」

　学まなび舎やは生徒にとっての日常。確かに、ひさしぶりに帰って来たな、という気がした。




　　　　○




　件くだんの人物を屋上に呼び出したのは、放課後になってからのことだった。

　ロロットと燎りようには先に帰ってもらい、やはり立ち入り禁止の鉄てつ扉ぴを小人たちに開けてもらって待つこと二〇分。やがてギィと蝶ちよう番つがいが軋きしむを音をさせて、彼女はやって来た。

「ごめん、遅れたわ。委員会が少し長引いてん」

　訛なまりの強い口調で言いながら現れたのは、高等部一年Ｃ組の委員長、深み遥はる綾あや子こだった。卓たく巳みは背後に振り返り、フェンスに寄りかかったまま、ちょっと意地悪に返してやる。

「ヒーホウ。逃げずによく来たな、ボー・ピープ」

「あはは、いきなりやなぁ。逃げるわけないやろ？　ちゃんと行くって言うたやん」

　分かっている。ただ、それでも彼女は来ないのではないか。そんな気もしていたのだ。そして、もし来ないようであれば、自分たちの関係もそれまでだなと思っていた。

「まず初めに聞かせて。いったいどこで気づいたん？」

「言ったろ？　学校が襲しゆう撃げきされたときだ」

　あのとき──一年Ｃ組のクラスが敵イットに襲おそわれたとき、クラスメイトの殆ほとんどは怪け我がを負った生徒の介かい抱ほうか、でなければ教室の隅すみで怯おびえて縮こまっているだけだった。啓けい太たのように率先して動いている者もいたけれど、それは少数派だ。

「それなのに、お前だけが俺おれを視てたんだ。いや、正確には俺と敵のイットをかな？」

「………………」

「あの魚型のイットはもちろん、既すでに小人たちを展開させて認識のフィルターを掛けていたはずの俺を、お前は確かに視認してた。よっぽと動転してたんだろうな。ま、それは俺もだが」

　綾あや子こは暫しばらくして頷うなずいた。本人も自覚はあったのだろう。

「……やっぱりなぁ。あたしも、あとになってから気づいてん。あれ、マズかったんとちゃうかなぁって。玖く堂どうが見逃してくれてることに、一いち縷るの望みを託たくしたんやけどね」

「残念だったな。あのあと冷静になってから、クラスの連中に片かたっ端ぱしから電話もしたんだよ。お前、俺が教室から消えたあと、すぐに自分の鞄かばんを持ってどこかに消えたそうじゃないか」

　つまり、あの魚型のイットと戦っている最中にかかってきたボー・ピープの電話、あれは綾あや子こが学内のどこからか、こちらの戦せん闘とうを目視しながら寄よ越こしたものということなのだろう。

「で、もしかしたらと思って、夜なか街中に細工してるとき、ちょっと学校に立ち寄って、警備員室に侵入してみたんだ。そしたら、ノートパソコン抱かかえて走ってるお前の姿が、ばっちり警備カメラに映ってた。あれ、記録を消したりとかはできなかったのか？」

「うん、あたしもカメラのことは頭にあったんやけど……でも無理やった。さすがの私立って言ったらええのかな？　この学校、警備員が常に四人は常じよう駐ちゆうしとって、警備会社のほうに連絡が行ってから「やれ急行せよ！」みたいな仕組みになってへんねん。警備システム、全部スタンドアローンなんや。ネットと繫つながってないと、あたしのイットなんもできへんから」

　なるほど、そういう事情か。と納得したこちらに、続けて綾子が言った。

「さ～て。ほなら一応、事後報告しとこか？」

「ああ、よろしく。といっても、だいたいのところは、ネアラからもう聞いてるんだけどな」

「まず頼まれとった件、エリオットの身み柄がらな？　隠かくし果おおせたで。アヴァロン先せん遣けん隊たいは、未いまだに奴やつは発見されてへんものと思い込んどる。今は市長んところで拘こう束そく中ちゆうや」

　ネアラにはロロットのほうからエリオットの保護を、そして綾子には卓たく巳みから事実隠いん蔽ぺいを願っておいた。ザカライア・クノーヴァスが暗殺されたことなどを鑑かんがみるに、先遣隊に身柄を任せてすぐにアヴァロンへ送るのは危険と判断したからだ。あの男の身の安全など心底どうでもいいが、聞きたい情報を吐はかせる前に何かあったらさすがに困る。

「エリオットは、今のところ黙もく秘ひを続けとるらしい。……たぶん背後関係をきっちり吐はかせても、遺産管理局はそれを認めへんと思うで？」

「だろうな。しょせんは下した請うけの傭よう兵へいだ。切り捨てる算段くらい、いつでも出来てるだろ」

　何しろ物的証しよう拠こは何もないのだ。知らぬ存ぜぬで通されるのは目に見えていた。

「ま、あれだけの騒そう動どうに発展したんだ。どこも少しは大人しくなると思うが──それより、俺おれが一番知りたいのは、なんで遺産管理局が七年前、エーリカ・オハラを狙ねらったのかって点だが」

「そっちも、あんまり期待しないほうがええとは思う。ただ、もしかしたらやけど……スヴェルツェンがどっかで絡からんでるかもしれへんね。アヴァロンの遺産管理局て、あの国が大量に所持しとる半身体アノマリーの天敵の〈妖精の落とし物ロスト・アーテイクル〉を、研究資料に提供してくれって前から打診してたみたいやし。それに、エーリカの研究に妖精郷テイル・ナ・ノーグで一番、敏びん感かんに反応するのは連中やろ？」

　つまり遺産管理局は、餌えさをチラつかされて利用されただけ、ということか。

「ま、単なる臆おく測そくやけどね。──で、次にイングヴェイとシャノンに関する報告」

「あのお笑いコンビのことは別にどうでもいいよ。もうアヴァロンに送られたんだろ？」

「うん、まぁ普ふ通つうはそう思うやろね。せやけど、実はまだこの街におんねん」

　卓たく巳みは思わず「……は？」と目を点にしてしまった。意味が分からな過ぎる。

「超法規的措そ置ちってやつや。少し小細工して、あたしが市長と取り引きしてん。詳しよう細さいは省くけど、あの二人、この街におる限り指名手配も限定的に解除されんねんで。凄すごない？　玖く堂どうのオーダーには、あの二人をどうこうしろいうんはなかったから、勝手にやらせてもらったわ」

「……ああ、確かに指示した憶おぼえはない。でも、なんでだ？」

「義理人情の問題や。正直、さすがにちょっぴり寝ね覚ざめが悪かってん」

　あの決戦の日のことだろう。卓巳に正体を看破された綾あや子こは、もうどうあっても逃げられないと悟さとったか、事件解決までの全面的な協力を約束する代わりに、イングェイとシャノンに関しては殺さずに身み柄がらを確保するよう、こちらに要求してきた。燎りようも、そして村むら田たも、きちんと指示には従ってくれたようだけれど、しかしまさか綾子が最終的にこんな対応を取るとは。

「だって『ああする以外他に、みんな五体満足で事を済ます方法はなかった』って何度説明しても、あたしのこと裏切り者呼ばわりするんやもん。……ま、初めて会ったときから挑ちよう発はつしたりなんなりで、色々と悪いことしたなぁとも思てたしね」

「噓うそつけ。ほんとは恩を売って、有事の際の手て駒ごまにでもするつもりだろ？」

　彼女は本人が言うような殊しゆ勝しような玉では絶対にない。何せアヴァロンの各機関から、クラスメイトである卓巳の始末を、平然と請うけ負おっていたのだから。この学校に思い入れがあるのは確かだろうけれど、プロフェッショナルとしての冷れい酷こくな面も確かに併あわせ持っているのだ。

「……お前がいきなり俺や啓けい太たに近づいてきたのは、つまり俺が〈比ひ翅よくの騎き士し〉になったからだったんだな。あの頃ころからもう仕事の依頼を受けてたのか？」

「せや。この街に一番乗りして、情報収集するのがあたしの役目やった。──あぁ、でも依頼は街に入ってから受けたんやで？　サミットの開催で羽は々ば根ね市しがこの先、世界に注目されるんは自明やったから。ここをホームグラウンドにして、暫しばらく仕事をするつもりやってん」

「つまり、俺おれがロロットに選ばれて〈比ひ翅よくの騎き士し〉になったのは、お前にとって──」

「ほんま青せい天てんの霹へき靂れきやったで。世間は狭いなぁって思たわ。まさか同じクラスの男子が〈比ひ翅よくの騎き士し〉になるなんて予想もできへん」

　まぁそうだろうな、と卓たく巳みは疲れたように頷うなずいた。綾あや子こはこちらに歩を進めながら続ける。

「……それで？　あたしのことどないする気？」

「それはお前の態度次第だ。この前言ったとおり、エリオットの身み柄がら確保を隠いん蔽ぺいしてくれたことで、お前の正体を俺は誰だれにも喋しやべらない。これで貸し借りはなくなった」

「つまり、こっからは普ふ通つうに殺し合いってこと？」

　そうするのが自然だろう。混乱のなかで一時的に手を組んだとはいえ、元々は敵同士なのだから。けれど卓巳としては、できればそんな殺さつ伐ばつな終わりは避さけたいころだった。

「──今後、俺やロロットに関する情報はどこにも渡すな。もちろん、ラステルの件もだ」

「それじゃ商売あがったりや。見返りは？」

「お前を雇やとう。正確にはロロットがな。うちと専属で契けい約やくを結べ」

　綾子の顔に笑みが浮かんだ。やはり、この展開も予想済みだったのだろう。

　彼女のイットは強力だ。戦せん闘とう能力は皆無とはいえ、今の情報社会においては無類の強さを発揮する。敵対するよりも、引き込んでしまったほうが得だった。無論、絶対に信用できる相手というわけではないけれど、それでもクラスメイトと戦うよりはマシな落としどころだろう。

「つまり、学校にいるあいだは、これまでどおり友達でええってことやね」

　綾子がフェンスに寄りかかり、こちらの隣となりに並んだ。そして、やおら右手を差し出しくる。

「ほなら、よろしく。雇い主さん。せいぜい稼かせがせてもらうわ」

「あいよ、ボー・ピープ。せいぜいコキ使ってやるから、そのつもりでな」

　握あく手しゆに応じる。なんともギブ・アンド・テイクな関係だ。ま、こんなドライな間あいだ柄がらもアリなのだろう。次いで卓巳は最後に、少し気になっていたことを尋たずねることにした。

「ところでな、深み遥はる。……お前みたいに一般人のフリして、この街に潜もぐり込こんでる妖精使いチエンジリングって、あとどのくらいいるんだ？」

　果たして、眼鏡めがねの向こうで双そう眸ぼうを弓ゆみなりにした委員長は、実に頼りになるお言葉をくれた。

「──聞きかんほうがええと思うで？　素でビビるから」




　　　　○




　バイト先の店長に無理を言ってお休みをもらい、ひさしぶりにエーリカの墓参りに行った。

　場所は市内にある、とある共同墓地だ。七年前、まったく身寄りがなかったエーリカのために色々と無茶をして、なんとか確保した彼女が眠ねむる小さな土地だった。

　両手を合わせて祈いのっているあいだ、心中に浮かんでくる気持ちは決して綺き麗れいなものばかりではなかった。糾きゆう弾だんもしたし、恨うらみ節ぶしも叩たたきつけたと思う。それでも、やっと仇かたきを取れたと報告できたのは、ラステルにとって誇らしいことだった。

　終わったのだ。今日この日を以もって、過去の自分が。

　何も変わらなかった、変われずにいた七年間が。

　一いち抹まつの寂さみしさを覚えた。一度歩き出したからには、もう変化は止められないと分かっていたからだ。思い出という優しい逃げ場を失った痛みは、晴れやかに胸の奥おくを刺し続けていた。

　それから午後になって屋や敷しきに戻り、まだロロットたちが帰宅していないと分かると、門の前で彼女たちの帰りを待った。昨日、散々にお説教され、そして自らの野望を明かしてくれたあの少女に、これから新たに自分を始めるラステルとして、まず一番に挨あい拶さつをしたかったのだ。

　待っているあいだ、遊園地で卓たく巳みに告げられた「答えを探せ」という言葉が脳裏を巡った。

　今はまだ何を信じたらいいのか分からない。エーリカの真意がいったいどこにあったのか、彼女が本当はどんな人間だったのか──ラステルは自分が「信じたい」と思う解答を、ただ強く信じることもできない根性なしだ。普ふ通つうの半身体アノマリーとは違うかもしれない、自己への不ふ審しんもある。

　探したい、と思った。

　こんな自分の背中を押してくれた彼女たちと、数多あまたある疑問の答えを探したい、と。

　探し物が見つかる保証なんてどこにもない。まだまだ覚かく悟ごも足りなくて、これからも幾いく度どとなく挫ざ折せつを味わうだろう。そしてそのたびに、また多くの人に迷惑をかけるのだろう。

　それでも、自分は進むと決めたのだ。

　ゴールが見えなくても、足を動かすことには、きっと意味がある。そう信じて。

「…………」

　ほどなく、坂の下から二つの人ひと影かげが現れた。

　長身の少女が軽く目を瞠みはり、こちらを指差して隣となりの女の子に何か話しかける。

　蜂はち蜜みつ色いろの髪を靡なびかせた女の子が、腕が千ち切ぎれて飛んで行きそうなくらい、勢い良く手を振ってくれた。ラステルも微笑ほほえんで手を振り返す。けれど、敢あえてその場は動かなかった。

　ただ、待つ。帰宅する家人の居場所として、柵さくの向こうに見える古いお屋敷と一いつ緒しよに。

　やがて彼女たちが目の前に立ったとき、ラステルの声は自然と大きくなった。

「──お帰りなさい、ロロットちゃん！　真ま崎さきさん！」

　今日も言えた。だから、きっと明日も言える。努力すれば、これからも先ずっと。

　その得難い喜びを、お姫ひめ様さまの「ただいま」を聞きながら、ラステルはそっと嚙かみ締しめた。





〈Ｆｉｎ〉












　　　あとがき




　ヒーホウ！　また会えましたね。物もの草ぐさ純じゆん平ぺいです。

　──さて。ご覧のとおり、今回はあとがきのページが殆ほとんどありません。なぜかといえば、デビューできた喜びの余り、僕が調子に乗って書き過ぎたからです。……申し訳ない！

　いや、ほんと。実に新人らしいミスと言いましょうか。初めに立てたプロットが実際に書いたとき、どのくらいの分量に収まるのか、そのあたりの匙さじ加か減げんがちっとも分かってなかったんですな。おかげで、あとからページ数を結構削ったにも拘かかわらず、この有様です。

　ただでさえ遅筆なのに、そのせいで編集さんを始めとする関係者の皆様方には、多大な迷めい惑わくをかけてしまいました。この場を借りて深くお詫わびを申し上げます。

　また、イラストレーターの皆みな村むらさんにも、時間的にかなり無理を言ってしまいました。にも拘わらず、やっぱりロロットの絵はサイコーです。特に表紙がまたなんとも……むふ♪

　そして、読者の皆様には心より感謝の言葉を。ありがとうございました。

　ではでは、またどこかでお会いできる日を祈いのりつつ──力の限りヒーホウ！





二〇一二年　一〇月某日　　　　　物草純平
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物もの草ぐさ純じゅん平ぺい

昔から『妖精に出会いやすい』とされている日があります。有名なのは５月１日（メイデー）、６月24日（ミッドサマー）、10月31日（ハロウィーン）。これらの日に、四つ葉のクローバーを持って外出してみては？　運が良ければ取り替えてもらえるかも！
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皆みな村むら春はる樹き

福岡県出身、千葉県在住のイラストレーター。

挿絵やイラストを中心に活動中。

二次元の女の子が好きです。性別・年齢は問いません。









電撃文庫





スクリューマン＆フェアリーロリポップス２











物もの草ぐさ純じゆん平ぺい








二〇十三年七月十一日　配信
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